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「見つけた」

　囁ささやくような声で言って、神しん藤どう華か夜やは前方を指差した。

　彼女たちがいるのは、本校舎一階の廊ろう下かだ。夕焼けに染そまる校庭を望むことができる。その隅すみを、メイジの集団が横切ろうとしているところだった。

　親しん王のう坂ざかの外部に存在する工房、『カンドール・コーポレーション』の侵しん攻こう部隊。

　彼らの表情は一いち様ように憔しよう悴すいしている。無理もないだろう。開戦からほんの一時間で、部隊の半数、五人ものメイジがリタイアしてしまったのだから。

　それを行ったのは──華夜の隣となりにいる少年だ。

「仕掛けよう」

　硬く冷たい声に、華夜は思わず、彼の横顔を窺うかがった。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう。『伏桜製作所』の工房長。

　華夜は三九郎がどのような人間なのかを知っている。優やさしくて、温かくて、頼たよりになる。華夜が信しん頼らいと、そして恋心を寄せている少年だ。

　けれど、メイジとの戦いにあるときの三九郎は、まるで別人のように思える。

　そのとき、三九郎が視線に気づいて、華夜のことを見返した。

「どうした？　神藤さん」

「……ううん。なんでもないよ、伏桜くん」

　首を振って、華夜は立ち上がった。

　手の中のクォーツを握りしめる。意識から、戦せん闘とうに不要なものを削そぎ落とす。隣にいる少年の温ぬくもりを、今だけは忘れさって、華夜は小さく頷うなずいた。

「一いつ緒しよに、やろう」

「ああ。俺が口くち火びを切る」

　言って、三九郎は右手のナイフを握りしめた。

　銘めいは『アエリシス』。伝説のメイジ・伏桜団だん慶けいの遺い作さくとなるマジックアイテムだ。その能力は、宝ぎよく玉ほうに蓄たくわえられた魔ま法ほうを『複合』させること。伏桜団慶が持っていた特とく殊しゆ能力、『複合魔法』を再現できる、この世でただひとつのナイフである。

　それを扱あつかうことができるのは、伏桜三九郎だけだ。

　今、宝玉には、二つの色が輝かがやいている。『生属ヴイ・ト』の緑と『地属テツラ』の黄。二つの燃ねん焼しよう光こうが絡からまり合い、三九郎はその言葉を口に乗せる。

「コード・『忘却の神手デウス・オブリタス』。『リリース』！」

　ギン、と音を立てて、刃やいばの切っ先に不ふ可か思し議ぎな色を持つ光球が生まれる。ふわふわと風に揺ゆれるシャボン玉のように窓の外へと流れ、地面に落ちた。

　その瞬しゆん間かん、底そこ響ひびきのする音と共に、地面が割れた。

　メイジの一団はびくりと身をすくませ、地割れは彼らに向かって一直線に進んでいく。地割れの内側から、次々に姿を現したのは──荒々しくうねる、いくつもの触しよく手しゆだ。

「くそ！　迎げい撃げきしろ！」

　攻こう撃げき魔ま法ほうがメイジ集団から次々と放たれる。いくつかの触手はその魔法によって切り裂さかれるが、すべてを迎撃することなどできはしない。生き残った触手が雪崩なだれを打ってメイジたちに襲おそいかかり、二人のメイジを絡からめ取って、そのまま地面に叩たたきつけた。

　三さん九く郎ろうは、食いしばった歯の隙すき間まから叫んだ。

「神しん藤どうさん、行ってくれ！」

「わかった！」

　華か夜やは窓から飛び出して、走りはじめた。

『アエリシス』による『複合魔法』は、そのレベルに応じて大きな負荷を三九郎に掛ける。高レベルの魔法を展開しているあいだは、三九郎は動くことができない。彼が生み出した混乱をさらに拡大するのは、華夜の役割だった。

　長い黒くろ髪かみと緑の燃ねん焼しよう光こうが、尾を引いて後ろに流れていく。クォーツを親指で弾はじくのと同時に、華夜は髪を撫なでつけ、大声で詠えい唱しようした。

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』！」

　放物線の頂点で、クォーツは一ひと際きわ強く燃焼する。クォーツを供く物もつとして、『生属ヴイ・ト』の眷けん属ぞく──人型をした巨木が、この世に現出する。

「慌あわてるな！　隊列を崩くずすんじゃ──、がふっ！」

　言ってるあいだに言ってるヤツが踏ふみつぶされた。触手の攻撃によって混乱しているところに、華夜の『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』が横よこ殴なぐりを仕掛けた格好だ。

　残りのメイジは二人──だが、その二人は、どうやらこのメイジ集団のリーダー格を務つとめているようだ。そのうちの片方が、素す早ばやく詠唱した。

「『極光の瞳ルクス・コラプス』！」

　レベル８『光属ルクス』、スクロール『凝ぎよう縮しゆく』に位置づけられる魔法。目に痛いほどまばゆい光の球が放たれる。『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』に触ふれた瞬しゆん間かん、その光球は直径10メートルほどに膨ふくれあがり、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』と暴れ狂う触手の大半を消失させた。

「くっ！」

　思ったよりも反応が速い。華夜はとっさに足を止め、もうひとつのクォーツを指に挟はさみ込む。生き残りメイジの片割れが、怒りに燃もえる眼まな差ざしで華夜をにらみつけた。

　詠唱は、同時に行われた。

「『生命の防壁ヴイタ・ウオール』！」

「『劫火の紅玉イグニ・コラプス』！」

　華夜の目の前に、植物によって織おり上げられた壁かべが現れる。メイジの指先から放たれたこぶし大の火球が、その壁に着ちやく弾だんして、爆ばく炎えんを周囲に撒まき散らした。吹きつけられる熱風に、華夜は思わず腕で顔を覆おおう。

　その腕の合間から──二人のメイジがクォーツを構えるのが見えた。

「────ッ！」

　華か夜やは身をすくませる。再びの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを唱となえている時間はない。

　二人のメイジは、白と赤の燃ねん焼しよう光こうが灯るクォーツを突き出して、高らかに詠えい唱しようした。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』！」

「『炎の刃イグニ・グラデイオ』！」

　二色の燃焼光は二色の刃やいばと化し、華夜の胸元へと吸い込まれ──

　力強い腕が、背後から華夜のことを抱きすくめた。

　どくん、と華夜の胸が高たか鳴なった。

「『パリング』」

　耳元に響ひびく力強い声。二人のメイジから放たれた、二種しゆ類るいの『切断』魔法──そのいずれもが、華夜を抱きすくめる手に触ふれた途と端たん、あさっての方向へと受け流された。

　華夜は、自みずからを抱く腕のたくましさを意識しながら、詠唱する。

「『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』！」

　緑の燃焼光が茨いばらの刃と化して、二人のメイジに襲おそいかかる。肩と足を貫つらぬかれて、彼らはその場に倒れ伏した。

「まだ続けるのか？」

　そのさまを冷れい酷こくに見下ろしながら、華夜のすぐ後ろに立つ三さん九く郎ろうが、そうつぶやいた。

　三九郎は華夜のことを抱きしめたわけではない。彼女に向かってくる魔法を、『パリング』するために、華夜の胸の前で腕を交差させたのだ。

『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』で足を貫かれて、うずくまっていた『火属イグニス』メイジが、震ふるえる声でつぶやいた。

「……ア……、『アンチメイジ』……！」

　そう。

　彼は、伏ふし桜ざくら三九郎は、『アンチメイジ』だ。

　魔法を盗ぬすむ魔法、『スティール』。それを解とき放つ魔法、『リリース』。その二つをコンマ以下の秒数で行うことで魔法を受け流す、『パリング』。

　メイジを倒すことだけに特化したかのような、それらのスキルは、多くのメイジにとっては恐怖と嫌悪の対象でしかない。事実、『カンドール』の侵しん攻こう部隊の大半は、三九郎の手によって壊かい滅めつさせられたのだ。

　地に伏せ、うめくメイジたちは、バケモノでも見るかのような眼まな差ざしを三九郎に向けている。もはや抵抗の意思を示すものは、どこにも見当たらなかった。

　血を流す腕をかばいながら、リーダー格のメイジが顔を上げ、叫んだ。

「ま、待て！　待ってくれ！　わかった！　お、俺たちの、負けだ！　だから！」

　事実上の降こう伏ふく宣せん言げんを受けても、三さん九く郎ろうは表情ひとつ変えなかった。

「両手を前に出して、手のひらを上に向けろ。──ジャッジ。いるか？」

「ハイハイ。こちらニ」

　空間が飴あめのように歪ゆがみ、その中心から白しろ装しよう束ぞくの少女が現れる。ヴェネチアンマスクの奥底に、桃もも色いろの光を宿らせて、彼女は戦せん意い喪そう失しつしたメイジを見た。

「『カンドール・コーポレーション』侵しん攻こう部隊代表者、香こう月げつサマ。敗北を、お認めになりマスネ？」

「み、認める」

「デハ、『評ひよう議ぎ会かい』に定められたルールにヨリ、このたびの侵しん略りやく戦争は、『伏ふし桜ざくら製作所』の防ぼう衛えい勝利となりマス！」

　ジャッジが高らかに宣言すると、ようやく三九郎は、小さく息をついた。

『カンドール』のメイジたちは、がっくりとうなだれる。敵てき意いはすでに見当たらない。メイジ同士の戦争は、無む慈じ悲ひだが無法ではないのだ。仮にここで不意を打ち、三九郎を殺害したとしても、一度ついた決着は覆くつがえることはない。そのメイジが『評議会』から重い罰ばつを受けるだけだ。

　あとは──

「あの。伏桜くん」

「神しん藤どうさん、無事か？」

「……その、えっと」

　華か夜やは顔をうつむかせる。それを見て、三九郎は血相を変えた。

「どうした？　まさか──どこか、怪け我がをしたとか!?　すぐに『治ち癒ゆ』を──」

「あ、あの、そうじゃ、なくて」

　うつむいた顔が赤くなる。喉のどが詰まったようになって、なかなか言い出せない。

　ジャッジが呆あきれたような声で指し摘てきした。

「坊ぼつちゃま。華夜サマは、抱きしめるのをやめてほしいト、そう仰おつしやりたいのだと思いマス」

「……あ。ご、ごめん！」

　ようやく気づいたように、三九郎は華夜を抱きしめていた腕をぱっと解ほどいた。

「あ──」

　別に、いいのに。

　その声の代わりに、かすかな吐と息いきが漏もれた。未み練れんのようにも響ひびいただろうか。そのことがまた恥はずかしくて、華夜は頰ほほを染そめたまま、きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「……くそっ……」

「……ラブコメかよ……」

『カンドール』のメイジたちが、口々に悪態をつぶやく。消え失せていたはずの敵意がむくむくと蘇よみがえりつつある。恨うらみがましく自分のことをにらみつける敵メイジに、三九郎は慌あわてたように宣言した。

「と、とにかく。戦争は、これで終わりだ。おまえらのクォーツは没ぼつ収しゆうさせてもらう。帰って工房長に伝えろ。『伏ふし桜ざくら』に、二度と手を出すなと！」

　敵てき意いの中に、意外そうな表情が生まれる。

　ジャッジの眉まゆがぴくりと動いた。三さん九く郎ろうも、それに気づいたはずだ。

　しかし、彼はそれを無視して、ジャッジと華か夜やと共に異い位い相そう空間のゲートを通り抜けた。周囲の光景が、熱した飴あめのように歪ゆがみ──華夜と三九郎は、元の世界へと戻ってきた。

　親しん王のう坂ざか高校、調理準備室。

　見慣れた場所に戻ってきた途と端たん、三九郎はテーブルに手を突いて、頭を抱かかえた。

「ふ、伏桜くん!?」

「……なんでもない。大だい丈じよう夫ぶだよ、神しん藤どうさん」

　とても大丈夫なようには思えなかった。その声にも表情にも、疲労の色がべっとりと張りついている。

　当然だ。今までずっと、命を賭かけた戦いを続けてきたのだし──それ以前に、『伏桜製作所』を受け継いでから一ヶ月というもの、彼はずっと奮ふん闘とうしてきたのだから。

『伏桜製作所』を守るための戦いは、三九郎自身のためではない。華夜と、彼女の母親を救うためのものなのだ。それを思うたびに、華夜はやりきれなくなるほどの申し訳わけなさと、三九郎への感かん謝しやの念を抱いだくのだった。

　華夜は三九郎の背中に手を置く。優やさしく撫なでながら、絞しぼり出すように、

「少し、休んだほうがいいよ。あとのことは私たちがやっておくから、横になって」

　三九郎は少し笑い、華夜のことを見た。

「……『ゆっくり休める魔ま法ほう』なんてものが、あればいいんだけどな。残念なことに、これから『六ろく会かい議ぎ』だ」

　華夜は唇くちびるを嚙かむ。代われるものならば代わってあげたい。けれど、工房長としての責せき務むは、華夜に肩代わりできるものではなかった。

「申し訳ないけど、後始末はお願いするよ。ジャッジと一いつ緒しよに、うまくやっておいてくれ」

　深呼吸をして、三九郎は背せ筋すじを伸ばした。そのまま調理準備室の出口に向かい、ドアを開けたところで、華夜を振り返る。

「言い忘れてた。──一緒に戦ってくれてありがとう。きみがいなければ死んでいた」

　そう言って、頭を下げて、三九郎は部屋から出て行った。

　華夜は、なにも言えなかった。

　唇を嚙みしめて、スカートを握りしめて、ただ立ち尽くす。

　ありがとうなど。感謝の言葉など。三九郎から言われる道理は、どこにもない。

　自分のほうこそが、数え切れないほどの恩おん恵けいを受けているというのに。

　ぶつけようのない感情を持て余していると──不意に、ジャッジが口を開いた。

「坊ぼつちゃまは、お優やさしい方デス」

「……うん」

「シカシ、その優しさガ、命取りになることもあるのデス。戦争の敗者を誰だれも殺さないなんテ──これでハ、我われ々われは侮あなどられる一方デスよ」

　ジャッジの声には、不満が滲にじみ出ている。

　彼女は人じん工こう精せい霊れい、メイジによって作られた人造物に過ぎないが、殺さつ戮りくに快楽を見み出いだすような異常人格の持ち主ではない。戦争の勝者が、敗者を殺さつ傷しようすることは、決して無む益えきなことではないと、そう言っているのだ。

　華か夜やにも、そのことはわかる。

　イヤでもわからされた。なにしろ、『伏ふし桜ざくら製作所』は、三さん九く郎ろうが継けい承しようしてからの一ヶ月というもの、三回も侵しん略りやく戦争を仕掛けられたのだから。

　前々回の『ユグラ精せい鋼こう』。

　前回の『実じつ崎ざき研究所』。

　そして今回の『カンドール・コーポレーション』。

　いずれも、親しん王のう坂ざかの外部の工房だ。彼らがリスクを冒おかしてでも『伏桜製作所』に戦争を仕掛けてきた、最大の理由は──




　　　　　　　　◆




「おまえがメイジを殺さないからだ。『伏桜製作所』工房長、伏桜三九郎」




　決めつけるような声が、薄うす暗ぐらい広間に響ひびき渡った。

　親王坂市中央に建こん立りゆうされた天てん正しよう神社は、どこの工房の支配も及およばない、中立の土地だ。『親王坂六工房会かい議ぎ』、通称『六会議』は、この神社の広間で催もよおされるのが常だった。

　円形の広間だ。頭上に吊つられた幾いく千せんもの蠟ろう燭そくの灯ともし火びが、黒こく曜よう石せきの壁かべに反射して幻想的な雰ふん囲い気きを漂わせている。中央に巨大な円卓が据すえ置かれ、その周りに配置された六つの椅い子すに、五人の工房長が腰かけていた。

『マーチラビット・ワークショップ』工房長、蜜みつ月づき蕩とう乃の。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』工房長、御み影かげヶが原はら夜や楽がく。

『ギギリヤ重工』極きよく東とう支部・支部工房長、アラビスカ・モーバイン。

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長、桐之宮新しん開かい。

　そして──『伏桜製作所』工房長、伏桜三九郎。

　六つの椅子のうち、ただひとつ、『街工場ウィステリア』工房長の神しん藤どう雪ゆき徒とだけが不在だった。それを気にしているものは誰だれもいない。『ウィステリア』はやや特とく殊しゆな政治事情によって六工房に名を連ねており、『六ろく会かい議ぎ』に顔を出すことは稀まれだ。

　三さん九く郎ろうの正面には、議ぎ長ちようである桐きり之の宮みや新しん開かいが座っている。傷だらけの顔を持つ、壮そう年ねんの大男だ。彼は底光りのする目で三さん九く郎ろうを見つめながら、重々しく言った。

「今日もまた、戦争を仕掛けられたそうだな？　相手は、確か──」

「『カンドール・コーポレーション』！」「真ま木き平ひらの工房だったはずだねェ！」「まったく、この土地も騒さわがしくなったものだ！」「あんな、数だけが頼たよりのクズ工房が入り込もうとするとはね！」「いったい、誰に責任があるのかなァ……？」

　騒ぎ立てたのは、御み影かげヶが原はら夜や楽がくだ。一メートルほどの体長しかない樽たるのような体つき、顔には三つの仮面を貼りつけている。その三つの仮面が、次々に言い立てた。

　彼と三九郎には、因いん縁ねんがある。

　一月前の『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』において、御影ヶ原夜楽は、ルール違反を行ってまで参加者を皆殺しにしようとした。その目もく論ろ見みは三九郎によって破られ、ルール違反が『評ひよう議ぎ会かい』にバレた夜楽は、三ヶ月にわたる『他工房への干かん渉しよう禁止』ペナルティを受けてしまった。それ以来、夜楽は三九郎を目の仇かたきにしている。

　うんざりして、三九郎は反はん論ろんした。

「……戦争には勝った。俺の工房は誰にも渡さない。それでいいだろう」

「よ、よくない、です。とても。よくない」

　小こ柄がらな少女──少なくとも、形はそう見える人物が、ぽそりとつぶやいた。

　アラビスカ・モーバインだ。影のようにひらひらとした黒い服、先の折れ曲がったとんがり帽ぼう子し。見習い魔ま女じよのような風ふう貌ぼうだが、実際のところはわからない。彼女の顔は、黒い包帯でぐるぐる巻きにされている。

　彼女はとんがり帽子の上から頭を搔かきむしり、いやいやをするように首を振った。

「せ、戦争、起きすぎです！　わたし、『評議会』の人から叱られました。『おまえんとこの地区はどうなってるんだ』って。まるで内ない紛ふん状態だって！　うううっ、わ、わたし、わたしが悪いんじゃないのに！」

『ギギリヤ重工』はメイジ世界最大の工房であり、各地に支部を持っている。彼女はそんな大工房の支部を預かる、れっきとしたマスターメイジであるはずなのだが──どうも、そうは見えない。哀あわれな中間管かん理り職しよくみたいだ。

　ごほん、と咳せき払ばらいをして、新開が自みずからに注意を引き戻した。

「戦争の勝敗が問題なのではない。親しん王のう坂ざかにある工房が、頻ひん繁ぱんに外部から戦争を仕掛けられている。そのことが問題なのだ」

「きみみたいな馬ば鹿かにもわかるように言うと」「きみんとこがヨソにナメられてるからケンカ売られるんだよ？」「そしてそれが私たちに迷めい惑わくを及およぼしている！」

「戦争とは命のやり取り。クォーツを巡めぐる殺し合いだ。だが──おまえは、侵しん略りやくしてきたメイジをひとりも殺していない」

「アッハハハ！」「意味がわからないねェ！」「相手は自分を殺そうとしているのに──」「自分は、相手を殺さない？」「アハハハハハハ！　馬ば鹿かじゃないの!?」

「て、敵を、殺さない工房なんて、怖くもなんとも、ありません。わ、わたしでも、戦争を仕掛けますよ。負けても、こちらに損そん害がいは、ないのですから」

　新しん開かいが、夜や楽がくが、アラビスカが、口々に三さん九く郎ろうを非ひ難なんする。

　円卓の向こう側にいる彼らを見み据すえながら、三九郎は口を噤つぐんでいた。

　これが、この会合の目的なのだろう。

　新しん参ざんの工房長である伏ふし桜ざくら三九郎をつるし上げ、萎い縮しゆくさせ、言うことを聞かせること。

　そのことがわかっていたから、三九郎は沈ちん黙もくを保った。言い訳わけめいたことを口にするつもりはなかった。向こうの目的がこちらを叩たたくことなら、なにを言っても無む駄だだ。

　それを良いことに、彼らは口々に言い立ててきた。

「この親しん王のう坂ざかの土地には多くの『竜りゆう脈みやく』がある。この土地に参入したいと望む工房は、日本のみならず世界に多くあるだろう。我われらは味方同士ではないが、この地の安あん寧ねいを守ろうという意識は共通している。よそ者に介かい入にゆうされるのは本意ではないし──よそ者に介入されかねないような劣れつ弱じやくな要素は、排はい除じよせねばならないと考えている」

「きみみたいな馬鹿にもわかるように言うとォ」「『劣弱な要素』というのは、きみの工房のことだよ？」「伏桜、三九郎クン？」

「ま、まず、わたしたちは、あなたに要求します……。今回の、『カンドール・コーポレーション』の侵しん略りやく部隊。それを、み、皆殺しに、してください。まだ、異い位い相そう空間内に、捕とらえているのでしょう？」

　夜楽は自分をいたぶりたいだけだろうが──新開とアラビスカが言うことには、そこそこの理が通っている。

　彼らは『畏おそれさせろ』と言っているのだ。伏桜三九郎を。『伏桜製作所』を。他の工房に畏れさせ、そうして、余計なトラブルを寄せ付けるなと言っているのだ。

　そのために、人を殺せと。

　それはメイジの理だ。

　そして、自分は──

「断る」

　三九郎は、はっきりとそう言った。

「何度も言っているが、俺はメイジじゃない。『アンチメイジ』だ。おまえらのやり方には、従わない」

『アンチメイジ』の名を出すと、三人の工房長は、かすかに息を吞のんだ。

　メイジを否定し、『御み柱はしら』を侮ぶ辱じよくする異い端たん者しや──『アンチメイジ』という言葉には、そんな響ひびきが含まれている。薄うすく張り詰めた敵てき意いが三さん九く郎ろうを取り囲むが、三九郎は背せ筋すじを伸ばして、彼らの敵意に真正面から向き合った。

「『カンドール』のメイジは、今日中に解放する。持っているクォーツはすべて没ぼつ収しゆうさせてもらうが、それ以上の危害を加えるつもりはない」

　桐きり之の宮みや新しん開かいは目を細め、警けい告こくめいた言葉を口にする。

「……『アンチメイジ』だからといって、神にでもなったつもりか？　そのようなやり方では、早晩、潰つぶされるぞ。伏ふし桜ざくら三九郎」

「メイジと同じになるくらいなら、潰れた方がマシだ」

　三九郎は傲ごう然ぜんと言い放ち、席を立った。

　これ以上、話すべきことなどない。彼が身を翻ひるがえして、広間から出ていこうとすると、不意にその背中に声がかけられた。

「あなたがメイジを嫌きらうのは、お父さまが嫌いだからですか？」

　それまで沈ちん黙もくを保っていた『マーチラビット・ワークショップ』の工房長、蜜みつ月づき蕩とう乃のだ。

　彼女の顔はウィドウベールに隠かくされ、その表情を窺うかがうことはできない。ただ、その粘ねばつくような視線だけは、しっかりと感じることができた。

「それもある。それだけではないが。どっちにしろ、あんたらには関係ない」

「……ふふ。確かに、そうですね」

　口元に手を当てて、蕩乃はくすくすと笑った。

　三九郎はそれを、自分を嘲あざけるものだと判断した。彼女に背中を向けて、歩き出す。

　それでもまだ、蕩乃の粘つくような視線は、いつまでも振り切ることができなかった。
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「呉くれ葉はちゃん、レベル９になったんだぜ！」

　開口一番、蜜みつ月づき呉葉はドヤ顔でそう叫んだ。

　親しん王のう坂ざか高校、調理実習室。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは、毎週水曜日、ここでお菓か子しを作ることが習慣になっている。趣しゆ味みが高じた結果であるが、その集まりは『伏桜お菓子教室』と呼ばれ、女子生徒のみなさんの社交場のようになっていた。

　そのとき三九郎は、ホールケーキのデコレートをしているところだった。前日から仕込みをしていた渾こん身しんの一作で、ココア色のチョコレートムースを、幻想的なパウダーシュガーが彩いろどっている。女子生徒のみなさんは、誰だれもがよだれを飲み込むようにして、この作品の完成を待っているのだった。

　そんな場所での、呉葉の発言だった。

「…………」

　なに言ってんだこいつ──。

　三九郎は茶こしを持ったまま、そんなことを思った。

　レベルとはメイジ世界に属する概がい念ねんであり、一般人の前では秘密にするものだ。それを、こんな場所で持ち出すバカがどこにいる。

　いや、ここにいるのか。こいつがバカだということを失念していた。

　だから、三九郎はこう言った。

「おめでとう」

　そうして、彼はまたデコレート作業に取り掛かりはじめた。

　呉葉は目を剝むき、ばんばんとテーブルを叩たたいて、三九郎の注意を引き戻した。

「いやいやいや、待て待て待て！　それだけか？　もっとこう、あるだろ？　レベルアップした呉葉ちゃんに対する、ご祝しゆう儀ぎ的なモンがさ！」

「ねーよ。作業の邪じや魔まするな。──ていうか、おまえ、こんなところで──」

「なんのお話ですか？」

　声をひそめて注意しようとしたが、遅かった。『伏桜お菓子教室』最前線に座っている少女のひとりが、首を傾かしげて尋たずねてきたのだ。

　ポニーテールとつぶらな瞳ひとみ。幼い顔立ちに現れているのは純じゆん粋すいな好奇心だ。彼女の名前は須す崎ざきキリコ。三九郎の後こう輩はいであり、『伏桜お菓子教室』の新たな常連だった。

「ねー。なんのお話だろうねー」

　その隣となりに座るのは、三九郎の幼なじみの春日かすがねねこだ。のほほんとお茶請うけのクッキーを食べている。一ヶ月前の『伏桜継けい承しよう戦争』に巻きこまれて以来、彼女はメイジ世界のことを認にん識しきしてしまったが、今は特に気にしてないようだ。

「あ、キリコちゃん。おくちおくち。食べかすがついてるよ」

「えっ、ほんとですか？　どこです？　こっち？」

「逆、逆。もう、仕方ないなあ。わたしが取ってあげる」

　キリコはねねこの中学時代からの後こう輩はいで、親しん王のう坂ざか高校に入ってからも格別に親しくしている。ねねこは友人が多いが、ああいう性格なものだから、面倒を見るより見られることのほうがはるかに多い。そんなねねこにとって、純じゆん粋すいに自分を尊敬してくれるキリコは、特別に可愛かわいらしいようだ。

「ありがとうございます！　ねねこセンパイ！」

　果たしてキリコが、ねねこのどういうところを尊敬しているのかは、よくわからないが──なにかしら、響ひびき合うものがあるだろう。系けい統とうとしては同色の少女たちだ。

「それで、なんのお話なんですか？」

　再び尋たずねてきたキリコを見て、呉くれ葉はは、にへら、と笑った。

「いやいや、気にしなくていいぜ。ゲームの話してるだけだし。ほれ……『とびだせ、メイジの森』。サンクロもやってんだろ？」

　……まあ、ゲームの話に見せかけたほうがマシか。三さん九く郎ろうはぶっきらぼうに答える。

「やりたくてやってるわけじゃない」

「でもやってるじゃん。まあいいから、聞けよ。レベルアップはそうそうあることじゃねーんだぜ。おまえも知ってるだろ？」

「知らん」

　ケーキに載のせるための苺いちごをスライスしながら、三九郎はそう返した。

　実際のところ、彼はメイジのレベルに関しては、通り一いつ遍ぺんのことしか知らない。

　呉葉曰いわく、レベルとは、次のような概がい念ねんらしい──




　メイジが使う魔ま法ほうは、三種の要素によって区分けされる。すなわち、『属性アライメント』、スクロール、そしてレベルだ。

『属性アライメント』とスクロールは、その魔法が持つ特性を示すものだ。『火属イグニス』の魔法は『火属イグニス』メイジにしか使うことができないが、たとえばスクロール『切断』に位置づけられる魔法は、どのような『属性アライメント』のメイジにも扱あつかうことができる。『火属イグニス』のスクロール『切断』ならば『炎の刃イグニ・グラデイオ』、『水属アクア』のスクロール『切断』ならば『水の刃アクア・グラデイオ』というように。

　メイジが扱えるスクロールの数は、レベルによって決まっている。レベルがひとつ上がると、メイジは一種しゆ類るいから二種類の新たなスクロールを習得するのだ。また、同じ魔法でも、高レベルメイジが扱う魔法は、威い力りよく・射しや程てい・発動速度、すべてにおいて優すぐれている。

　レベルとは、そのメイジの力量を示す指針であり、弱肉強食のメイジ世界にあっては、クォーツの次に重要視される事こと柄がらなのだ。

　ちなみに──

　メイジはレベルによって、次のように区分けされている。

　レベル一ひと桁けたのメイジは『ニュービーメイジ』と呼ばれる。成り立ての、使える魔ま法ほうは少なくて弱い、下したっ端ぱや鉄てつ砲ぽう玉だまとして扱あつかわれるメイジだ。

　レベル10に達すると、ようやく一人前の『メイジ』として認められる。が、この辺りから急激にレベルが上がらなくなりはじめる。メイジ人口の実に六割は、この位い階かいにいるメイジだと言われている。

　レベル20に達したメイジは『アークメイジ』と呼ばれる。実力も経けい験けんも豊富な、メイジの上に立つメイジだ。工房の中にあっても幹部として扱われ、工房長の座につくものも珍しくない。

　そして、レベル30に達したメイジは、『マスターメイジ』と呼ばれる。希け有うな才能を不断の努力で磨みがきつづけ、メイジ世界を生き抜いた一握りのメイジだけが、この位階にたどり着くことができる。そのほとんどは、工房長として活かつ躍やくしている。

　レベルがひとつ上がるということは、すなわち、弱肉強食のメイジ世界において、栄光の階段をひとつ上のぼるということなのだ！




「で、レベルを上げるためには、たくさんクォーツを使ってたくさん魔法を使って、そんでたくさん死ぬような目に遭あえばいいのさ！　死ぬような戦争でも、志し願がん者しやがイッパイいるのはそういうトコもあるからだ。なんせ、ニュービーがレベル上がりまくるくらいクォーツを使えるような機き会かいなんて、戦争くらいしかねーんだからな！」

「ほのぼのしたタイトルのわりに、物ぶつ騒そうなゲームなんですねー」

　キリコが脳のう天てん気きな感想を漏もらし、三さん九く郎ろうは呆あきれたように尋たずねる。

「それで？　おまえのレベルが上がって、それがどうしたんだ？」

「呉くれ葉はちゃんを祝福しろ」

「だからおめでとうっつったろ」

「はあ……。バカか？　おまえは？　バカなのか、サンクロ？」

「…………」

「あだだだだだっ!?　む、無言でツインテールひっぱんな！　呉葉ちゃんのトレードマークだぞ!?　取れたらどーすんだよ!!」

「もー、さんちゃん、女の子に乱暴しちゃだめだよー」

　ねねこが困ったように眉まゆを寄せ、三九郎のことを注意した。どういうわけか、彼女は呉葉と友人関係を築きずいてしまっているらしい。三九郎にとっては頭の痛いことだ。

　三九郎の手を振り解ほどいて、呉葉はずびしと三九郎を指差した。

「つ、つまりだな、サンクロ、ねねこ！　呉葉ちゃんをおまえらの工房に招待しろと、つまり呉葉ちゃんはそう言っているわけだよ！」

「招待？」

「おう！　だってさー、よくよく考えたら、呉くれ葉はちゃんが一回も『伏ふし桜ざくら製作所』に入ってないっておかしくね？　だって、あのとき呉葉ちゃんが助けてやらなかったら、おまえら全員死んでただろ？　いわば命の恩人だぜ！　恩人を家に招待するのに、なんの不ふ思し議ぎがあるってんだよ？」

「おまえ俺たちのこと殺そうとしただろなにが命の恩人だふざけんなバカ死ねバカ」

　無表情かつ無感情に、冷たく素す早ばやくつぶやくと、さすがの呉葉もぐっと怯ひるんだ。

　実際、呉葉はかつての『伏桜継けい承しよう戦争』において三さん九く郎ろうとねねこを殺そうとしたことがある。そのあと共きよう闘とうしたことも事実だが、それは互いの利り益えきのためだ。終わったあとまで馴なれ合うつもりはない。

「……ぐ、ぬ、ぬ……！」

　ぎりぎりと歯ぎしりをしながら、呉葉は三九郎のことをにらみつける。が、三九郎はビクともしない。彼は『アンチメイジ』だ。メイジに対して弱味を見せることはない──

　と、呉葉はふと、ねねこのほうを向いた。

「……ねねこ。サンクロが、呉葉ちゃんを仲間はずれにするんだ……」

「!?」

「呉葉ちゃんは、ただ、サンクロたちと友だちでいたいだけなのにさ。サンクロは──どうも、呉葉ちゃんが嫌いみたいだな。へへ。当たり前だよな。あんなことをしたんだから、許してくれるはず、ない、よな」

「呉葉ちゃん……」

　呉葉の目に光るモノを見て、ねねこは同情するようにその眉まゆを下げた。呉葉はねねこに近づき、甘えるように豊かな胸元へと頭を預ける。

「よしよし、良い子だから泣かないで」

　優やさしく呉葉の頭を撫なでながら、ねねこはキッと三九郎のことをにらみつけた。

「さんちゃん！　意地悪しちゃだめでしょ？」

「えっ、お、俺が悪いのか!?」

「そうだよ。わたしだって毎日みたいに通ってるんだからさ、一度くらい呉葉ちゃんを入れてあげてもいいじゃない」

「い、いや、でも……」

「でもじゃないの！　呉葉ちゃんはお友だちでしょ？　お友だちに、意地悪しちゃだめ！　ね、そうだよね、キリコちゃん？」

「そうですね。友だちは大事にしないといけませんよ、センパイ！」

　なぜかキリコまで参入してきた。次から次へと仲間を呼ぶから女の子は手に負えない。そもそも三九郎はメイジが嫌きらいなのだから、呉葉のことを友だちだと思ったことなど一度もない。

　彼が友人だと思っているメイジは、今のところ、二人しかいない。

　そこまで考えて、三さん九く郎ろうは頰ほおを搔かいた。

「さんちゃん、いいでしょ？　一度だけだから」

「そうですよ。ワイヤレス通信するくらいならいいじゃないですか！」

　ねねことキリコは口々に言いつのる。呉くれ葉ははめそめそしつつ、横目でちらちらと三九郎を窺うかがっている。女子生徒のみなさんもこちらに注目しはじめた。泣いている女子と、泣かせている男子。どちらが悪いのかは明白だ。

　三九郎が屈くつ服ぷくしたのは、それから数秒後のことだった。

「……妙なことしたら、すぐに叩たたき出すぞ」

「おしっ！」

　ねねこの胸の中で、呉葉は小さくガッツポーズをする。当然のように噓うそ泣なきだったわけだが、ねねこはそんなことは少しも気にしていないようだった。にこにこしながら、呉葉の背中を軽く抱き、

「よかったね、呉葉ちゃん。これで、心おきなくケーキが食べられるねっ」

「おう、そうだな！　ほれ、サンクロ、話は決まったんだから、きりきりお菓か子し作れよ！　工房への案内は、そのあとで許してやるよ！」

「あたし、お茶を淹いれてきますねー」

　口々に好き勝手なことを言う。彼女たちの言うなりになってしまったことを、早さつ速そく後悔しながら、三九郎は再びケーキをデコレートしはじめた。




　ケーキを作り終えて、女子生徒のみなさんに振る舞まったあと。

　三九郎は、ひとり調理準備室に戻り、携けい帯たいを覗のぞき込んだ。

　着信履り歴れきに、期待していた名前はなかった。

　一週間に一度くらいの頻ひん度どで、三九郎は彼に連絡を取ろうとしている。連絡手段は残されていた。携帯は解かい約やくされていないし、恐らく自分の着信にも気づいているだろう。

　だが、返信はない。

　アドレス帳から呼び出して、コールする。ほんの十秒間、コール音は鳴なり響ひびき、不意に途と切ぎれた。

　合成音声が、留る守す録ろくに繫つながったことを短く述べた。

　発信音のあと、また少し沈ちん黙もくしてから、三九郎は小さな声で、

「また、連絡する」

　それだけを言って、通話を切った。

　携帯の液晶ディスプレイに浮かぶ名前は、桐きり原はら雷らい火か。

　三九郎のただひとりの親友。三九郎が今まで出会った多くのメイジの中で、尊敬に値する数少ないメイジだ。

　一ヶ月前の『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』で、三さん九く郎ろうと殺し合いをしたあと、雷らい火かは親しん王のう坂ざか高校を退学した。それきり、どこにいったのかはわからない。だが、まだ親王坂のどこかにいるのだろう。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』に留とどまっているのか、そこさえも放ほう逐ちくされたのか──それも、三九郎にはわからなかった。

　ただ、話がしたかった。

　メイジ世界の話ではない。お互いの近況や、他た愛あいのない世間話を。

　一ヶ月よりもさらに前、三九郎が『アンチメイジ』になるより前に、雷火とよくしていたどうでもいい雑ざつ談だんを、もう一度、したかったのだ。

　──どこにいるんだ、雷火。

　ため息をついて、三九郎は携帯をポケットにしまった。




　　　　　　　　◆




「よいしょっ、と」

　洗せん濯たくカゴを足あし下もとに置いて、神しん藤どう華か夜やは「ふう」と汗をぬぐった。

　庭先はうららかな陽光で満ちている。温かく、やわらかな光だ。見わたす限りの草原は緑色にきらめき、丘の麓ふもとに広がる湖にはゆらめく太陽が映っていた。

　華夜はしばらく、目を細めて、その光景を眺めていた。

　柵さくの近くにあるロッキングチェアに腰かけて、この安らぎをしばらく堪たん能のうする──。

　その誘ゆう惑わくを振り払うのに、十秒ほどの時間を要した。ぱちん、と自分の両の頰ほおをひっぱたいて気合いを入れ、華夜は洗濯ものを物干し台に掛けはじめた。

　作業をしながら、華夜はちらりと丘の頂上を見た。

　この小高い丘が、すなわち『伏桜製作所』そのものである。

『伏桜製作所』の外がい観かんは、遠目から見れば巨大な怪物のようにも見える──奇き妙みようだが、どこか愛あい嬌きようのある怪物だ。

　華夜がいるのは、丘のちょうど中腹あたり。そこだけが丸く削り取られたようになっていて、柵と生け垣がきを張り巡めぐらせて庭としているのだ。丘のてっぺんからは煙えん突とつがいくつも突き出し、丘おか肌はだのあちこちには大きな丸窓が数え切れないほど取り付けられていた。

『伏桜製作所』に限らず、たいていの工房は数十から、大きいところでは百にも及およぶ数の部屋を有している。工房に住み暮らすメイジも多い。華夜には神藤家という立派な自宅があるが、それでもここ一ヶ月は、ほとんど『伏桜製作所』で暮らしていた。

　ちなみに、三九郎もそうだ。

　なんだか、同どう棲せいっぽい。

「……いやいや。なに考えてるの」

　顔が熱くなるのを感じながら、華か夜やは手て際ぎわよく洗せん濯たくものを干していく。

　なぜ彼女が、こんな新にい妻づまみたいなことをしているのかといえば、そこにはいくつかの理由があった。




　神しん藤どう華夜は、本来、実の父親である神藤雪ゆき徒とが経営する工房・『街工場ウィステリア』に所属しているメイジだ。

『街工場ウィステリア』は構成員が二人しかいない弱小工房だが、今まで侵しん攻こうを受けたことは一度もない。それというのも、工房長である神藤雪徒が、メイジ世界でも指折りの『治ち癒ゆ』魔ま法ほうの使い手であるからだ。

　彼は自工房の安全保障と引き替えに、他の五工房に対して、いつでも自みずからの『治癒』魔法を提供することを約束していた。神藤雪徒という優ゆう秀しゆうな治ち療りよう者しやを失うことは、親しん王のう坂ざかの全工房にとってのマイナスである──。彼は複数の工房からそのような政治的思おも惑わくを引き出すことに成功し、今日こんにちも独立を保つことができている。

　そんな、本来ならば永えい世せい中ちゆう立りつであるべき『街工場ウィステリア』が、『伏ふし桜ざくら製作所』と同どう盟めいに踏ふみ切った理由は、『伏桜』だけが彼の欲しているものを提供できたからだ。

　彼の妻、すなわち華夜の母親を救うことのできる、優ゆう良りようなクォーツを。

　いかに優ゆう秀しゆうなメイジであっても、クォーツがなければ魔法を使うことはできない。雪徒の腕は間ま違ちがいなく一流に属するが、『ウィステリア』が産出するクォーツは決してそうではなかった（だからこそ侵しん略りやくを免まぬがれられたのだが）。華夜は母親を救うために『伏桜継けい承しよう戦争』に参加することを決意し──その結果、『伏桜製作所』と同盟を結び、そこで産出されるクォーツのかなりの量を譲ゆずり受けることになったのだ。

　華夜が『伏桜製作所』に出向しているのは、その同盟の証あかしと言える。

　すべきことはいくらでもあった。工房の運営に関して、三九郎は素人しろうと同然だから、そこは華夜とジャッジが二人でうまく切り盛りしている。先日のように他工房から戦争を仕掛けられれば、三九郎と共に戦い、それを退しりぞける。実際、『伏桜製作所』が失われることは、そのまま母の死を意味しているから、華夜は必死だった。

　三九郎には、どれだけ感かん謝しやをしてもし足りない。メイジではない三九郎には、工房を守らなければならない理由もまた存在しないのだ。『伏桜継承戦争』を戦い抜いたのは、そこに幼なじみのねねこの命が賭かけられていたからで、今となっては『伏桜製作所』の権利を誰かに委い譲じようして、さっさと普通の世界に戻ってしまってもよかったのだ。

　それでも三九郎は、華夜と一いつ緒しよに戦い、そのクォーツを華夜たちに譲ってくれている。

　彼は、神藤家にとって、恩を返しようがないほどの大恩人だった。

　今の華夜は──三九郎のためならば、どんなことでもしようという気になっている。料理は三九郎のほうがはるかに上手だから手を出す隙すきもないが、それ以外の工房雑ざつ務む、掃そう除じや、洗せん濯たくや、そのほかもろもろのことを、一手に引き受けているのだ。

　もしも、三さん九く郎ろうが望むのならば。

　華か夜やは、もっと大だい胆たんなことだって、喜んで引き受けるだろう──




「……な、なんて。なんてね！」

　追つい憶おくがいつの間にか妄もう想そうになっていた。「もっと大胆なこと」ってなんだよと、頭の中の冷静な部分が自分にツッコミを入れている。誰だれがいるわけでもないのに気き恥はずかしくなって、華夜はてれてれと緩ゆるむ表情を、洗せん濯たくものに押しつけ──

「なにやってんだ、オマエ？」

　ぎくん！　と、心しん臓ぞうが跳はねた。

　弾はじかれたように後ろを振り向くと、そこには呉くれ葉はが立っていた。

「それ、サンクロのシャツだよな？」

　不ふ審しんげな表情を浮かべながら、呉葉は指し摘てきする。

　そのとおり。華夜が顔を埋うずめている白いシャツは、三九郎の学生シャツである。
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「………………………………」

　華夜はその言葉を認める代わりに、袱ふく紗さからクォーツを取り出して、構えた。

「ッ!?　ちょ、ちょっと待て！」

「不ふ法ほう侵しん入にゆう者しや、だよね。なら、排はい除じよしなきゃ」

「不法侵入じゃねーよ!?　呉くれ葉はちゃんは、サンクロに招待されてここにいるんだからさ！」

　その言葉に、華か夜やは少しだけ冷静さを取り戻した。

　確かに、呉葉が不法侵入をしたとは考えにくい。ここは異い位い相そう空間──現実世界とは少しだけズレた位相にある空間だ。『空属トラクタス』と『魔属デイアブル』によって生み出されるこの空間は、鍵かぎ付きの『ポケット』みたいなものだ。入り口の場所は決められていて、入るには権限者（この場合は三さん九く郎ろう）の許可がいるし、無許可で入る場合には入り口か、空間をハックする魔ま法ほうが必要になってくる。『水属アクア』の呉葉は、そんな魔法を使えないだろう。

「わ、わかったか？　なら、そのクォーツを下ろしてだな、」

「なにをしに、この工房に来たの？」

　矢や継つぎ早の質問──いや、尋じん問もんに、呉葉は顔を引きつらせながら、

「……な、なにって……ほれ、アレだ……呉葉ちゃん、レベル９になったからさ。そのお祝いってことで、ひとつ工房のお披ひ露ろ目めをだな、」

「うそ。そんなことが目的で、あなたが工房に入ってくるわけがない」

「う、うそじゃねーし！　べっ、別に、呉葉ちゃんは──」

「ねえ。あなた、さっきからどうしてクォーツを構えないの？」

　呉葉の喉のどが、大きく上下した。

　メイジにとって、クォーツを構えることは第一級の戦せん闘とう態たい勢せいだ。銃じゆうを構えるのと同じで、相手がどのような関係のメイジであれ、クォーツを構える相手にはクォーツを構え返さなければならない。殺されてからでは文句が言えないのだから、まずは殺されないようにしなくてはならない。

　呉葉はそのことを、よくわかっているはずだが──それでも呉葉は、クォーツを構えようとはしなかった。

　華夜の中で結けつ論ろんが出た。

「クォーツ、持ってないんだね」

「な！」

「まさかとは思うけど、『伏ふし桜ざくら製』のクォーツを盗ぬすみに来たんじゃないよね」

「う！」

「……たとえば、こないだの『継けい承しよう戦争』で負けて、それっきり工房からクォーツを支給されなくなって、自分で調ちよう達たつしなくちゃいけなくなって、それで『伏桜製』を手に入れようとした、とか」

「ぎ！」

　声に出して認めたわけではないが、もはや認めたも同然だった。冷や汗が呉葉の顎あご先さきを伝ってしたたり落ち、その目は激しく泳いでいる。

　華か夜やはクォーツを下ろした。冷や汗を垂たらす呉くれ葉はを見つめながら、ふっ、と鼻で笑う。

「まあ、確かに、『伏ふし桜ざくら製』のクォーツは高価だからね。『伏桜製』がひとつあれば、同じ大きさの低品質クォーツが十個は買えるっていうし。でも、だからって……」

　そのとき、呉葉は空からっぽの手のひらを差し出して、ぼそりとつぶやいた。

「くれ」

「は？」

「おまえのクォーツを、呉葉ちゃんに、くれ」

「……あのね。どうして私が、」

「じゃないと、華夜がサンクロのシャツの匂いを嗅かいでハアハアしてたってバラすぞ？」

　今度は華夜の顔が引きつる番だった。

　再びクォーツを構えるが、もはや呉葉は動じない。その顔にはへらへらとした笑みが浮かんでいたが、目が据すわっている。自じ爆ばく覚かく悟ご、といった表情だ。

「なんだ？　呉葉ちゃんをヤるのか？　いいぜ、ヤれよ。でもな、呉葉ちゃんはタダじゃ死なねーぜ！　ここなら大声出せば、サンクロもねねこにも聞こえるんだろうからな！　死ぬ前に、せいぜい叫んでおまえがやったことをバラしてやるッ！」

　本気の目だ。

　華夜は、しばらく考え込んでから──手にしたクォーツを、呉葉に投げ渡した。

　呉葉は空中でそれをキャッチして、小さくガッツポーズを取る。

「やりっ！　サンキュな、華夜！」

「……全然うれしくない……」

　いそいそとクォーツをしまい込みながら、呉葉は先ほどまでの自じ棄き的な表情とは打って変わった、ほくほくとした顔で華夜の背中を叩たたいた。

「そう言うなって！　いやー、実はおまえの言うとおりでさー、呉葉ちゃん全然クォーツ持ってなかったんだよな！　使い果たしちゃってさー」

　あ、やっぱり支給されてなかったんだ、と華夜は思ったが、それを口に出すほど残ざん酷こくにはなれなかった。

「しかしまあ、おかげでレベルは上がったし、クォーツは手に入れられたし！　『マダム』も許してくれるはずだ！　きっと！　……たぶん……」

「すごく自信なさそうだけど……」

『マダム』蜜みつ月づき蕩とう乃のの噂うわさは、華夜も耳にしたことがある。

　曰いわく、侵しん略りやく戦争を仕掛けてきた外部のメイジたちを、ただひとりで皆殺しにしたとか。

　曰く、反逆を企くわだてた自工房のメイジを、バラバラにして犬の餌えさにしたとか。

『マーチラビット・ワークショップ』は攻こう撃げき的な性格の工房だが、それは工房長の性格をそのまま引き継いでいるのだろう。『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』に敗戦した呉葉が、苛か烈れつなる蜜月蕩乃の怒りを買ったであろうことは、想像に難かたくない。

　要するに──この少女は、所属する工房から今にも切り捨てられようとしている、崖がけっぷちのメイジということだ。この世で一番タチの悪い存在である。貧ひん困こんに喘あえぐものが拳けん銃じゆうを手にしたらどうなるか、という問題に似ている。

　とはいえ、呉くれ葉はの顔に悲ひ壮そうさはない。彼女は自分の胸元を親指で突くと、自じ慢まんげに言った。

「なにしろ、今や呉葉ちゃんはレベル９だからな！　やっとおまえと肩を並べたぜ！　見てろよ、すぐにでも追い抜かしてやるから──」

「私、レベル12だけど」

「──────、なに？」

　きょとんとして、呉葉は尋たずね返す。華か夜やは頰ほおを搔かき、

「いや、意外そうな顔されても……。当たり前でしょ？　私、あれから三回も戦争を経けい験けんしたんだから」

「『糸』、見えたのか？」

「うん。９のときから三回だから、今は12」

「……呉葉ちゃんは、二回しか見えなかったのに……！」

　ぎりぎりと、歯ぎしりをするように呉葉は言う。

　レベルが上がるとき、メイジは『糸』を見る。その状況は人によりけりだが、たいていは寝て起きた直後に見る場合が多い。『糸』は、メイジが属する『属性アライメント』の色──華夜ならば『生属ヴイ・ト』の緑、呉葉ならば『水属アクア』の青──に輝かがやいていて、そのメイジの胸からどこかに繫つながっているのだ。

　おそらくそれは、『御み柱はしら』と繫がっているのではないか、とメイジ研究者のあいだでは論ろんじられている。多くのクォーツを供く物もつとして捧ささげたメイジに、『御柱』が眠っているあいだに恩おん寵ちようを与える。それこそが、レベルアップの原理なのではないか、と。

　そうそう見るものではない。レベルアップのときのファンファーレみたいなものだ。

「……くそ……なんだよ、せっかく追いついたと思ったのにさ……」

　ぶちぶちとつぶやく呉葉に、華夜は戸と惑まどった。

「べ、別に私と張り合わなくてもいいでしょ？」

「なに言ってんだ！　おまえは呉葉ちゃんのライバルだろ！」

「そうなの!?」

「そうだよ！　ライバルのことを追い抜こうとするのは悪いことじゃないだろ！」

　悪い。というかハタ迷めい惑わくである。華夜の身にもなってほしいが、メイジに他者の気持ちを汲くめというのはなかなか酷こくな要求だろう。華夜はなんだかどうでもよくなって、手を振って呉葉を追い払おうとして、

「かやちゃん。呉葉ちゃんも、ここにいたんだ」

　工房から、ねねこが出てきた。

　とてとてと近づいてくる。ねねこの顔を見ると、華か夜やの表情が和やわらいだ。呉くれ葉はとは違い、ねねことは一いつ緒しよにいるだけで安らかな気持ちになってくる。

「もう、だめだよ呉葉ちゃん。さんちゃんから、あちこち歩き回らないでって言われたでしょ？　追い出されちゃうよ？」

「ぎゃはは、いいじゃんか別に！　そうなったらねねこがかばってくれんだろ？」

「むう。そうなったら、いくらわたしでもかばわないよ。ちゃんと反省してください」

　怒ったように頰ほおを膨ふくらませる。呉葉の笑みに、仕方なさそうな色が混じった。華夜と呉葉は友人ではないが、ねねこは両者と友人なのだ。この少女は、メイジに好かれる才能でもあるのかもしれない。

「ところでねねちゃん、私のこと、探してたの？」

「あ、そうそう、そうだった。あのね、『精せい製せい室』でさんちゃんが呼んでたよ」

　ねねこのせいではないだろうが、それは失言だった。

　呉葉の目がぎらりと光る。飢うえたメイジの目。彼女はねねこにべったりと張りつき猫なで声でつぶやいた。

「なに？　なになに？　『精製室』って、もしかして『コルドロン』のこと？　いいなあ。呉葉ちゃん、見てみたいなあ……、世界最高級のクォーツを生み出す、『伏ふし桜ざくら』の『コルドロン』……」

　こうなっては、呉葉は、なにがなんでも離はなれるまい。

　トラブルの予感に、華夜は額ひたいに手を当てて、ため息をついた。




　　　　　　　　◆




　それは、『コルドロン』と呼ばれている。

　意味は『大おお釜がま』。おとぎ話などで魔ま女じよがかき混ぜている、黒くて大きな壺つぼ型がたの釜を思い出してくれればよい。現代ではさまざまにバージョンアップされ、その形状も多た様よう化かしているが、少なくとも『伏桜製作所』のそれは、昔ながらの大釜タイプだ。

『コルドロン』の機き能のうは、地下深くにあるという『竜りゆう脈みやく』にアクセスし、その魔ま力りよくを吸い上げて、クォーツを精製することだ。クォーツはメイジの魔ま法ほうの源、『御み柱はしら』へ捧ささげるための供く物もつである。古来よりメイジたちは、よりよきクォーツ・よりよき工房・そしてよりよき『コルドロン』を求めて、血で血を洗う争いを繰くり広げてきた。

　ゆえに『コルドロン』は工房の心しん臓ぞう部である。もしも『コルドロン』が失われるようなことになれば、それは、その工房の死を意味している。




「ウーム、むむむ……」

『伏ふし桜ざくら製作所』の『コルドロン』。人ひとりがすっぽり隠かくれられそうな黒い大おお釜がまの前で、ジャッジは腕を組み、気むずかしげな声をあげていた。

　釜の外がい縁えん部ぶから釜の底に向かって、色とりどりの光の線が何本も走っている。光の線は、まるで心臓の脈みやく動どうのように、一定のリズムを保って明めい滅めつを繰くり返している。一度脈打つたびに、釜の底に転がる小さな結けつ晶しようが、次し第だいに大きくなっていくのだ。

　釜がどこかからエネルギーを汲くみ出して、なにかを創り出そうとしている──そのようにも見える。

　ただ、光の線の明滅は弱々しく、リズムも途と切ぎれがちになっている。これが心臓であるとしたら、おそらくこの心臓には欠けつ陥かんがあるのだろう。

「どうだ？　ジャッジ」

　声をかけると、ジャッジは三さん九く郎ろうを振り返り、申し訳わけなさそうに首を振った。

「残念デスが……不調は、続いておりマス。イエ、それどころカ、前よりももっと悪くなっているようデス」

「そうか」

　三九郎は沈んだ声でそう言った。

『コルドロン』の不調──それは、頻ひん発ぱつする『ブラックアーツ』と同じく、三九郎の悩みの種になっていた。

　もっとも、ジャッジによればこの不調は昨日今日始まったものではないらしい。『伏桜製作所』前工房長にして三九郎の父・伏桜団だん慶けいが亡くなってから一年というもの、正式なメンテナンスを一度も行っていないのだから、調子を崩くずして当たり前なのだという。

　うーむ、と腕を組んで、ジャッジはつぶやく。

「団慶サマは『空属トラクタス』と『魔属デイアブル』の複合魔ま法ほう使い。そして、『コルドロン』は『空属トラクタス』に位置づけられる魔法の道具なのデス。かつては団慶サマ自みずからメンテナンスを行えバ、それで問題なかったのデスが……」

「今となってはそれも望めない、か」

「ハイ。それニ、この『コルドロン』には団慶サマの手による改造がかなり加えられていマス。ヘタに別のものを据すえるト、クォーツの精せい製せい自体ができなくなってしまうかもしれマセン」

「良い情報がひとつもないな」

「……申し訳ありマセン、工房長」

　ジャッジは深々と頭こうべを垂たれる。彼女は『伏桜製作所』前工房長の伏桜団慶に絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかう人じん工こう精せい霊れいだが、団慶亡きあとは、三九郎を自らの主人と思い定めている。

　三九郎はわずらわしげに手を振り、そんなジャッジを戒いましめた。

「頭を上げろ。謝あやまる必要もない。おまえのせいじゃないんだからな」

「しかシ──」

「それで問題が解決するなら、いくらでも下げてもらうが、そうじゃないだろ？　だったら胸を張って、俺と一いつ緒しよに方法を考えてくれ」

　ジャッジは頭を上げた。ヴェネチアンマスクに隠かくされた瞳ひとみに、どんな色が浮かんでいるのかはわからない。しかしその唇くちびるは、嬉うれしそうにほころんでいた。

「……なんだ？」

「イエ。タダ、坊ぼつちゃま、工房長としてずいぶんとご立派になられマシタ。そのことヲ、嬉しく思っただけでございマス」

　三さん九く郎ろうは苦い顔をしてた。

「別にやりたくてやってるわけじゃないし、立派にはほど遠いよ。メイジ世界については、まだわからないことのほうが多いんだから」

　ジャッジは袖そでで口元を隠し、くすくすと笑った。

「ソコまで完かん璧ぺきになられてしまってハ、私のすることがなくなってしまいマス。ソウいった知識は、おいおい身につけていけばいいのデスよ」

　三九郎は、小さく頷うなずいた。望んでメイジ世界に足を踏ふみ入れたわけではないが、工房長を務つとめる以上、できるだけのことはしなくてはならない。ジャッジが傍そばにいるのは幸いだ。伏ふし桜ざくら団だん慶けいの側近であった人じん工こう精せい霊れいの少女は、メイジ世界の知識を豊富に持っている。

「それで──おまえの意見は、やっぱり『コルドロン』の買い換かえか。修理ではなく？」

「エエ。団慶サマが調ちよう整せいした『コルドロン』を修理するにハ、相当の実力者でなければ話になりマセン。ヘタに弄いじくれバ、そのまま使用不能になってしまうカモ。多少精せい製せい効こう率りつが落ちてデモ、最新型の『コルドロン』に買い換えたほうが安全かとは思いマス」

「在庫のクォーツはどれくらいあるんだ？」

「『ウィステリア』に譲じよう渡としたばかりなのデ、『伏桜製』のクォーツはそれほど多くありまセン。タダ、『カンドール』をはじめ、侵しん略りやく戦争を仕掛けてきた奴やつラから奪った分は大量に残っておりマス。ソレラを換かん算ざんしますト、そうデスネ……日本円にしテ、マア、二億円から二億五千万円といったところデショ」

　人生を左右するほどの大金だが、メイジとしての財産になど、三九郎は興きよう味みがなかった。「それがあれば華か夜やを助けられる」という程度の認にん識しきでしかない。

「たとえば、それで『コルドロン』を買い換える場合、どういったものが買える？」

「少々お待ちくだサイ。確か、カタログがあったハズ──」

　顎あごに手を当てながら、ジャッジは身を翻ひるがえして精製室から出て行く。それと入れ違うようにして、華夜が精製室に入ってきた。

「ああ、神しん藤どうさん。今──」

　状況を説明しかけて、三九郎は思わず口を噤つぐんだ。

　彼女の後ろに、ねねこと呉くれ葉はが立っていたからだ。

　ねねこは問題ではない。華か夜やほどではないが、ねねこも『伏ふし桜ざくら製作所』に何度も出入りしている。親しん王のう坂ざか高校とじかに繫つながっているこの工房に、気心の知れた部室のように入り浸びたっているのだ。

　だが、呉葉は──

「へええー。ここが『伏桜』の精製室か」

　やけににこにこしながら、呉葉はきょろきょろと周りを窺うかがっている。その手を後ろに組んでいるのが怪あやしくて仕方がない。華夜も、きわめて微び妙みような面おも持もちで、呉葉の挙きよ動どうを監かん視ししていた。

　それから、彼女は『コルドロン』を見て首を傾かしげ、

「あれ？　なんかこの『コルドロン』、おかしくね？」

「うん。あのね、なんだか最近、このお釜かまの調子が悪いんだって」

　ねねこがきわめてあっけらかんとした口調で、『伏桜製作所』の内情をバラした。

「…………！　…………!!」

　三九郎と華夜は口をぱくぱくさせるが、すでに遅い。そもそも口止めをしておかなかったほうが悪いのだ。「はあん？」と片かた眉まゆを上げて、呉葉は腕を組んだ。

「『コルドロン』が不調って──マズいんじゃねーか？　クォーツが生み出せなくなるんだろ？　あー、でもま、サンクロは『アンチメイジ』だから、関係ねーのか」

　ねねこは悲しそうに首を振り、

「ここのクォーツは、華夜ちゃんのお母さんを助けるためのものなの。だから、それが生み出せなくなると──」

　そこから先を、ねねこは口にしなかった。その代わりに、そっと華夜のことを見る。華夜は表情を暗くしてうつむいていた。母親を助けるために、彼女は命を賭かけて戦ってきたのに、『コルドロン』に不具合が起きてクォーツを得られなくなっては、その意味もなくなってしまう。

「…………」

　呉葉は何事かを考え込んでいる。それから、ちらりと三九郎を見上げ、

「修理の目め処どは、立ってるのか？」

　もはや隠かくし事をしても仕方がない。三九郎は首を振った。

「いいや。ジャッジの話によると、この『コルドロン』には改造が加えられているみたいなんだ。よほど腕のいい『空属トラクタス』メイジじゃないと手は出せない。そうするくらいなら、買い換かえたほうがまだマシだって」

「私たち、『空属トラクタス』メイジには縁えんがないからね」

　華夜がため息をつくように言う。『伏桜製作所』と『街工場ウィステリア』に共通する事項、それは所属人数が極きよく端たんに少ないということだ。『空属トラクタス』という、空間を制せい御ぎよする魔ま法ほうを使うことのできるメイジは、当然のように存在しない。

　すべてを聞いて──呉くれ葉はは、にやりと笑った。

「ふふん。普段なら、こんなことはしない呉葉ちゃんだが──しかしまあ、さっき華か夜やにクォーツをもらったからな！」

「……なんの話だ？」

「呉葉ちゃんが、とっておきの『空属トラクタス』メイジを紹介してやるって話だよ！」

　三さん九く郎ろうと華夜とねねこは、揃そろって目をぱちくりとさせた。




　　　　　　　　◆




　親しん王のう坂ざか高校、校門。

　時刻は五時を少し回った頃、そろそろ帰宅する生徒も少なくなってきた。それでも、部活帰りなのか、いくつかのグループが校門を出ようとしている。

　しかし、なかなか出ることができない。

　なぜかといえば──校門は、今現在、行列が通過しているところだからだ。

　二列縦じゆう隊たい。軍隊のような統とう制せいを取って、行列が校門から学校の敷しき地ち内に入ってこようとしていた。全員が十代と思おぼしき少女で、マフィアのような黒服に身を包み、威い圧あつ的な黒いサングラスで目元を隠かくし、黒くろ杖づえをライフルのように肩に載のせ、そのくせ頭からはぴょこんとウサ耳を生やしている。

「なんだあれ？」「なんかのイベント？」「こんな時間に？」

　メイジ世界を知らない普通の学生たちが、口々に発する疑問を聞き流しながら──

　三九郎、華夜、ねねこ、そして呉葉は、少し離はなれた場所に立っていた。

　三九郎は、隣となりでふんぞり返っている呉葉に、ぼそりと尋たずねた。

「おい。なんだよ、あれ」

「あン？　話、聞いてなかったのか？　あれこそは『マーチラビット・ワークショップ』、呉葉ちゃんが所属している工房さ！」

　そんなことは、わかっている。

　メイジ世界は一般社会の裏側に位置するものであり、その存在が公おおやけになることはほとんどない。原則として一般社会に魔ま法ほうの存在を認知させないというのは、メイジ世界の法を司つかさどる『評ひよう議ぎ会かい』が正式に定めた決まり事だった。

　が。

「目立ちまくってるね？」

「あれ、『評議会』的にはアリなのかな」

　ねねこと華夜が、口々につぶやくのを聞きつけて、呉葉は肩をすくめた。

「アリだろ。だって別に迷めい惑わくかけてるわけじゃねーし、魔ま法ほうだって使ってねーもん。大道芸とかテキトーなこと言ってりゃなんとかなるだろ」

「みんな写真撮とりまくってるけど、それはいいのか？」

　三さん九く郎ろうがそう突っ込んだ、まさにそのとき。

　ちょっとした歓かん声せいが、校門前に響ひびき渡った。

　校門を、馬車が通過している。

　この現代社会に時じ代だい錯さく誤ごも甚はなはだしいが、ともかくも二頭の黒馬に牽ひかれた馬車が、ゆるゆると進んでくる。側面に刻まれているのは、ハートとスペードの眼がん帯たいで両目を塞ふさぎ、牙きばを剝むいて笑うウサギの顔。

『マーチラビット・ワークショップ』の印章だ。

　そのとき、馬車の内側からノックの音が響いた。

「全体、停まれッ！」

　馬車の左右を固めていた親しん衛えい隊たいと思おぼしきメイジたちが、一いつ斉せいに大声で叫んだ。

　瞬しゆん間かん、行列が形を変える。二列縦じゆう隊たいを作っていた『マーチラビット・ワークショップ』のメイジたちは、一個の生物のように蠢うごめき、馬車を中心とした防ぼう御ぎよ隊たい形けいを作り出した。

「御ご降こう車しや！」

　親衛隊が叫ぶと、馬車のタラップが降おりる。ウサ耳メイジたちが素す早ばやく回り込んで、タラップから三九郎にまで至いたる『道』を作り出す。互いに向かい合って、黒くろ杖づえで地面を二回叩たたき、頭上に掲かかげてから交差して、また肩に載せる。一いつ糸し乱れぬ動き。

　そして、彼女が馬車から姿を現した。

　漆しつ黒こくのウィドウベールと漆黒のモーニングドレス。黒のレースの手て袋ぶくろを嵌はめて、先せん端たんがハンマーのような形状をした長いステッキを手にしている。背は高いが、それ以上のことはなにもわからない。人の形をした闇やみのような存在が、そこにある。

『マーチラビット・ワークショップ』工房長、蜜みつ月づき蕩とう乃の。

　彼女はゆっくりとした足取りで進む。自分を取り巻く何十ものメイジ、自分を見つめる何十もの学生を、無きもののように通り過ぎて、三九郎の前に立った。

　二人の工房長は、無言のうちに向かい合う。

　不意に、蕩乃は手にしたステッキを肩かた越ごしに突き出した。

「失礼します！」

　それを合図として、数人の親衛隊が蕩乃の周りを取り囲んだ。蕩乃が持っていたステッキを、漆黒のレースの手袋を、その顔を覆おおっていたベールを、取り外していく。

　素す顔がおを露あらわにして、蕩乃はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「はじめまして、と言ったほうがいいのでしょうか？　少なくとも、顔を晒さらして話し合うのは、これがはじめてですね」

「……そう、だな」

　三さん九く郎ろうは、かろうじてそれだけを答えることができた。

　思わず吞のまれてしまうほどに、蕩とう乃のは、美しかったのだ。

　蠱こ惑わく的に長いまつげと、不ふ思し議ぎな色をしたアーモンド形の目。目め尻じりは柔にゆう和わに垂たれ下がり、覗のぞき込まれると思わず心しん臓ぞうが高たか鳴なる。かすかにグレーがかったミディアムボブの髪かみがふわりと広がると、なんともいえない良い匂いが三九郎の鼻先をくすぐった。

　背は高く、近くで向き合うと三九郎を見下ろすような形になる。それでも、蕩乃の瞳ひとみにはこちらを侮あなどるような色はどこにも浮かんでいなかった。メイジに相応ふさわしくなく、どこか優やさしげに──あるいは、懐なつかしげに三九郎のことを見つめていた。

　初めて目にする蕩乃の素す顔がおに、三九郎は呆あつ気けに取られていた。

　マフィアの集団のような『マーチラビット・ワークショップ』を統すべる女メイジが、こんなに淑しとやかな女性だったとは、想像もしていなかったのだ。もっとこう──ゴリラのような感じの女じよ傑けつを想像していたのだが。

　蕩乃は自みずからの胸に手を当て、名乗りを上げた。

「『マーチラビット・ワークショップ』工房長、レベル33『空属トラクタス』マスターメイジの蜜みつ月づき蕩乃と申します。あらためまして、よろしくお願いします」

「『伏ふし桜ざくら製作所』工房長、伏桜三九郎だ。よろしく」

　蕩乃は口元に手を遣やって、上品に笑った。

「うふふ。ご招待に与あずかり、光栄に思っておりますよ」

　三九郎は、気まずい思いで頷うなずいた。

　蕩乃を招いたのは呉くれ葉はの暴走のようなものだが──まさか、そんなことを口にするわけにはいかない。この場にいる全員のメンツを潰つぶす行為だからだ。

　と、蕩乃は、その呉葉のことをちらりと見た。

「それにしても、驚おどろきましたよ、呉葉。いきなりあなたから連絡が来るのですから」

「えっ。……そ、そう、ですか？」

　がちがちに緊きん張ちようしている。エラそうにしていても呉葉はニュービーメイジだ。マスターメイジの前では、イヤでも固くなってしまうのだろう──

「ええ。なにしろ、このあいだの『伏桜継けい承しよう戦争』に送り出して以来、私の工房には、一度も帰って来なかったのですものね？　てっきり死んだものと思っていましたが、ここに、こうしているということは、『伏桜製作所』に鞍くら替がえしたということなのでしょう？」

　全然違った。

　一ヶ月ものあいだ、メイジが音信不通になったとしたら、工房としては考えられる可能性は二つしかない。死んだか、あるいは裏切ったか。そして呉葉の心臓は今現在も絶ぜつ讃さん稼か働どう中ちゆうである。ということは、答えはひとつしかない。

　彼女はだらだらと冷や汗を流していた。その目がきょときょとと泳ぐ。

「そ、そそ、そういう、わけでは、なくてですね……く、呉くれ葉はちゃんの忠ちゆう誠せいは、『マダム』だけに捧ささげられたものでして、」

「あなたが生きていたことは素す直なおに嬉うれしいですよ、呉葉。裏切り者の末まつ路ろというものを、みんなに見せることができますからね」

　優やさしげに微ほほ笑えみながら、蕩とう乃のはそんなことを言った。

　前ぜん言げん撤てつ回かい。やはりこの女性は、恐るべきマスターメイジだ。

「……あー……ちょっと、いいか？」

　蕩乃と呉葉は、同時に三さん九く郎ろうを見る。呉葉は目を見開いて、その顔は思いっきり「助けてくれ!!」と叫んでいるが、別に三九郎は助け船を出すつもりなどなかった。

「いつまでも、こんなところで話すわけにはいかないだろう。場所を変えないか？」

「そうですね。さすがにここでは、拷ごう問もんするわけにもいきませんし」

　さらっと恐ろしいことをつぶやきつつ、蕩乃は親しん王のう坂ざか高校の本校舎に歩き出した。ぞろぞろと、『マーチラビット・ワークショップ』のメイジたちがそのあとに続く。

　三九郎は困こん惑わくして、その背中に声をかけた。

「ど、どこに行くんだ？」

「ご心配なく。私についてきてください」

　有う無むを言わさぬ口調に、三九郎は不ふ承しよう不ぶ承しよう、蕩乃に付いて従った。
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　そして彼らは、親王坂高校の校長室にいた。

　ホスト席に蕩乃が腰かけ、その後ろにはウサ耳の親しん衛えいメイジがＳＰのように立ちはだかっている。三九郎と華夜とねねこは応接用のソファ。まるで立場が逆だった。

　そして、本来、この部屋のホストであるべき校長先生は──

「そ、それでは、『マダム』、わたくし共はこの辺りで……」

　追い出されようとしていた。

　どういうマジックか。蕩乃が校長室に入り、ぞんざいに手を振った瞬しゆん間かん、彼はよく躾しつけられた犬のように駆かけつけてきたのだ。

　蕩乃はにっこりと笑う。三九郎は、だんだんその笑顔が恐ろしいものに見えてきている。

「ええ。私たちがいいと言うまでは、この部屋に入らないでくださいな」

「……、は、はい。どうぞ、ごゆっくり……」

　びきびきと、校長先生の表情が怒りに引きつっている。追い出される直前、彼は三九郎のほうをぎらりとにらみつけていった。勘かん弁べんして欲しい。自分たちはなにもしていないのに、恨うらみだけ買っている気がする。

「さて、それでは、どこから話しますか──」

「待ってくれ。その前に、あんた、校長先生とどういう関係なんだ？」

　愛らしく小首を傾かしげ、蕩とう乃のは尋たずね返す。

「どう、とは？」

「いや、『マダム』とか呼ばれてたじゃないか。メイジってことを知られてるのか？」

　蕩乃は、小さく笑い声を漏もらした。

「驚おどろきました。それくらいのこと、ジャッジから聞いていると思っていたのですが」

　自みずからがよく知る人じん工こう精せい霊れいの名前を出されて、三さん九く郎ろうは驚おどろきを覚える。

「……どうしてジャッジが出てくる？」

「そういうことをあなたに教えるのは、ジャッジの役割だからですよ。まあ、彼女が説明していないというのなら、まずはそこからお教えしますか。つまるところ、この親しん王のう坂ざかの土地を支配しているのは私たちメイジという話なのですが──、ふう」

　そこまで言って、蕩乃は物もの憂うげに息を漏もらした。

　ソファにくつろいだまま、前に投げ出していた長い足を軽く上げて──

　呉葉の頭上にカカトを落とした。

「うぐっ」

「説明が面倒です。足置き。おまえがしなさい」

「……は、はい、『マダム』……」

　四つん這いになった呉葉は、震ふるえる声でそう言った。

　先ほど蕩乃が「なんだか足が疲れましたね」とつぶやいてから今に至いたるまで、ずっとこうして四つん這ばいになり、蕩乃の足を載のせる台になっているのだ。
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　その体たい勢せいのまま、呉葉は三九郎たちを見た。ぎくりとする。四つん這いになった人間が、首を横に向けてこちらを見つめているという光景は、なかなかのホラーだ。

「メイジってのは基本的に表に出ないモンだ。それは、おまえらも知ってるだろ？」

「そりゃ、まあ」

「しかし、この親王坂では勝手が違う。なんでかっていえば、工房がめちゃくちゃ多いからだ。こんな狭い土地に、六つもの工房があるなんてのは、なかなかあるもんじゃねーぜ。昔はもっと多かったらしいが──、あがっ!?」

「横道にそれず、簡かん潔けつに説明なさい」

　馬の手た綱づなを引くように、蕩乃は再びカカト落としを呉葉の頭に叩たたき込んだ。

　呉葉はうつむき、痛みと屈くつ辱じよくに肩をぶるぶる震わせていたが──やがて、再び顔を上げて、喋しやべりはじめた。

「工房が多くて、メイジが多いこの親王坂では、他の土地よりもメイジの力がスゲエ強くなってんだよ。工房にはカネとチカラ集まるんだから、現実世界の土地を持ってても不ふ思し議ぎでもなんでもねーだろ。『マダム』は、この高校の所有権をお持ちでらっしゃるんだ」

　マフィアが実社会の利権を握るようなものだろうか。しかし、三さん九く郎ろうは問わずにはいられない。

「……で、でも、親しん王のう坂ざか高校は『伏ふし桜ざくら製作所』の入り口だろ？　なんで『マーチラビット・ワークショップ』が所有権を持ってるんだよ？」

「知るかよそんなの。前の工房長がそういうのに興きよう味みなかったか、それともマヌケだったんだろ。ハッ！　一流の工房は、現実社会に基き盤ばんを持ってこそ一流なのさ！　サンクロ、おまえも工房長だったらよーく覚えて──あだだだだだだっ!?」

「ニュービーの分ぶん際ざいで、大口を叩たたくんじゃありません」

　蕩とう乃のはカカトで呉葉の後頭部を踏ふみにじった。口元には優やさしげな笑みが浮かんでいる。それが逆に、彼女の怖おそろしさを倍加させていた。

　と、ねねこが、ついに耐えられなくなったかのように口を開いた。

「あの──どうして、そんなに呉葉ちゃんをいじめるんですか？」

　蕩乃はあっさりと答えた。

「この娘が、私の工房を裏切ったからですよ」

「う、裏切っただなんてそんな！　誤ご解かいですよ！　呉葉ちゃんは『マダム』の忠実な──」

　蕩とう乃のは高々と足を振り上げて、ごずん！　と呉くれ葉はの後頭部をストンプした。

　呉葉の顔面が絨じゆう毯たんに埋うまり、それきりなにも言わなくなる。「うわあ……」という沈ちん黙もくが漂うが、蕩乃はまったく気にした素そ振ぶりも見せず、言葉を続ける。

「前回の『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』で呉葉を送り出したとき、私は大してこの子に期待していませんでした。工房を取れればそれでよし、ダメでもともと──そう考えていたのです。この子のレベルはたったの７。死んでも別に構いませんでしたからね」

「ひ、ひどい……」

「ひどくありません。レベル一ひと桁けたのニュービーメイジなんて、その程度の扱あつかいが相応ふさわしいのですから」

　ねねこの言葉を否定して、蕩乃は冷たい目で呉葉を見下ろした。

「ですが、この馬ば鹿か娘むすめの行動は、私の予想をはるかに上回っていました。──戦争に敗北してから、一ヶ月というもの。呉葉は一度も我わが『マーチラビット・ワークショップ』に帰ってこなかったのです」

　その場にいる全員の視線が、絨毯に顔を沈めている呉葉の後頭部に集中した。

　蕩乃は冷ややかに呉葉を見下ろし、つぶやく。

「この子が帰ってこないことを知ったとき、私はこの子が死んだのだと思いました。しかしこの子が実は生きているのだと知ったとき、私はこの子が裏切ったのだと思いました。そして今日、この子から『伏ふし桜ざくら製作所』の『コルドロン』が故こ障しようしたと連れん絡らくを受けたとき、私はこう思いました──」

　一いつ瞬しゆんだけ息を吸い込み、それから蕩乃は、はっきりとした声で、

「あ、こいつ、どさくさに紛まぎれて『マーチラビット・ワークショップ』に戻ってくるつもりだな、と」

　……ありうる。

　その場にいた全員が、おそらくそんな感想を抱いだいたはずだ。呉葉なら、ありうる。いかにもそういう調子のいいアイディアを思いつきそうだ。

　と、そのとき、華か夜やがふと思いついたように、

「あ、そっか。だからあなたを呼んで、『コルドロン』の修理を依い頼らいしたのかな」

　三さん九く郎ろうは、突つっ伏ぷしたままの呉葉の肩がびくりと震ふるえるのを確かに見た。

　蕩乃の瞳ひとみが、きらりと輝かがやく。

「どういうことでしょう？」

「伏桜くんにあなたのことを紹介すれば、両方に恩を売ることができるでしょ？　そうすれば、いざというとき、どっちにもいい顔できるじゃない。もしも『マーチラビット・ワークショップ』に復帰できなかったとしても、それこそどさくさに紛れて『伏桜製作所』に入ることができるって、そう思ったんじゃないかな」

　それまで静かだった呉くれ葉はがぎろりと華か夜やをにらみつけ、

「か、華夜！　てめ、テキトーぬかしてんじゃねえぞ!?　いつ呉葉ちゃんがそんなステキな計画を企たくらんだって証しよう拠こだよ!?」

「呉葉ちゃん、呉葉ちゃん、日本語おかしくなってるよ」

　蕩とう乃のは微ほほ笑えんだまま、みしみしと音が鳴なるほどの強さで、呉葉の頭を踏ふみ潰つぶそうとしはじめた。

「さすがは私の工房のメイジ、なんとも、賢かしこいです、ねえ……！」

「あだだだだっ!?　お、おやめください『マダム』、呉葉ちゃんの可愛かわいい顔がっ！」

「……そのくらいにしてやってくれないか？」

　三さん九く郎ろうがおずおずと口出しをすると、蕩乃は視線を上げた。

「そうでした。裏切り者を拷ごう問もんするためにやってきたわけではありませんものね。伏ふし桜ざくら三九郎──三九郎くんとお呼びしてもよろしいかしら？」

「あ、ああ」

「うふふ。ありがとうございます、──『アンチメイジ』の、三九郎くん」

　その言葉に、三九郎はぴくりとまぶたを動かした。

「あなたのことは、メイジ世界でもずいぶん有名になっていますよ。『アンチメイジ』、伏桜三九郎。もしよろしければ、その能力、実際に見せてはいただけませんか？」

　蕩乃のゆったりとした口調に、三九郎は唇くちびるを引き結び、じっと彼女を見つめた。




　三九郎が『アンチメイジ』として目め覚ざめたのは、一ヶ月前の『伏桜継けい承しよう戦争』の折おりだ。

　魔ま法ほうが大きな要因となるメイジ同士の戦争において、魔法を盗ぬすむ魔法・『スティール』は一いつ見けん無む敵てきの能力に見えるが──実際は、いくつもの弱点がある。

　ひとつは、盗める魔法の数。三つまでと決まっている。華夜との実じつ験けんで検証した結果だ。

　もうひとつは、盗める魔法のレベル上限。こちらは『伏桜継承戦争』のときには10だったのが、訓練と幾いくたびもの死し闘とうによって、現在ではレベル15まで引き上げられている。メイジのレベルと同じく、『アンチメイジ』にもレベルがあるらしい。

　そして──最後に、『アエリシス』の有う無むが、大きな要因を占しめている。

　三九郎は『アエリシス』がなければ、『アンチメイジ』としての能力を使うことができないのだ。『スティール』は三九郎固有の能力であるはずが、なぜか『アエリシス』で魔法を斬きることでしか行えないのだ。

　先代の『アンチメイジ』、三九郎の母である伏桜詩し絵えを知るジャッジは、彼女はそのようなことはなかったと証言する。手でも足でも顔面でも、その肉体に触ふれた瞬しゆん間かんに『盗む』ことができたのだと。

　いくつかの実験の結果、三九郎たちは次のような結けつ論ろんを出した。

　三さん九く郎ろうが『アエリシス』に依い存ぞんしているのは、彼がまだ未み熟じゆくな『アンチメイジ』だからだ。最初に行った『斬きって盗ぬすむ』という習性が染しみついてしまっている。三九郎はまだ、そこから抜け出せていない。それゆえに、『アエリシス』が必要なのだ。

『アエリシス』を失えば──三九郎は、ただの、なにもできない『普通の人間』に戻ってしまう。これは、今まで判明している中でもっとも大きな、『アンチメイジ』の弱点だった。




　──というようなことは、なにがあっても、蕩とう乃のに知られてはいけない。『アンチメイジ』は、『伏ふし桜ざくら製作所』の主力なのだ。その弱点が他に漏もれることは、他工房に戦争を仕掛けられつづけている『伏桜製作所』にとって、致ち命めい的な意味を持つ。

　だから、三九郎は冷たく答えた。

「申し訳わけないけど、早く本題に入りたいんだ」

「そうですか。わかりました、では」

　蕩乃は、さして気分を害した様子もなく、話を元に戻した。

「あなたの工房、『伏桜製作所』の『コルドロン』が故こ障しようしたと、呉くれ葉はからはそう聞いているのですけど、それはほんとうのことですか？」

　三九郎は、華か夜やと一いつ瞬しゆんだけ目を見交わしてから、頷うなずいた。

「事実だ」

　短い肯こう定ていの裏側には、いくつもの思おも惑わくが潜ひそんでいた。

　蜜みつ月づき蕩乃は、世界有数の『空属トラクタス』のマスターメイジだ。親しん王のう坂ざか六工房のひとつを支配する新しん進しん気き鋭えいの工房長であり、その実力には疑う余地がない。彼女ならば、天才・伏桜団だん慶けいが遺のこした『コルドロン』を問題なく修理できるだろう。

　しかし、だからといって、蕩乃が信しん頼らいできるわけではない。

　メイジの工房は『工房哲学コンセプト』と呼ばれる、その工房を一言で表す標語のようなものを持っている。『マーチラビット・ワークショップ』のそれは、『暴風のようにカッ攫さらう』というものだ。そんな哲てつ学がくを掲かかげるマスターメイジに、工房の心しん臓ぞうたる『コルドロン』を委ゆだねるのはかなりの賭かけだったし、ヘタをしたら異い位い相そう空間に入れた途と端たん、工房自体を乗っ取られてしまうかもしれない。

　彼女に修理を依い頼らいするとしたら、慎しん重ちように慎重を重ねなくてはならない。自分から修理依頼を持ち出す形は、できるだけ避さけたい。どれだけ足あし下もとを見られるかわからないからだ。

　三九郎と華夜は、事前にそんな取り決めを交わしていたのだが──

　蕩乃はステッキの柄えを指先でこつこつと叩たたき、実にあっさりとした口調で、

「その『コルドロン』、私が直してあげますよ」

　そう言った。

　三九郎は目を見開き、蕩乃は妖よう艶えんに微ほほ笑えんでみせる。

「どうしました？　意外そうな顔ですね、三さん九く郎ろうくん。──もちろん、私にはあなたを騙だますつもりなどありませんよ。あなたの工房を乗っ取ったり、『コルドロン』に妙な仕掛けをしたりするつもりも、ありません」

　こちらの思おも惑わくを、なにもかも見み透すかしているかのような物言いに、内心の動どう揺ようを抑おさえきることができなかった。彼の表情を見て、蕩とう乃のはくすりと笑い出す。からかうような色を流し目に映して、彼女はぽつりと、

「三九郎くん。あなたは、可愛かわいいですね」

「なっ……」

「工房長だというのに、そんなふうに感情を表に出してはいけませんよ。まあ──私は、あなたのように素す直なおな男の子は、大好きですけどね？」

　からかわれている、バカにされている。そのことがわかっていながら、三九郎はころころと笑う蕩乃から、目をそらすことができなかった。呼吸を止めたまま、その笑顔にじっと視線を注そそぎ──

「あいたっ!?」

　不意に、両側から伸びた手が、三九郎のほっぺたを思いっきりつねった。

「さんちゃん。だらしない顔しないで」

「伏ふし桜ざくらくん。今の状況がわかってるの？」

　左右から響ひびくのは、華か夜やとねねこの怒ったような声だ。三九郎は目を白黒させながら、ようやく我われに返り、咳せき払ばらいをした。

「──も、もし修理してくれるのなら、確かに有り難がたい。でも、あなたが本当にうちの乗っ取りを企たくらんでいないと、証明することができるのか？」

　我ながら傲ごう慢まんな言い草だ。蕩乃の後ろに控ひかえるウサ耳メイジが、サングラスの向こうからでもそれとわかるほどの敵てき意いを三九郎に向けてきた。

　しかし、譲じよう歩ほはしない。メイジの傲慢さは三九郎の憎むところだが、メイジ世界には必要なものだ。ここは一般社会ではない。謙けん虚きよさは侮あなどられることにしかならない。

　と、不意に蕩乃が立ち上がった。

「問題になっているのは二点。『私がコルドロンに細さい工くをしないこと』と、『私があなたたちに攻こう撃げきしないこと』ですね。前者は通例通り、『コントラクター』を使えば問題ないでしょう。──念のために聞いておきますけれど、『コントラクター』はご存知ですよね？」

　三九郎は頷うなずく。

　強欲にして利己的なメイジに、約束を守らせるためのマジックアイテム──『心属アニマ』の手によって作成される『コントラクター』は、書面にサインしたものに強きよう迫はく観かん念ねんを植えつける。その約束を守らなくてはならない、という強迫観念。よほど強力な意思の持ち主か、あるいは優すぐれた『心属アニマ』メイジでない限り、そこから逃れることはできない。

　長身を包むモーニングドレス、その背中に手を遣やりながら、涼すずやかに言う。

「『コントラクター』に記す文面は熟じゆく慮りよしなくてはなりませんけど、すでにこちらの提案は出来上がっております。あとは、あなたたちがそれを吞のむかどうか、それだけ。そして、後者の問題は──」

　ファスナーを下ろして、腕を抜いて──

　蕩とう乃ののモーニングドレスが、するりと床ゆかに滑すべり落ちた。

　白い肩。三さん九く郎ろうの視界に映ったのは、それだけだった。

　再び左右から伸びたねねこと華か夜やの手が、彼の目元にべたりと張りつき、視界を塞ふさいだからだ。

「さ、さんちゃん！　目を閉じて！」

「い、いきなりなにしてるんですか!?」

　闇やみの中で二人の声が響ひびく。蕩乃のなんでもないような声、

「私がクォーツを持っていないことを証明しようとしているのではありませんか」

「だっ、だからって、いきなり裸はだかにならなくても──！」

「裸にならないと調べられないでしょう？　はい、三九郎くん、どうぞご存分に」

　温ぬくもりのある布切れが、三九郎の頭にかぶせられた。

　良い匂いがする。

　蕩乃のドレスだ、と気づいた次の瞬しゆん間かんには、もう剝はぎ取られていた。

「ダメ！　さんちゃん、ダメだからね！」

「そうだよ、伏ふし桜ざくらくん！　だ、ダメだよ！」

　なにがダメなのか、三九郎は尋たずねることさえしない。この状況で自分ができることは、なにひとつないということを理解しはじめていた。

「蕩乃さん！　いいから、ドレスを着てください！」

「そうですか？　まあ、そちらがいいというのなら。それでは、三九郎くん。私を『伏桜製作所』に入れてくれますね？」

　三九郎は、こくこくと頷うなずきながら、苦い敗北感を嚙かみしめていた。

　やはり──本物のマスターメイジと自分では、役者が違う。




　　　　　　　　◆




　信用ならない。

　それが、神しん藤どう華夜の、蜜みつ月づき蕩乃に対する評価だ。

　もちろん蕩乃はマスターメイジ、工房長である。弱肉強食のメイジ世界を生き抜いた工房長は、強力で狡こう猾かつだと相場が決まっている。最初から信用できるはずもないのだが、それを抜きにしても、蕩とう乃のの態度は不実に満ちているように見えてならなかった。

　今も、ほら。三さん九く郎ろうと並んで歩きながら、彼にべたべたとくっついている。

　腕うでを組んでいる。

　耳に唇くちびるを寄せている！

　伏ふし桜ざくらくんは、イヤがっているではないか！　彼はもともとメイジが嫌きらいなのに！　人がイヤがることをするのは、よくないと思います！

「……華か夜や、すげー顔になってるぞ」

　ぽそりとつぶやいたのは、隣となりを歩く呉くれ葉はだ。

　しかし華夜は、彼女のことを見もしない。そもそも蕩乃を招いたのは呉葉ではないか。責任の一いつ端たんは、間ま違ちがいなく彼女に帰するのである。

　そして、同じような不満を抱いだいているのは、華夜だけではなかった。

「……むう」

　唇をとがらせ、すねたように三九郎の背中を見つめているのは、ねねこだ。

　突然、彼女は足早に歩き出した。前を行く三九郎の腕を取り、その指に自分の指を絡からめた。三九郎は驚おどろいたようにねねこに目を向け、

「ねねこ？　どうした？」

「………………だめだもん…………」

「な、なにがだよ？」

　それには答えず、ねねこは反対側にいる蕩乃を、じいっと見つめつづけていた。

　蕩乃はその視線を受けて、愉たのしそうに笑った。

　そんな、複雑な色合いを見せながら──一同は、ようやく『伏ふし桜ざくら製作所』を見渡すことのできる地点までたどり着いていた。

『伏桜製作所』は、親しん王のう坂ざか高校の調理準備室とじかに繫つながっているわけではなかった。異い位い相そう空間のゲートから、工房本体にたどり着くまで、五分ほど歩かなければならない。なにものかがゲートをクラックして侵しん入にゆうしてきたときに、工房の人員が対処できるようにそうなっているのだ。

　周囲に見晴らす光景は、どこまでも続く丘と草原だ。蕩乃のグレーがかった髪かみを、風がふわりと撫なでていく。片手でそれを押さえつけて、蕩乃は目を細めた。

「それにしても、少しも変わっていませんね」

　三九郎は怪け訝げんそうに、

「以前、ここに来たことがあるのか？」

「来たことがあるもなにも。私は、もともと『伏桜製作所』に所属していたメイジだったのですよ」

　三九郎は、いや、蕩乃以外の全員が足を止めて、目を丸くした。

「は？」

「おや。ご存知ありませんでしたか？」

「ご存知あるわけないだろ!?　なんだそれ!?」

「そんなに驚おどろかなくてもいいじゃありませんか。私にだって小娘ニユービーだった時期はあります。そのときに、たまたまこの工房に仕つかえていたというだけ。あなたが生まれるよりも前の話ですよ」

　大した話ではない、というように、蕩とう乃のはひらひらと手を振った。

「私があなたたちの『コルドロン』を直したいと考えているのは、そのためでもあるのですよ。かつて自分が世話になった工房が、このまま枯かれ果てるのを見るのは、誰だれだって忍びないでしょう？」

「信用できない」

　そう言ったのは、三さん九く郎ろうではなかった。

　華か夜やだ。

　穏おだやかな眼まな差ざしで、蕩乃は華夜のことを振り返る。華夜は怯ひるまない。ここで自分が怯んでしまっては、すべてが終わるからだ。

「今さら『伏ふし桜ざくら製作所』の行く末が心配なんて、そんな言葉を信用できるはずがない。今まで放っておいたくせに、調子のいいこと言わないで」

　三九郎の優やさしさは、かけがえのない長所であると同時に、短所でもある。メイジたちはその優しさを最大限に利用しようとするだろう。ちょうど、今の蕩乃のように。

　それならば、華夜の役割は、それをフォローすることだ。

　三九郎が優しくあるのならば、自分は厳きびしくあろう。メイジに隙すきを見せれば食いつかれるというのなら、その隙は、神しん藤どう華夜が潰つぶすのだ。

「ふふっ」

　そんな決意をあざ笑うように、蕩乃は三九郎に視線を戻した。

　すべるような手つきで、三九郎の手を取り、

「あむっ」

　その指を、口にくわえた。

　華夜の黒くろ髪かみが、ざわりと逆さか立だった。

　三九郎は目を丸くし、ねねこも鼻先を弾はじかれたような顔をしている。ただひとり呉くれ葉はだけが、気まずそうに目をそらしていた。

　三九郎の指先を舌でねぶりながら、蕩乃は愉たのしそうな目で華夜の反応を観かん察さつしていた。そのことに華夜が気づいたときには、もう彼女は唇くちびるを離はなして、懐ふところから取り出したハンカチで三九郎の指を拭ぬぐいはじめていた。

「……なに、してるんだ？」

　フリーズから立ち戻った三九郎が、からからに乾かわいた声で蕩乃の真意を尋たずねた。蕩乃は華夜からゆるりと視線を外し、三さん九く郎ろうの目を覗のぞき込んで、微ほほ笑えむ。

「おいしそうだったものですから、つい」

　そうして、何事もなかったかのように歩き出す。三九郎はキツネにつままれたような表情をしながらも、それ以上追つい及きゆうする気になれなかったのか、蕩とう乃のの後を追った。

　歩き出しながら、華か夜やは心の中で、こう叫んだ。

　やっぱり、この人は、信用できない！




　　　　　　　　◆




「……ナゼ、裏切り者がここにいるのデスか？」

『伏ふし桜ざくら製作所』、精せい製せい室。

『コルドロン』カタログを開きながら鼻歌を歌っていたジャッジは、精製室の入り口に現れた蕩乃を見た瞬しゆん間かん、ぼそりとそんなことをつぶやいた。

「……裏切り者？」

　不ふ穏おんな言葉に、華夜たちは顔を見合わせる。

　が、蕩乃はにこにこと笑いながら、それらすべての追つい及きゆうを無視した。

「お久しぶりです、ジャッジ。相変わらずヘンな話し方ですね」

「黙だまりナサイ。私はナゼあなたがここにいるのかを聞いているのデス」

「ふふっ、わかりきっていることを聞くのはよくないですよ。もちろん、『コルドロン』の修復のために、決まっているではありませんか」

「団だん慶けいサマが遺のこした『コルドロン』ヲ、裏切り者に触さわらせろト？」

「なにか不ふ思し議ぎなことでも？　私は『空属トラクタス』のマスターメイジですよ。『コルドロン』の調ちよう査さ・修復にも熟じゆく達たつしています」

「…………」

「わかったのなら、そこを、お退どきなさい。調査できません」

　ジャッジは悔くやしげに唇を嚙かんで、横に退しりぞいた。蕩乃がつかつかと精製室に入っていく。その悔しさをぶつけるように、三九郎のことをぎらりとにらみつける。

「……坊ぼつちゃま。アトで、たっぷりと事情を聞かせてもらいマスよ……！」

「あ、ああ」

「ねえ、さっき『裏切り者』って言ってたけど、あの人、なにしたの？」

　華夜が小さな声で尋たずねると、ジャッジは憎にく々にくしげに、

「この『伏桜製作所』を裏切り、別の工房──『マーチラビット・ワークショップ』を立ち上げたのデス！　大たい恩おんある団慶サマに、後ろ足で砂すなをかけるような振る舞まい──たとえ『御み柱はしら』が許しテモ、このジャッジ、決して許しマセン！」

「ですから、あれは団だん慶けいさまの合意を得てのことですよ」

『コルドロン』を調ちよう査さしながら、蕩とう乃のは答える。しかしジャッジは諦あきらめない。

「アナタが行った『伏ふし桜ざくら製作所』への破は壊かい工作の数々、忘れたとは言わせマセンよ！　当時の私ガ、ソレを収めるためにどれだけ苦労したと思っているのデスか!?」

「当時は私も、ほんの小学生でしたからね。かわいいイタズラをしたものです」

「私はそのイタズラのおかげデ、一度は片腕を失ったのデスよ!?」

「いいじゃないですか別に。人じん工こう精せい霊れいなんだから、すぐ直ったでしょ？」

「ソウいう！　問題デハ！　ありマセン!!」

　ばんばんと床ゆかを踏ふみ鳴ならし、ジャッジは抗こう議ぎする。蕩乃は涼すずしい顔でそれを受け流し、三さん九く郎ろうに向き直った。

「さて。故こ障しよう原因が特定できましたよ」

「え、もう？」

　三九郎は目を丸くする。まだ調ちよう査さを開始してから一分も経たっていないのだが、蕩乃は軽く肩をすくめ、

「ええ。昔、私がここに所属していたときと同じ『コルドロン』ですからね。もともと構造は把は握あくしていたのですよ。それと照らし合わせればいいだけ」

　蕩乃は小こ脇わきに抱かかえていたステッキを振り、講こう釈しやくをするように語る。

「クォーツを精せい製せいするマジックアイテム、『コルドロン』は、基本的に三つの部位に分かれています。『竜りゆう脈みやく』から魔ま力りよくを汲くみ上げる供給式。汲み上げた魔力から不純物を取り除く精せい製せい式。純じゆん化かされた魔力を結晶化する出力式。故障部位は、最後の出力式──この箇か所しよですね。ここに不具合が発生しています」

　つ、と指先でなぞるのは、『コルドロン』の内側に走っているいくつもの直線だ。精製時に発光するそれは、今は暗く静まり返っている。

「この『コルドロン』は団慶さまの手によって、かなりのカスタマイズが加えられています。完全な修理はできませんが、別の出力式に代だい替たいすることで、元のパフォーマンスを取り戻すことができるでしょう」

　華か夜やは胸のうちで安あん堵どする。それは、三九郎も同じだっただろう。このままでは停止していたかもしれない『コルドロン』が、元通りになる──良い情報だ。

　しかし、華夜はそれを表に出さなかった。代わりに、尋たずねる。

「その修理をあなたが行うとして。代だい償しようとして、あなたはなにを求めるの？」

　蕩乃は、ちらりと三九郎のことを見た。三九郎は小さく頷うなずく。この工房における交こう渉しようは、メイジ世界に詳くわしい華夜が行っている。もちろん最終的な決断は、工房長である三九郎に委ゆだねられるが、そこには華夜の意見が色いろ濃こく反映される。

　蕩乃は、形の良い唇くちびるに指を当て、ぽつりとつぶやいた。

「代だい償しよう。そうですね、私が求める代償は、ひとつきりですよ」

　さあ来るぞ、と華か夜やは内心で身構えた。

　どれだけ強欲な要求をされても不ふ思し議ぎはない。相手はマスターメイジ──利己に満ちたメイジ世界を渡り歩いてきた強つわ者ものなのだ。その欲望には際さい限げんがない。彼女が要求するのは、数億円相当のクォーツか。あるいは『伏ふし桜ざくら製作所』が生み出すクォーツを何割か持って行くことか。三さん九く郎ろうを自みずからの陣じん営えいに組み込もうとするかもしれない。

　どのような要求であっても、まず最初に「それはできない」と突っぱねること。

　その決意と共に、華夜はじっと蕩とう乃のを見つめ、

「一日一回」

　蕩乃は、ぴん、と指を立てた。

「私と性せい交こう渉しようを行ってください。伏桜三九郎くん」

　その指を、自分の唇くちびるの前まで持ってきて──蜜みつ月づき蕩乃は、そう言った。

　言葉の意味を理解できなかったのは三人だ。すなわち、伏桜三九郎、神しん藤どう華夜、春日かすがねねこの三人。

　残る二人──ジャッジと蜜月呉くれ葉はは、「ああ、やっぱり」というような顔をしていた。

「……なんだって？」

　長い沈ちん黙もくのあと、三九郎はそう聞き返した。

「ですから性交渉ですよ。保健体育の授業で習いませんでしたか？　男女の営み。おしべとめしべが──」

「そ、それくらいは知ってる！」

「知ってるなら、問題ないじゃありませんか」

　問題。問題。

　も、も、もっ──

「「問題、あります!!」」

　はからずも、声がハモった。

　隣となりを見れば、ねねこも華夜と同じように、顔を真っ赤にしてまくし立てていた。視線が一いつ瞬しゆん絡からみ合い、それから同時に視線を戻して、二人の少女はまくし立てる。

「な、なんですか!?　それ!?　さんちゃんと、せ、せっ──、だ、ダメです、そんなの！　だめ！　ゼッタイ！」

「そ、そう！　ねねちゃんの言うとおり！　そんな要求は、絶対、絶対に認められません！　却きやつ下かです！　きゃっかーっ！」

　左右から挟はさみ込むように、自分に近づいてくる二人の少女を、蕩乃は珍しいものを見るかのように見つめる。首を傾かしげ、

「なぜあなたたちに却下されなければならないのですか？　私は伏桜三九郎くんに要求しているのですよ。受じゆ諾だくも拒きよ否ひも、彼に権利があるのではありませんか？」

　ぐるりと身体を回転させて、二人は三さん九く郎ろうに向き直った。

　猛もう獣じゆうに狙われたかのように、三九郎はびくりと身をすくませる。

「さんちゃん？　もちろん、断るんだよね？」

「まさか──こんな、ふ、不ふ潔けつな要求、吞のまないよね!?」

「え。いや、あの」

　だらだらと、冷や汗が三九郎の額ひたいを濡ぬらす。その視線が左右に揺ゆれ、ぴたりと一いつ箇か所しよで留とどまった。視線の向かう先にいるのは──無む論ろん、元げん凶きようの蜜みつ月づき蕩とう乃のだ。

「蕩乃さん！　どういうことか、説明してくれ！」

「説明と言われましても、これ以上嚙かみ砕くだくことはできないのですが──そうですね、私の目的をご理解いただいたほうが、話が早いでしょうか」

　そう言って、彼女は、自らの下腹部に手を当てた。

「私は、子供が欲しいのです」

　華か夜やとねねこは、首をねじ曲げて、蕩乃のことを見た。

　こども？

　だれの？

「もちろん、伏ふし桜ざくら三九郎くん、あなたの子供ですよ。あなたの血を、力を引き継いだ子供が、私は、欲しいのです」

　三九郎も、華夜も、ねねこも、呆ぼう然ぜんと彼女の言葉を聞いていた。

『子供を作る』などということは、学生である彼らは想像したこともなかったのだ。

「なにも不ふ思し議ぎな話ではないでしょう？　あなたは、かの伝説的なメイジ、伏桜団だん慶けいの血を引いているのですから。くわえて──『アンチメイジ』という希け有うな能力も持ち合わせている。女として、生物として、より優ゆう秀しゆうな血を欲しがるのは当然のことでしょう。私はどうしても、『伏桜』の血をここに収めたいのです」

　蕩乃は、自らの下腹部を愛いとおしげに撫なでる。すでに我わが子がそこにいるかのように。

　それから、彼女はふと気づいたように顔を上げ、こう提案をしてきた。

「それに、あなたが望むのであれば、『マーチラビット・ワークショップ』と『伏桜製作所』の同どう盟めいの証あかしとして、私と三九郎くんが結婚してもいいのですよ。そうなれば、『六ろく会かい議ぎ』で問題にされたような侵しん略りやく戦争は起きないでしょう」

　子作り、同盟、結婚──

　予想もしていなかった言葉が次々に出てきて、華夜を混乱の極きよく致ちに陥おとしいれている。

　だが、華夜は歯を食いしばって、それに耐えなければならなかった。突とつ拍ぴよう子しもない要求だが、それでも、華夜のすることは変わらない。

　神藤華夜は、『伏桜製作所』の交こう渉しよう窓口だ。対応は、自分がしなければならない。

　彼女は一歩前に出て、きっと蕩とう乃のをにらんだ。

「そんなの、だめ」

　蕩乃は、おもしろそうに華夜のことを見た。

「へえ？　どうして？」

「……だ、だって……そういうことは、まだ、早すぎるし。そう、伏桜くんは、まだ学生なんだよ？　子供を育てるなんて、できるわけない」

「子供を育てるのは私ですよ。別に三さん九く郎ろうくんに育児は期待していません──というか、そんなことをされては困ります。私の子供は私の工房で、優ゆう秀しゆうなメイジとなるのですから」

　華夜はぐっと言葉に詰まり、代わりにねねこが抗こう弁べんを始める。

「で、でも、でもっ──そういうのって、やっぱり、いけないと思います！　結婚ていうのは、もっとこう、……あ、愛し合ってる二人がするものじゃないと、いけません！」

「愛。うふふ。良い言葉ですね。でもね、お嬢じようさん」

　蕩乃の指が伸びて、ねねこの顎あごをなぞった。

「工房長同士の結婚に必要なのは、愛ではなく、政せい略りやくなのですよ。メイジですらないあなたは、引っ込んでいなさいな」

「────っ！」

　沈ちん黙もくし、うつむいたねねこを見て、三九郎が怒りの表情を浮かべる。だが、蕩乃はその怒りを発することさえ許さなかった。ぐるりと三九郎を見て、言う。

「ねえ、伏桜くん──あなたはいつまで、現状を続けるつもりなのですか？　周囲を親しん王のう坂ざかの大工房に囲まれ、ほとんど孤こ立りつ無む援えんのまま、他の土地の工房に戦争を仕掛けられつづけるというこの状況を？」

　三九郎は押し黙だまり、華夜は唇を嚙かんだ。

　三度の侵しん略りやく戦争を、退しりぞけることはできた。だが、これから先はわからない。度たび重かさなる戦争の中で、いずれ三九郎と華夜が力尽き、敗北するときがくるのかもしれない。

　それを防ぐために必要なのは、実際の軍事力よりも、見せかけの力──抑よく止し力だ。残念ながら『街工場ウィステリア』ではその役を担になうことはできなかった。六工房のひとつとは言っても、しょせんは他工房の安全保障によって独立を保っているような弱小工房だ。同どう盟めいしても、脅きよう威いにはなりえない。

　だが、『マーチラビット・ワークショップ』ならば。

　蕩乃は自みずからの胸に手を当て、誇るように言う。

「私たち『マーチラビット・ワークショップ』は、親しん王のう坂ざか第二位の規き模ぼを誇る、新しん進しん気き鋭えいの工房です。同盟を組めば、他の工房から戦争を仕掛けられることはないでしょう。それは──あなたのお仲間、神藤華夜さんのためにも、良いことなのではありませんか？」

　私を、ダシにするな！

　華か夜やは心の中でそう叫ぶ。だが、口には出さなかった。蕩乃の言葉は、他の誰だれよりも、心こころ優やさしい三さん九く郎ろうに突き刺さっていたから。

　揺ゆれ動く三九郎の表情を、じっくりと眺ながめながら、蕩とう乃のは笑う。

「ふふっ。まあ、『同どう盟めい』は、今回の報ほう酬しゆうとは別べつ枠わくの話ですね」

　そうして、蕩乃は話題を切り替えた。

「ともかくも、『妊にん娠しんが確認されるまで、蜜みつ月づき蕩乃と一日一回性せい交こう渉しようをすること』。これは、絶対に譲ゆずれない条件です。自分で言うのもなんですが、破は格かくの条件ですよ。クォーツや利権を奪うわけでもない。ただ私と一いつ緒しよにいればいいんですから。──それとも」

　ゆらりと動いて、蕩乃は華夜の隣となりをすり抜け、三九郎に身を寄せた。白しら魚うおのような指が三九郎の手に絡からみつき、華夜とねねこの呼吸を止める。

「私みたいな女は、おきらい？」

　三九郎は唇くちびるを引き結んでいる。その顔が赤くなっていく。

　蕩乃はそれを見て楽しそうに笑い、もう片方の指で、三九郎の頰ほおに触ふれた。

「あなたはメイジが嫌きらいなのでしたね。でも、女は別でしょう？　あなたも年頃の男の子ですものね。いろいろと、したいことがあるのではありませんか？　私なら──いくらでも、そういう要求に、応えてあげられますよ」

　押し黙だまる三九郎と、それにすり寄る蕩乃。

　その二人の姿を、華夜は、拳こぶしを握りしめながら見つめていた。

　断って。

　そう叫び出したい気持ちを、辛かろうじて抑おさえつけている。なぜならば、三九郎がああして苦く悩のうしているのは、華夜のためだからだ。華夜の母親を救うために、『コルドロン』の復ふつ旧きゆうが必要だから、ああして耐えている。

　自分のために。自分のせいで。

　自分の好きな男の子が、汚けがされようとしている。

　そのことが、華夜にはどうしても耐えられない。目の奥が熱くなり、涙の気配を嚙かみ殺す。どうすればいいのか、どうなればいいと思っているのか。それさえもわからない。

　ひとつだけ、確かなのは──

　三九郎は、大切なものを守るために、自分を犠ぎ牲せいにできる少年だということだ。

　そんな華夜を尻しり目めに、蕩乃は三九郎を追い詰めにかかる。

「さあ、返答してください。受けるか。断るか。今、ここで」

　三九郎は、乾かわいた声で答える。

「同盟を組めば──戦争を仕掛けられることは、なくなるのか」

「ええ。間ま違ちがいなく」

　それを聞いて、そして三さん九く郎ろうは、うつむいて。

　小さな声で、彼女と契約する旨むねを告げた。
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『伏ふし桜ざくら製作所』、リビングルーム。

　暖だん炉ろにぱちぱちと火が爆はぜている。外の世界は六月だが、異い位い相そう空間内の季節は常とこ春はるに設定されているらしく、夜はそれなりに冷える。ラウンドテーブルを囲む三み日か月づき型のソファに腰かけながら、しかし、リビングの中にはお通つ夜やのような空気が漂っていた。

「………………」

　ねねこは放心したように、ひたすらテーブルの上にある食べ物を口に入れている。りんごやバナナなどのフルーツから始まり、クッキーやらチョコレートやらを無む作さく為いに食べ尽くして、今は口の中でアメ玉をころころと転がしている。その黒い瞳ひとみには光がない。声をかけてもまったく反応がない。ちょっと怖い。

「ま、まあ、アレだよな──『マダム』の男好きにも、困ったモンだよな！　ぎゃははははは、ははは、あ、あはは……はは……」

　場を和なごませようとした笑い声は、重苦しい沈ちん黙もくの中で、尻しりすぼみに押し潰つぶされてしまった。華か夜やはそんな呉くれ葉はに冷たい一いち瞥べつをくれて、それから、土つち壁かべの傍そばにある柱時計に目を向けた。

　あれから二時間三十分が経過した。

　蕩とう乃のの見立てでは──「三時間もあれば修理は終わるでしょう」とのことだ。

「……ソロソロ、準備をしなくてはなりまセン」

　不意に、ジャッジがそんなことを言って立ち上がった。

「準備って、なんの──」

「蜜みつ月づき蕩乃から、寝室の準備をするヨウ、言こと付づかっておりマス」

　ぴくり、と。

　ねねこと華夜のまぶたが、動いた。

「報ほう酬しゆうは即日要求とのコト。あの雌め狐ぎつね、今晩から坊ぼつちゃまヲ……、エエイ、忌いま々いまシイ！」

　ジャッジは苛いら立だたしげに床ゆかを踏ふみつけ、そのまま居住区画へと続く階段を上のぼっていった。

　沈ちん黙もくが、さらにその重圧を増した。

　呉葉は気まずそうに頰ほおを搔かき、華夜はなすすべもなく唇くちびるを嚙かみ──そして、ねねこが立ち上がった。

「ねねちゃん？」

「………………おかわり」

　ぽそりとつぶやいて、ねねこはアメ玉が山盛りに乗っていたお盆ぼんを手に、リビングから出て行ってしまった。その虚うつろな表情は、華か夜やの胸をさらに痛ませることになった。

　ねねこの背中が消えるのを見届けてから、呉くれ葉はが心配そうに言う。

「ねねこ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　あいつのあんな顔、初めて見るぞ」

「大丈夫なわけない。伏ふし桜ざくらくんが──自分の好きな人が、他の女の人と、その、…………しちゃうって、ときに」

　呉葉は腕を組んで、ふむ、と息を吐はいた。

「今さら言っても仕方ねェが、ねねこはここに連れてこないほうがよかったかもな。別に『マダム』はサンクロが好きってわけじゃねえんだ。知らなければ、知らないままでいたほうがよかった」

　それから彼女は華夜を見て、ちろりと舌を出した。

「ま、おまえはそういうワケにはいかねェかもしれんけどな」

「……なに、その言い方？」

「いやあ。だって、おまえもねねこと同じように、サンクロが好きなんだろ？」

　華夜の頰が、ぱっと赤くなった。

「おーおー、わかりやすいなァ。ま、ねねこは気づいてねーだろうけどな。この呉葉ちゃんには丸わかりだ」

「そ、そんなことないよ。だいたい、なにを根こん拠きよに──」

「いや、根拠もなにも、おまえサンクロのシャツでハアハアしてたじゃんかよ」

「……あ」

「忘れてたのか……」

　呉葉に呆あきれられて、華夜の顔がますます赤くなっていく。目を伏ふせて、ぽそりと、

「ねねちゃんには、言わないで」

「言うわけねーだろ。いくら呉葉ちゃんでも、そんなテロみたいなことしねーよ。こう見えて、呉葉ちゃんはねねこのこと、大事なダチだと思ってんだぜ？」

「……殺そうとしたことがあるくせに……」

　そう言いながらも、華夜は頭のどこかで、呉葉の言葉を信じている自分に気づいた。蜜みつ月づき呉葉は油断も信用もならないメイジだが──ねねこを気に入っているということだけは、どうやら真実のようだ。

　呉葉は両手を頭の後ろで組んだ。ソファに深く身を沈めながら、独ひとり言ごとのように、

「そんで、おまえはねねこにサンクロを譲ゆずろうとしてるってことか？」

　華夜は、こくりと頷うなずいた。

「なんでそんなことすんだ？　ねねこのほうが先だからか？」

「……身も蓋ふたもない言い方するんだね……、でも、違うよ。先とか後じゃない。ねねちゃんのほうが、私よりも伏桜くんに相応ふさわしいから」

「はあ？　なんだそりゃ」

「伏ふし桜ざくらくんは、メイジ世界にいるべきじゃない。だって、あの人は、優やさしすぎるもの。このままメイジ世界に留とどまりつづければ──きっとよくないことが起こる」

　華か夜やの言葉を、呉くれ葉はは否定しなかった。

「まあ、確かにな。あいつはお人好しすぎる。今のまま、誰だれかのための戦いを続けてたら、いずれ寝ね首くびを搔かかれるぜ」

　三さん九く郎ろうは、自分のために戦っているわけではない。『伏桜継けい承しよう戦争』も、これまでの三度の『ブラックアーツ』も、彼が望んで身を投じたわけではない。

　彼が戦うのは、いつだって、他の誰かのためだ。

「だからこそ──」

　伏桜くんは、戦うべきではない。

　それは華夜の本音だった。けれど、それを口にすることは許されない。三九郎は、他でもない華夜のために、華夜の母親を助けるために、命を賭として戦っている。それなのに、華夜がそんなことを言ってしまったら、立つ瀬せがないではないか

　だから、華夜は言葉を続ける代わりに、窓の向こうに目を向けた。

　そこには夜があり、空には星が瞬またたいている。『伏桜製作所』がある異い位い相そう空間は、ひとつの世界だ。神にも等しいと謳うたわれた天才メイジ・伏桜団だん慶けいが作り上げ、息子である伏桜三九郎に遺のこした、莫ばく大だいな富を生む遺い産さん。

　けれど、そんなもの、三九郎は欲しくなかったのだ。

　彼は、ただ、『普通の人間』として、平凡な日常を欲していただけなのに──

「ま、それも、今さらだよな」

　ぽつりとつぶやいた呉葉のことを、華夜は思わず振り返った。

「あいつが『アンチメイジ』だってことは、メイジ世界に知れ渡ってる。呉葉ちゃん的には、もう無理だと思うぜ。サンクロが普通の人生なんてもんを歩くのはさ」

「…………」

「もしかしたら、サンクロが『マダム』とくっつくのはアリなのかもな。今回の話がうまくいけば、『マーチラビット・ワークショップ』がまるごと味方になる。悪い話じゃねえな」

「……それくらい、わかってるよ」

　でも、どうしても、受け入れられない。

　ねねこならいい。普通の人間として、三九郎の隣となりに彼女がいるというのであれば、祝福しよう。悲しくないといえば噓うそになるが、自分は彼らの最良の友として、近くにいよう。

　けれど、蜜みつ月づき蕩とう乃の。

　あんな人に、奪われるなんて。

　そんなことになるくらいなら、いっそ──

　そこまで思ったところで、当の蕩とう乃のが、リビングの扉を開いて現れた。

　薄うすい笑みを浮かべている。同性の華か夜やでも、思わずぞくりとしてしまうほど、その笑みは妖あやしい魅み力りよくを漂わせていた。

「修理は無事に終わりました。あとは、報ほう酬しゆうをいただくだけですね」

　華夜は、敵てき意いに満ちた目で、蕩乃のことをにらみつけた。

　その視線は、蕩乃をむしろ喜ばせたようだ。

「おや、どうしました。そんな目をして？　あなたたちの『コルドロン』が直ったのですよ。もう少し喜ぶべきではありませんか？」

「本当に、元通りになったの？」

　華夜が念を押すと、意外にも蕩乃は首を横に振った。

「元通りというよりは、故こ障しようしていた出力式を別のものに変えたのですよ。かなりカスタマイズが加えられていましたから、うまく適合するよう調ちよう整せいするのは骨でしたが──まあ、私の手にかかれば、造ぞう作さもないことですね」

　言いながら、蕩乃は懐ふところから美しい球を取り出した。紫むらさき色いろに輝かがやく、小さな球だ。

「これは『モイライⅢ型』と呼ばれる出力式です。次期の『コルドロン』市場において、我わが工房の目玉商品になると目もくされている新式を使わせていただきました。あの『コルドロン』から生み出されるクォーツは、空間を飛び越えて、ここから出力されるのです」

「か、勝手にそんなことをしたの!?　伏ふし桜ざくらくんは──」

「修理に際して、三九郎は私に全権を託たくしてくれました。『コントラクター』にもそう記されています。あなたが口を出すことではありませんよ」

　華夜は唇を嚙かみ、ぎっと蕩乃をにらみつけた。

　三さん九く郎ろう、と。

　今、名前で呼んだのか。

　自分でさえ、まだそんなことは、できていないのに──！

「さて、それでは早さつ速そく、寝室に向かうとしましょうか。三九郎をあまり待たせても、申し訳わけありませんからね。今日はせっかくの初夜。時間は有ゆう意い義ぎに使いたいものです」

　勝ち誇るように言って、蕩乃は身を翻ひるがえし、上階へ向かおうとして──

「きゃっ！」

　折おり悪あしく、リビングに入ってきたねねことぶつかった。

　蕩乃の手から『モイライⅢ型』が転がり、ねねこが運んでいたお盆ぼん大盛りのスイーツがバラバラと地面に落ちる。蕩乃は片かた眉まゆを上げ、「おや」と声をあげる。ねねこに手を差し伸べて、彼女を立たせてやる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……あ、…………」

　お礼を言おうとして、ねねこは自分の手を握っているのが誰だれなのか、気づいた。言葉を吞のみ込んで、悲しそうに目を伏せてしまう。その横顔を、実に楽しそうに眺めてから──蕩とう乃のは『モイライⅢ型』を拾い上げ、その手をひらひらと振った。

「それでは失礼。──見学を希望なら、混ざっても構いませんよ？　春日かすがねねこさん」

　そんなふうに言い残して、今度こそ、蕩乃はリビングから出て行った。

「……ぐすっ」

　涙声に振り向くと、ねねこが目に涙を浮かべながら、スイーツを拾い直しているところだった。華夜は屈くつ辱じよくを嚙かみしめながら、自みずからも腰を折り曲げて、それを手伝った。
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「……ソレでは、失礼しマス」

　押し殺した声でつぶやいて──ジャッジは、三さん九く郎ろうの部屋から出て行った。

　これで、誰だれもいなくなった。

　部屋にいるのは二人きり。伏ふし桜ざくら三九郎と、蜜みつ月づき蕩乃だけだ。

「ふふっ」

　静まり返った室内に、ささめくような笑い声が響ひびいた。

　蕩乃はベッドに腰かけている。モーニングドレスの裾すそがはだけるのも構わずに、その長い足を組んで、挑発するような目で三九郎のことを見つめる。白くたおやかな手がなめらかに動き、蕩乃は自分の隣となりを、ぽんぽん、と叩いた。

「お座りなさい。三九郎」

　三九郎は、無言のまま蕩乃の隣に座った。

　目を細めて、蕩乃は少年の横顔をじっと見つめる。そのかたくなな表情が、どんな心を隠かくしているのか、推おし量はかろうとする。

「緊きん張ちよう、していますか？」

「別に」

　ぶっきらぼうな声に、蕩乃はくすくすと笑った。その手をゆらりと伸ばして、彼女は三九郎の頰ほおに触ふれる。ぴくりと肩が動いた。そのまま、顎あご先さきを伝い落ちて、鎖さ骨こつからたくましい胸むな板いたへと滑すべり落ちていく。

　引き締しまった胸の奥で、心しん臓ぞうが悲ひ鳴めいをあげるように、どくどくと早はや鐘がねを打っていた。

「うふふ。うそつきですね、三九郎は」

「…………」

「私、うそつきは殺したくなるほど嫌きらいですけれど、今だけは別ですよ。三九郎。あなたのうそは、とても愛らしいです。食べてしまいたくなるほど」

　三さん九く郎ろうは目をそらして、固い声で答える。

「こんなことしてないで、さっさと用事を済ませたらどうだ」

「うそつきの上に、意地っ張りなのですね。でも、そういうところも可愛かわいいですよ」

　そうして蕩とう乃のは、三九郎の手を取り──

　自みずからの胸に、ぎゅっと埋うもれさせた。

「んっ」

　ドレス越しの刺し激げきに、蕩乃は押し殺した嬌きよう声せいをあげる。その声、その感かん触しよくに──三九郎の硬い表情が崩くずれるのがわかった。ごくりと、喉のど仏ぼとけが上下している。

　蕩乃は三九郎の耳元に唇くちびるを近づけ、湿しめった声で囁ささやいた。

「子供を作るにしても、ただ作るのでは家か畜ちくと同じでしょう。それでは、人として、メイジとして、あまりに芸がないとは思いませんか？　どうせ作るのなら──愉たのしんで、作りましょうよ。三九郎」

　蕩乃の不ふ可か思し議ぎな色の瞳ひとみが揺ゆれ、熱い吐息は頭の芯しんを痺しびれさせるような妖あやしい香りを含ふくんでいる。三九郎はそれに抵抗するように目をつぶり、首をねじ曲げて、答えた。

「そんな、条件は、『コントラクター』に、書かれていない」

「かたくなですね。そんなに、私を抱くのがおいやですか？」

「……メイジは嫌きらいだ。早く、終わらせよう」

　か細い声で、そうつぶやく少年の姿に──

　ついに限界が訪れた。

「ああっ。たまらない！」

　蕩乃は三九郎の身体を、強引にベッドへと押し倒した。三九郎の下腹部に馬乗りになり、モーニングドレスを一息に脱ぎ捨てる。

　しなやかな肢し体たいが露あらわになった。

　百七十五センチの長身は、モデルもかくやと言うほど均きん整せいの取れた体つきだ。蕩乃は自分の容よう貌ぼうが気に入っていたし、自分の裸ら身しんを見たものは、男であれ女であれ、平静を保てないということも理解していた。

　三九郎は大きく目を見開いて、その肢体を見つめ──それから、なにかの罪悪感に囚とらわれたかのように、目をそらしてしまった。

　くすくすと笑いながら、蕩乃は細い指でその頰ほおをなぞる。

「ふふふっ、誰だれのことを考えているのかしら？　ねえ、三九郎？」

「……だ、誰って……俺は、なにも、」

「ねねこさん？　それとも、華か夜やさんかしら？　彼女たちは今ごろ、さぞ悲しんでいるでしょうね」

　三九郎の心が傷つくのが、蕩乃には、手に取るようにわかった。

　それだけで、蕩とう乃のの背せ筋すじをぞくぞくとした快感が駆かけ抜けていく。『アンチメイジ』として恐れられている少年が、自分の股またの下で小鳥のように震ふるえるしかない。その事実は、蕩乃の征せい服ふく欲よくをこの上もなく満たしてくれた。

「わかっているのですか？　三さん九く郎ろう。あなたが……今から、あの二人を裏切って……気持ちよくなるのですよ」

「…………」

「いけない人。いけない子です。でも……、背はい徳とくの味というものは、病やみつきになるものですよ。私とたっぷり交わったそのあとに、あの二人と顔を合わせるときの瞬しゆん間かんを、今から愉たのしみにしていてください、ね」

　はあ、と熱く息を吐はき出して、蕩乃は三九郎にのし掛かった。片手で彼のシャツのボタンを外しながら、べろりと三九郎の首筋をなめる。びくんと身体を震わせて、三九郎は耳まで真っ赤になっている。可愛かわいい。愛いとしい。伏桜団だん慶けいの息子だと思えば、なおさらにその仕し草ぐさが蕩乃の身体を熱くさせた。
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「ま、ま、ま──！」

　言葉にならぬ言葉を発して、蕩乃の身体の下で三九郎がもがいている。彼のベルトを片手だけで外はずしながら、蕩乃は上うわずった声をあげる。

「どうしたのですか？　そんなに手を突き出して？　私の身体に触ふれたいのかしら？　くふっ！　ふふふふっ！　いいですよ！　今は、いいえ、私のお腹に新しい命が宿るまで、ずっと──あなたは私のものであり、私はあなたのものなのですから！　さあ、どうぞ、ご存分に──」

「ち、違う！　ま、待ってくれって言ってるんだ！」

　劣れつ情じように水を差すような言葉。蕩とう乃のは三さん九く郎ろうの胸にキスをするのを止めた。といって、止まったわけではない。馬乗りになったまま髪かみを搔かき上げ、うなじの後ろでまとめる。両手を背中に回してホックを外しながら、蕩乃は首を傾かしげて問い返した。

「なにを待つというのですか？　もう私は、我が慢まんできそうにないのですが……！」

「だっ──、大事なことを確認し忘れていた！　あんたが言った、『モイライⅢ型』から、本当にクォーツが生み出されるのか、確かめさせてくれ！」

　そんなことか、と蕩乃は落らく胆たんする。「キスだけはしないでくれ」とか、そんな、幼く、純じゆん粋すいで、いじましい願いを期待していたのだが。

　その願いを、土足で！　泥どろ足あしで！　踏ふみにじる！　──ことを想像して、興こう奮ふんしていたのだが。

　蕩乃はぺろりと唇くちびるを舐なめて、脱ぎ捨てたばかりのドレスをまさぐった。

「いいでしょう。あなたの童どう貞ていの代わりですものね。きっちりと、確認させてあげます」

『モイライⅢ型』を探り出して、蕩乃はそれを三九郎の唇に載のせた。そうすると、紫むらさきの色合いもあいまって、グレープ味のアメ玉のようにも見える。

「うふふ。いかがですか？　今はこれが、あなたの『コルドロン』ですよ。さあ、ご理解いただけたのなら、続きを──」

　身をくねらせながらすり寄ろうとする蕩乃に、三九郎はまた手を突き出し、

「ま、待てって！　そ、そこから、どうやってクォーツを取り出すんだ？」

「あん、もう。往おう生じよう際ぎわの悪い人ですね。そういうところはお父さまと一いつ緒しよ──、こほん。わかりました。そこまで言うのなら、見ていてください」

『モイライⅢ型』を掲かかげて、蕩乃は説明する。

「『モイライⅢ型』は、精せい製せい式から送られた魔ま力りよくを使って、自動的にクォーツを結けつ晶しよう化かさせます。コップから水が溢あふれるようなものですね。もちろん、コップを傾かたむけて、任意でクォーツを汲くみ出すこともできますよ。うふふ。今からお見せしましょう──」

　アカウント管理者がそうと念じれば、『モイライⅢ型』から自分の意思でクォーツを取り出すことができる。蕩乃はそうしようとした。それを見せつけて、三九郎に、自分が蕩乃のものになってしまったということを、はっきりと認にん識しきさせようとした。

　蕩乃は目を閉じて、そう念じた。

　そして、なにも起きなかった。

「……」

　もう一度、念じながら、『モイライⅢ型』を振る。

　なにも起きない。

　もう一度振る。

　なにも起きない。

　三さん九く郎ろうの眉まゆが怪け訝げんの形を作り、蕩とう乃のは何度も何度も瞬まばたきをした。

「おい」

「少々お待ちください。いえ。これはなにかの手違いです。先ほど試運転をしてみたときには、確かに稼か働どうしたのですが」

　弁解をしながら、蕩乃は『モイライⅢ型』を光に透すかしてみた。

　そこで初めて、蕩乃は美しく澄すんでいた紫色の球が、やや濁にごっていることに気づいた。以前まではアメジストのようだった珠しゆ玉ぎよくが──今は、グレープ味のアメ玉のように見る。

　口に含ふくんでみる。

　グレープ味が舌に広がった。

「………………………………………………………………」

　脳のう裏りに蘇よみがえる光景があった。この寝室に来る直前、春日かすがねねことぶつかった。彼女のスイーツが床ゆかに散らばり、『モイライⅢ型』も床に落ちた。自分はそれを拾い上げた。

　その中に──グレープ味のアメ玉があったのでは？

　自分は、それと『モイライⅢ型』を、取り違えたのでは？

　だとするならば、今ごろ『モイライⅢ型』は──

　蕩乃は猛もう然ぜんと立ち上がった。半はん裸らのまま。三九郎が目を丸くして見上げているが、もはや知ったことではない。ベッドから飛び降おりた勢いをそのままに、大声で怒ど鳴なりながら階段を駆かけ下りる。

「春日ねねこッ!!　食べるのをやめなさい!!」

　リビングの扉を蹴けり開けると、三人の少女が、やはり目を丸くして蕩乃を見ていた。当然である。モデル並みの美しい肢し体たいを持つ女性が、黒い下着姿のまま、床を踏ふみ鳴ならさんばかりにして近づいてくるのだから。

「……えっ、あ、あわわわっ！」

　ねねこの反応は素す早ばやかった。大音に反射的に逃げ去る猫さながらに、彼女はわたわたと手を振りながらリビングから逃げようとする。けれど蕩乃の手はさらに素早かった。その首根っこをむんずと摑つかみ、片腕の力だけでねねこを持ち上げて、叩たたきつけるようにソファに座らせる。

　長い両足で、ねねこの太い両足をがちりと挟はさみ込んで、蕩乃はにっこりと笑った。

「あなたの持っていたスイーツのお皿。どうしました？」

　ねねこの視線が、蕩乃の肩かた越ごしにテーブルを見た。蕩乃は後ろを振り返り──そこに、空からになった皿を見た。

　びきりと、蕩とう乃のの美しい顔が引きつった。

「……あの中に、グレープ味のアメ玉が、ありませんでした？」

「えっ」

「答えなさい。早く。早く。早く！」

「あ、あ、ありました！　で、でも、全然味がしなくて、甘くもなくて……あんまり、おいしくなかった、です」

「………………」

「も、もしかして、蕩乃さんも、食べたかったんですか？　そ、それなら、ごめんなさい。でも、代わりのお菓か子しなら、キッチンにいくらでも、」

　蕩乃は、息を吸い込み、そして大声で叫んだ。

「この、デブッ！」

　ねねこはぽかんとした。呉くれ葉ははきょとんとした。遅れて現れた三さん九く郎ろうも、口をあんぐりと開けるばかりだった。

　ただひとり、華か夜やだけが大おお慌あわてで、蕩乃のことを止めにかかる。

「な、な、なっ、なにを言うんですか、いきなり!?」

　しかし蕩乃はその手を振り払い、両手でねねこのもっちりとしたほっぺたを摘つまみ、左右に思いっきり引っ張った。

「うるさい！　デブをデブと言ってなにが悪いんですか!?　ぽっちゃりでもむっちりでもありません！　あなたは、まぎれもない、デブです！　食いしん坊の贅ぜい肉にくのかたまり！」

「ああっ、い、言ってはいけないことをっ！」

「ご存知ですか？　ブタって実は体脂肪率が低いんですよ！　14％から18％に過ぎないそうです！　あなたの体脂肪率はおいくつ？　20％？　30％!?　いずれにしろ、あなたをブタ呼ばわりはしませんよ──そんなことをしたらブタに失礼ですからね！」

　ねねこの大きな瞳ひとみに、じわりと涙が盛り上がった。

　もちろん蕩乃は容よう赦しやしない。ぐにぐにとねねこのほっぺたを引っ張りながら、鬼き気き迫せまる表情で、

「泣いてる暇ひまがあったら私の『モイライⅢ型』を吐はき出しなさいッ！　メイジをやって長いですが──マジックアイテムを吞のみ込んだ悪あく食じきなんて、あなたが初めてですよ！」

「待て。なんだって？　ねねこが、『モイライⅢ型』を吞み込んだ!?」

　しまった。

　怒りに我われを忘れるあまり、失言をしてしまったことに蕩乃は気づいた。三九郎が血相を変えてねねこに駆かけ寄り、ねねこは涙目でそんな三九郎を見上げ、

「……さんちゃん、わたし、デブかな？」

「そ、そんなことはないぞ！　ねねこは、そりゃまあ、ちょっとおにくがついてしまってるかもしれないけど──デブじゃない！　断じて！」

「ブタでもありませんよ！　なぜならブタはあなたより瘦やせているからです！」

「あんたは黙だまっててくれ！　──そんなことより、　ねねこ、本当に魔ま法ほうの道具を吞のみ込んだのか!?」

「わ、わからないけど──あの、味がしないアメ玉がそうだったら、たぶん……」

　蕩とう乃のは再び怒りに駆かられそうになるが、三さん九く郎ろうが手を挙げてそれを制する。それから、彼はねねこの両肩を、優やさしく摑つかんだ。

「……さんちゃん？」

「ねねこ。ちょっと、大人しくしていてくれ」

　そう言って、三九郎は目を閉じる。なにかを念じている。まさか、と蕩乃が思ったそのとき、ねねこの様子が急変した。

「──────────」

　目を見開き、びくんと身体が硬直する。風もないのに髪かみがざわめき、ねねこの周囲にちりちりと音を立てて、紫むらさき色いろの燐りん光こうが舞まいはじめる。

　蕩乃は顔を歪ゆがめた。恐れていたことだった。

　これは──『モイライⅢ型』試運転のときに、起きた現象だ。

　ということは、つまり。

「──、ひっく！」

　しゃっくりをした途と端たん、ねねこは元に戻った。瞬まばたきをして、不ふ思し議ぎそうに周囲を見わたす。それから彼女は、自分の口になにかが入っていることに気づいた。もごもごと舌を動かして、それを手のひらの上に吐はき出す。

　クォーツだった。

「…………『コルドロン』？」

　呉くれ葉はが、ぽつりとつぶやく。見たままの感想を述べただけなのだろうが、それは真実を言い当てていた。蕩乃は忌いま々いましげに舌打ちをした。

「どうやら──『モイライⅢ型』は、ねねこさんと融ゆう合ごうしてしまったようですね」

　三九郎と華か夜やは絶句し、ねねこはきょとんとしている。その光景を見回しながら──蕩乃は、こんなことになるならばさっさと三九郎の童どう貞ていをいただいておけばよかった、としきりに後悔を繰くり返していた。
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　すたん、と勢いよく襖ふすまが開く音が響ひびいた。

　文ふ机づくえに向かったまま、桐きり原はら雷らい火かは小さなため息をついた。

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長、桐之宮新しん開かいの私生児である雷火は、工房内において腫はれ物のような扱あつかいを受けている。その傾向は、彼が『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』において敗北を喫きつして以来、さらに強いものとなった。

　工房内で彼に語りかけるものは少ないし、私室を訪ねるものはさらに稀まれ。加えて、声もかけずにいきなり襖を開けるものとなれば──ただのひとりしかいなかった。

「よーお。雷火。元気してたか？」

　雷火が振り返ると、侵しん入にゆう者しやは気軽な笑みを浮かべて、軽く手を挙げた。

　瘦やせぎすの女性だった。背が高く、胸は薄うすい。ぴっちりとしたタンクトップとズタボロになったジーンズというラフな服ふく装そう。顔立ちは美しいが、色気や化け粧しよう気けといったものと無む縁えんだ。長い黒くろ髪かみは梳すいたことがないかのようにぼさぼさで、一ひと房ふさだけが、真っ白に染そまっている。

『桐之宮工廠』所属。レベル22『生属ヴイ・ト』アークメイジ、桐之宮仄ほの火か。

　それが、彼女の名前だ。

「……仄火さん。声をかけてくださいと、いつも言っているでしょう」

「声かけたら逃げようとするじゃんか。つか、その呼び方なんとかなんないの？　アタシはおまえの、実の姉だよ？」

「半分しか血は繫つながっていませんし、僕ぼくに桐之宮の名を継ぐつもりがない以上、公式にも僕とあなたは他人です。──なんの御ご用ようですか？」

「その話し方もなんとかならないもんかね。ま、いいや。アンタの処分が決まった」

　雷火は正座したまま、無意識のうちに背せ筋すじを伸ばした。

　仄火をまっすぐに見つめる。彼女の右みぎ眼め、その虹こう彩さいのフチが、脈みやく動どうするような緑の色を帯びている。

「除じよ名めいですか。処しよ刑けいですか」

　雷火は短く尋たずね、仄火は低い笑い声を漏もらした。

「そういうとこ、相変わらずだね。直したほうがいいとは言わんけど、もう少しユルく生きることを覚えたらどうかね」

「どちらですか」

「どちらでもないよ。アンタは、保ほ護ご観かん察さつ処分だ」

　雷火の眉まゆが、ぴくりと動いた。

　メイジ世界における敗北者の扱あつかいは、現実社会におけるそれよりも遙はるかに厳きびしい。工房のクォーツを大量に使った挙げ句、メンツを潰つぶして戻ってきたものに与えられるのは、死か追放、たいていはそのどちらかだ（どちらが重い処分なのかは意見が分かれるところである。工房の庇ひ護ごを失った野の良らメイジは、他の工房に捕とらえられ、死よりも過か酷こくな運命を迎むかえてしまうことがままあるからだ）。

　雷らい火かもそれを覚かく悟ごしていたのだが──保ほ護ご観かん察さつ処分。聞いたことのない処分だ。

　それがどういうことなのか、尋たずねるより先に、仄ほの火かはどかりと腰を下ろした。

「ちなみにおまえを保護して観察するのは、アタシだったりする。くっくっ。感かん謝しやしてくれていいよ。アタシから言い出したことなんだからね。でなきゃ、おまえは実じつ験けん室行きにでもなってたところだ」

「……それは……ありがとう、ございます」

「ふん。では命令だ。そのフザけた口調を今すぐ改めな」

　少しだけ考えてから、雷火は口を開き、

「それは、どういうことですか──」

　蹴けり飛ばされた。

　胸に鉄球でも撃うち込まれたのかと錯さつ覚かくした。それほどの衝しよう撃げきが、雷火の身体を貫つらぬいた。彼の身体は呆あつ気けなく吹き飛び、文ふ机づくえを蹴け散ちらして壁かべに衝しよう突とつし、ぎしぎしと軋きしむ音を響ひびかせた。

　それほどの威い力りよくを為なしたのは──桐きり之の宮みや仄ほの火か、彼女の右足だ。

　座ったまま無む造ぞう作さに突き出したつま先が、雷火の胸を打ち据すえた。ただそれだけの動作が、致ち命めいといえるほどの威力を生み出したのだ。

「ぐっ──、ごほ、げほっ！」

「改めろ、と言ったはずだよ。アタシをナメてんの？　まあいいけどね、ナメられるのは嫌きらいじゃないから。クハハッ！」

　突き出したままの足を、どさりと放り出して、仄火は低い声で笑った。右みぎ眼めの虹こう彩さいが緑色に輝かがやき──やがて、元の色に収しゆう束そくしていく。しかし消え去ることはなく、緑の光は虹彩のフチに留とどまったままだった。

　うずくまり、激しく咳せき込みながら、雷火は彼女の異い名みようを思い出していた。

『鬼き神じん』、桐之宮仄火。

『スクロール特化型』をさらに先せん鋭えい化かした『スクロール極きよく化か型がた』の使い手。

　彼女は『生属ヴイ・ト』魔ま法ほう、『獣の鼓動ヴイタ・グルテイウム』という魔法しか使うことができない。それで十分なのだ。スクロール『自己強化』に位置づけられるこの魔法は、術者の身体能力を飛ひ躍やく的に引き上げる。仄火は、スクロール極化によって、その効果を通常の数十倍にまで引き上げている。

　その身体能力は、もはや人の形をした鬼神と呼ぶに相応ふさわしい。魔法であれ物理であれ、生なま半はん可かな攻こう撃げきでは仄火の皮ひ膚ふひとつ切り裂さくことはできないだろう。

　加えて──彼女はもうひとつ、『御み柱はしら』の恩おん寵ちようを受けている。

　と、仄火はしゃがみ込んでいる雷火の襟えり首くびを摑つかんで、ひょい、と持ち上げた。雷火の青い瞳ひとみに、緑色にふちどられた虹彩が映る。

「それで？　なにかアタシに聞きたいことはないかな、弟クン」

　唾つばを飲み込んで、雷火は口を開く。

「ほ、保ほ護ご観かん察さつ処分というものは……どういうもの……なんだ？」

　仄ほの火かはにっこりと笑い、雷らい火かを床ゆかに下ろした。

「よろしい。ようやく姉弟きようだいらしい口の利きき方になったね。──で、説明だが、ようするにおまえのすべての権利と責任が、アタシのものになったってことだ」

「……それは」

「アタシはおまえをどうしてもいいってこと。生かすもよし殺すもよし。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』は関知しない。まあ──逆におまえが妙なことをしでかしたら、その責任がアタシにのし掛かってくるわけだが」

　雷火はうろんな目つきで、自分の支配者となった姉を見つめた。

「なにが目的なんだ？」

「目的？　そんなんねーよ。ただ、アタシがそうでも言わんと、おまえがどうなるかわかんなかったからさ」

　雷火の表情が険けわしくなった。

　桐之宮新しん開かい。名門『桐之宮工廠』を統すべる工房長にして、雷火の実の父親だ。そのレベルは42、伏ふし桜ざくら団だん慶けい亡きあとの親しん王のう坂ざかでは、最強のメイジである。雷火は母を捨てた彼のことを憎んでいるし、新開もまた、自みずからに従わない息子を疎うとんじている。

　仄火は腕を組み、雷火のことを見下ろした。

「『遺ゆい言ごん状じよう』があるとはいえ、他のメイジに命令しておまえを殺すのはワケないことだしな。それをしないのは、さすがに息子殺しは外がい聞ぶんが悪すぎるからだろ。そこでアタシの出番さ。この『眼め』のおかげで、アタシの信望はそれなりに厚い。アタシがおまえの面倒を見るって言えば、オヤジもおいそれと口出しできないってワケだ」

　緑にふちどられた虹こう彩さいを指差して、仄火はにんまりと笑う。

　その笑顔に、しかし、雷火の表情は晴れないままだ。

　仄火とは仲が良かったわけではない。今まで話したことなど、数えるほどしかないのだ。その彼女が、なぜ新開ににらまれるようなリスクを冒おかしてまで、自分のことを保護しようとするのか。その理由がどうしてもわからない。

　まさか肉親の情に駆かられたわけでもあるまい。彼女も自分もメイジだ。メイジには、欲望はあっても情はない。

　もっとも、どこにでも例外はいる。

　以前、少しだけ話をした黒くろ髪かみの少女のことを、雷火は思い出した。

「で、だ。アタシとしては──おまえの親友のことを、ちっと聞きたいんだが」

　そう切り出した仄火に、雷火は「なるほど」とつぶやく。

「あなたも、『アンチメイジ』にご執しゆう心しんってことか」

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう──『伏桜製作所』工房長にして、『アンチメイジ』。魔ま法ほうを盗ぬすむ魔法『スティール』を使う、禁きん忌きの能力者だ。親しん王のう坂ざかのメイジ世界において、その名は忌いむべきものとして響ひびき渡っている。

　一方で、それが、きわめて強力な能力であるということも、知られていた。

　事実、三九郎はすでに三度にわたる侵しん略りやく戦争を退しりぞけていた。一ヶ月のあいだに三度もの戦争が起きることが異例なら、それを残らず叩たたき伏せた工房長もまた異例だ。『伏桜製作所』侮あなどるべからずという空気は、親王坂のどこを見わたしても漂っている。

　雷火としては複雑な心しん境きようだ。

　かつての親友の活かつ躍やくが、嬉うれしくもあり、妬ねたましくもあり──そして、どこか心配でもある。

　そんな雷らい火かを眺めながら、仄ほの火かは「ふふん」と笑ってみせた。

「そうだが、ちょっと違うな。アタシが興きよう味みあるのは『アンチメイジ』じゃなくて『伏桜三九郎』のほうさ」

「…………？」

「『アンチメイジ』の報告なら腐くさるほど見た。アンタがなにかを隠かくしてるとも思えなかったし、それはいい。それより──おまえから見た三九郎が、どんな人間なのかを教えてくれ」

「……それは、構わないけど」

「ここじゃなんだな。散らかってるし、どれ、雷火。どっかメシでも食いに行くか」

　散らかしたのは誰だれだ、という言葉を、雷火はかろうじて吞のみ込んだ。また蹴けり飛ばされたくはない。

　立ち上がった仄火について、雷火も部屋を出ようとする。

　そのとき、ふと仄火が振り返り、ぐりん、と笑った。

「これってもしかして、デートじゃねえ？」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、雷火は答えることさえしなかった。




　　　　　　　　◆




　伏桜三九郎（以下、甲とする）は蜜みつ月づき蕩とう乃の（以下、乙とする）と『コルドロン』修理に関して次のように契約を締てい結けつする。
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「──以上が、俺たちが取り決めた『コントラクター』の内容だ」

　つらつらと読み返しながら、三さん九く郎ろうは頭が痛くなるような思いを抱かかえていた。

　我われながら、なんと馬ば鹿かげた文面にサインをしてしまったのか。性交渉という言葉が実に頻ひん繁ぱんに出てくる。こんな書しよ類るいに自分の名前が載のっているというだけで末まつ代だいまでの恥はじだが、今さら破り捨てるわけにもいかない。

　なぜならば、この『コントラクター』は、まだ生きているのだから。

　生きて、そして、三九郎と蕩とう乃のの精神を縛しばっている。

「注目すべきは、『仕様書が許容する範囲内に限ってのみ』改造を許す、という項目だ。確かに、『モイライⅢ型』は『仕様書が許容する範囲内』の改造だろう。空間を飛び越えて、結けつ晶しよう化かされたクォーツを出力式から発生させるというのは、仕様書の範囲を出ない」

「ふむふむ」

「が。ねねこに『モイライⅢ型』の機き能のうが移ったというのは、仕様からは大きく逸いつ脱だつしている。はっきりいって『コントラクター』に違反する行いだ。経けい緯いがどうあれ、修理の責任は蕩乃さんに帰する。彼女はこの事態を解決しない限り──報酬を、得られない」

「なるほど」

　春日かすがねねこは、こくこくと熱心に頷うなずきつつ、三九郎の話を聞いている。

　親しん王のう坂ざか高校、保健室。

　昨日、春日ねねこと、『コルドロン』の出力式たる『モイライⅢ型』が融ゆう合ごうしてしまってから、十二時間以上が経過している。

　そのあいだ、蕩乃は『マーチラビット・ワークショップ』に帰き還かんし、この事態を解決するためのあらゆる方ほう策さくを編あみ出して、また親しん王のう坂ざか高校に戻ってきたのだ。

　今。蕩乃は保健室の椅い子すに座っている。なぜか白衣である。なぜか『看かん護ご教きよう諭ゆ』のプレートを胸につけている。大方、また校長先生を脅おどしたのだろう。あの人の恨うらみが自分にまで及およばないようにと、三九郎が願うのはそればかりだ。

　蕩乃は、穏おだやかな、しかしどこか疲れたような笑みを浮かべ、向かいの椅子に座るねねこに手を伸ばした。

「そういうわけですから、ねねこさん。ちょっと身体を見せてくれますか？　すぐにでも、あなたの中の『モイライⅢ型』を取り出してみせますから」

　昨日の激げつ昂こうが、噓うそのような穏おだやかさだ。まあ、あのあと三九郎が散さん々ざん抗こう議ぎしたから、それで懲こりているのかもしれない。

　そして。

　ねねこは床ゆかを蹴けって、キャスター付きの椅い子すをがらがらと滑すべらせ、壁かべ際ぎわまで下がった。

「いやです」

　きっぱりとした返答に、蕩とう乃のの唇くちびるがびきりと引きつるのが見えた。

　三さん九く郎ろうは慌あわてる。ねねこから『モイライⅢ型』を取り出そうということには、彼も賛さん成せいなのだ。

「ねねこ、どうしたんだ？　おまえの身体から『モイライⅢ型』を取り出さないと──」

「クォーツは今まで通りに出てくるようになったんだよね？　これさえあれば、華か夜やちゃんのお母さんは、助かるんだよね？」

「……それは、そうだけど……」

「それなら、やっぱり、いや」

　ねねこの表情は固い。その声も態度も、普段の彼女とはかけ離はなれている。黒い瞳ひとみには、どこか、必死な色が浮かんでいた。

　蕩乃は、小さく笑った。

「ですって、三九郎」

　三九郎を見る。穏おだやかな瞳には、しかし、射い貫ぬくような光が宿っていた。

「ねねこさんは『コルドロン』を元通りにしたくないのですって。困りましたね。このままでは、『コントラクター』の契約条項を果たすことができません。あなたは、それでいいのですか？」

「……いいわけがない」

　三九郎は険けわしい表情で、首を振った。

『コルドロン』の出力式がねねこに移ってしまったということは、かなり致ち命めい的な事態なのだ。出力式はクォーツ精せい製せいの最終工程にある。ねねこからクォーツが出てくるということは──ねねこの身み柄がらさえ押さえてしまえば、『伏ふし桜ざくら製作所』の心しん臓ぞう部を掌しよう握あくできるということだ。

　おかげで三九郎は、ねねこを護ご衛えいするために、彼女を自分の家に泊めなければならなかった。春日のおばさんはあっさり了りよう承しようしてくれたが、「がんばってね！」と背中を叩たたかれてしまった。なにをがんばればいいのかはわからない。

　それはともかく。

「ねねこ。ワガママを言わないでくれ。今、おまえは危険な状況に陥おちいってるんだぞ。一ヶ月前のあのときと同じ──いや、あれよりも、さらに悪いかもしれない」

　ねねこの肩に手を置いてそう言うと──ねねこは、熱っぽい眼まな差ざしで三九郎を見た。

「でも、たとえ、そうだとしても」

　そうして、ねねこは、三九郎の手に自分の手を重ねた。

「さんちゃんが、守ってくれるでしょ？」

「……ねねこ」

「一ヶ月前みたいに、さんちゃんがわたしの傍そばにいて、わたしを守ってくれるんだよね。だったら──わたし、それでもいい。ううん、それがいい」

　縋すがるような眼まな差ざしに、三さん九く郎ろうはなにも言えなくなり。

　蕩とう乃のは、くすくすと笑いはじめていた。

「こんなところに敵がいたなんて、思ってもいませんでした」

　そう言って、彼女は白衣のポケットから手を出した。

　指先に灯ともる紫むらさき色いろの光。──燃ねん焼しよう光こうだ。『空属トラクタス』魔ま法ほうがこの世に現出するときに湧わき出るアメジスト色の光が、保健室内に満ちる。ぎくりと身を強こわばらせたねねこに、蕩乃は無む造ぞう作さな仕し草ぐさで燃焼するクォーツをかざし、

「やめろ！」

　三九郎は『アエリシス』を抜き放ち、ねねこをかばうように立った。

　紫の燃焼光に、その顔を照らし出しながら、蕩乃は無情に言う。

「そこをどきなさい、三九郎。その娘にはなにを言っても無む駄だです。力ずくでも言うことを聞かせなければ」

「ねねこに、力ずくでなにかをするつもりなら──俺とあなたの契約は、ナシだ」

　道理は蕩乃のほうになる。無む茶ちや苦く茶ちやを言っているのはねねこのほうだ。それくらいのことは、三九郎にもわかっていた。

　それでも、伏ふし桜ざくら三九郎は、春日かすがねねこの味方だ。

　どんな理由があっても、メイジが彼女を害することは許さない。それは三九郎が『アンチメイジ』になった、根こん源げんに関わる事こと柄がらだった。『コントラクター』がどうであれ、譲ゆずるつもりは、ない。

　危険なまでに張り詰めた、三九郎とねねこの表情を見て、蕩乃は小さくため息をついた。

「……はあ」

　白衣のポケットに両手を突っ込んで、唇くちびるをとがらせる。そうすると、端たん正せいな顔に、意外なほどに幼い色が浮かんだ。

「失しつ策さくでした。こんなことになるのならば、さっさと戦争を仕掛けて、あなたのことをカッ攫さらっておけばよかったですね」

　三九郎の顔が強ばる。『マーチラビット・ワークショップ』との戦争。それは、考え得うる中で最悪の選せん択たく肢しだ。『アエリシス』を握る手に、力がこもる。

　蕩乃は、そんな三九郎を見て、鼻で笑った。

「そんなに警けい戒かいしなくても、今さら戦争を仕掛けたりはしませんよ。──ちょっと失礼」

　蕩乃は三九郎の脇わきをすり抜けて、ねねこへと近づいていく。三九郎は身構えるが、おかしな真ま似ねをするつもりはなさそうだった。ねねこの前に立って、問いかける。

「そんなに、私に三さん九く郎ろうを取られたくないのですか？」

　ねねこは顔を赤くして、うつむいた。そうしながら、小さく頷うなずく。

「それがどういう結果を招くか、きちんとわかっているのでしょうね？　あなたと『モイライⅢ型』が融ゆう合ごうしたことが露ろ見けんすれば、あらゆるメイジがあなたの身み柄がらを狙うでしょう。メイジならば、『評ひよう議ぎ会かい法ほう』によって守ってもらえますが、あなたは違いますからね」

「…………」

「今ならば、まだ、取り消しは効きますよ？　あなたがうんと言えば、三九郎も、神しん藤どう華か夜やさんも、危険な戦争をせずに済むのです」

「……あなたに」

「はい？」

「あなたに、さんちゃんを譲ゆずるつもりは、ありません」

　うつむきながら──それでも、はっきりとした声で、ねねこはそう言った。

「そうですか」

　蕩乃はそれだけを口にする。ふう、と小さく息をついて、ねねこから身体を離はなす。三九郎のことを見る目には、からかうような色合いが表れている。

「あなたも罪作りな男ですね、三九郎？」

「え」

「え、じゃありません。まさか気づいていないわけじゃ──、ああ、いえ、そうなのかもしれませんね。団だん慶けいさまもそうでしたし。まったく。『伏ふし桜ざくら』の男は、全員こうなのかしら？　あなたも苦労しますね、ねねこさん」

　うつむきながら、ねねこはこくりと頷いた。

　かすかな笑い声。蕩乃が立てたのだ。彼女は三九郎に向き直ると、ひらひらと手を振って、言った。

「ねねこさんは『コルドロン』を修理したくないのですって。そういうわけですから、三九郎、責任を持ってあなたが説得しなさい。力ずくがダメというのなら、せめてそれくらいのことはしてもらわないと、困ります」

　事務的な口調に、三九郎は頭を下げた。

「……ああ。すまない」

「謝あやまるくらいなら最初から邪じや魔ましないでくれませんか……。ま、いいです。私は私でやることがあるので、さっさと出て行ってください」

　三九郎とねねこの背中を蹴けり出すようにして、蕩乃は二人のことを廊ろう下かに追い出した。

　二人きりになる。

　もちろん、朝方の学校というものは騒さわがしいものだ。もうすぐ始業のベルが鳴なる。それに間に合うように、足早に階段を上のぼっていく生徒たちが見える。しかし、三さん九く郎ろうには、なぜかそれが遠くにあるもののように見えた。

　ねねこはどうなのだろうか。

　あの光景が──日常の光景が、遠くにあるもののように、彼女は感じているのだろうか。

「さんちゃん。怒ってる？」

　ふと、ねねこはそんなことを口にした。彼女に目を向けると、ねねこは黒い瞳ひとみに泣きそうな色を映して、恐る恐る三さん九く郎ろうの顔を見つめていた。

　春日かすがねねこは、伏ふし桜ざくら三九郎の幼なじみだ。

　長い時間を、共に過ごしてきた。彼女がこういう顔をしたとき、自分がどうすればいいのか、すでに三九郎の身に染しみついている。

　三九郎は手を伸ばして、ねねこの柔やわらかな黒くろ髪かみを、くしゃりと撫なでた。

「あ」

「怒ってないよ」

　ねねこは、気持ちよさそうに目を細めた。

　親猫に寄り添そう子猫のように、ねねこはそっと三九郎と身体を重ねる。柔やわらかくて温かなねねこの身体が三九郎の背中に触ふれている。半分抱きしめるようなかたちになってしまうが、二人とも、なにも思わなかった。それが、彼らの自然なかたちだからだ。

「ただ、仕方ないヤツだなとは思ってる。昔からワガママなんだもんな、ねねこは」

「そ、そんなことないよ。わたしは、ただ」

　三九郎に頭を撫でられながら、ねねこは抗こう議ぎするように三九郎を見上げる。

「さんちゃんに、どこにも行ってほしくなかっただけだよ」

「俺はどこにも行かないって、いつも言ってるだろ」

「…………」

　うそつき。

　なにも言わずとも、ねねこの黒い瞳は、三九郎のことをそう責めているようだった。

　確かに、それは偽いつわりの言葉だ。

　三九郎はねねこから離はなれようとしている。そうしたくないと願っていても、そうしなくてはいけない。三九郎が今いるのはメイジ世界だ。日常から遠く離れた、悪意と闘とう争そうに満ちた世界。

　三九郎の傍そばにねねこがいるということは──彼女を、メイジ世界に引き込むということだ。そんなことは、決してあってはならない。

　しかし、あってはならないことが起きてしまった。

　ねねこは『モイライⅢ型』を吞のみ込み、融ゆう合ごうしてしまった。今の彼女の状態を、他の工房が知れば──間ま違ちがいなく、ねねこを確保しようとするだろう。彼女の日常や、家庭や、友人。そういったものを踏ふみつけにして。

　それもこれも、三九郎がねねこの傍にいようとしたからだ。ねねこが、三九郎の傍にいようとしたからだ。『普通の人間』を工房に出入りさせていた三さん九く郎ろうの迂う闊かつが、ねねこが『コルドロン』になってしまうという事態を招いたのだ。

　彼女のためを思うのなら──工房長になった時点で、離はなれておくべきだったのだ。

　けれど。

「わたし、『コルドロン』のままでいい」

　三九郎の腕に顔を埋うずめるようにして、ねねこは三九郎に抱きついていた。彼の思おも惑わくを読み取って、それを否定するかのように。

「そうすれば、さんちゃんはどこにも行かないでしょ？　わたしを守っていてくれるでしょ？　──あの人のところに、行ったりしないでしょ？」

「…………」

「だって。だってさ。わたし、ずっと前から、さんちゃんの──」

　そのとき、始業ベルが鳴なって、ねねこの声を搔かき消した。

　ねねこは口を閉ざす。時を失ったかのように、うつむいて──それから、また顔を上げたときには、そこには儚はかなげな笑みが映っていた。

「……授業、始まっちゃうね。教室に行こうよ、さんちゃん」

　三九郎は頷うなずいた。頷くことしか、できなかった。

　確かに、蕩とう乃のの言葉は正しい。

　こんなにも縋すがりついてくるねねこを、突き放すことができないのは、自分の弱さであり、そして、罪であるとも思った。




　　　　　　　　◆




「伏ふし桜ざくらくんは、どうしたいの？」

　開口一番、華か夜やはそう尋たずねた。

　昼休み。グラウンド脇わきの、水飲み場の近く。

　次の授業が体育なのだろう、運動服に着替えた十人ほどの女子が、ボールを巡めぐってグラウンドを駆かけ回っている。スパッツの色からして一年生だろう。黄色い歓かん声せいをあげながら遊び回っている後こう輩はいたちの姿を、華夜と三九郎は、ぼんやりと眺めていた。

「ねねこを説得したい」

「蕩乃さんに診しん察さつしてもらって、『モイライⅢ型』を元に戻すようにって？」

「そうだ。だから、神しん藤どうさんにも──」

「それは、無理」

　静かに、きっぱりと。華夜はそう言った。

「伏ふし桜ざくらくんだって知ってるでしょ？　ねねちゃんって、いつもはにこにこしているけど、いざというときはすごく頑がん固こになるんだよね」

　三さん九く郎ろうは、苦しそうな顔で頷うなずいた。

「……ああ。あいつは、譲ゆずれない一線は絶対に譲らない」

「ねねちゃんにとっては、今のままでいるってことが、その一線なんだと思う。だって、『モイライⅢ型』が元通りになってしまったら、伏ふし桜ざくらくんは、その、蕩とう乃のさんと………………、し、しちゃう、わけだから」

　自分で言って自分で恥はずかしくなる。三九郎も気まずそうにしている。ごほんと咳せき払ばらいをして、三九郎は強引に話を先へ進めた。

「でも、それはもともと、俺と蕩乃さんが取り決めた約束だろう」

「そう。本当なら、ねねちゃんにはどうすることもできなかった。あの子は、私たちの友だちだけど──『普通の人間』、工房からしてみたら、ただの部外者だったから」

「……それは」

「でも、今は違う。部外者じゃなくて、当事者になってしまった。自分の意思で、結果を左右できるようになってしまった。だから──ねねちゃんは、自分の意思の通りに動いているんだよ。そんなねねちゃんを、説得する自信は、私にはない」

　好きな男の子が、他の女の人のものになってしまう。

　それが、どれだけ辛つらく苦しいことか、華か夜やにはよくわかる。

　胸の奥、肺はいと心しん臓ぞうのあいだに、泥どろを塗ぬりたくられたかのような気分。ざりざりとした砂すな粒つぶ混じりの黒い感情が、血流に紛まぎれて全身を汚けがしていく。辛くて。悲しくて。息苦しくて。どうにでもなってしまえと思う一方で、どうにかして取り戻せないかと願ってしまう。これ以上ないほどに、惨みじめな気持ちだ。

　そんな気持ちから、逃れられるのであれば──華夜だってそうしただろう。

「神しん藤どうさん？」

　こくりと唾つばを飲み込んで、華夜はそんな物思いを、強制的に中断した。

　今の自分は、きっと酷ひどい顔色をしていることだろう。心こころ優やさしい三九郎に、それを指し摘てきするだけの時間を与えてはいけない。華夜はもう一度、言葉を紡つむいだ。

「ねえ。伏桜くんは、どうしたいの？」

　先ほどとまったく同じ問いは、けれど、先ほどとは違う意味を含ふくんでいた。

「ねねちゃんと──離はなれたい、の？」

「…………」

「それとも、ねねちゃんと一いつ緒しよにいたいの？」

　拳こぶしを握り締しめ、きつく目を閉じて、三九郎は震ふるえる声を吐はき出した。

「一緒にいたいよ！　決まってるだろ!?　ねねこは、俺が、一番大切に思っている女の子なんだ！　あいつの傍そばに、ずっといてやりたいよ！」

「────」

「でも……もう、できないだろう。俺は『アンチメイジ』で、ねねこは『普通の人間』だ。なあなあでいたおかげで、あいつは『コルドロン』なんかになってしまった。すぐにでも元に戻して、そして、──切り離はなさないと。ねねこを、メイジ世界から」

　そうしなければ、また、メイジ世界の害がねねこに及およぶだろう。

　一ヶ月前のあのときのように。三さん九く郎ろうの近くにいるというだけで、ねねこには危険が及ぶ。三九郎はメイジの誰だれもが忌いみ嫌きらう『アンチメイジ』だ。その友人や恋人が、メイジに狙われることは、決してあり得ないことではない。

　だから、辛つらくても、離れなくては。

　三九郎のその気持ちは、痛いほどにわかった。

　華か夜やは、本校舎の壁かべから背中を離した。黒くろ髪かみを翻ひるがえして、三九郎を見て、ちょっと微ほほ笑えむ。そうしながら、彼女はいっそ温かな声で、

「私がやるよ」

　三九郎は、胸を刺されたように華夜のことを見た。

「私が、ねねちゃんを無む理り矢や理りにでも捕つかまえて、蕩とう乃のさんに診みせる。ねねちゃんと友だちでいられなくなってもいい。あの子に危険が及ぶことのほうが、私には、ずっと辛いから」

「……だめだ。それをやるなら、俺が」

「伏ふし桜ざくらくんに突き放されたら、ねねちゃんは二度と立ち直れなくなってしまう」

　その言葉は偽いつわりではなかった。思いを寄せる三九郎本人に、無理矢理にでも自分の望みを奪われれば、純じゆん粋すいなねねこは深く傷ついてしまうだろう。

「だから、私がやる。──ううん。伏桜くんがなんて言おうとも、私が、ねねちゃんを無理矢理に縛しばりつけて、蕩乃さんのところに連れて行く」

　三九郎は自分を止めるだろう。けれど彼は優やさしいから、『アンチメイジ』の刃やいばを自分に向けることはできないだろう。メイジである華夜は目的を遂とげられる。『コルドロン』は元に戻り、ねねこは日常の世界へ戻り、そして三九郎は──蕩乃のものになる。

　自分にしかできないことだ。

　三九郎からは、多くのものを貰もらった。彼のおかげで、華夜も、華夜の母も、今も生きることができている。

　だから──これくらいは、しなくては。

「神しん藤どうさん」

　三九郎は、苦しそうな顔で華夜の名を口にする。口にしただけだった。そこから先は言葉が続かない。それは、三九郎の弱さであり、甘えだった。あらゆる戦争で華夜の隣となりに立ち、多くのメイジと渡り合ってきた『アンチメイジ』の、初めて見る弱々しげな表情を──華夜は、なぜか、愛いとしく感じた。

　そのとき。

　ぽん、ぽん、と音がして、二人のあいだにボールが転がってきた。

「あっ、すいません！　取ってくださーい！」

　グラウンドで遊んでいた一年生が、元気な声を出しながら駆かけ寄ってくる。体操服とスパッツを着たその少女には、見覚えがあった。

「あっ、伏ふし桜ざくらセンパイに、神しん藤どうセンパイ！　こんにちはー！」

　元気よく声をあげて、須す崎ざきキリコはぺこりと頭を下げた。

　華か夜やとキリコは親しくないが、『伏桜お菓か子し教室』で見知っている。キリコが親しいのはねねこのほうで、中学生時代からの付き合いなのだという。間の抜けた自分のことを尊敬してくれる、数少ない後こう輩はいだと、ねねこは笑っていた。

「こんにちは、須崎さん。──はい、ボール」

　三さん九く郎ろうはキリコにボールを蹴けり返した。その表情は笑っているが、やや元気がない。それを見て取って、キリコは人ひと懐なつっこい顔に、不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべる。

「どしたんですか、伏桜センパイ？　なにかあったんですか？」

「え。──いや、なんでもないよ」

「あ、もしかして！　『ティクトク』に行けない用事ができた、とかですか？」

　三九郎と華夜は、顔を見合わせた。

「なんのこと？　『ティクトク』って──」

　親しん王のう坂ざか駅前にあるショッピングモールの名前だ。名前の由来になった大きな時計塔とうがある広場には、屋や台たい形式の飲食店が何十も並ぶフードコートが併へい設せつされていて、親王坂高校の生徒たちの憩いこいの場となっている。

「あれ？　ねねこセンパイから、メール行ってません？　今日、放ほう課か後ごに、『ティクトク』に集合って」

　三九郎と華夜は、同時に制服のポケットを探った。携けい帯たいを取り出して確認すると、確かにねねこからその旨むねを告げるメールが来ていた。

　三九郎は眉まゆを寄せる。

「……なんで、こんな」

「なんでって──よくみんなで行くじゃないですか、『ティクトク』。そんなに不思議なことでしょうか？」

　それはそうだ。三九郎と華夜とねねこは、ちょくちょく『ティクトク』に顔を出しては、飲食店を片かたっ端ぱしから制せい覇はするということをしていた。そこには、キリコも混じっていたはずである。

　華夜が気になっているのは、ねねこの心の動きだ。三九郎や蕩とう乃のと物別れした矢先のタイミングで、『ティクトク』に行こうと誘ってきたねねこの心しん境きようは、一体どんなものなのか。想像することしかできないが、なにか、悲ひ壮そうな気配を感じさせた。

　と、携けい帯たいに視線を落としていた三さん九く郎ろうは、顔を上げてつぶやいた。

「いや。俺も行くよ、須す崎ざきさん」

「あ、そうなんですか？　わかりました！　じゃ、そうメールしておいてください！」

「おーい、キリコー。なにやってんのよー」

　キリコの友人と思おぼしき女子たちが、呆あきれたようにこちらを見ている。キリコは笑顔で三九郎たちに手を振ると、サッカーボールを蹴けりつけて、去っていった。

　華か夜やがなにかを言う前に、三九郎は呻うめくような声で、

「もう一度、俺に、ねねこを説得させてくれ」

「……そうだね」

　華夜には、頷うなずくことしかできなかった。




　　　　　　　　◆




　ところで蜜みつ月づき呉くれ葉はという名前は本名ではない。

『蜜月』とは、もともと工房長である蕩とう乃のの名字だ。専制的な支配を好む彼女は、自みずからの名字を与えることで、部下のメイジの帰き属ぞく意識を高めている。『マーチラビット・ワークショップ』に所属するメイジは全員、生まれ持った名前の他に『蜜月』の姓せいを名乗るのだ。

　蜜月呉葉とは、メイジとしての名前。

　呉葉の本名は、田た中なか呉葉という。

　そして、今の呉葉がどちらかといえば──

「はい、これ。工房長に渡しておいて。田中さん」

　田中だった。

　バカにするようなにやにや笑いで『マーチラビット・ワークショップ』から持ってきた資材の袋ふくろを突き付けてきたのは、レベル６『地属テツラ』メイジ、蜜月咲さき子こという。呉葉に比べれば３レベルも下の、話にもならないような雑ざ魚こメイジだが──今の呉葉にとっては、彼女が上司だ。

　なぜなら、今の呉葉は、蕩乃によって正式に、『蜜月』の名を剝はく奪だつされたからだ。

「ぷぷっ、田中だって。平凡な名前。恥はずかしくないの？」

　おまえだって本名は山やま田だ咲子だろうがと思いつつ、呉葉は歯ぎしりするような顔で、資材の袋をウサギのリュックサックに詰め込んだ。

「それじゃ、私、工房で大事な仕事があるから。雑用がんばってね」

　山田はひらひらと手を振り、踵きびすを返す。その背中に魔ま法ほうをぶち込みたくなる衝しよう動どうを、呉葉はかろうじて吞のみ込んだ。そんなことをすれば剝奪では済まない。追放、処しよ刑けいまであり得る。

「……はあ」

　山やま田だの姿が見えなくなってから、呉くれ葉ははリュックを担かつぎ直し、親しん王のう坂ざか高校本校舎へと向かった。

　今の呉葉の状況は、はっきり言って、絶望的だ。

『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』の敗戦責任を拭ぬぐおうとする努力はすべて裏目に出た。呉葉は今や裏切り者のレッテルを貼られ、『蜜みつ月づき』の名さえ剝はく奪だつされた、惨みじめな雑用係に落とされてしまった。山田のようなクソメイジにまで見下される始末だ。

『マーチラビット・ワークショップ』における呉葉の将来は、ほぼ閉ざされたものと考えていい。

　が。

　呉葉は両手を頭の後ろで組んで、ぼやいた。

「どうすっかなー……。またサンクロたちを利用して、『マダム』のご機き嫌げん取ったほうがいいよな、やっぱ。まあ、今は動かないほうがいいだろうけど……」

　その口調に、暗い感情はどこにもない。呉葉の数少ない長所は、「どうにもならないことでくよくよ悩まない」というところである。絶望的な状況だからといって、絶望しなくてはならないという法はどこにもない。

　メイジたるもの、常に『次』を考えていかなければならない。

「ま、あとでねねこに相そう談だんしよっと。──あー、そういやアイツ、『コルドロン』になっちまったんだよな。あとで慰なぐさめてやっか……」

　そんなことをつぶやきながら、呉葉は校舎に入っていく。なんの気まぐれか、ここの保健室に『マダム』蕩とう乃のが滞たい在ざいしているのだ。今はなるべく、彼女を刺し激げきしないよう、息を潜ひそめて行動しなければならない。

　そのとき、呉葉はふと、立ち止まった。

　黒くろ谷たに平へい助すけが、廊ろう下かの向こうを横切っていくのが見えたからだ。

「────あいつ」

　呉葉は低い声でつぶやく。黒谷平助。親王坂高校の古典教師にして、『ギギリヤ重工』所属メイジ。たかだかレベル４の『魔属デイアブル』に過ぎないはずなのに、『伏桜継承戦争』において、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と組んで戦争を根こん幹かんから覆くつがえそうとした、不気味なメイジだ。

　呉葉はそのとき死んでいたからよくわからないが──三さん九く郎ろうと華か夜やが、彼のことをしきりに警けい戒かいしていたのを思い出し、思わず立ち尽くしてしまった。

　黒谷は呉葉に気づかぬまま、廊下を通り、階段を降おりていく。少し離はなれて、呉葉も黒谷のあとに続いた。

　黒谷は、そのまま、蕩乃がいるはずの保健室に入っていった。

　ごくりと唾つばを飲む。

『ギギリヤ』のメイジが、『マダム』に一体どんな用なのか。知りたいと思う気持ちがむくむくと湧わき上がってきて──呉くれ葉はは、そっと扉に耳を近づけた。

　くぐもった二人の声が、中から聞こえてきた。

「あなたがこの学校に現れるなんて、驚おどろきましたよ。狙いは伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうですか？　確かに彼は、あなたを惹ひきつけるものがある。彼は──昔の団だん慶けいに、よく似ていますからねえ」

「黙だまれ」

　押し殺した声は、蜜みつ月づき蕩とう乃ののものとは思えないほど、低く、冷たいものだった。

『マーチラビット・ワークショップ』の工房哲学コンセプトは『暴風のようにカッ攫さらう』。凶暴そのものの工房哲学コンセプトだが、蕩乃自身は淑しとやかな女性だ。その本性はどうであれ、柔やわらかな言葉遣づかいを崩くずしたことは、一度もない。

　それなのに、今は。

「おまえが、工房長の名を口にするな」

「くくっ。ずいぶん言うようになりましたね。昔は、気弱な小娘に過ぎなかったのに」

「昔は昔だ。今の私は『マーチラビット・ワークショップ』のマスターメイジ。おまえひとり、いつでもバラバラにできることを忘れるな」

「できるのですか？　あなたに？　かつて『伏桜製作所』で、メイジのイロハをあなたに教え込んだこの私を、殺すことが」

　──かつて？　かつてって、どういうこと？　『マダム』は昔『伏桜製作所』にいた。それは知ってる。でも、なんで、そこに黒くろ谷たにが出てくるの？

　もしかして、黒谷平へい助すけも、同じように──

「おまえは」

　扉の先、呉葉から１メートルも離はなれていない場所で、蕩乃は押し殺した声でつぶやく。

「工房長を。団慶さまを、殺した」

　呉葉は心から思った。

　こんな聞き耳を立てるようなこと、しなければよかった。

　しかし、すでに遅い。呉葉は聞いてはいけないことを聞いてしまった。その事実が、まるで磁じ力りよくでも持つかのように、呉葉の耳を扉から離してはくれなかった。

「証しよう拠こでもあるのですか？」

「なくてもわかる。おまえ以外に、工房長を殺せるヤツなんていやしない」

「褒ほめ言葉と受け取っておきましょう」

「私は、工房長を殺したヤツをこの手で殺すと決めている。それが誰だれであっても。どこの所属であっても。そんなことは、関係ない。そいつの命を──カッ攫ってやる」

　沈ちん黙もくが、保健室の内側に降おりる。呉葉のすぐ後ろを、生徒二人が楽しげにお喋しやべりしながら歩いていく。彼女たちは想像もしていないだろう。ほんの１メートルほど離れた場所で、今にも戦争が始まろうとしていることを。

　やがて、沈ちん黙もくを破ったのは、黒くろ谷たにのほうだった。

「そういえば、そうでしたね」

「なに？」

「あなたも、『伏ふし桜ざくら製作所』所属だったのです。ということは──あなたも、彼女に関わりが深いということだ。なるほど」

「…………」

「確かにあなたには、私に殺される資格がある。そうでしょう？　蜜みつ月づき蕩とう乃の」

　再びの沈黙。

　しかし、それは、嵐の前の静けさではなかった。爆ばく弾だんが炸さく裂れつするその瞬しゆん間かんの、数秒後の惨さん劇げきを決定づける静せい寂じやくだった。

　ようやく、呉葉はその場から逃げるという選せん択たく肢しを思い出した。ほとんど無む理り矢や理りに扉から顔を引き剝むがす。あまりの恐怖に涙目になっている。呼吸をすることさえ忘れて、呉葉は後ずさりをして、その場から逃げようとした。

　その背中に、なにかが当たった。

　誰だれだ、呉葉ちゃんの逃げ道を塞ふさぐヤツは！

　恐怖の裏返しの怒りと共に、呉葉が振り返ったその先にいたのは、

「盗ぬすみ聞きはいけませんね」

　黒谷だった。

「みっ────、ゃあああああああああああああああああああああああ!?」

　甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが、呉葉の喉のどから迸ほとばしった。幽ゆう霊れいを見たとしても、これほどまでに驚おどろくことはなかっただろう。さまざまな疑問が頭の中に湧わいては生まれ、そのくせ消えはしないものだから次々に混乱の渦うずが呉葉の脳のうみそをシェイクする。

　ぺたんと尻しりもちを突いた呉葉の後ろで、扉が開く音がした。そこには、呉葉がこの世でもっとも恐れる笑顔があった。

「あら、呉葉。資材を持ってきてくれたのですね。どうもありがとう」

　ふわりと広がるミディアムボブに、不ふ思し議ぎな色をしたアーモンド形の目。きろりと呉葉を見下ろしてから、蕩乃はすぐにその視線を黒谷へと戻した。その手は白衣のポケットに収められている。いつでもクォーツを取り出せる姿勢。

　黒谷は、眼鏡めがねの奥の細い目を楽しそうに笑ませた。

「今日のところは、挨あい拶さつに伺うかがっただけですよ。なにしろ私たちは同僚なのですから。仲よくしようではありませんか」

　蕩乃の口元に、亀き裂れつのような笑みが広がった。

　白衣から手を取り出す。その指先には紫むらさき色いろの燃ねん焼しよう光こうが輝かがやいている。『空属トラクタス』の光。『マダム』はやる気だ。この学校がどうなっても、こいつを仕し留とめるつもりだ──

　その瞬しゆん間かん、黒くろ谷たにの姿が、ふっと搔かき消えた。

「…………は、え？」

　一いつ瞬しゆん、蕩とう乃のがやったのかと思った。だが、彼女の指先にはまだ燃ねん焼しよう光こうが輝かがやいている。魔ま法ほうを発動すれば燃焼光は消え去るはずだ。

　ということは──黒谷が消えたのは、蕩乃の魔法によるものではない。

「……悪あく魔ま」

　ぽつりとつぶやいて、蕩乃はきろりと呉くれ葉はのことを見下ろした。呉葉の表情が引きつる。這はいずって逃げようと決めた、ちょうどそのとき、蕩乃の唇くちびるが動いた。

「『断裂世界トラクト・ペラジタツト』」

　詠えい唱しようを耳にした瞬しゆん間かん、呉葉の視界がぐらりと傾かしいだ。

　そのまま、呉葉は落ちていく。身体を支えようとしても、その手は虚むなしく宙を切るばかりで、呉葉の頭は地面に激げき突とつ──

「おっと」

　しなかった。

　クォーツを燃焼させきった指先が、危あやういところで呉葉の髪かみを摑つかんでいた。頭皮に刺すような痛み。けれど、文句を言うことはできない。なぜならば──呉葉は、首だけになって、ツインテールの片方を支えとして蕩乃に吊つり下げられているのだから。

「え」

　ぽかんと口を開いて、呉葉は目だけで蕩乃を見上げ、それから、地面を見下ろした。

　バラバラになった自分の身体が転がっている。

「────────」

　呉葉は絶句した。身体の感覚はある──試しに右手を握ってみる。すると、地面に転がっている右手がそのとおりに反応した。足を動かし、左腕を回す。そのたびに、地面の上のパーツがびくびくと動くのだ。

「……あの、『マダム』」

「なんですか？」

「呉葉ちゃん、死んだんですか？」

　蕩乃は小さく笑った。廊ろう下かに転がっている手足を摑み、保健室に放り込んでいく。そのたびに、呉葉は身体の部位が落ちる感覚を味わった。

「安心しなさい。あなたはまだ生きています。物理的には、身体は繫つながったままですよ」

　後ろ手に扉を閉めて、蕩乃は両手で呉葉のことを抱かかえ上げた。不ふ思し議ぎな色をした瞳ひとみが、楽しそうに呉葉のことを見つめている。

「ただ、空間的に分割しただけ。せっかくクォーツを燃焼させたのに、あの悪魔には逃げられてしまいましたからね。それなら──こうして、あなたに使ったほうが、まだしも有ゆう意い義ぎというものではありませんか？」

「な、な、なんで、呉くれ葉はちゃん、なんかに？」

　顔を引きつらせながら呉葉は問う。蕩とう乃のは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「だって、尋じん問もんをしなくてはいけないでしょう。あなたは、私たちの話を、聞いてしまったのですから」

「きっ、聞いてません！」

　蕩乃は口元に手を遣やって、無む邪じや気きな娘のようにころころと笑った。

「ほんとう？　私、うそつきは嫌きらいですよ。殺してしまいたくなるほどに」

　喉のどが強こわばる。「本当です」。の一言が、どうしても出てこない。『マダム』蜜みつ月づきは、やるといったら必ずやる人だ。『マーチラビット・ワークショップ』にも、優ゆう秀しゆうな『心属アニマ』メイジはたくさんいる。そいつらの手にかかったら──呉葉の噓うそなど、たちどころに暴かれてしまうだろう。

　呉葉は、腹を決めた。

「……ぜ、全部は、聞いていません」

「そう？　では、どこから聞いていたの？」

「黒くろ谷たにが……伏ふし桜ざくら団だん慶けいさんの、名前を、口にしたところから。です」

　言いながら──呉葉は、伏桜団慶について、思い出していた。

　世界最高のメイジ、前『伏桜製作所』工房長にして、伏桜三さん九く郎ろうの父親。

　彼が死んだのは、ほんの一年ほど前のことだ。そのときの衝しよう撃げきは、呉葉のような末まつ端たんのメイジでさえ、ありありと覚えている。なにしろ現在メイジたちの本ほん拠きよ地ちとして活用されている異い位い相そう空間は、伏桜団慶が打ち立てた『空属トラクタス』魔ま法ほう論ろんが基き礎そとなって作り出されているのだから。多くのメイジにとって、彼は生きた伝説であった。

「そう。じゃあ、聞いてしまったのですね？　黒谷が、工房長──、団慶さまを殺したことを」

　伏桜団慶の死の真相はあきらかにされていないが、病死か自然死というところが大方の見方だ。暗殺されたのならば、誰だれかが『伏桜製作所』を奪い取っているはずだろう。それがなく、『伏桜継けい承しよう戦争』が起きたということは、すなわち伏桜団慶が自みずからの死を予見していたからに他ならない。

　他の工房のメイジに殺されたなどということがあきらかになれば、『評ひよう議ぎ会かい』が黙だまっていないだろう。メイジ世界においても、工房所属のメイジを殺すことは重大な犯罪になる。まして相手は伏桜団慶、メイジ世界にその名を轟とどろかせた伝説的な工房長なのだ。

　だから、呉葉はこう答えた。

「忘れます」

「覚えていてもいいですよ。あなたに知られたところで、なにも変わりはありませんから」

　言って、蕩とう乃のはテーブルの上に呉くれ葉はの頭をごとりと置いた。不ふ思し議ぎなことに、置かれたはずなのに呉葉の首にはなんの感かん触しよくもない。彼女の体感では、五体はまだ繫つながったままなのだ。

　蕩乃は椅い子すに腰かけて、観かん葉よう植物を見るように、呉葉のことを見た。

「それがほんとうのことかどうか、知りたいですか？」

「……え、と……」

「うそつきは嫌きらいですよ」

「……く、呉葉ちゃんが、知ってもいいことなら……知りたい、です」

「良いお返事。では、教えてあげます」

　つ、と呉葉の頰ほおを指でなぞって、呉葉はにっこりと笑う。

「ほんとうの、ことですよ。黒くろ谷たに平へい助すけは、かつての私と同じように『伏ふし桜ざくら製作所』に仕えていたにもかかわらず──親友である伏桜団だん慶けいを裏切り、殺したのです」

　呉葉は呼吸を止め、蕩乃の顔を見つめた。

「し、親友って。それに、『伏桜製作所』に仕えてた、って！」

　蕩乃は楽しそうに、呉葉のほっぺたを突つつく。

「ふふ。ほとんどのメイジは知らないことです。『ギギリヤ』でさえ、知っているものはごく少数なのですから、大変な秘密を知ってしまいましたね、呉葉？」

「わ、忘れます！」

「ですから、覚えていてもいいと言ってますのに」

「忘れたいんです！　忘れさせてください！」

　と、そこまで言ったところで、呉葉はふと思い当たった。知りたくないと思いつつ、知れば面倒に巻き込まれると思いつつ──聞かずには、いられない。

「……あの、『マダム』。サンクロは、そのこと、知ってるんですか？」

「知るわけないでしょう。あの子はメイジ世界とは無む縁えんだったのですから。もしかしたらジャッジが教えてるかもしれませんが──いえ、それはありませんね。もしそうなら、黒谷が生きているはずがありませんもの」

　くすくすと笑い──蕩乃は、なにかを懐なつかしむように、目を細めた。

「だって、あの子、団慶さまにそっくりですもんね。父を殺した相手を、放っておくはずがありません」

　あっ、と呉葉は思った。

　この表情、この目つき。見たことがある。どこか遠くを見るようで、そのくせ心の内側には、決まった誰だれかしか浮かんでいない瞳ひとみ。

　神しん藤どう華か夜やが伏桜三さん九く郎ろうを見つめるときの眼まな差ざし。

　誰かが、誰かに、恋しているときの眼差し。

　え。ってことは、なに？

『マダム』が昔『伏ふし桜ざくら製作所』に所属してたのって、もしかして、当時の工房長の伏桜団だん慶けいに──ってこと？

「おや。どうしました、呉くれ葉は？　いきなり黙だまり込んで」

「……いえ、なんでも……」

　だらだらと冷や汗を流しながら、呉葉はそう答えた。今考えたことは、外には出さないほうがいい。今でさえ相当ヤバいのに、こんなことに勘かんづいたと知れたら──今度こそ、本当に、始末される。

「ところで『マダム』！　呉葉ちゃん、いつまでこうしていればいいんですかっ？」

　この話題に危き機き感を覚えた呉葉は、強引に話を変えるため、そう叫んだ。

　が、蕩とう乃のは唇くちびるに指を当て、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「さあ」

「さあって!?」

「盗ぬすみ聞きをした罰ばつです。効果時間が切れるまで、そうしていなさい。まあ、二、三時間で済みますよ」

「な、なんでそんな長い時間に設定したんですか!?」

「本来なら、その魔ま法ほうは黒くろ谷たににぶつけるつもりだったからですよ。あいつの身体を、ひとつひとつ、暖だん炉ろにくべたり、けものに食べさせたりして、ゆっくりと、殺すつもりだったのですけどね」

　微ほほ笑えみながら、蕩乃は恐ろしいことをさらりと口にした。バラバラにしてから獣けものに食べさせるって、相当気合いの入った猟りよう奇き殺人者でなければ思いつかない殺し方だろう。あるいはそれだけ、黒谷が憎いということなのかもしれない。自分が惚ほれた男を殺した相手だ。蕩乃がそう思っても、不ふ思し議ぎではない──

「呉葉？　今なにを思いました？」

「なにも思ってませんホントです勘かん弁べんしてくださいっ！」

　ほとんど泣きが入っている。そんな呉葉の生首を、蕩乃はくすくす笑いながら突つつき──

　そのとき、保健室の窓から、一枚の紙人形が飛び込んできた。

「あら。監かん視しからの知らせですね」

　黒い紙人形は、その名前を『無貌の形代トラクト・ドール』という、一般的なマジックアイテムだ。メイジはこの紙人形を自在に動かして、離れた場所の音声と光景をモニターし、望むのならば通話することもできる。監視と伝令をいっぺんにこなすこのアイテムは、メイジにとっての必需品である。

「…………」

　耳元に、紙人形の囁ささやきを受けた蕩乃の表情が、一いつ変ぺんした。

　きろりと呉葉のことを見る。彼女がぱちんと指を鳴ならすと、呉葉にかけられた魔ま法ほう、『断裂世界トラクト・ペラジタツト』が解かい除じよされた。放っておかれた胴どう体たいに、呉くれ葉はの全パーツが吸い込まれるようにくっついていく。

「わっ、と!?」

　解除された呉葉は、その場に尻しりもちを突ついた。目を白黒させながら蕩乃を見上げるが、彼女は呉葉のことを見てはいなかった。ぼそりと独ひとり言ごとをつぶやく。

「夜や楽がく。馬ば鹿かなことをしましたね。『カットスロート』を、この土地に引き入れるなど」

「ま、『マダム』？」

「事情が変わりました。少しばかり、これから忙しくなりそうです。あなたにも手伝って貰もらいますよ、呉葉」

　なにがなにやらわからぬまま、それでも呉葉は、こくこくと頷うなずいた。




　　　　　　　　◆




「クハッ、ハハハハハハハハハッ！　おま、キレーな顔してんのに、馬鹿なことやってたんだなあ!?　そんで？　そいつら、どうしたんだ？」

「やっつけたよ。『外』じゃ魔ま法ほうを使うことをは禁止されてるけど、三さん九く郎ろうがいたし。あいつ、魔法はからきしだったけどケンカは強いんだ。相手はこっちの倍くらいいたけど──俺も三九郎も負けず嫌ぎらいだから。最後には向こうが根負けして、逃げていった」

「ハハハハハハハッ！　バッカじゃねーの？　魔法使えばいいのに！」

「……いや、だから、禁止されてたから……」

「そんなん守ってるのおまえだけだよ。いくら名門っつったって、陰かげで隠かくれて使ってるヤツなんていくらでもいるのにさ。馬鹿だねー」

　むっとして雷らい火かは黙だまり込み、仄ほの火かはそんな雷火が面おも白しろくてたまらないというように、にやにやと笑いながらビールを煽あおった。

　なにをしているのかと言われれば、昔話をしている。

　どこにいるのかと問われれば、『ティクトク』内のフレンチレストランにいる。

　この大だい規き模ぼショッピングセンターの所有権は『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』に属している。『桐之宮』は親しん王のう坂ざか二位の勢力を誇る名門工房であると同時に、親王坂の大地主でもあるのだ。この地に限定していえば、その経済基き盤ばんは『ギギリヤ重工』さえ凌しのぐ。

　このレストランは、『桐之宮』の係けい累るいである仄火がオーナーであるらしい。タンクトップにジーンズという、これ以上ないほどにラフな格好でありながら、敷しき居いをまたいだ瞬しゆん間かんに二人は個室へと案内された。一階のフードコートをすべて見渡せる、絶景の場所だ。

「…………」

　雷火はむっつりとしたまま、目の前にある料理を切り分けて、口に運んだ。牛フィレ肉の赤ワインソテー。おいしいことはおいしいのだが、なかなか喉のどを通っていかないのは──姉の目的が、いまだに不明だったからだ。

「ん？　どした？　口に合わない？　シェフを呼ぶか」

　五杯目のジョッキを空あけてから、仄ほの火かはテーブル上のベルに手を伸ばそうとする。雷らい火かは慌あわてて、その言葉を否定した。

「い、いや、そんなことはない。美お味いしいよ。でも──なんで、こんなこと、してるのか。よくわからなくて」

「こんなことって？　おまえと伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうの昔話か？」

　雷火は頷うなずく。『アンチメイジ』としての彼の情報ならば、確かにメイジにとっては重要だろう。しかし仄火が訊きいてくるのは、三九郎が『アンチメイジ』となる前の──まだ『普通の人間』だったころの話ばかりなのだ。

「こんな役に立たない情報、集めてどうしようっていうんだ？」

「クハ。なにが役に立って、なにが役に立たないかは、アタシが決めることだね」

　仄火はフォークを逆さか手てに握り、牛フィレ肉にブッ刺した。あんぐりと大口を開けて、それにかぶりつく。まるで海かい賊ぞくだ。

「雷火、質問だ。メイジにとって一番重要なのは、なんだと思う？」

「……いきなりだね」

「いいから答えろ」

　なにかのテストだろうか。彼女は自分の生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握っている。そのことを念頭に置いて──雷火は、正直に考えを述べる。

「意思だ」

　牛フィレ肉を飲み下してから、仄火は頰ほおを歪ゆがめて笑った。

「ほう？　意思か。意思の力ってヤツか？　そいつがあればレベル差など関係ない？　鋼はがねの意思があれば──おまえでも、アタシに勝てるってか？」

「それがあればなんでもできるとは言わない。けど、それがなければなにもできない。絶対に必要で、一番大事なものだ。僕ぼくはそう思う」

　仄火の凶悪な視線から、雷火は目をそらさない。

　彼女の望む答えがどのようなものであったとしても、自分の考えを譲ゆずるつもりはなかった。

『桐きり原はら』の名を冠かんする工房を立ち上げ、母の名めい誉よを取り戻す。それこそが桐原雷火の意思、桐原雷火の、戦う理由だからだ。

「ふふん。良い答えだ」

　言って、仄火は立ち上がる。テーブルに乗り上がり、四つん這ばいのまま雷火に近づいてくる。野生の豹ひようのようにしなやかな筋肉が、タンクトップ越しに浮き上がる。

　恐ろしいが、美しい──仄火を見ていると、そんな印象を受ける。

「なんでおまえを助けたのかって訊きいたね、雷らい火か。教えてやる」

　どかりと、仄ほの火かはテーブルの上にあぐらを組んだ。

「アタシは、おまえみたいなヤツが好きなのさ」

　雷火は、ちょっと目を見開いた。

　誰だれかに好きだと言われたことなど、ほとんどない。

　そのことを、知っているのか、いないのか──仄火は凶きよう悪あくな、しかし、人ひと懐なつっこい笑みを雷火に向けた。

「おまえみたいに、確かな芯しんを持ったヤツは、メイジ世界にゃなかなかいないんだよ。『桐きり之の宮みや』はまだマシなほうだが、それでも他の工房に比べればって話さ。どいつもこいつも、自分の利り益えきしか頭にない。自分さえよければいい。他のヤツなんて不幸になればいい。そのためには手段を選ばないそんなクソ野郎ばっかりだ。けど──、おまえは、違う」

　あぐらを搔かいたまま、仄火は雷火の顔を覗のぞき込む。

「利益じゃない。欲よく得とくじゃない。もっと別のところに価値を見み出いだしているヤツ。そういうヤツは──信用できる。簡単には裏切らないからな。メイジ世界じゃ裏切られたほうがマヌケだってのは常じよう識しきだが、だからこそ、信用できる相手ってのはなによりも貴き重ちようなんだ。そして、アタシはおまえが、そういうヤツだと考えている」

　当とう惑わくして、雷火は青い眼めを瞬しばたたかせた。

　評価、されているのだろうか。今ひとつ確信が持てない。今までの人生の中で、桐原雷火が受けてきたものは、冷れい遇ぐう、侮ぶ蔑べつ、忌き避ひ──そういったものだったからだ。

　他の誰かに。まして家族に。自身を評価されたことなど、一度もなかったからだ。

「アタシは、いずれ『桐之宮』を継ぐ」

　片目の虹こう彩さいのフチを、緑色に輝かがやかせて、仄火はそう切り出した。

「そのためには、いろいろ邪じや魔まなヤツが多い。兄貴とか、オヤジ殿どのとかな。だから、アタシには信用できる相手が必要なのさ。背中を任せることのできる、固い信念ってヤツを持っているメイジだ」

　危険な話をしている。雷火はそう思った。

　仄火の話は、決して夢物語ではない。庶しよ子しである雷火とは違い、仄火は桐之宮新しん開かいの正当な娘なのだ。上には兄がひとりいるだけで、『桐之宮工こう廠しよう』を継ぐための条件は十分に揃そろっている。いつか工房長が代替わりするときに、彼女が名乗りをあげたとしたら──

「『内戦』を、起こすつもりなのか？」

　工房長の位が空あいたとき、その座を巡めぐって争いが起きることは決して珍しくはない。同じ工房に所属するメイジ同士が、互いに殺し合う『内戦』は、工房自体の力を大きく削そぐことになるが──それでも決して絶えないのは、それだけ工房長の座が魅み力りよく的だからだろう。

　莫ばく大だいな富と強大なメイジ集団を、専制的に扱あつかえる座というものは、メイジ世界においてひとつの頂点なのだ。

「クハハ。察しがいいじゃんか。ま、向こうの出方次し第だいだけどね。オヤジ殿どのは兄貴の味方だし、向こうのほうが数は多い。が、こっちにも味方はいる」

「僕ぼくも、そのひとりっていうことか？」

「そりゃ、おまえ次第だ。こっちの条件はこうだ。いずれ起きる継けい承しようのときに、おまえがアタシに味方してくれたら、アタシはおまえを工房長にしてやる。ま、支部だけどね」

　テーブルの上にあぐらを搔かいたまま、仄ほの火かは雷らい火かの顔を覗のぞき込む。

「で、どうする？」

「……そのために、僕がしなくちゃいけないことを、まだ聞いていない」

　向こうに条件があるのなら、こちらにも条件があるはずだ。ただ勧かん誘ゆうするということはありえない。雷火が彼らの仲間になるために、なにか──差し出すものがあるはずだ。

「ああ、そのことか。それはな、雷火」

　肩をすくめて、仄火はあっけらかんとした口調で、言った。

「伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを殺すことだ」

　雷火は。

　口を噤つぐみ、じっと仄火のことを見た。

　その視線を正面から受け止めながら、仄火は言う。

「最初は、伏桜三九郎も抱き込もうかと考えてた。『伏桜製作所』は、他の工房に圧迫されて喘あえいでいるが、そのポテンシャルは素す晴ばらしい。産出するクォーツは一流だし、工房長である伏桜三九郎は『アンチメイジ』だ。強力な同どう盟めい者しやになる可能性がある。今のうちに恩を売っておいて損そんはないと、そう思ってたんだがな──」

　仄火は顔をしかめ、肩をすくめた。

「あいつは、ダメだ。使いモンにならないな」

「どうして？」

「メイジを殺さないからさ」

　仄火の答えは、短く、簡かん潔けつだった。

「メイジは、『普通の人間』とは違う。その必要があるのならば、誰だれかを殺すことを厭いとわない。そういう性しよう根ねの持ち主じゃなけりゃ、メイジはやっていけない。おまえや、アタシがそうであるように、ね」

　雷火は否定しなかった。

「だが、伏桜三九郎は、それをしない。できないんじゃない。しないんだ」

　できないと、しない。

　その二つのあいだには、確かに大きな隔へだたりがある。

「雷火、おまえは言ったな。メイジにとって一番重要なのは意思であると。それで言うならば、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうにはその意思がない──、いや、逆かな。『メイジを殺さない』という意思があるのか。ま、どちらでもいいさ。物の役に立たないということでは同じだから」

　そこまで言って、仄ほの火かは、ふとあることに気づいた。

　くすくすと笑い、それを指差す。

「雷らい火か。そんなに拳こぶしを握り締しめるんじゃないよ。アタシを殴なぐるつもりか？」

　言われて──雷火は、自分が固く拳を握っていることに気づいた。

　ゆっくりと、解ほどく。

　そうしながら、仄火の言っていることは、一から十まで正しいと考える。

　もともと三九郎はメイジになどなるつもりはなかったのだ。魔ま法ほうの才能を持たず、メイジという身勝手極きわまりない人種を嫌きらっていた。世界最高位の魔法使いの息子でありながら、彼は『普通の人間』として生きていくつもりだったのだ。

　それが──メイジ同士の戦争に巻き込まれ、大切な人を守っていくうちに、いつの間にかこんなことになってしまった。

　雷火は尋たずねる。

「それと、僕ぼくが三九郎を殺すことに、どういう関係があるんだ？」

　仄火は答える。

「『アンチメイジ』を殺せば、おまえの力と意思の証明になる」

　いつの間にか、その口元からは笑みが消えていた。一ひと房ふさだけが白い、ぼさぼさの長い黒くろ髪かみ。タンクトップとすり切れたジーンズ。子供のようにテーブルの上にあぐらを搔かきながら、背せ筋すじを伸ばしてつぶやく仄火の姿は、アークメイジに相応ふさわしい威い儀ぎを感じさせた。

「今、メイジ世界は『アンチメイジ』の噂うわさで持ちきりだ。魔法を盗む魔法使いなんて、メイジにとってはこれ以上ないくらいの脅きよう威いだからな。その『アンチメイジ』を殺せば、それは、おまえの勲くん章しようになる。アタシの仲間も、納得するだろう」

「それは──」

　同じだ。

　あの放ほう課か後ごの戦争と。『伏桜継けい承しよう戦争』のときと、まったく同じだ。

　あのときも、雷火は三九郎を殺そうとした。自分の目的のために。自分の意思を貫つらぬくために。親友と、その幼なじみを手に掛けようとした。

　今もそれは、同じなのだろうか。雷火は自分に問いかけた。

「……僕がメイジを続けるためには、あなたについていくしかない、ってことか」

　知らず、漏もれた言葉を聞きつけて、しかし仄火は首を横に振った。

「いや、そういうわけでもない」

「え？」

「アタシはおまえの生せい殺さつ与よ奪だつを握ってるが、正直にいえば、別に殺すつもりはない。おまえのことは気に入っているし、アタシについてこないというのならそれもいいさ。『桐きり之の宮みや』を出て、別の工房にいけばいい」

「別の工房なんて、そんなアテは、僕ぼくにはないよ」

「あるだろ。たとえば──『伏ふし桜ざくら製作所』とか」

　雷らい火かは、まじまじと仄ほの火かのことを見つめた。

『桐之宮工こう廠しよう』を追放されても、『伏桜製作所』に入れてもらえばいい。親友が工房長を務つとめているのなら、きっと歓かん迎げいされるのだろう──

　仄火は、そう言っているのだ。

　それを理解した瞬しゆん間かん、雷火は椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。仄火の胸ぐらを摑つかむ。青い瞳ひとみに怒りの炎を灯ともらせながら、彼は怒ど鳴なりつける。

「僕に──、三さん九く郎ろうの下につけっていうのか!!」

　にわかに湧わき上がった激情は、自分では制せい御ぎよできないものだった。仄火も、驚おどろいたように目を見開いている。右眼の虹こう彩さいのフチに煌きらめく緑の光が一いつ瞬しゆんだけ強くなり──しかし、すぐに収まっていく。

　雷火はそれを見つめながら、大きく息を吸って、吐はき出した。

「あいつは、僕の、友だちだ」

「…………」

「友だちの下につくことなんか、できない。そんなことになるなら──死んだほうがマシだ。『桐之宮』を追放されて、他のメイジから狙われる、野の良らメイジになったほうが……何百倍も、マシだ」

　仄火は、雷火のことを静かに見つめていた。

　彼女は彼の生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握っている。その気になれば、今すぐにでも雷火のことを始末できるだろう。仄火にはそれだけの能力と、資格がある。

　しかし、仄火が攻こう撃げきすることはなかった。

　テーブルの上にあぐらを搔かいたまま、自分の胸ぐらを摑んでいる雷火の後頭部に右手を添そえた。そのまま、力任せに彼のことを引き寄せる。

「悪かったよ」

　胸ぐらを摑む手が外はずれた。あぐらを搔いた仄火の、胸の辺りに顔が埋うもれる。引き締しまった腹筋が、タンクトップの一枚向こうにある。

「友だちか。そうだよな。じゃあ、下につくわけにはいかないよな」

「そうだ」

「友だちは、対等じゃなきゃ、いけないもんな」

「……そう、だ」

　雷火の顔が、泣きそうに歪ゆがむ。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは桐きり原はら雷らい火かの友だちだ。ずっと、ずっと、そうだった。

　庶しよ子しであり、工房で孤こ立りつしていた雷火にとって、ただひとり気を許せる相手だった。心の底を打ち明けることのできる相手だった。

　三九郎がメイジを諦あきらめたときも。三九郎が工房長になったときも。雷火は三九郎のことを対等だと思ってきたし、向こうもそれは同じだろうと信じていた。

『伏桜製作所』に入るということは、雷火が自みずから、それを否定することだ。

　そうなるくらいなら──

「あー、仄ほの火かサン？」

　雷火が思いきわめた、ちょうどそのとき、個室に入ってくるものがいた。

　パーカーを着て、フードを目ま深ぶかに被かぶっている男だ。そのおかげで顔はよく見えないが、薄うすく笑った口元が、軽けい薄はくな印象を感じさせた。

「スンマセン、お取り込み中でしたかね？　出直します？」

　にやにやとした声に、雷火はすぐに仄火から身体を離はなした。仄火はちょっと笑ってそんな雷火を見、それから男に視線を戻して、尋たずねる。

「『耳』か。いや、そこでいい。なんだ？」

「いえね、『伏桜』の連中が近くに来てるもんでね。一応お知らせしといたほうがいいかと思いまして」

　くい、と指差す。雷火は思わずそちらに目を向け、そして、見た。

　個室から見わたすことのできる、『ティクトク』フードコートを横切る一団。親しん王のう坂ざか高校の制服を着た、三人の少女とひとりの少年。そのうちのひとりは、確かに、雷火がよく見知ったものだった。

『伏桜製作所』工房長、『アンチメイジ』伏桜三九郎。

　雷火の親友であり、そして、殺さなければならない相手だ。

「…………」

「あ、おい！」

　それを確認したとき──雷火は、無言のまま、個室から走り出ていた。




　　　　　　　　◆




「……ねねこ、おまえ、それ……」

「待って！　今話しかけないで、さんちゃん！　集中してるんだから！」

　ねねこの足取りは慎しん重ちようそのものだ。彼女が持っているトレイには、クレープやハンバーガーやアイスクリームなど、ありとあらゆる食べ物が満まん載さいされている。

『ティクトク』のフードコートは、吹き抜けの広場になっている。中央にそびえ立つ時計塔とうを囲むようにして、パラソルつきのテーブルが五十席ほど据すえ置かれ、ガラス張りの天井からは、夕焼けの空を望むことができた。

　学校を終えた三さん九く郎ろうたちは、そのままの足で『ティクトク』を訪れていた。華か夜やとキリコは席を確保し、三九郎は飲み物の調達。そして当然のように、ねねこは食べ物の担当だ。

　人波を縫ぬうようにして、ねねこは慎しん重ちようにテーブルへと近づいてくる。

「ねねちゃん、それはいくらなんでも……」

「おおっ、ねねこセンパイ、すごい量ですね！　さすがです！」

　華夜は呆あきれ、キリコは感心している。ねねこはトレイを持ったままびしりと親指を立て──それから、ようやくテーブルにトレイを置くことに成功した。

　ふうー、と大きく息を吐はき、汗を拭ぬぐう。

「よし！　成功だよ、さんちゃん！」

「………………良かったな」

「な、なに？　そんな、なにもかも諦あきらめきったような顔しないでよ！」

　そう言われても。三九郎は、じっとりとした目でねねこの手元を見つめた。

　トレイどころか、テーブルからもはみ出しそうだ。夕食に差し支つかえないように、と言ったのに、これが夕食でも多すぎるくらいだ。一体何キロカロリーあるのか。内心で計算しようとして──三九郎は、ねねこにほっぺたを引っ張られた。

「あたたたたっ!?　な、なにすんだよ、ねねこ!?」

「さんちゃん、今、カロリー計算しようとした」

「い、いや、俺は別に……」

「……わたし、やっぱり、デブなのかな」

　ねねこは山と積まれたスイーツから、自分の身体へと視線を落とした。女の子らしい、丸みを帯びたシルエットだ。太っているとはいえない。少々むっちりしているかもしれないが、それだってねねこの魅み力りよくのひとつだ。

「そ、そんなことはないぞ！　全然！　ちっとも！　な、神しん藤どうさん？」

「えっ!?　──あ、うん、そうだよね！　大だい丈じよう夫ぶ、ねねちゃん、太ってなんかないよ！　そうだよね、須す崎ざきさん？」

「ねねこセンパイはデブじゃないですよ！　ぽっちゃりだと思います！」

　がくん、とねねこの肩が落ちて、三九郎と華夜は慌あわてる。が、キリコはまったく気にすることなく、びしりと親指を立ててみせた。

「だいじょぶです！　ねねこセンパイは、今のままで十分にカワイイですよ！」

「キリコちゃん──」

「ほら、早く食べましょう！　カロリーなんか気にしてたら、美お味いしいものも美味しくなくなっちゃいますよ！」

「……うん。そうだね！」

　ようやくねねこは元の調子を取り戻したようだ。三さん九く郎ろうも華か夜やも、ほっと胸を撫なで下ろして、共に席についた。

　そうしながら、三九郎は、ふと思う。

　もしかしたら──三九郎と、ねねこと、華夜の三人で、仲良く食事の席を囲めるのは、これが最後かもしれないと。

　今はキリコがいる。だから切り出すことはできない。だが、この帰りにでも──二人きりになったときにでも、三九郎は切り出すつもりだった。そうしなければ、きっと、いろいろな人が不幸になるだろうから。

「さんちゃん？　どうしたの？」

「……いや、なんでもないよ」

　内心を押し隠かくして、三九郎は全員に飲み物を配った。コーラにオレンジジュースに白はく桃とうジュースに緑茶。ねねこはにこにこしている。不安などまるでないかのように。

　山盛りの食べ物を前にして、彼女は、ぱちん、と両手を合わせ、

「それじゃあ！　いただきまー────」

　その瞬しゆん間かん、いくつかのことが、同時に起こった。

　ふと横を見た三九郎は、そこに懐なつかしい姿を見み出いだした。桐きり原はら雷らい火か。三九郎の親友で、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』所属の『火属イグニス』メイジ。彼が、険けわしい表情でこちらに近づいていた。

　三九郎が呼びかけるよりも先に、彼はクォーツを取り出した。

　クォーツが炎色に煌きらめき、三九郎の全身を緊きん張ちようが走り抜け──

　そして、雷火の後方、フードコートに面したレストランの二階の窓が、爆ばく裂れつした。

　窓ガラスを突き破って、なにかが飛び出した。それがなんのか、三九郎の動体視力と反射神経では捉とらえきることはできなかった。ただ、流星のように尾を引く緑の光だけは、かろうじて見て取ることができた。

　それは、まさしく流星のように飛ひ来らいして──

「どォっせェェ────────い!!」

　雷火の背中に、強きよう烈れつなドロップキックをカマした。

　そのままの勢いで、彼らはひとかたまりになって地面の上を滑すべる。その途上にあったテーブルをぶっ飛ばして、そこに乗っていたクレープやハンバーガーやアイスクリームやその他もろもろを丸ごと吹っ飛ばして、五メートルほど転がったところで、向かいの屋や台たいにぶつかってようやく停止した。

　ここまで、すべて、五秒ほどのあいだに起きた出来事だ。

「………………………………………………………………………………」

　ごちそうをすべて吹っ飛ばされたねねこは、手を合わせた体たい勢せいのまま、ハニワみたいに目と口をまんまるにしてその惨さん状じようを眺めていた。

「ッたく」

　騒そう然ぜんとしはじめた空気の中で、彼女はゆるりと立ち上がった。

　ぼさぼさの黒くろ髪かみは一ひと房ふさだけ白に染そまっている。タンクトップとすり切れたジーンズというラフな格好で、顔立ちは整ととのっているが化け粧しよう気けはない。ロックな印象のお姉さんだ。

「勝手なコトすんじゃないよ。おまえの行動の責任は、全部アタシにのし掛かってくるって言っただろ？　こんなとこで余計なマイナス点欲しくないんだよ、アタシは」

　彼女はつま先で、こんこんと雷らい火かの後頭部を小こ突づき──それから、三さん九く郎ろうのほうを向いた。その右みぎ眼めの虹こう彩さいは、脈みやく動どうする緑色の光にフチ取られている。

「よ。お初にお目に掛かるね、伏ふし桜ざくら三九郎」

　軽く手を挙げて挨あい拶さつし、その手のひらを胸に当てて、彼女は名乗りをあげた。

「『桐きり之の宮みや工廠』所属、レベル22『生属ヴイ・ト』アークメイジの、桐之宮仄ほの火かという。以後、なにかとよろしく」

「……別工房のメイジが、なんの用だ？」

　冷たく固い声を返しながら、三九郎は懐ふところを探り、そこにある『アエリシス』を確かめた。華か夜やもそれとなく前に出て、ねねことキリコをかばうように立つ。

　しかし仄火は、それを見て馬ば鹿かにするように鼻を鳴ならした。

「妙な気を持つんじゃないよ。宣せん戦せん布ふ告こくもなしにケンカふっかけたら、『評ひよう議ぎ会かい法ほう』の修正第三条に引っかかる。そんなことをするつもりはない」

「じゃあ、これは、どういうことなんだ？」

「だから事故だって。馬ば鹿かな弟が先走っただけだ。そっちには被害はないだろ」

「弟……？」

「ああ、言い忘れてたね。桐原雷らい火かはアタシの弟だ。ま、腹はら違ちがいだけど」

　やや毒どく気けを抜かれて、三九郎はまだ倒れている雷火のことを見る。雷火との付き合いは長いが、彼の生おい立ちを知っているだけに、家族関係を聞いたことはない。

「少なくともアタシには、おまえらと争うつもりはないよ──、今は」

　不ふ穏おんな一言を付け加えて、仄火は三九郎たちの警けい戒かい心しんをさらに煽あおった。華夜の眉まゆが、険けわしく寄る。三九郎も懐の中で、『アエリシス』を強く握りしめ──

　彼らの前に、立つ人影があった。

　小さくて、丸っこいシルエット。春日かすがねねこだ。

「……なんなんですか」

「あン？」

「なんなんですか！　あなたたちは!!」

　ねねこは、怒りに震ふるえていた。黒のボブカットをふるふると揺ゆらし、大きな瞳ひとみには涙さえ浮かんでいる──悲しみでも恐怖でもない。紛まぎれもない、怒りの涙だ。

「ね、ねねこセンパイ……？」

　キリコが動どう揺ようしている。当然のことだ。ねねこは感情が豊かなほうだが、それは喜びや悲しみであって、今まで誰だれかに怒りをぶつけているところなど、キリコに見せたことは一度もなかったから。

　華か夜やも、焦あせったようにねねこの肩に手を置き、

「ねねちゃん、食べ物なら、またあとで買い直すからさ、今は──」

　ねねこは、その手を乱暴に振り払った。

「ごはんのことで、怒ってるんじゃないッ!!」

　華夜は目を丸くしている。唐とう突とつにも思えるねねこの激情に、戸と惑まどっているのだ。

　ぽろぽろと涙を流しながら、ねねこはそう叫んだ。

「……せっかく、さんちゃんと、かやちゃんと、キリコちゃんと……いつもどおりの放課後を過ごせると思ったのに！　どうして邪じや魔まするんですか!?　どうして、あなたたちは、いつもそうやって──わたしの大切なものを、壊こわそうとするんですか!?」

　いつもどおりの放課後。

　ねねこが望んでいたことだ。いつもどおりの、メイジなどいない、日常を過ごすこと。三さん九く郎ろうがいて、華夜がいて、キリコがいる。魔ま法ほうもメイジも『コルドロン』も存在しない。ただ穏おだやかな毎日が続いていく。

　今のねねこからは、失われつつあるものだ。

　だからこそ、彼女は三九郎たちを『ティクトク』に誘ったのだろう。失われつつある。そのことから目を背そむけるために、なんでもない日常を、また続けようとしたのだ。

「ううううっ……あ、あなたなんて、あなたなんて！」

　ねねこは怒りに拳こぶしを固め、大きく振り上げた。「殴なぐる」というよりも「叩たたく」というような仕し草ぐさだ。そのまま、彼女は思いっきりそれを振り下ろして──宙を切った。

　仄ほの火かの右手がねねこの頭を押さえつけている。絶望的なまでのリーチ差だ。ねねこの腕は、百年振っても仄火の顔をカスリもしないだろう。

[image: ]

　はるかな高みからねねこを見下ろしつつ、仄火は鼻で笑うようにして、

「なんだ？　このおにくちゃんは？」

「お、おにくって言わないでくださいっ!!」

「じゃあなんだ？　子こ豚ぶたちゃんか？　そうそう、知ってた？　ブタって実は、体脂肪率がそんなに高くないらしいよ？」

「う、ぎ、ぎぎぎぎぎっ、────!?」

　あまりの悔くやしさに、ねねこはぼろぼろと涙をこぼし、怒ど鳴なりつけようと口を開いて、

「────、ひっく」

　しゃっくりをした。

　三さん九く郎ろうの顔から血の気けが引いた。『モイライⅢ型』だ。ねねこも両手で口を押さえる。クォーツを口から出す瞬しゆん間かんなど、他のメイジに見られたら──ねねこの身み柄がらがどうなるか、わからない。

「ん？　どした？」

　片かた眉まゆを上げて、仄ほの火かはねねこの顔を覗のぞき込んだ。両手でしっかりと口を押さえ込んだまま、それでもねねこは涙の溜たまった目で、仄火をぎっとにらみつけている。

「なにか言いたいことがあるなら言いなよ、子こ豚ぶたちゃん。聞くだけなら聞いてやるよ？」

　レベル20を越えるアークメイジである彼女にとって、『普通の人間』なとゴミに等しい。侮あなどり、あざけるような彼女の笑顔が、ねねこをさらにヒートアップさせる。口にクォーツを含ふくんでいることなど構わず、ねねこは叫ぼうとして──

　不意に。

　仄火の右みぎ眼めが、ぎらりと緑色に輝かがやいた。

　ずしん、と地じ響ひびきのような音が、『ティクトク』フードコートに響き渡る。遠巻きに騒そう動どうを見守っていた野や次じ馬うまの何人かが、地じ震しんと勘かん違ちがいしてテーブルの下に逃げ込んだ。それほどの、振動だった。

　仄火が跳ちよう躍やくしたのだ。

　ただそれだけで、ねねこのすぐ前の地面に、放ほう射しや状じょうのヒビ割れができていた。一いつ瞬しゆんのうちに10メートルほども後退した地点で、獣けもののように両手両足を突ついて、緑に脈みやく動どうする右みぎ眼めでじっとねねこのことをにらみつけていた。

　なんらかの魔ま法ほうを使ったのだろうが、詠えい唱しようも予備動作も存在しなかった。眉まゆを寄せる三さん九く郎ろうを横目に、仄ほの火かは静かに問いかける。

「……アンタ、今、なにした？」

「へ？」

　ねねこは目をぱちくりとさせる。その目から、涙が一ひと筋すじ、こぼれ落ちた。

　仄火は背せ筋すじを伸ばす。その顔には、先ほどまでの薄うす笑えみは浮かんでいなかった。敵てき対たい者しやへと向けるような、険けわしい眼まな差ざしをねねこに送り──

　その視線を遮さえぎるように、三九郎は彼女の前に立ちはだかった。

「人の食事を台無しにしておいて、侮ぶ辱じよくまでしないと気が済まないのか？　名門といっても、しょせんはメイジの集団だな。礼れい儀ぎにも品性にも欠ける」

「…………」

　仄火は、射いすくめるように三九郎のことを見た。それでも三九郎は揺ゆるがない。腹が立っているのは、彼も同じだった。

　せっかくの、ねねことの日常を──メイジにぶち壊こわしにされて、怒らないわけがない。

「そうだな。おまえの言うとおり」

　そんな三九郎の思考をいなすように、仄火は後ろに下がった。

　そうして、彼女は恭うやうやしく頭を下げる。

「せっかくの食事を、楽しい団らんを、邪じや魔ましてしまって悪かった。謝しや罪ざいして、賠ばい償しようしよう。──おい」

　声をかけたのは、いつの間にか遠巻きにこちらを眺めていた『ティクトク』の警けい備び員いんたちだ。仄火は軽く頭を傾かたむけるようにして彼らに視線をくれると、ぼそりと命じる。

「片付けて、代わりを買ってきな。席の確保も頼たのむぜ」

　低い一声は、てきめんの効果を発はつ揮きした。警備員はびしりと背筋を糺ただして敬けい礼れいをし、四分に散っていく。

「ほれ、おまえもいつまでも寝てんじゃないよ。起きろ。そして帰るぞ。これ以上ここにいたら、『戦争』が起きちまいそうだからな」

　仄火は雷火の襟えり首くびを摑つかんで、引き立たせた。顔面をすりむけさせたままの雷火が、ぎろりとこちらを見る。その視線を、三九郎はしっかりと受け止めた。

　仄火は三九郎を振り返り、牙きばを剝むくようにして笑った。

「雷火には、おまえを殺すように命令してある。ま、今、このときじゃないがね。そのうちさ。月並みな言い方だが──首を洗って、待っているといいよ」

「…………！」

「そんじゃね。最後かもしれない団らん、楽しくやりな」

　ひらひらと手を振って、桐きり之の宮みや仄ほの火かは、桐きり原はら雷らい火かを引きずりながら、フードコートをあとにした。

「……う、うくっ、………………うわあああああああああああああああああん!!」

　こらえきれなくなったように、ねねこが大声で泣きはじめた。華か夜やは居たたまれないように目を伏せ、キリコもどうすればいいのかわからないというふうに、きょときょとと視線を泳がせている。

　足あし下もとに、こつんと転がるものがあった。ねねこが吐はき出したと思おぼしきクォーツだ。腹立ち紛まぎれに、三九郎はそれを蹴け飛とばした。時価に換かん算さんすれば、数百万はくだらない品質のクォーツは、あっという間にどこかに弾はじき飛ばされ、見えなくなった。

　──こんなもののために──

　三九郎の後ろでは、仄火に命令された警備員たちが、大急ぎで元通りの食事風景を作ろうとしている。だが、三九郎の視線は、こなごなに砕くだかれたテーブルから離はなれることはなかった。折れたパラソルや、台無しになった食事は──三九郎が失ったなにがしかのものを、象しよう徴ちようしているようでもあった。




　蹴り飛ばした、クォーツを──

　キリコが、ネズミを追いかける猫のような眼まな差ざしで見み据すえていることに、三九郎は最後まで、気づかなかった。




　　　　　　　　◆




　半円の扉を押し開いて、トゥルーナイトはその部屋に足を踏ふみ入れた。

『中ちゆう央おう遊ゆう戯ぎ室しつ』。それがこの部屋の名前だ。フザけてやがる、とトゥルーナイトは鼻を鳴ならす。もっともそれを言うのならば、この工房に所属しているメイジの中で、フザけていない奴やつなどひとりもいないのだが。

「……ヒ、ヒヒッ。た、た、楽し、そう」

　後ろに従うフォルスドーンが低い声で笑い、トゥルーナイトは振り返ることもなく彼女に裏うら拳けんを叩たたきつける。フォルスドーンはうずくまり、トゥルーナイトはそれを無視してつかつかと歩きはじめた。

「……」「……」「……」

　ささめくような囁ささやき声が、あちこちで響ひびいている。パステルカラーに塗ぬり分けられた絨じゆう毯たん。クレヨンのヘタクソなラクガキが描かき散らかされた白い壁かべ。青空と夜空と夕焼け。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど巨大な積み木で作られた街。城。アーチ。それらを通り抜け、くぐり抜ける度たびに、囁ささやき声が大きくなる。

「……プッ……」「クフフ……」「……クスクスクス！」

　その笑い声に、トゥルーナイトは顔をしかめる。

　天てん井じようまで届くほどの高い街がい灯とう。その真下に、ブリキ製のゴミバケツがあった。そのフタが唇くちびるのようにパカパカと開閉し、二人をあざ笑っていた。

「こんにちは、『カットスロート・カテドラル』の殺人神しん父ぷさま！　一体全体、なんの御ご用ようかナ？」

「夜や楽がくはどこだ」

　アーチに腰かけたマリオネットが、城の隙すき間まからこちらを見る四つの目玉が、街灯の周りを飛び交かう分ぶ厚あつい唇を持つ蛾がが、次々に答えた。

「夜楽さま！　夜楽さまだヨ、お客人！」

「工房長を呼び捨てにするなんて──なんて命知らずなんだろうネ！」

「それに、まずはこちらの質問に答えてもらわないト！　用件は一体なんなノ？　それを聞かない限り、ボクたちは──」

　トゥルーナイトはサングラスのレンズを引っ搔かき、そして、言った。

「『荒れ狂う雷電エル・トウニトルイ』」

　右手のクォーツ指ゆび輪わが燃ねん焼しようして銀色の光を放つ。その光はそのまま銀の雷かみなりとなり、ジグザグに牙きばを剝むいて『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の人じん工こう精せい霊れいどもに襲おそいかかった。

「ギァアアアアアアアアアッ!?」

「お、お客人!?　なにをするんだイ!?」

「法律違反、契約違反、約束違反だヨ!?　これは！　『評ひよう議ぎ会かい法ほう』の修正第三条に抵てい触しよく──、アガッ、アガガガガガガガッ!!」

　アーチと城と街灯を、すべて残らず打ち据すえて、雷らい撃げきは天井にぶち当たり、銀色の波は紋もんを広げながら千ち々ぢに散っていった。

　あとには──焦こげ目のついたゴミバケツと、焼け焦げたマリオネットと、燃もえ尽きた唇の蛾がが、床ゆかに転がるばかりだった。

「ハッ」

　笑い、トゥルーナイトはぐるりと城を見る。城壁の隙すき間まからこちらを覗のぞき見ていた四つの目が、びくりと怯おびえの色を見せた。

「夜楽は、どこだ？」

　もう一度尋たずねる。四つの目は──二つの目を持つクマのぬいぐるみの兄弟は、その視線から逃れようとした。肩かた車ぐるまをしたまま、二人はトコトコと逃げ出そうとして、自分たちの足が凍こおりついていることに気づいた。

「……ヒッ、ヒヒヒッ……、『吹き荒ぶ氷雪エル・フリーギス』……、う、動けない？　動けない、よね？」

　フォルスドーンが陰いん気きな声で笑い、引きずるような足取りでクマのぬいぐるみたちに近づいていく。『カットスロート・カテドラル』シスター服の長い袖そでをぶるりと揺ゆらすと、その中から片刃のノコギリが二本現れ、彼女の両手に収まった。

「なッ──」

「まッ──」

　クマ兄弟は、それを見て自分たちの運命を悟さとった。じたじたと暴れて凍こおりついた地面から逃れようとするが、その手がどこかに触ふれるたびに極きよく度どの冷気によって張りつき、ついに彼らの全身は氷と霜しもによって封ふうじられてしまった。

「……ヒッ……ヒッ、ヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ!!」

　狂った笑い声を発しながら、フォルスドーンはクマの顔面をブーツで踏ふみ抜いて、腰をかがめてノコギリをめちゃくちゃに振るった。肉球ごと前足が飛び、ボタンの目玉が抉えぐられて、中身の綿わたがそこら中にぶちまけられていく。

「た、た、たっ──」

「助けて！　たすけてください、や、夜や楽がくさまァ！」

「ヒッヒヒヒヒヒッヒヒヒヒィッ！　い、い、痛い？　ねえ、ねえェ、痛いの!?　どれくらい!?　わ、わた、ワタシよりィ、痛いのかなァ!?　イヒヒヒヒヒヒヒィッ！」

　フォルスドーンのテンションが上がっていく。二体のクマは今では二十七個くらいの部品に分ぶん割かつされていた。トゥルーナイトはそれを見て、ごきりと首を鳴ならした。出てくるのならそろそろのはずだが──

　そのとき、カン、と甲かん高だかい音が、どこか上のほうから響ひびいてきた。

　カン、カン、カン。響くたびに、スポットライトが点灯する。赤青黄、色とりどりのスポットライトが照らし出すのは──玉ぎよく座ざだ。

　うずたかく積み上げられた、粗そ大だいゴミの玉座は、壊こわれた冷れい蔵ぞう庫こや洗せん濯たく機き、ひび割れた電でん光こう掲けい示じ板ばんやネオンサイン、止まった時計、錆さびついた標ひよう識しき、自じ販はん機き、スクールバス。そういうものでできている。ガラクタ置き場ジヤンクヤードに相応ふさわしい、ねじくれた玉座に腰かける異形の影を、トゥルーナイトはそこに見み出いだした。

　三つの仮面と五つの腕を持つ、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長。世界で初めて主あるじに反逆した狂える人じん工こう精せい霊れいにして、心しん魂こんを自在に操あやつるガラクタの王。

　レベル33『心属アニマ』マスターメイジ、御み影かげヶが原はら夜楽。

　樽たるのような身体を玉座にたっぷり預けたまま、彼はくるくると首を回転させた。そのたびに、頭にぐるりと貼りつけられた三つの仮面が、次々に口上を述べた。

「ヤアヤア！」「トゥルーナイトくん！」「久しぶりじゃないか！」「元気してた？」

「おかげさんでな」

　トゥルーナイトは、玉ぎよく座ざの夜や楽がくに向き直る。夜楽の足あし下もとに、いくつもの人影が蠢うごめいているのを見る。全員が仮面つき。ということは、全員がメイジだ。仮面に穿うがたれた三つの黒点が、監かん視しカメラのように無む機き質しつな視線をトゥルーナイトに向けつづけていた。

　トゥルーナイトの背後では、まだフォルスドーンがクマを解体しつづけていた。クマ兄弟は、すでに物言わぬ物体へと成り果てている。

　それでも、誰だれも、なにも言わないのは──彼らがメイジではないからだ。

　ゴミ同然の雑用を殺したところで、文句を言うメイジはどこにもいない。

「ンなことより、夜楽。一体、どうなってんだ？」

　ドスの効いた声を響ひびかせ、トゥルーナイトは玉座へと近づいていく。

「どうなってるって？」「なんのことかな？」「怖い顔だねェ」

「トボけんな。テメェ、オレらを呼びつけておいて──ずっとここに留とどめたままじゃねえか。さっさと仕事をよこしやがれ。でなきゃ、さっさと違い約やく金きんを払え」

「おお、怖い、怖い！」「さすがは殺人神しん父ぷ！」「さすがは暗殺教団、『カットスロート・カテドラル』の司し祭さいさまだ！」

　ようやくクマを刻み終えたフォルスドーンが、どろんと淀よどんだ瞳ひとみを夜楽に向けた。

「……そう、ワタシたち、聖せい職しよく者しや、だよ？　『御み柱はしら』の名のもとに、祈いのって、動いて、殺して、死ぬ。ヒヒヒッ。か、神様の、御み使つかい……」

「神との約束を破るヤツァ、地じ獄ごくに堕おちるぜ」

　ぽりぽりと、左ひだり頰ほおを搔かきながら、トゥルーナイトは言う。

　そこにはタトゥーが刻まれている。意い匠しよう化された『In Nomine』の文字──『御み心こころのままに』という言葉は、そのまま『カットスロート・カテドラル』の『工房哲学コンセプト』でもある。

『カットスロート・カテドラル』の構成メイジには、みなこの言葉が刻み込まれている。彼らは熱狂的に『御柱』を信仰する宗教者であり、同時に恐るべき暗殺者でもある。中央アジアはカッパドキアに本ほん拠きよを構える『カットスロート・カテドラル』は、クォーツ産出量こそ少ないものの、死をも恐れぬ信徒たちが世界各地で傭よう兵へいとして活かつ躍やくすることによって、その経営をまかなっているのだった。

　だが──トゥルーナイトは、苛いら立だちを露あらわにして夜楽をにらみつけた。

「戦争があるっつーから、オレらはこんな極きよく東とうのクソ田舎いなかくんだりまで出で張ばってきたんだぜ。それが、なんだ？　この街は平和そのものだ。オマンマの食いっぱぐれ。オレら忠実な御使いが飢うえるってことは、すなわち『御柱』の御心に反することだぜ」

「ヒヒッ……夜楽さま、あなた……背はい教きよう者しや、なの？」

　トゥルーナイトとフォルスドーンの態度に、夜楽の周りを固める人じん工こう精せい霊れいメイジたちが、兵へい隊たい蜂ばちのような敵てき意いを漂わせた。

　しかし──、夜楽は五つの腕を上げ、配下のメイジを制止した。

「やめたまえ」「きみたちにもわかっているだろう？」「今、私たちにできることは」「なにもないのだ」「──忌いま々いましい『アンチメイジ』のせいでね！」

　五本の腕には、精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされた腕うで輪わが嵌はまっている。

『評ひよう議ぎ会かい』謹きん製せいのマジックアイテム。メイジがそれぞれ持っている『糸』、『御柱』との繫つながりを封ふう印いんする道具だ。御み影かげヶが原はら夜や楽がくと、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の幹部級メイジの幾いく人にんかは、『評議会』によってその魔ま法ほうを封じられているのだ。

『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』において、御影ヶ原夜楽は『評議会』が定めたルールを破り、参加者を皆殺しにしようとした、そのペナルティだ。マスターメイジにとっては、この上もないほどの屈くつ辱じよくだろう。

　しかし、夜楽は『評議会』を恨うらんではいないようだ。

　彼の恨みは、別の人物に向けられている。

「……あの男」「『アンチメイジ』」「伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう」「百回殺して、百一回生き返らせてやる」「手足を１ミリ単位で引きちぎり」「目の前で内ない臓ぞうを引きずり出し」「性器をえぐりとって、その口に詰めてやる……」

　三つの仮面が走そう馬ま燈とうのように回転し、そのたびに狂気の滲にじんだつぶやきを口にする。

　フン、とトゥルーナイトは鼻を鳴ならした。夜楽の執しゆう念ねんはどうでもいいが、彼が口にした言葉には興きよう味みをそそられた。

「『アンチメイジ』、伏桜三九郎。伏桜団だん慶けいの息子か。あいつの母も、確か『アンチメイジ』だったはずだな」

　魔ま法ほうを盗ぬすむ魔法使い。『御み柱はしら』を信しん奉ぼうする『カットスロート・カテドラル』してみれば、許されざる大罪人だ。兄と違い、純じゆん粋すいな信仰心を持っているフォルスドーンが、血走った目をぎらぎらと輝かがやかせる。

「……あ、『アンチメイジ』、…………み、みみ、『御柱』を、侮ぶ辱じよくする、もの！」

　妹をうざったそうに見み遣やってから、トゥルーナイトは言う。

「つまり、そいつを殺せばすべて解決なんだろうが。なにモタついてやがんだよ？」

「だから！」「そう簡単な話ではないのだよ！」「きみたちが非合法にあの男を殺したところで、私の恨うらみが晴れるだけだ！」「直接的な利り益えきには繫つながらない……！」

　ぐるぐると、夜楽は苛いら立だたしげに首を回転させた。

「今、ヤツの周囲には、私の秘ひ蔵ぞうっ子を潜ひそませているのだ！」「愛いとしい最さい高こう傑けつ作さく！」「『御柱』の祝福を受けた、人じん工こう魂こんを使ってね！」「彼女から、連れん絡らくが来る──きっと来る！」「そのときこそが、きみたちの出番なのだよ！」

　トゥルーナイトはうんざりとした顔で舌を出した。

「アンタの利益になんて興味ねェよ。それよりさっさとスケジュールを示せ。こっちはケツが決まってんだ。これ以上無む駄だな時間を使わせるつもりなら、さっさと違い約やく金きんを──」

　そのとき。

　ぐるぐると回転していた夜や楽がくの首が、ぴたりと止まった。

　穿うがたれた三つの黒点が、空中の一点を見み据すえる。トゥルーナイトはそちらに目を向けて、そこに、『無貌の形代トラクト・ドール』が浮かんでいるのを見た。

　メイジたちのあいだで一般的に使われる連絡手段だ。普通の携けい帯たいとは異なり、異い位い相そう空間を越えて連絡を取れることから重宝されている。

　十字型の黒い紙人形は、顔のところだけが『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の印章にカスタマイズされていた。夜楽の眼がん前ぜんで、くるくると回転し──やがて、ぴたりと止まって、そこから大声が響ひびき渡った。

《あ、パパ？　パパ！　聞こえますか!?》

　びりびりと、周囲の空気が震ふるえるほどの大声に、夜楽が五つの腕を広げて応答する。

「おお！　おお！」「聞こえるとも、愛いとしい我わが子よ！」「なにか、摑つかんだのかね!?」

《はい！　大事な情報、摑みましたっ！》

「おお──」「教えてくれたまえ！」「きっとそれが、彼かの『伏ふし桜ざくら製作所』を討うち滅ほろぼす、きっかけになるはずだ！」

　トゥルーナイトはうんざりとした顔で、そのやり取りを見守っていた。フォルスドーンをちらりと見る。その『大事な情報』とやらがどんなものかはわからないが、これ以上足止めを食らうようならば、貰もらうものを貰ってとっととオサラバしよう。そんなことを考え、

　そして、『無貌の形代トラクト・ドール』は、無む邪じや気きな少女の声で、叫んだ。

《あのですね！　ねねこセンパイが──『コルドロン』になっちゃいましたっ!!》
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　無言だった。

『ティクトク』から三さん九く郎ろうの家まで、それほど距きよ離りはない。駅前を通り過ぎて、線路沿ぞいの土手道に入ると、群ぐん青じよう色いろに染そまりつつある六月の空が目の前に広がった。夜の膜まくを針はり先さきで突ついたかのような、小さく白い星の光が、ぽつぽつと浮いている。

　三さん九く郎ろうと、華か夜やと、ねねこと、キリコの四人は、人影のない土手の道を、物も言わずに歩いていた。

「……あの」

　キリコがなにかを言おうとした。いつもどおりの、明るい声だ。

　しかし、誰だれもキリコに目を向けようとはしない。いつもなら真っ先に反応するはずのねねこが、今にも泣き出しそうな表情で、うつむいているだけだからだ。

「な、なんでもない、です」

　さすがのキリコも、そう言って口を噤つぐむしかなかった。それから、キリコは三九郎を見る。どこか非ひ難なんするような目つき。仄ほの火かとのやり取りは、『普通の人間』であるキリコには意味不明だっただろうが──それでも、ニュアンスを嗅かぎ取ることはできたはずだ。

　三九郎が謎なぞの女性に因いん縁ねんをつけられ、そのとばっちりをねねこが食らった。

　恐らく、そういう認にん識しきだろう。

　そして、それは、大おお筋すじでは間ま違ちがっていなかった。すべての元げん凶きようが、三九郎に──いや、メイジ世界にあることは間違いないのだ。

　今日は、食事の席を台無しにされるくらいで済んだ。

　これから先、その程度で済むかどうかは──わからない。

　だから、三九郎は立ち止まった。

「ねねこ。話がある」

　そう呼びかけると、ねねこは三九郎のことを見た。

　黒い瞳ひとみが、不安に揺ゆれている。

　ねねこはおっとりした女の子だが、決して頭が悪いわけではない。三九郎がなにを考え、なにを言おうとしているのか、うっすらとわかっているのだろう。そこから目を背そむけつづけたのは、三九郎の弱さゆえだ。

「神しん藤どうさん。悪いけど──」

「……うん。行こ、須す崎ざきさん」

　三九郎に促うながされて、華夜はキリコを促し、その場から立ち去ろうとした。

　しかし、キリコはそこから動こうとしなかった。

　不ふ思し議ぎそうに、首を傾かしげる。

「だめです。そんなの」

「……須崎さん？」

「だめです。あたし、ねねこセンパイから、離はなれません。──離れちゃ、だめなんです」

　キリコは足を止めている。なにかを読み上げるような平へい坦たんな口調。目の焦しよう点てんはどこにも合っていない。ただ、土手の先に広がる薄うす闇やみを、ぼんやりと見つめている。

「……い。……パ、そうします」

　かすれた声で、キリコがつぶやいた、そのとき。

　一定の間かん隔かくを持って並んでいる街がい灯とうが、ぢり、と音を立てて辺りを照らし出した。

　闇やみに慣なれた目に、まばゆいほどの電気の灯あかり。その灯りの真下、街灯に寄りかかるようにして、誰だれかが立っているのが見えた。

　その誰かは、ぼろぼろのシスター服を着ていた。フードを目ま深ぶかにかぶり、その奥は濃こい影になっていて見通すことはできない。まるで死神のようだ。ただ、その口元だけが覗のぞき、薄うすい笑いを貼りつけているばかりだ。

「よおォ。『アンチメイジ』」

　どす黒い敵てき意いにまみれた声が、頭上から響ひびいた。

　シスターを照らし出す街灯の上に、その男はしゃがみ込んでいた。カソックを着込み、コーンロウに編あみ上げた髪かみを真っ赤に染そめて、銀フレームのサングラスをこちらに向けている。べろりと出した舌の先には、いくつものピアスがぶら下がっていた。

「デートの最中に悪わりぃが、死んでもらうぜェ」

　空気が、ぐるりと色を変えるのが、目に見えた。

　日常が、平へい穏おんが、音を立てて崩くずれ去り、その向こうからより硬こう質しつな世界が現れる。ここひと月の間に三度にわたって味わってきた匂い──戦場の匂いだ。

「神しん藤どうさん！　二人を!!」

　ほとんど反射的に、三さん九く郎ろうはそう叫んでいた。

　叫ばれるまでもなく、華か夜やは動いていた。ねねことキリコの手を取って、土手道の下、線路の方角へと駆かけ下りていく。ねねことキリコは、華夜に手を引かれるまま、ほとんど転がるようにして三九郎たちから離はなれていった。

　ハ、ハ──と笑い、派手な神父は舌を揺ゆらす。そのたびに、ちゃらちゃらと音がした。

「『カットスロート・カテドラル』所属、レベル17『風属エル』メイジ。トゥルーナイトだ」

　ヒ、ヒ──と笑い、死神シスターは、フードの奥から陰いん気きな瞳ひとみを覗かせた。

「『カットスロート、か、カテド、ラル』、所属。レベル15、え、『風属エル』、メイジ、ふ、ふふっ、フォルスドーン、だよ」

　三九郎は『アエリシス』を構えながら、訝いぶかしんだ。

『カットスロート・カテドラル』。聞いたことのない工房だ。親しん王のう坂ざかの六工房はもちろん、その周辺にある土地のいくつかの工房、あるいは世界的に有力な工房の名前は、三九郎も勉強している。しかし、彼らが口にした工房は、三九郎が積み上げてきた知識の中には見当たらなかった。

「……『伏ふし桜ざくら製作所』工房長、伏桜三さん九く郎ろうだ。おまえら──まさか、『評ひよう議ぎ会かい法ほう』を知らないわけじゃないだろうな？」

「ハッ。『御み柱はしら』に背そむくクソ異教徒の分ぶん際ざいで、『評議会』にベッタリか？」

「……『評議会』なんて、カンケーない。あ、あなた、みたいな、弱小工房の、工房長を、殺しても……すぐ、逃げちゃえば……捕つかまるはずなんて、ヒヒ、ない……」

　疑ぎ念ねんが、ますます強くなっていく。

『評議会』を通じての宣せん戦せん布ふ告こくなしに自分を殺したところで、『伏桜製作所』は手に入らない。それだけの大たい義ぎ名めい分ぶんがないからだ。『伏桜製作所』は三九郎が継つぐ以前の、空位の状態に戻り、また『継けい承しよう戦争』が勃ぼつ発ぱつする。

「なんのために、俺を殺そうというんだ？」

　聖せい職しよく者しやの姿をしたメイジは、べろりと舌を出して、その手に銀色の燃ねん焼しよう光こうを輝かがやかせた。

「おまえが知る必要はねェよ！　『荷電琥珀トウニ・エル・コラプス』！」

　ばぢんっ、と耳みみ障ざわりな音がして、銀の燃焼光がバスケットボールほどの球体を形作る。発光する球体は、トゥルーナイトの手から離はなれて、ゆっくりと三九郎に向かってきた。

　球体は、ばぢばぢと音を立てて、銀色の火花を放っている。触ふれればタダでは済まないだろう。だが、三九郎は『アンチメイジ』だ。この程度の速度の魔ま法ほうならば、いとも簡単に盗ぬすむことができる──

　そのとき、死神めいたシスター・フォルスドーンが、腕を振り上げるのが見えた。

　三九郎は、反射的に後ろに跳とび下がっていた。

　その瞬間、『荷電琥珀トウニ・エル・コラプス』が、十倍ほどにも膨ふくれあがった。

「ッ……！」

　空気が灼やける匂いに、三九郎は思わず手で顔を庇かばった。荒れ狂う電流が、土手道に生はえた雑草を残らず消し炭ずみに変えていく。もう数十センチでも前に出ていたら、三九郎も同じ運命を辿たどっていただろう。

　接せつ触しよく発動。三九郎が『盗む』前に、フォルスドーンが小石かなにかを投げて、『荷電琥トウニ・エル・コラ珀プス』を爆ばく裂れつさせたのだ。

『スティール』を行うためには、タイミングがなによりも重要。少しでも息を違たがえれば、魔法の直ちよく撃げきを受けてしまう。そこを突ついてきたということは──相手は、こちらの手の内を、ある程度は知っているということだった。

「ハ、ハ！　躱かわしたからって、安心すんじゃねェぞォ、『アンチメイジ』！」

　自みずからのこめかみを、人差し指でぐりぐりと抉えぐって、トゥルーナイトは三九郎のことを挑発する。三九郎は『アエリシス』を構え──同時に、二つのことに気がついた。

　クォーツの魔ま力りよくを燃焼し尽くし、消え去った『荷電琥珀トウニ・エル・コラプス』の向こうで、フォルスドーンが魔ま法ほうを詠えい唱しようし──同時に足首になにかが絡からみついてきた。

　戦せん闘とうにおいて迷いは死を招く。三さん九く郎ろうは、一いつ瞬しゆんのうちに判断をした。

「『牙持つ氷風フリツジ・エル・ステイリア』！」

　フォルスドーンの背後に六つの氷柱つららが生まれた。多た弾だん頭とう式しきのミサイルのように、それは一いつ斉せいに三九郎めがけて撃うち放たれる。三九郎はタイミングを見み計はからい、『アエリシス』を振り抜きながら叫んだ。

「『パリング』！」

『アエリシス』の刃やいばに触ふれた瞬しゆん間かん、『牙持つ氷風フリツジ・エル・ステイリア』は、軌き道どうをそらされてあさっての方向へと飛んでいく。それを確かめることもなく、返す刀で足あし下もとに『アエリシス』を突き刺した。地面に溢あふれている黒い糸のようなものが足首をぎりぎりと締しめ付けている。『アエリシス』の刃が、それを斬きりつける。

「『スティール』！」

　瞬間、黒い糸がちぎれ飛び、三九郎の足が自由を取り戻した。糸はぞぞぞと音を立てて、道ばたへと戻っていく。そこにもうひとり、『カットスロート・カテドラル』の修しゆう道どう服ふくを着ているメイジがうずくまっているのが見えた。

　三九郎は、自分の足を締め付けていた黒い糸の正体を知った。

　人毛だ。

「アア。アアアアアア。ア。ア。ア。アアァー」

　そのメイジは、フードの奥から、大量の人毛を垂たらしていた。人語ともうなり声ともつかない音を漏もらしながら、ゆらゆらと首を振っている。どういう魔法の作用なのだろうか、彼（あるいは彼女）が身体を揺ゆらすたびに、人毛は意思を持つかのごとく、威い嚇かくするかのごとく空中に広がるのだ。

　そこで、三九郎は、複数の異い形ぎようのメイジが自分を取り囲んでいることに気づいた。

　修道服にいくつもの目の刺し繡しゆうを施ほどこし、代わりに自身の眼がん球きゆうがないメイジ。

　スキンヘッドが黒く見えるほど、びっちりと隙すき間まなく入れ墨ずみを施したメイジ。

　異常なほど長い手足の関節部分に、いくつもの金かね輪わをはめ込んだメイジ──。

　そのほか、十人近い数のメイジによって、完全に包囲されている。

「いわゆる死地ってヤツだなァ、『アンチメイジ』！」

　街がい灯とうの上にしゃがみ込むトゥルーナイトが、にやにやと笑いながら問いかけてきた。

「どうする？　命乞ごいでもしてみるか？　もしかしたら、効果あるかもしれねェぜ──ハハッハハハ！」

　三九郎は目を細め、トゥルーナイトを見上げ、ぽつりとつぶやいた。

「おまえ、丞じよう庵あんに似てるな」

「あ？　誰だれだよ？」

「俺が殺したことのある、ただひとりのメイジだ」

　人じん工こう精せい霊れいメイジ、瀧たき丞じよう庵あん。悪あしきメイジというものを絵に描かいたような、傲ごう慢まんで、利り己こ的で、下げ衆すな人格をしていた。彼はねねこの心しん臓ぞうを貫つらぬいて、少しも悪びれることはなかった。

　そんな相手であっても──命を奪ったことを、三さん九く郎ろうは後悔している。

　丞庵を哀あわれむゆえではなく、自みずからが憎むべきメイジと同じ行為をしたからだ。

　だから、三九郎は全員を見回し、言った。

「全員でかかって来いよ。命だけは助けておいてやるから」

　トゥルーナイトの笑みが殺意を帯びる。彼が号令を下すまでもなく、包囲する異い形ぎようメイジたちは一いつ斉せいにクォーツを輝かがやかせた。

　色とりどりの死の煌きらめきを眺め回しながら、三九郎は静かに思う。

　確かに、死地だ。これが通常の戦争で、自分が通常のメイジであるのならば。

　しかし、三九郎はメイジではない。メイジを狩るメイジ──『アンチメイジ』だ。

　そんなことを考えながら、三九郎は『アエリシス』を構えた。




　　　　　　　　◆




　華か夜やは、両手でねねことキリコの二人を引っ張りながら、土手を駆かけ下りていた。

「ちょ、ちょっと待って、かやちゃん、はや──、きゃっ!?」

　ねねこが足をもつれさせて転てん倒とうした。そのままの勢いで、土手の下までごろごろと転げ落ちていく。華夜は慌ててねねこに駆け寄り、彼女のことを抱かかえ起こした。

「ご、ごめんね、ねねちゃん！　急いでたから──」

「……かやちゃん、わたしは、大だい丈じよう夫ぶだから」

「え？」

「さんちゃんのこと、助けに行ってあげて。お願い」

　ねねこは泣きそうな顔をしている。無力感に、彼女は唇くちびるを嚙かみしめていた。

　その気持ちを思えば、華夜は胸の奥を摑つかまれたような気分になる。自分の存在が、三九郎たちの足を引っ張っているということが──優やさしいねねこには、耐えられないのだ。

「ねねちゃん──」

　ねねこの名前を呼ばわって、彼女のことを、慰なぐさめようとして。

　その頰ほおに触ふれようとした矢先、すぐ後ろから、声がした。

「だいじょぶですよ。ねねこセンパイ、神しん藤どうセンパイ」

　キリコだ。

　彼女は、二人から少し離はなれた場所に立っていた。吹く風にポニーテールを揺ゆらしながら、キリコはこちらを見て、にっこりと笑い、カバンの中に手を差し入れた。

「ねねこセンパイは──あたしが、安全な場所までお連れしますから！　ですから、神しん藤どうセンパイは、心配しないでください！」

　華か夜やは、眉まゆを寄せた。

　キリコは笑っている──笑っている。まともな反応ではない。つい今し方、あの凶きよう悪あくなメイジたちを目にしたばかりだというのに。

　どくどくと鼓こ動どうが速くなっていく。警けい鐘しようを鳴ならすかのように。

　キリコは、カバンから手を出して、そして、華夜の予感を現実のものとした。

　キリコが取り出したのは、仮面だ。

　白い仮面に穿うがたれた三つの黒点。きわめてシンプルな印章には、見覚えがあった。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のメイジであることを象しよう徴ちようする、仮面だ。
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「………………キリコ、ちゃん？」

　凝ぎよう然ぜんとしたねねこの声。立ち尽くす彼女に向かって、キリコはにっこりと笑い、つま先で地面を叩たたき、

「『地母神の子テツラ・ドール』！」

　そして、詠えい唱しようした。

「『生命の盾ヴイタ・スクトウム』！」

　華夜も咄とつ嗟さに詠唱を返した。キリコの手から溢あふれた黄色の燃ねん焼しよう光こうが消えると同時に、地面から突き出した岩の拳こぶしが、華か夜やの腹部に命中した。

「がッ！」

『生命の盾ヴイタ・スクトウム』がなければ内ない臓ぞうが破は裂れつしていただろう。それほどの衝しよう撃げきが、華夜の身体を空中へと舞まい上げた。そのまま、為なす術すべもなく地面に叩たたきつけられた。

　華夜は咳せき込んだ。頰ほおに触ふれる冷たい草の感かん触しよく。ぐらぐらと揺ゆれる視界に、ねねこの悲ひ鳴めいと、キリコの声が響ひびく。

「──かやちゃん！　かやちゃん!?　どうして、どうして──キリコちゃん、どうして、あなたが!?」

「ごめんなさい、パパ！　一いち撃げきで殺せませんでした。次はどうしたら──やっぱり、トドメは刺したほうがいいですか？　え、別にいいんですか？　わかりましたっ！」

「キリコちゃ──、きゃっ!?」

「さ、一いつ緒しよに行きましょう、ねねこセンパイ！　ここは危ないですからね！」

　華夜は、ふらつきながら、立ち上がり──そして、見た。

　巨大な岩の巨人が、ねねこの身体を摑つかみ、自みずからの胸元に埋うずめているところを。

　その肩に腰かけているキリコが、白い仮面を被かぶっているところを。

　メイジ。それも、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の！

「ねね、ちゃん！」

　叫んで華夜は立ち上がった。足あし下もとがふらつく。クォーツを握りしめ、詠えい唱しようしようとするが、遅かった。そのときにはもう、『地母神の子テツラ・ドール』は四つん這ばいになって、凄すさまじい速度で土手を駆かけ上がっていった。

　あの先には──三九郎がいる。

　追わなければ。その思いだけで、華夜は駆け出そうとして、

《お待ちなさい》

　背後からの声に、思わず振り返った。

　そこには、竜りゆうがいた。全身を、紫むらさき色いろに煌きらめくヘックス状のウロコで包んでいる。無む機き的なフォルムを持つ、バイクほどの大きさの竜。その頭には黒い紙人形が止まっていて、声はそこから聞こえているようだった。

　その紙人形にも、その声にも、覚えがあった。

「蕩とう乃のさん……？」

《あなたがたの状況、私がモニターしてなかったとでも思うのですか？　まあ、今はそれはいいです。早くお乗りなさい。ここであなたたちに死なれては、元も子もなくなってしまいますからね》

　華夜は頷うなずいた。自分の魔ま法ほうではキリコに追いつくことはできない。それならば、たとえ蕩乃が相手であっても、力を借りなければならない。

　ふらつく足を叱しつ咤たして、竜りゆうの背に飛び乗る。紙人形がくるりと回転すると、その意を受けたかのように竜が跳び上がり、空中を滑すべりはじめた。土手の上の光景が目に入り、華夜は、思わず息を吞のむ。

　三さん九く郎ろうが戦っていた。

　十人近いメイジを相手に、大立ち回りを演じている。あちこちから放たれる魔ま法ほうを、ことごとく『パリング』によって捌さばき、隙すきを突ついては『スティール』した魔法を解ときはなっている。獅し子し奮ふん迅じんの働きに、彼を包囲する異い形ぎようのメイジたちも浮き足立っているようだった。

　街がい灯とうの上で、カソックを着たメイジが苛いら立だたしげに叫んでいる。

「おいおいおいおい、テメエら、そんな数いて、ガキ一匹殺すこともできねェのか!?」

　紙人形の向こうで、蕩乃がぽそりとつぶやいた。

《さすがは『アンチメイジ』。ますます子こ種だねが欲しくなりました》

　華か夜やはその言葉を黙もく殺さつする。今は、三九郎のことを助けなければならない。

「蕩とう乃のさん！　この竜を、伏ふし桜ざくらくんの近くまで寄せて！」

《一いつ瞬しゆんだけならいいでしょう。機き会かいを逃さないように》

　滑るように近づいていく竜の背中から、華夜は身を乗り出した。異形のメイジたちが、そして三九郎が、竜の接近に気づく。華夜はあらん限りの声で叫んだ。

「伏桜くん！　手を!!」

　三九郎は、土手から飛び上がるようにして、竜に向かって腕を伸ばす。華夜はその手をしっかりとキャッチした。竜がＶ字を描えがいて急上昇を始め、メイジたちはそれを許すまいと迎げい撃げきの魔法を唱となえる。

　そのすべてを、三九郎は『パリング』した。

「くそっ！　追うぞ、フォルスドーン！　このまま逃げられたらいい笑いものだ──」

　カソックを着たメイジの声が、あっという間に遠ざかっていく。そこで三九郎は、ようやく竜の背中に這はい上がった。彼の身体には、ケガらしいケガもない。あるいは、本当に彼ひとりで、あの数のメイジを全ぜん滅めつさせられたのかもしれない──。

　そんな物思いは、三九郎に肩を摑つかまれたことによって、吹き飛んでしまった。

「神しん藤どうさん、ねねこが、──須す崎ざきさんに、……メイジに！」

　三九郎の表情は動どう揺ようにまみれている。岩の巨人を操そう作さするキリコと、それにさらわれたねねこを見てしまったのかもしれない。

　その鼻先を、黒い紙人形が、ぺちんと弾はじき飛ばした。

《落ち着きなさい、三九郎。工房長ともあろうものが、みっともない》

　三九郎は目をぱちぱちと瞬しばたたかせ、尋たずねた。

「その声──蕩乃さんか？　どうして──」

《時間がないから手て短みじかに説明しますよ。あなたが相手にしていたのは、『カットスロート・カテドラル』──非常に悪質な工房です。なにしろ、彼らは『評ひよう議ぎ会かい法ほう』を破ることに、なんの躊ちゆう躇ちよも持たないのですから》

「メイジ世界の無法者、ということだね」

　華か夜やの言葉を肯こう定ていするように、紙人形はくるりと回ってみせた。

《そのとおり。そして、彼らの存続が許されているのは──メイジ世界の中に、彼らを雇やとって不法を働こうとするものたちがいるからなのです》

　三さん九く郎ろうは唇くちびるを嚙かむ。そうして、彼は軋きしむような声をあげた。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』……」

《ええ。あなたたちとは因いん縁ねんのある工房ですね》

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と『伏ふし桜ざくら製作所』は、きわめて険けん悪あくな関係にある。工房長の御み影かげヶが原はら夜や楽がくは、『伏桜継承戦争』において、ルールを覆くつがえして参加者を皆殺しにしようとした。三九郎たちの手によって、その企たくらみは阻そ止しされたのだが──そのおかげで、三九郎は夜楽から深い恨うらみを受けているのだ。

　そんな工房に、ねねこがさらわれてしまった。

　華夜は悔くやしそうにうつむき、つぶやいた。

「ごめんなさい。私が、油断したばかりに」

「……きみのせいじゃない。あの子が『シャドウミドウ・ジャンクヤード』だったなんて、そんなこと、対応しろというほうが無茶だ」

　三九郎の慰なぐさめにも、華夜の心は軽くならなかった。それは、自分の対処がまずかったから、というだけではない。

　あのキリコが、メイジだったという事実そのものに、打ちのめされているのだ。

　それは三九郎も同じだったのだろう。彼は紙人形を見ると、小さな声で尋たずねた。

「須す崎ざきさんは、本当にメイジなのか？」

《それは、いったん置いておきましょう。今問題なのは、春日かすがねねこさん──より正確には、彼女と融ゆう合ごうした『モイライⅢ型』が奪われてしまった、ということですね》

「……夜楽の狙いは、『伏桜製』のクォーツを奪うことか」

《ええ。『モイライⅢ型』は、空間を越えて『コルドロン』と繫つながっています。彼女を押さえれば、『伏桜製』のクォーツは彼らのもの。強欲な夜楽が考えそうなことですね。私としては──『モイライⅢ型』が彼らに解かい析せきされるのは、とても困るのですが。あれは、今後私が市し場じように出そうと思っている新型『コルドロン』の基き幹かんとなる技術ですから》

「それは、私たちの側がわに立って、戦ってくれるということ？」

　華夜の疑問に、蕩乃はあっさりと答えた。

《それは不可能です。『カットスロート・カテドラル』はともかく、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』は今のところ『評ひよう議ぎ会かい法ほう』を遵じゆん守しゆしている正当な工房ですからね。彼らを攻こう撃げきすることは、私の工房を危険に晒さらすこと。そんな危ない橋は渡れません》

「正当だと!?　あいつらは、ねねこを──」

《ですから、それは、『評ひよう議ぎ会かい法ほう』においてはなんの問題もない行為なのですよ》

　蕩とう乃のは無む情じように言う。三さん九く郎ろうは、自分の顔が強こわばるのを感じた。

《ねねこさんはメイジではありません。『普通の人間』なのですから、『評議会法』には守られませんよ。彼女は金の卵を産むニワトリです。つまるところ家か畜ちくと同じ。家畜に人権がありますか？》

　ざわり──と、怒りにうなじの毛が逆さか立だった。

「……家畜だと」

　魔ま法ほうが使えないものはゴミと同じ。力がないものはなにをされても構わない。メイジ世界においては常識となっている考え方。

　その常識に対する怒りが、三九郎を『アンチメイジ』にした。

　華夜はそれを知っている。三九郎が、なにに対して怒りを抱いだくのか。彼が『アンチメイジ』になってから、ずっと隣となりで戦ってきた華夜だけは、そのことを知っている。

　だが、その怒りは蕩乃にぶつけるべきものではない。

　華か夜やはそっと三九郎の背中に手を置いた。三九郎も、それに気づいて、小さく頷うなずく。

『伏ふし桜ざくら製作所』の交こう渉しよう窓口は、彼女の役割だ。

「あなたが用意してくれるのは、アシだけということだね」

《それと、情報もですね。ねねこさんをさらったメイジがどこにいるか、今、私は逐ちく一いちモニターしています。その情報を流すくらいならば『評議会法』にも引っかからないでしょう。──不足ですか？》

　華夜は、緩ゆるやかに首を振った。

「ううん。それだけあれば、十分。あとは──私と、伏桜くんで、なんとかする」

《……ほう？》

　紙人形に向かって、華夜は、薄うすく微ほほ笑えんで見せた。

「今までずっとそうしてきた。今度も、そうするよ」

　かすかな笑い声が、紙人形の向こうから響ひびいてきた。

《それでは、そうしてください。どうぞご武ぶ運うんを──、お二方》

　それきり、紙人形は沈ちん黙もくする。通信が切れたということだろう。構わなかった。これは戦争ではないが──実質的には、戦争と同じだ。

　今までの戦争を、華夜は、三九郎と二人きりで勝ち抜いてきた。

　だから、今度もそうする。華夜は心の底で、そんな決意を固めていた。




「あの小娘」

『無貌の形代トラクト・ドール』の通話を切って、蕩とう乃のは、ぎしりと椅い子すを軋きしませた。

「私と張り合うつもりですか。ふふっ。いいですね。それでこそ、攫さらい甲が斐いがあるというものです──」

「……あの、『マダム』……？」

　独ひとり言ごとを口にする蕩乃に、呉くれ葉はが気味悪そうに声をかけてきた。蕩乃は彼女のことをちらりと見る。

「あら、まだいたんですか呉葉。ちょうどいいです。『伏ふし桜ざくら製作所』に行って、ジャッジにこのことを知らせなさい。向こうでも善ぜん後ご策さくを講こうじるでしょう」

「いっ？」

「ほら、なにをしてるのですか？　駆かけ足！」

　かつん、とステッキで強く床ゆかを叩たたくと、呉葉は叱しかられた犬のようにぴゅうと保健室から飛び出していった。蕩乃はそれに見向きもせず、机の引き出しを開ける。そこには──数百枚にも及およぶ黒い紙人形が、ずらりと並んでいた。

「さて。私も、できることをしましょうか──」

　人差し指で紙人形たちの頭をいっせいになぞると、紙人形の群むれはそれぞれ意思を持つかのように、浮かび上がって保健室の窓から外へと流れ、方々に散っていった。それを見送ってから、蕩乃は、親しん王のう坂ざかの地図に目を落とす。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう。かつて蕩乃が愛した、伏桜団だん慶けいの息子。

　彼から得られるものを、蕩乃はまだ、得ていない。

「……ですから、この程度で死んでもらっては困りますよ。三九郎」

　ぽつりとつぶやいた蕩乃の顔に、笑みは浮かんでいなかった。




　　　　　　　　◆




「なるほど。新型、ねえ」

『耳』の報告を受けて、仄ほの火かは腰元に手を当てた。

　雷らい火かは訝いぶかしむように『耳』を観かん察さつしていた。彼がどういうメイジなのかはわからないが、その報告はにわかに信じられるものではなかった。

　人間が──『コルドロン』の出力式と融ゆう合ごうしてしまうなんて。

　ましてそれが、あの春日かすがねねこだなんて。

　と、『耳』がそんな雷火を見返した。目ま深ぶかに被かぶったパーカーフードから、にやにやと笑う。

「弟さん、信じてねえみたいだな？　ま、無理もないけどさ。オレの魔ま法ほうはちょいとばかし特とく殊しゆだからな」

　仄火は、『耳』の頭を、パーカー越しにぐしゃぐしゃと撫なでた。

「仲良くしろよな。こいつ、アタシの仲間の中ではただひとりの情報処理系なんだからさ。おかげで戦せん闘とうはからきしで、そのうちおまえに護ご衛えいしてもらうかもしんねーんだから」

「うわ、ひでえな姐アネさん！　あんたの指示で『聴ちよう音おん』を特化したってのにさ！」

「半分はおまえの望みだったじゃんか。アタシのせいにするんじゃないよ」

「……別に、信用してないわけじゃない」

　少し気まずくなって、雷らい火かはそう言った。

「ただ、春日かすがさんが知り合いだったから、驚おどろいただけだ」

「ついさっき会ったばかりだもんな？　春日ねねこ──、あのおにくちゃんか。ふむ」

『ティクトク』での騒そう動どうから、まだ二時間も経たっていない。雷火の暴走を仄ほの火かが止めたあのとき、仄火はねねこと顔を合わせていた。

　そのときの不ふ審しんな行動を、雷火は忘れていない。

「仄火、さん。あのとき、どうして春日さんから飛び離はなれたんだ？」

「んー？」

「あ、それオレも思ったわ。メイジでさえ、あんなに警けい戒かいしたことなかったろ。いつもは怪かい獣じゆうみたいなのに、姐さんどうしたんだろーってあいたたたたたたっ!?」

「『耳』ィ、おまえいっつも一言余計なんだよ。上司として忠告してやるけど、そういうとこ直せよ？　潰つぶされちゃうぞ？　物理的に」

　仄火は『耳』の頭をにこやかにアイアンクローする。彼女なら、片手で頭ず蓋がい骨こつを潰すこともできるだろう。雷火は「迂う闊かつなことを口にするのはやめよう」と固く心に誓ちかった。

「まあ、別にちゃんとした理由はないんだけどな。なんとなく──厭いやな予感がしたんだよ。このままあいつに触ふれていると、ひでぇことになりそうな、そんな気がしたんだ」

「予感かー。姐さんの予感は当たるからな。んじゃ、計画は止めておくかい？」

「なんでだよ。むしろ積極的に進めるよ？」

　薄うす笑わらいを浮かべて、仄火はそう言った。

「アタシたちは、『伏ふし桜ざくら』の『コルドロン』、春日ねねこを奪う」

「…………」

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』もいいコト考えたね。確かに、『普通の人間』をさらったところで『評ひよう議ぎ会かい』は問題にしない。そいつが『コルドロン』と融合してるなんて誰だれも想像しないからね。『コルドロン』を横から奪えば、こっちの利り益えきにもなる。といっても、今回の本命はそちらではなく──」

「そうすれば、三九郎は黙だまってない」

　ぽつりと、雷火は口を開いた。

「春日さんを奪えば、あいつは僕ぼくたちに矛ほこ先さきを向ける。──僕が、あいつを仕し留とめる口実ができる」

「そういうことだ。『アンチメイジ』を殺すにしろ、大たい義ぎ名めい分ぶんはやっぱり必要だからね」

『耳』が唇くちびるをむにむにと動かした。なにか言いたげな彼の素そ振ぶりを、仄ほの火かは視線だけで制する。

「今回の計画は、雷らい火かのテストという面が大きい。直接的に参加するのは、アタシと雷火だけだ。『耳』。おまえは情報を収集して、なんかあったらケータイで連れん絡らくよこせ」

　少し考えてから、『耳』はまた軽けい薄はくな笑みを浮かべ、頷うなずいた。

「あいあい。りょーかい。念のため、ナカタさんと一いつ緒しよに飲んでるよ」

「そうしろ。嗅かぎつけられても、ナカタならなんとかできんだろ。──さて」

　ぽん、と雷火の背中を叩たたいて、仄火はぎらりと牙きばを剝むいた。

「行くぞ。雷火。質問はあるか？」

「交戦規定みたいなものがあったら、聞いておきたい」

「『カットスロート』はブチ殺せ。『コルドロン』は生かしておけ。『コルドロン』をさらった『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のメイジは──理屈がつくなら殺せ」

「ざっくりしてるな……」

「あとひとつあるぜ。『アンチメイジ』は、必ず、おまえがその手で殺せ」

「わかった」

　頷いて、雷火は仄火と共に、走り出した。

　メイジは常に『次』を考える。雷火の『次』は、三九郎の屍しかばねの先にある。そうであるのならば──自分は、迷わない。

　雷火はそれを、強しいて自分に言い聞かせなければならなかった。




　　　　　　　　◆




　竜りゆうは音もなく飛ぶ。

　宙を滑すべるように、あるいは空間を切り裂さくように。眼がん下かに走る列車を易やす々やすと追い抜くほどのスピードなのに、その走行音や、顔を叩たたく風さえ感じない。気になるのは、竜の周囲に時とき折おり浮かぶ紫むらさき色いろの波は紋もんだ。『空属トラクタス』は空間を操あやつる魔ま法ほうであるから、なんらかの防ぼう護ご膜まくのようなものが、この召しよう喚かん物ぶつの周りに張り巡らされているのかもしれない。

　と、懐ふところの紙人形が、蕩とう乃のの声で喋しやべった。

《親しん王のう坂ざかの北東部に、工業地帯があることは知っていますね？　中なか州すとなっているその場所に、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のテリトリーが存在しています》

「つまり、親王川の向こう岸までたどり着かれたら、アウトってことだな」

《そのような認にん識しきで構いません。あの辺りのどこかに『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の異い位い相そう空間への入り口があるはずなのですが、そこに入られたらもう打つ手はなくなりますね。気をつけて──》

「伏ふし桜ざくらくん！　あれ!!」

　背中にしがみついている華か夜やが大声を上げる。その指差す先に──それは、いた。

　線路脇わきの土手を疾しつ駆くする、一体の影があった。巨大な岩に包まれた、人の形をした怪物が、四つん這ばいになって疾しつ走そうしていた。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の『地属テツラ』メイジ、須す崎ざきキリコ。

　迷いがないといえば噓うそになる。彼女と過ごした日常が脳のう裏りをよぎっていく。息を吸って、吐はいて、三九郎はそれを頭から叩たたき出した。迷いはあるが、迷っている時間はないのだ。

「行け！」

　命じると、『空属トラクタス』の竜りゆうは細長い身体をうねらせながら滑り落ちていく。土つち煙けむりを上げて疾走する巨人の頭が、ぐるりと回転してこちらを見た。同時に、岩の腕が肩から落ちて、地面の下に沈み込む。

　次の瞬しゆん間かん、地面から岩の拳こぶしが突つき上げられ、竜の腹に痛つう烈れつなアッパーをぶち込んだ。

『ＫＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ！』

　防ぼう護ご膜まくによってダメージの大半は遮しや断だんされたといっても、その衝しよう撃げきは殺しようがない。竜は悲ひ鳴めいをあげて減げん速そくした。その隙すきに、巨人は再び遠ざかっていく。いつの間にか、その腕は元に戻っていた。どうやらあの巨人は、離はなれた場所に自みずからの手足を生はやす能力を有しているらしかった。

　三九郎は焦あせりの声をあげる。

「くそっ！　あの中にねねこがいるのに──！」

《迂う闊かつですよ。落ち着いて、きちんと方ほう策さくを立ててから戦いなさい》

　蕩とう乃のの声が、のぼせあがった三九郎の頭に水を差した。

《あの魔ま法ほうは『地母神の子テツラ・ドール』──レベル９、スクロール『使役』に位置づけられる魔法です。『召しよう喚かん』ではないところがミソですね。文字通り、彼女の手足と考えたほうがいいでしょう》

「迂闊に近づけば、叩き落とされる、ということだね」

《そのとおりですが──のんびり計画を練ねっている暇ひまも、ないようですね》

　紙人形の手に相当する部分が、ちょいちょい、と後ろを示した。

　三九郎と華夜は、流れていく景色の後方に目を向け──

　複数のメイジが、飛ひ翔しようしながら自分たちを追いかけてきていた。

「あれは──」

「『カットスロート・カテドラル』！」

　三九郎の叫びに呼応するように、先頭を飛ぶメイジがべろりと舌を出した。『カットスロート・カテドラル』の頭とう目もく、トゥルーナイト。カソックを風に舞まわせながら飛翔する彼が急上昇をすると──共に飛んでいたメイジが、ぼそりと詠えい唱しようする。

「……『劫火の紅玉イグニ・コラプス』……」

　凝ぎよう縮しゆくされた赤の燃ねん焼しよう光こうは、防ぼう護ご膜まくに触ふれた瞬しゆん間かん、爆ばく炎えんを周囲に撒まき散らした。

『ＫＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ!?』

　ヘックス状のウロコを明めい滅めつさせて、竜りゆうは悲ひ鳴めいをあげる。紫むらさき色いろの防護膜に、びしりとヒビが入った。空間をねじ曲げる『空属トラクタス』の防護膜とはいえ、無限の耐久力を持つわけではない。立て続けに魔ま法ほうを食らえば、いずれは破れるだろう。

　飛翔するメイジは二組に分かれている。片方はトゥルーナイト組であり、もう片方はフォルスドーン組だ。片方が竜の頭上に付き、もう片方は竜の後こう背はいに付いている。ドッグファイトにおいては、絶対の有利を意味するポジショニングだ。

　それに対して、『アンチメイジ』はどうするか？

　小さく息を吐はいて──三さん九く郎ろうは、華か夜やを見た。

　なにを言うまでもなく、華夜は尋たずねた。

「スクロールは？」

「『圧あつ縮しゆく』がいい。盗ぬすんだ魔法の性質はわからないけど──多分、それでいい」

《……？　なんの話をしているのですか？》

「あいつらを、撃墜おとす話だよ。蕩とう乃のさん」

「『緑の拳ヴイタ・パグノ』」

　髪かみを撫なでつけて華夜が詠えい唱しようし、三九郎はすかさずそれを盗んだ。『アエリシス』の宝ほう玉ぎよくが緑に輝かがやく。先ほどの人毛メイジから盗んだ魔法も、黒色に輝いてその存在を示している。

『アエリシス』の能力は、二つの魔法を、ひとつに複合すること。

　そうして発現する『複合魔法』は、この世でただひとつのものだ。三九郎にしか扱あつかうことのできない唯ゆい一いつ無む二にの魔法。その魔法の名前は、三九郎だけに降おりてくる。どこから降りてくるのかはわからない。ただ、頭にふっと浮かぶのだ。

　三九郎はそれを、『コード』と呼んでいる。

　三九郎は『アエリシス』を頭上に掲かかげた。トゥルーナイトとフォルスドーンが、次の攻こう撃げき態たい勢せいに入っている。それをにらみすえて、三九郎は、頭に浮かんだ魔法名を口にする。

「コード・『百手の魔神ヘカトンケイル』。『リリース』！」

　その瞬しゆん間かん、『アエリシス』を握る右手に、へし折れそうなほどの負荷がかかった。

『アエリシス』の刃やいばから迸ほとばしるように現れ出たのは、何十本もの黒い腕だ。自在に伸びる漆しつ黒こくの腕は、それぞれが自みずからの意思を持って、『カットスロート・カテドラル』のメイジたちに襲おそいかかった。

「うおっとォ！」

　トゥルーナイトがぐるりと回転し、危あやういところでその腕から逃れる。

　が、彼が魔法によってその身体を支えていたメイジ──先ほど攻撃してきた『火属イグニス』メイジだ──は、逃れきることはできなかった。その胴どうに漆黒の腕が巻き付き、めきめきと締しめ付ける。

「トゥルーナイト！　たすけて──」

「ハハッハハハ、ザマァねぇな、ホットベイン！　ほい、サヨナラっと！」

　仲間の苦痛をあざ笑い、トゥルーナイトはホットベインの頭を蹴けり飛ばした。トゥルーナイトたちは急上昇して腕から逃れ、漆しつ黒こくの腕はそのままホットベインを土手道に叩たたきつける。自じ律りつ意思を持つ『複合魔ま法ほう』は、気絶したホットベインの頭を叩き潰つぶそうとしたが──

　三さん九く郎ろうは、『アエリシス』を操そう作さして、それを止めた。

《……三九郎？》

　非ひ難なんするような蕩とう乃のの声を、三九郎は無視した。

　そのあいだにも、他に分かたれた『百手の魔神ヘカトンケイル』は新たな獲え物ものを見つけていた。フォルスドーン組にいた、ローブに目の刺し繡しゆうをしたメイジだ。彼は悲ひ鳴めいをあげて『百手の魔神ヘカトンケイル』に魔法を撃うち込んでいたが、クォーツの無む駄だ遣づかい以外の何者でもなかった。

　彼の全身に漆黒の腕が巻き付いたところで、蕩乃がぽつりとつぶやいた。

《そのまま、首をへし折りなさい》

　三九郎は、また、それを無視した。

　土手の上に放り投げる。トゥルーナイトもフォルスドーンも、腕を警けい戒かいしてなかなか近づいてこない。キリコに追いつくなら今のうちだ──と竜りゆうに加速を命じようとしたところで、気づいた。

　トゥルーナイトがこちらを見ている。へらへらと笑っている。

　彼の指先が動いて、なにかを示した。三九郎は、思わずそちらを見て──

　土手の下。親しん王のう坂ざかを南北に貫つらぬく線路の上を、電車が走ってくるのが見えた。

　まさか、と思う暇ひまもなかった。

「ヒヒッ！　『牙持つ氷風フリツジ・エル・ステイリア』！」

　親指の爪つめを嚙かんで、フォルスドーンが詠えい唱しようする。銀色の燃ねん焼しよう光こうが氷柱つららのミサイルを形作り、そして彼女は──それを、電車の先頭車両に向かって射しや出しゆつした。

《無視しなさい！　三九郎！》

　三み度たび、蕩乃の警けい告こく。そして、三九郎はまたもやそれを聞かなかった。『百手の魔神ヘカトンケイル』を操作して、ミサイルのような氷柱の何本かを撃うち落とす。だが、すべてを迎げい撃げきすることはできなかった。逃れた二本の氷柱が、先頭車両に突き刺さった。

　車両の窓に、赤い血しぶきが跳はねるのを、三九郎は確かに見た。

「──────」

　さらに、事態は致ち命めい的な速度で進行していく。横よこっ面つらを魔ま法ほうに殴なぐられた先頭車両が、ぐらりと傾かたむいて脱だつ輪りんしようとしている。

　三九郎は、それを見過ごすことはできなかった。

『百手の魔神ヘカトンケイル』が、三さん九く郎ろうの意思に応じて傾かたむいた車両を支える。さらなる負荷が三九郎の腕にかかった。『複合魔ま法ほう』は発現する魔法のレベルに応じて術者に負荷をかける。高レベルの魔法を、長時間使いつづけることは、自じ滅めつを招きかねない。

　車両を元に戻したところで、ついに『百手の魔神ヘカトンケイル』の効果時間が切れた。

　漆しつ黒こくの腕がしなびて砕くだけ散り、破は片へんとなった影はそのまま虚こ空くうに溶けて消えた。三九郎は竜りゆうの背中にしがみついて、荒く息をつく。

「……あいつらっ……、わざと、周りを……！」

《あなたが甘いメイジだということが、向こうにはわかっているようですね。三九郎。もはや『六ろく会かい議ぎ』でブチ上げたような理想にしがみついている場合ではありませんよ。非情に徹てつしなさい》

「断る」

　そんなやり取りをするあいだにも、再び『カットスロート・カテドラル』が近づいてきた。トゥルーナイトは三九郎を指差してげらげらと笑い、フォルスドーンは両手にノコギリを握って近づいてくる。フォルスドーン組のひとり、手足の関節に金かね輪わをはめ込んだメイジが、空中を飛び跳はねるようにして、三九郎たちに襲おそいかかろうとした。

「くっ──！」

　苦く悶もんの声と共に、三九郎は『アエリシス』を振りかざし、そいつを迎げい撃げきしようとして──

　横合いから飛び込んできた女性が、金輪メイジの顔面を、思いっきり殴なぐりつけた。




　　　　　　　　◆




「クハ」

　拳こぶしが、頰ほおにめり込む感かん触しよく。

『身体強化』のスクロールを極きよく化かしている彼女にとって、身体をフルに使う戦せん闘とうは、もっとも好むところである。その中でも──相手の柔やわらかい部分に、こちらの硬い部分が沈み込む瞬しゆん間かんは、最高の一いつ瞬しゆんだった。

「クハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　哄こう笑しようをあとに引いて、仄ほの火かは金輪メイジと共に、弾だん丸がんのようにぶっ飛んでいく。視界の端はしに映っていた、驚おどろいたようにこちらを見つめる『アンチメイジ』の顔も、周りの景け色しきと同様に遠ざかっていった。

　メイジを下した敷じきにするように着地すると、ミンチになりそうな衝しよう撃げきが訪れた。

「う……ぐぐっ……」

　それでも、そのメイジはまだ生きていた。身体の各関節にはめ込まれた金輪の隙すき間まから、紫むらさき色いろの光が漏もれている。ということはこいつは『空属トラクタス』だ。まあどっちでもいい。

　仄ほの火かは立ち上がり、そのメイジの頭を、カカトで踏ふみつぶした。

　ぐしゃりと音がして、血と、脳のう漿しようが地面に飛び散った。靴くつが汚よごれるが気にもしない。その口元に裂さけるような笑みを浮かべて──仄火は、遠くに目を向けた。

　駆かけ去っていく巨人の背中を目指して、猛もう烈れつなダッシュを開始する。

　右みぎ眼めが緑色に脈みやく動どうしている。ずくずくと、疼うずくような拍はく動どうが直接脳のうみそに伝わってくる。顔面に心しん臓ぞうがもうひとつできたかのようだ。その心臓が、『獣の鼓動ヴイタ・グルテイウム』に絶えず魔ま力りよくを供給しつづけている。

『御み柱はしら』からの恩おん寵ちよう。あるいは、物質化した『御柱』そのもの。

　それは、メイジ世界では『アバター』と呼ばれている。

　かつて経けい験けんした魔ま法ほう戦争において、仄火は右眼を失った。敵との戦いによって右眼を抉えぐり出されながらも、彼女は意に介さず戦いつづけ──気がつけば、その右眼は『アバター』と化していたのだ。

　仄火の右眼は『御柱』そのものだ。右眼の形をした『御柱』から魔法を引きずり出すたびに、抉えぐられたときの痛みが蘇よみがえってくるが──そんなことは、些さ細さいな問題に過ぎない。

　目的が果たせるのであれば、肉体の痛みなど、なんの問題にもならなかった。

『アバター』から引き出した魔法が、全身を駆けめぐる。緑色に脈動する右の眼がん光こう。仄火は跳ちよう躍やくする。岩の巨人の背中をめがけて、その両拳を振り上げて──

　そのとき、巨人の頭がぐるりと回転した。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の仮面がこちらを見ている。四つん這ばいになって走っていた巨人が、二足走行へとシフトした。自由になった両手をこちらに向けて──それを弾だん丸がんのように撃うち出した！

　ばごん！　と重い音がして、仄火の頭を岩の塊かたまりが直ちよく撃げきした。

　普通のメイジであれば首から上が消失していただろう。しかし仄火は普通のメイジではない。『スクロール極きよく化か型がた』によって、自みずからの身体を強化する以外の可能性をすべて捨て去った、この上もなく直線的なメイジだった。

　仄火はぐるりと後転し、着地した。顔を上げる。額ひたいから伝い落ちる血をぺろりとなめて、彼女は凶きよう暴ぼうに笑った。

「クハハ……、先に、手を出したね？　これで、大たい義ぎ名めい分ぶんが通ったよ！」

　そして、再びのダッシュ。足下の土が抉れて煙けむりとなる。一度は離はなれた距きよ離りが、またもやぐんぐんと縮ちぢまりはじめ──

「アー」

　仄火の全身に、黒い糸が巻き付いた。

　人毛だ。いつの間にか、仄火の背後にメイジが張りついている。恐らくは先ほど撃げき墜ついされた一いつ瞬しゆん、飛ひ翔しようするフォルスドーンが落としていったのだろう。そのメイジは仄火の背中に負ぶさり、彼女の首元に腕を回して、ぼそりと詠えい唱しようした。

「……『黒の障壁デイアブル・ウオール』……」

　ざわりと音を立てて、人毛がその嵩かさを増していく。『魔属デイアブル』メイジ。十の『属性アライメント』の中でも特とく殊しゆにしていびつな、『現象』を操そう作さする魔ま法ほうだ。

　このメイジが操作する『現象』はなにか──考えるよりも先に、仄ほの火かは自分の口元に入り込もうとする毛を、両手で摑つかみ。

　そして、引きちぎった。

「ア？」

　メイジが不ふ思し議ぎそうな声をあげる。仄火は、まるで蜘く蛛もの糸でも引きちぎるかのような気楽さで、全身を包もうとする人毛を切断していった。

　そうして、後ろに手をやって、自分に負ぶさるメイジの首根っこを摑つかみ。

「アガッ!?」

　足あし下もとに叩たたきつけ。

「ア、アガッ、アガガガガガガガッ!?」

　そのまま、走り出した。

「クハハハハハハハハハハハハハッ！」

「アア！　ア！　アガガガッ！　ガッガガガガガガッガガガ────アガアッ──、アアアアァア────、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、…………、………………」

　おろし金にすり下ろされる大根のごとく、『魔属デイアブル』メイジの肉体は泥どろが混じった肉片へと変わっていく。彼（あるいは彼女）の体積が四分の一ほどになったところで、仄火は残ざん骸がいを道ばたに放り捨て、それきりそのメイジのことを永久に忘れ去った。

「あーあー、かわいそうによォ。ダークヘルド。女の髪かみを食うのが趣しゆ味みってところ以外は、良い奴やつだったのになァ」

　頭上から声が響ひびく。そちらに目を向ける。

　コーンロウを真しん紅くに染そめ上げた神しん父ぷが、こちらを見下ろしてにやにや笑っていた。

「派手に散らかしてくれるじゃねェか、『鬼き神じん』さんよォ！　だが──うちの信者は、まだまだいるぜ？　ハッハハ！」

　トゥルーナイト。テロリスト工房『カットスロート・カテドラル』から派は遣けんされた部隊の、頭とう目もくと思われるメイジだ。サングラスのレンズを引っ搔かいて、彼はさらに二人のメイジを投下した。

「行け、ディー、ダム！　背はい教きよう者しやを討うち滅ほろぼせ！　さすれば『御み柱はしら』の元にて、久く遠おんの栄光が汝なんじらを包むであろう──、なんつってな！　ハハッハハハ！」

「『御柱』のために！」「背教者に死を！」

　狂信の声を響かせながら、二人のメイジが疾しつ走そうする仄火の前方に着地した。

　双ふた子ごのようにそっくりな風ふう貌ぼうをした二人のメイジ──ディーとダムは、同じ表情と同じ声で、同じ魔ま法ほうを同時に詠えい唱しようした。

「「『地上の乱星テツラ・プランビア』!!」」

　壁かべのごとき『地属テツラ』の弾だん幕まくが仄ほの火かに襲おそいかかる。それを尻しり目めに、トゥルーナイトはげらげら笑いながら、身軽に飛び去っていった。

　メイジを捨て石にするだけの効果はあった。仄火は足を止める。ひとつひとつが致ち命めいの威い力りよくを持つ『地上の乱星テツラ・プランビア』の前に、さすがの仄火も両手で顔をかばった。それでも──その下にある口元は、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

　トゥルーナイトに部下がいるように、自分にも部下はいる。

　だが、そいつは、捨て石にならなければ役に立たないような、三流ではない。

　そのことを考えて──仄火は、再び跳ちよう躍やくした。




　　　　　　　　◆




《あらあら、『桐きり之の宮みやの鬼き神じん』まで。ずいぶんハードなことになりそうですね、三さん九く郎ろう？》

「もう、なってるよ！」

　飛ひ来らいした魔法を『パリング』で弾はじきながら、三九郎はそう叫んだ。

　仄火の乱入によって、トゥルーナイトがそちらに向かったとはいっても──いまだに三九郎たちは、フォルスドーン組から追つい撃げきを受けているのだ。

「『生命の揺り籠ヴイタ・カニストラム』！」

　華か夜やが牽けん制せいの魔法を使う。緑の燃ねん焼しよう光こうは蔦つた草くさに変化して、三九郎たちを追いかけるフォルスドーンを包み込もうとした。しかし。

「ヒ、ヒヒヒッ……む、無む駄だ、だ、よっ！」

　彼女に触ふれようとした途と端たん、蔦草は瞬しゆん時じに凍こおりつき、風圧に耐えきれず粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまった。

『吹き荒ぶ氷雪エル・フリーギス』。『風属エル』の特とく殊しゆスクロール、『氷ひよう雪せつ』に位置づけられる魔法だ。フォルスドーンはそのスクロールに特化しているらしい。植物を操あやつる『生属ヴイ・ト』の華夜では、相性が悪すぎる相手だった。

　竜りゆうが前に出ようとするたびに、フォルスドーンたちは苛か烈れつに魔法を仕掛け、その前進を阻はばむ。先ほどから、その繰くり返しだった。

「もう少しなのに……！」

　華夜が悔くやしそうにつぶやく。キリコが駆かる岩の巨人は、50メートルほど先を疾しつ走そうしている。線路に連なって、土手道が大きくカーブしていた。そのカーブの先にあるのは、繁はん華か街がいに面した集合住宅地──そして、それを越こえた先に、親しん王のう川がわが横たわっている。

　タイムリミットは、刻々と近づいているのに、自分たちはねねこに近づけない。

　もう一度、『複合魔ま法ほう』を使うか。敵から盗ぬすまなくても、華か夜やが使用する魔法だけで『複合魔法』は現出できる。だが、この状況──追跡戦で役に立つような『複合魔法』は、今のところ存在しない。

　せめて追いつかなくては、話にならないのだ。

　三さん九く郎ろうは歯は嚙がみをする。焦あせりは敗北を生むとわかっていても、抑おさえきれない。

　そのとき。

「おい。なんだ、あいつは？」

　風音に紛まぎれて、そんな声が聞こえてきた。

　フォルスドーンと共に飛ひ翔しようする『カットスロート・カテドラル』のメイジが、キリコを指差していた。その背後に、いつの間にか、燃もえさかる悪あく魔まが現れていた。全身を炎に包み、四つん這ばいになって巨人を追つい跡せきしている。

　見覚えのある魔法だった。

『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』。『特とく殊しゆ召しよう喚かん』に位置づけられる、召喚特化のメイジにしか使うことのできない魔法だ。燃えさかる火炎で自みずからを包み、攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力を飛ひ躍やく的に上昇させる魔法。三九郎はその使い手を、ひとりだけ知っている。

「……雷らい火か」

　苦く悶もんするように、三九郎がぼそりとつぶやいたのと、フォルスドーンが悲ひ鳴めいをあげたのがほとんど同時だった。

「お、お姫ひめさまが捕つかまったら──、おにいちゃんに、お、怒られる！」

　フォルスドーンはぐるりと方向を変えて、雷火を仕し留とめるために飛ひ翔しようした。チャンスだ。三九郎は竜りゆうを励はげまして、一気に距きよ離りを詰めようとして──

　水色のシスター服を着たメイジが、べちゃりと防ぼう護ご膜まくに張りついた。

　やけに分ぶ厚あつい唇くちびるを笑ませて、そのメイジは豊ほう満まんな胸に手を当てる。

「うふふ。はじめまして、私、『カットスロート・カテドラル』所属、レベル11『水属アクア』メイジ、メルティリップと──」

「「邪じや魔ま!!」」

　三九郎と華夜の叫びが、同時に響ひびき渡った。華夜が詠えい唱しようした『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』が、防護膜を貫つらぬいて水色シスター──メルティリップに襲おそいかかる。彼女は目を剝むき、咄とつ嗟さに詠唱した。

「『強酸の盾アシドウム・アクア・スクトウム』！」

　右腕にごぼりと水が湧わき上がり、長方形の盾たてを創つくり出した。茨いばらの刃やいばは水の盾の中ほどまで沈み──そのまま、じくじくと溶けていく。

　それを見て、華夜はあからさまに顔をしかめ、

「ちっ」

「ちっ、じゃない！　いきなりなにするの!?　自己紹介の途中でしょ!?」

「悪いけど、そんな時間はないんだよね。おばさん」

　華か夜やは無情に言い放ち、メルティリップはびきりと顔を引きつらせた。

「このガキっ……！　ただでさえ貧ひん相そうな胸を、溶かしてあげるわっ！」

「胸は関係ないでしょ!?」

　華夜は激げつ昂こうする。メルティリップはせせら笑い、防ぼう護ご膜まくに液体を垂たらした。ばぢばぢと、耳みみ障ざわりな音がして、その液体が竜りゆうの背中に垂れ──ジュッ、と灼やけるような音と共に、白い煙けむりが立ち上のぼった。

　強きよう酸さんだ。

『Ｋ、ＫＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ!!』

　竜はのたうち回り、メルティリップを振り落とそうとする。そのたびに、メルティリップの手元から雫しずくが飛ひ散さんし、防護膜に穴を開けていく。その上で、メルティリップはのけぞって笑った。

「ほほほほほほほっ！　どう、『アンチメイジ』？　飛散する私の魔ま法ほうを、すべて受けきることができるかしら──」

「解かい除じよしろ」

　三さん九く郎ろうは、竜にそう命じた。

　防護膜が解除され、足場を失ったメルティリップが落ちてきた。竜の頭の上に、すとんと腰を落ち着ける。

「え」

　彼女が展開した強酸の膜に『アエリシス』を突っ込んで、三九郎はその魔ま法ほうを『スティール』した。自みずからを守る酸の盾たてを盗ぬすまれて、メルティリップはぱちくりと瞬まばたきをする。

　メルティリップは、媚こびるような笑みを作ろうとして、

「……ちょ、ちょっと待って？　あのね、」

　三九郎は、華夜を抱いたまま低く身体を伏せた。

　土手道に並ぶ街がい灯とうに、メルティリップの後頭部が思いっきり激げき突とつした。

　すかーん、と小こ気き味みのいい音がして、メルティリップは高速のお辞じ儀ぎを繰くり出した。

　そのまま、ぐるぐると前転するようにしてドロップアウトする。土手の上に墜つい落らくした彼女のことを、三九郎も華夜も振り返りはしなかった。仄ほの火かのように積せつ極きよく的に殺すつもりはないが、かといってわざわざ介かい助じよしてやる義ぎ理りもない。

　そのとき、目の前が、ぱっと明るくなった。

　土手道が、燃もえている。

　照らし出すのは炎の赤。雷火の号令一下、『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』が暴れ狂っている。前方を疾しつ走そうする巨人まで、あと少し。あと少しで追いつける。

　そのとき、彼の頭上にひとりのメイジが現れた。真しん紅くのコーンロウと改造されたカソック。『カットスロート・カテドラル』の頭とう目もくと思われるメイジ、トゥルーナイトだ。フォルスドーンと共に、雷らい火かのことを挟きよう撃げきしようとしている。

《チャンスですよ、三九郎。敵と敵が潰つぶし合ってくれるのは、喜ばしい事態です。今ならキリコさんに追いつくことも可能でしょう》

　そう。そうすべきだ。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』も、『カットスロート・カテドラル』と同じく敵なのだから。敵を助ける必要などどこにもない。先ほどのメルティリップに対してそうしたように、見捨てて、前に進むべきだ。

　ねねこを助ける。それこそが、三さん九く郎ろうの目的なのだから。

　そのために──親友の雷火は、打ち捨てて、前に進むべきなのだ。

　三九郎が奥歯をぎしりと嚙かみしめたそのとき、トゥルーナイトが回転しながら銀色の詠えい唱しようを放った。

「『荒れ狂う雷電エル・トウニトルイ』」

　同時に、雷火と併へい走そうしていたフォルスドーンもまた、詠唱していた。

「エ、エッ、──『吹き荒ぶ氷雪エル・フリーギス』！」

　雷かみなりと氷、二色の銀色が弾はじけ、雷火のいる空間に暴力的なまでに吹き荒れた。雷火は炎を吹き出すことによって、銀色の氷ひよう雪せつをかろうじて防ぐ。しかし雷にまでは手が回らない。その無む防ぼう備びな頭上に、トゥルーナイトの雷が襲おそいかかり、

「『パリング』！」

　紫むらさき色いろの竜りゆうが、雷火とトゥルーナイトのあいだに滑すべり込んだ。

　三九郎は、まだ歯を食いしばったままだ。

　自分がなにをしているのかは、痛いほどに理解していた。敵を救うためにねねこを助けるチャンスを見逃したのだ。

　それでも──三九郎に、雷火を、友人を見捨てることは、できなかった。

『パリング』によって弾はじき飛ばされた雷がフォルスドーンを直ちよく撃げきし、彼女はぐるぐると目を回しながら墜つい落らくしていく。トゥルーナイトはフォルスドーンを助けるでもなく、舌打ちをしてから上空に舞まい上がった。そうしながら、二人のことをあざ笑う。

「こんなところでお友だちごっこか？　バカくせえ！　最後には、食い合うしかねェってのによ！」

　その言葉に、誰だれよりも反応したのは雷火だった。

『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』の面相が、上を向く。トゥルーナイトと、そして、三九郎を見み据すえる。

　低い声の詠唱が響ひびいた。

「『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』」

　いち早く反応したのは、蕩とう乃のだった。黒い紙人形が素す早ばやく竜に張りつき、珍しく切せつ迫ぱくした声を響ひびかせる。

《上空に退たい避ひしなさい!!》

　竜りゆうはその命令に従う。三さん九く郎ろうたちが思わず竜にしがみつくほどの速度で急上昇をする。トゥルーナイトやフォルスドーンは、一いつ瞬しゆん、息を吞のみ──

　雷らい火かの炎が、膨ふくれ上がった。




　　　　　　　　◆




　双ふた子ごのメイジは、二つの首になって、仄ほの火かの足あし下もとに転がっていた。

「で。結局、どっちがディーでどっちがダムだったんだ？」

　首だけになったディーとダムが、答えてくれるはずもない。仄火はすぐに飽あきて、双子の生首を蹴けっ飛ばし、土手の下へと転がした。見つかれば大事件だが、まあ、その前に『評ひよう議ぎ会かい』が始末するだろう。

「『耳』からは──着信ナシか。ナカタと一いつ緒しよに飲んだくれてんじゃねえだろうな」

　携けい帯たいを確認して、仄火はそう毒どくづく。それから、視線を転じたところで──

　爆ばく炎えんが上がった。

　夜空を焦こがすほどに赤々と。土手道がオレンジに染そまる。電車の脱線事故を聞きつけて、土手に出ていた物もの見み高い人々のあいだから、悲ひ鳴めいか歓かん声せいか、いずれともつかぬ声があがった。

「クハハ。やるじゃんか、雷火」

　仄火は愉たのしそうに笑い、爆ばく炎えんの中心地へと歩いていく。

　焼け抉えぐれた土手の真ん中に、雷火が立っていた。すでに『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』の効果時間は消えている。肩で息をして、彼方かなたの地平線をにらみつける彼の肩に、ぽん、と手を置いた。

「よ。やったかい？」

「……いや。逃げられた」

　首を振る。雷火の足下には、黒こげになった死体が転がっていた。共にそれを見下ろして、仄火は大して興きよう味みもなさそうに、

「誰だれこれ？」

「たぶん、『カットスロート・カテドラル』の誰かだと思う。頭とう目もくの二人じゃない。雑ざ魚この誰かだよ」

「ふうん。そりゃまた惜おしいことしたね。あれ、あんたの切り札ふだだったんだろ？」

『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』。『召しよう喚かん』スクロールに特化したメイジにしか使うことのできない魔ま法ほうだ。その性質は、確かに切り札と言える。他の誰でもない──『アンチメイジ』に対して。

「こんなところで使うなんて。もっと必殺のタイミングがあったんじゃないかね」

「…………」

「ン？　どした？」

「トゥルーナイトに……挑ちよう発はつされて。それでつい、カッとなって……」

　気まずそうに言う雷らい火かに、仄ほの火かは目を丸くし──

　そして、大声で笑い出した。

「クッ！　クハハハハハハハハハハハハハハッ！　なんだそりゃ!?　挑発されて、それでカッとなって──、プッハハハハハハ！」

　雷火の青い瞳ひとみが、恨うらめしげに仄火のことをにらみつけた。

「そんなに笑うことないじゃないか」

「ハハハハハハハハハッ、いや、、ごめんごめん。ただ、ほれ、なんてーの？　アンタ──いろいろ見かけによらねーからさ！　そんな直情野郎だったんだなァ？　そういや、あのレストランでも、同じようなこと言ってたもんな？」

「いいだろ。別に」

　ククク──と腹を抱かかえて笑いながら、仄火はバシバシと雷火の背中を叩たたいた。

「ああ、いいぜ。実にいい。妙に冷めてるよりは、おまえくらいカッカしたほうがちょうどいい。ま、それで判断を誤あやまっちまったら、元も子もねーけどな」

「……次からは、気をつけるよ」

「うん。そうしな」

　仄火はぐしゃぐしゃと雷火の金きん髪ぱつを撫なでた。ディーとダムの血を雷火の髪かみで拭ふくような形になってしまったが、まあ別にいいだろう。バレてないし。

「さて。そんじゃ、行くか」

「え？　──うわっ！」

　雷火の身体を肩に担かつぎ上げる。雷火は抵抗しようとするが、仄火の力の前には敵かなわない。ふん、と鼻を鳴ならして、仄火はまた走りはじめた。

「クォーツの無む駄だ遣づかいをするんじゃないよ。『アンチメイジ』と決着をつけるときのために取っておきな」

「……でも」

「雷火。アタシたちの仲間になるつもりなら、おまえはもう少し、人に頼たよるということを覚えたほうがいいな。寄りかかるのは問題だが──なんでもかんでもひとりでやろうとするのは、さらに問題だ」

　雷火はなにか言いたそうにしていたが、口を噤つぐみ、それ以上を言うことはなかった。

「良い子だ」

　仄火は笑う。そうして、地面を蹴ける。遠巻きに自分たちを眺めていた野や次じ馬うまを飛び越えて、彼女は再び『アンチメイジ』たちを追つい跡せきしはじめた。
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　西に大きくカーブする線路を飛び越えて、岩の巨人はその先の住宅地へと飛び込んだ。マンションが林立する、隙すき間まのような歩道に飛び込んだところで──

　不意に魔ま法ほうが解とけた。

「うわっ、と！」

　キリコの甲かん高だかい声が響ひびき、二人は空中に投げ出される。ねねこは声を出すこともできず、くるくると回転して、歩道脇わきの生け垣がきにばさりと埋うまった。

　生き返る思いで、ねねこは大きく呼吸をする。岩の巨人の胎たい内ないでは、身動きひとつできなかったのだ。魔法が解かい除じよされて、ようやく彼女は自由を取り戻すことができた。

「あいたたたたた……、あ、ねねこセンパイ、だいじょぶですか？　ごめんなさい！　効果時間が切れちゃったみたいです！　すぐにかけ直しますから！」

　お尻しりをさすりながら立ち上がり、キリコは仮面を上げて、ねねこのことを気き遣づかった。

　その声も、表情も。かつてとなんら変わるところがない。

　ねねこの可愛かわいい後こう輩はいだったころと、なにも変わらない。

　それなのに。

「いつから？」

　ねねこのか細い声に、キリコは首を傾かしげた。

「いつからって、なんのことですか？」

「いつから、メイジだったの？」

　キリコは目をぱちくりさせる。その前で、ねねこは生け垣から這はい出して、歩道に四つん這いになった。視界に灰色の地面が映る。それは、すぐに水面のように揺ゆらいで、ぼやけてしまった。

「だって、キリコちゃん、ずっと、ずっとわたしの友だちだったじゃない。かやちゃんに会う、ずっと前から。わたしと、仲良くして、一いつ緒しよの高校に入れたときには、あんなに喜んでたのに」

「…………」

「それも、ぜんぶ、ぜんぶ、噓うそだったの？　わたしのこと──騙だまして、いたの？」

　キリコは。

　幼い顔に、いっぱいの戸と惑まどいを映して、ねねこのことを見つめていた。

「いつから？　いつからって、それは……えと……」

「キリコちゃん？」

「待って、待ってください、ねねこセンパイ。すぐに、思い出しますから……えっと、」

　小さな手で、キリコは自分の頭を抱かかえる。何度も目を瞬しばたたかせ、じっと足あし下もとを見つめて、なにかを思い出そうとしているようだ。

「いつから。いつから。いつから？　あたしが、パパに、会ったのは……会った、のは……」

　ぐるぐると、その目が回る。白い喉のどがごくりと上下する。なにか、ただならぬことが起きている。ねねこは息を止めて、じっとそれを見守り、

「あー、きみたち？」

　不意にかけられた声に、ねねこはびくりと身をすくませて、そちらを見た。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ケンカかなにかに、巻き込まれたのかな？」

　警けい官かんだ。中年と若者、二人いる。心配そうな表情で、こちらに近づいてくる。

　助かった、と思った。

　それがとんでもない思い違いだと気づくのに、五秒もかからなかった。

「──、え、あ、はい。はい、そうですね、パパ。パパの言うとおりです──」

　両手で顔を覆おおい隠かくしながら、キリコはぶつぶつとつぶやいている。ねねこと警官たちは、同時に彼女のことを見た。指の隙すき間まから覗のぞく目が──ぐるぐると、回っている。

「はい。はい。わかってます。わかり、ました。目もく撃げき者しやは……」

　その手に黄色の光が灯ともる。中年の警官が、ぽかんと口を開いた。キリコはまったく気にすることもなく、右のつま先で地面を叩たたくと、機き械かい的な声で詠えい唱しようする。

「『地母神の子テツラ・ドール』」

　黄色い燃ねん焼しよう光こうが辺りを包み、そして、消えた。

　キリコは両手を下ろし、暗い色をした目だけで、警官を見上げた。

　若いほうの警官が、当とう惑わくの混じる笑みを浮かべながら、キリコに近づいていく。

「……えっ、と。なにかな、今の──」

「えい」

　キリコは、軽く右手を振った。

　瞬しゆん間かん、地面から巨大な岩の手が現れ、若いほうの警官を張り飛ばした。

「なッ──」

「えい！」

　左手で拳こぶしを作り、突き上げる。地面から現れた左拳が、まったく同じ動きで中年の警官にアッパーを食らわせた。がっしりとした体たい軀くの警官が宙を舞まい、為なす術すべもなくアスファルトに叩きつけられる。

「キリコちゃん！」

　ねねこの叫びも、暗い目をした彼女には届かない。

　違う。ねねこの頭の中で、そんな声が響ひびいた。

　これは──この子は、わたしの知っているキリコちゃんじゃない。

「……はい。わかりました。わかってます。目撃者は始末しないと！」

　声だけは明るく、けれどそれは、魂たましいが裂さかれるような響きを有していた。

　キリコが両拳を握りしめて突き上げると、倒れて呻うめいている警官たちのすぐ近くに、巨大な岩の拳こぶしが生はえた。大きく両腕を振りかぶって、それを振り下ろそうとして──

「だめっ！」

　ねねこは地面を蹴けって、キリコの腰元に抱きついた。

　地面に押し倒す。キリコの両手は伸びたままだ。必死の思いで、ねねこはキリコの両腕を押さえつけた。あの岩の拳はキリコに連動している。キリコ本体を押さえれば、脅きよう威いにはならない──ねねこはそのことを、直感的に理解していた。

　案あんの定じよう、岩の拳は大きく振りかぶったまま、ぴたりとその動きを止めていた。警けい官かんたちはそれぞれ起き上がり、まさしく、魔ま法ほうを見るような眼まな差ざしでその光景を眺めている。

　ねねこはキリコを押さえつけたまま、後ろを振り返り、叫んだ。

「逃げてください！　早く！」

　自分が攫さらわれているということを、忘れたわけではなかった。だが、ただの警官では、メイジの餌え食じきになるばかりだ。ねねこは戦争を経けい験けんしている。餌えさとしてではあったが、そのときの経験は、彼女にひとつの教訓を与えていた。

　メイジは、ゴミでも捨てるみたいに、簡単に人を殺す。

「……ねねこセンパイ……どいてください……！」

　キリコはぽつりとつぶやいた。押さえられた非力な両手が、何度も閉じたり開いたりしている。そのたびに──岩の両手も、ぎしぎしと鈍にぶい音を立てながら、閉じたり開いたりしていた。

「ひ、ひいっ！」

　短い悲ひ鳴めいをあげて、警官は二人とも、弾はじかれたように逃げ出した。それを安あん堵どするよりも先に、ねねこはキリコを見下ろして、大声で叫んだ。

「……す、すぐにさんちゃんが助けに来ますよ！　いいんですか!?　このままだと、さんちゃんに追いつかれる──も、目もく撃げき者しやを、どうにかしている時間なんて、ないはずです！」

「────────」

　キリコに向けた言葉ではなかった。キリコの向こうにいるであろう、ひとりのマスターメイジに向けて、ねねこは叫んだのだ。

　その効果はあった。びくんと、キリコの身体が跳はねて、動かなくなる。それから少しの時間が流れた。そう長い時間ではない。二十秒か、三十秒。

　沈ちん黙もくのあとに──キリコは、ゆらりと起き上がって、ねねこの手を摑つかんだ。

　なぜか、それに抵抗する気にはなれなかった。

　キリコの表情が、元の、にこにことした、明るいものになっていたからだろう。

「わかりました。ねねこセンパイ。じゃ、行きましょうか！」

　ぐっと胸元で拳を握りしめると、すぐ隣となりの地面に、岩の巨人が湧わき上がってきた。

　巨人の口が開かれて、その中にキリコは身を差し入れる。それが閉じる寸すん前ぜん、彼女はぽつりとつぶやいた。

「ねねこセンパイ。あたし、思い出しました。いつ、あたしがメイジになったのか」

「え──」

「一ヶ月くらい前、パパの手で人工精霊にしてもらったときです。そのときに、メイジにしてもらったんですよ」

　ねねこは、言葉を失ってキリコのことを見つめた。

　キリコはにこにこしている。その笑顔は、昔となにも変わるところがない。けれど、彼女は決定的に違ってしまっている。その成り立ちが、魂たましいの在処ありかが、異なっている。

　キリコは、メイジだったのではない。

　メイジになってしまったのだ。

　御み影かげヶが原はら夜や楽がくの手によって。恐らくは、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを監かん視しするためだけに。彼の周りにいる『普通の人間』からキリコを選んだのだろう。彼女は、華か夜やとねねこを除けば、もっとも三九郎の近くにいる人間だったから。

「ねねこセンパイ？　早く行きましょう！」

　可愛かわいく小首を傾かしげて、キリコはねねこのことを見つめた。つぶらな瞳ひとみに逆らうことはできない。逆らえば酷ひどいことをされるから、ではなかった。キリコに酷いことをさせたくなかったからだ。

「……うん。わかってる……」

　唇くちびるを嚙かんで、ねねこは頷うなずいた。

　自分にできることなどなにもない。ねねこは、メイジでもなんでもない、『普通の人間』なのだから。囚とらわれのお姫ひめさまのように、助けが来るのをただ待つしかない。

　あるいは──あの残ざん酷こくなメイジ、御影ヶ原夜楽の手に落ちて、キリコよりもさらに過か酷こくな運命を迎むかえることを、待つしかない。

　──でも。

　岩の巨人がねねこを捕とらえる。その身体に、ずぶずぶとねねこを埋うずめていく。視界が闇やみに閉ざされる寸すん前ぜん、ねねこはこんなことを考えた。

　──でも、本当に、そうなのかな。

　閉じた暗くら闇やみの中に、なにかが見える。

　それは、白く発光する糸のようなものだ。闇の中であっても、ねねこの目にはそれが見えていた。糸は輪わのようになり、音もなく回転している。それは、ねねこの頭上──ちょうど、キリコが埋まっている辺りにあるようだった。

　──本当に、わたしにできることは、なにもないのかな……。

　その糸から視線を外して、ねねこは自分の膝ひざの上に顔を埋めた。

　さんちゃんに、もう一度会いたい。

　痛つう切せつに、そう思った。




　　　　　　　　◆




「人工的に、メイジを作る方法？」

「ええ。かつて、工房長──、団だん慶けいさまは、そのような方法を研究していたそうではありませんか。あの方に長く仕つかえていたあなたなら、それを知っているのではありませんか？」

　親しん王のう坂ざかの地図から視線を離はなさぬまま、蕩とう乃のはそう尋たずねた。

　ねねこ誘ゆう拐かいの報告を受けて、ジャッジは『伏ふし桜ざくら製作所』から親しん王のう坂ざかの保健室へとやってきていた。仮面を被かぶっていても、彼女の不ふ機き嫌げんはありありと伝わってきた。傍そばで立ち働いているだけの呉くれ葉はでさえそうなのだ。蕩乃が気づかないはずがない。

　それなのに、彼女はどこ吹く風と、そんなことを尋ねたのだ。

　すげーぜ工房長、やっぱツラの皮が厚くなけりゃメイジなんてやってけないんだ、と呉葉は尊敬の念を新たにした。

　しかし、ジャッジは冷たく吐はき捨てる。

「仮にそうだとシテ。なぜ、あなたなんかに教えなければならないのデス？」

「ここは、この学校は、私の領りよう域いきだからですよ」

　答える蕩乃の声も目も、また冷たかった。手の中でステッキをくるくると弄もてあそびながら、彼女はじっと親王坂の地図──南北線路を通り過ぎて、住宅地へと入っていく『伏桜』の印章を見つめている。親王坂で起きている不ふ正せい規き戦せん闘とうを、この地図上ですべてモニターできるようになっているのだ。

「私はこの学校に所属しているすべてのメイジを知っています。その名前も、性格も、所属する工房も、すべて把は握あくしていたはず。ですが──あの娘、須す崎ざきキリコでしたか。彼女の名前だけは、私のリストには載のっていませんでした」

「ソノ調ちよう査さが甘かっただけデハ？」

　その言葉に、呉葉はひやりとする。そんな口を蕩乃に利きいたメイジなど今までいなかった。だが、蕩乃は小さく笑って首を振り、

「私の調査に穴がないことくらい、あなたが一番よく知っているでしょうに」

　言って、蕩乃は、ひらりとその手を動かした。

　瞬しゆん間かん、机の引き出しに隠かくれていた数十──否いな、数百の紙人形が一いつ斉せいに動き、彼女の腕に止まった。一いつ糸し乱れぬ動きは、そのまま、それら大量の紙人形が彼女の統制下にあることを示している。

「レベル25、スクロール『大たい群ぐん』に位置する『空属トラクタス』魔ま法ほう、『空亡の眼窩トラクト・オルデ』。この人形は、すべてが私の眼めであり耳です。全方位全天候全位い相そう対応式の、強力無比を誇るレーダー。私の眼から逃れられるメイジは、この街にはいないでしょう」

　ジャッジは不ふ愉ゆ快かいそうに唇くちびるを曲げ、言った。

「……マ、そうかもしれまセンね。性格はともかク、アナタの能力は確かデス」

　蕩とう乃のは嫣えん然ぜんと笑う。

「ふふ。ありがとう。──ですが、須す崎ざきキリコは私の眼めを欺あざむいた。彼女の調ちよう査さは済ませましたが、『普通の人間』でしかなかったはずなのに──、ねえ、呉くれ葉は？」

「へっ!?」

「あなたも、あの須崎キリコという少女と付き合いがあったのでしょう？　あなたの目から見て、彼女はメイジに見えましたか？」

　突然の質問に戸と惑まどいながらも、呉葉は首を振った。

「いや、あいつはお菓か子しが大好きなだけの、ただのバカですよ。あいつがメイジだってんなら、親しん王のう坂ざかのだいたいの生徒はメイジってことになると思いますよ」

「まあ、あなたにだけはバカと言われたくないでしょうが」

　さらりと呉葉のことを罵ののしって、蕩乃はジャッジを横目で見た。

「愚おろかを装っていただけという可能性もありますが、私の監かん視しの眼を逃れて演技を続けることは至し難なんの業わざでしょう。彼女は──突然メイジになったとしか、考えられないのですよ」

「ソンなことデスか。簡単なことデス」

　言って、ジャッジは、自みずからの胸に手を当てた。

「人工的に作られたメイジならば、今、あなたの目の前に存在しているデハありまセンか」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあった。

　ジャッジの真意を、計はかるような間のあとに、呉葉は尋たずねる。

「ひょっとして、人じん工こう精せい霊れいのこと？」

　ジャッジは頷うなずいた。

「私もそうデスし、あの御み影かげヶが原はら夜や楽がくも同ジ。私たちは、人造物である人工精霊でありながラ、同時に『御み柱はしら』から魔ま法ほうの才を賜たまわったメイジでもありマス。人工精霊は人間が作るものならバ、私たちは『人工的なメイジ』と呼べるのではありマセンか？」

「しかし、私たちが問題にしているのは須崎キリコです。彼女は人間でしょう？」

「初めはソウだったとしてモ。今は、違いマス」

　ぞくり、と。

　背せ筋すじに寒さむ気けが走った。

「おい。待てよ。それって」

「須崎キリコが、人工精霊にさせられたということですか？」

　呉葉の言葉を引き継ぐように、蕩乃がぽつりと、言った。

　人工精霊は『生属ヴイ・ト』と『心属アニマ』によって創つくり出される、いわば魔法で動くロボットだ。人間を人工精霊にするということは、人の脳のうを取り出して代わりに人工知能を植えつけるような──メイジである呉くれ葉はでさえ、怖おぞ気けが立つような行いだった。

　ジャッジは当然のように頷うなずく。

「ナニも不ふ思し議ぎではないデショ？　相手は、あの御み影かげヶが原はら夜や楽がくデス。狂える人工精霊、ジャンクヤードの主あるじ。アレに、倫りん理りや常じよう識しきなど、期待スルほうがどうかしてマス」

　ジャッジのヴェネチアンマスクは、不ぶ気き味みなほどにその表情を映さない。

「スデにいる人間を素そ体たいとシテ、その精神に人じん工こう魂こんを上書きスル。メイジの才能を持つ人工魂は稀き少しようデスが、御影ヶ原夜楽は、世界でも有数の『心属アニマ』マスターメイジなのデス。持っていないということはないデショ。そして、その素体となった人間ガ──あの、須す崎ざきキリコだったとイウ、ソレだけのことでデス」

「……マジ、かよ」

　呉葉は呻うめいた。

　キリコとは、さして親しかったわけではない。仲よくなる『普通の人間』など、ねねこだけで十分だ。

　それでも、高い頻ひん度どで顔を合わせていたあの娘が、知らないあいだに人ならざるものに変えられていたという事実は、メイジの呉葉にも大きな衝しよう撃げきを与えていた。

　メイジは、『普通の人間』になにをしてもよい。呉葉はそう教えられて育ったし、今もそう思っている。それなりの理由があれば、呉葉も『普通の人間』を殺すだろう。かつてねねこをそうしようとしたように。

　だが──そんな、魂たましいを冒ぼう瀆とくするような行為までが、果たして許されるのだろうか。

「なるほどね。合が点てんが行きました」

　呉葉は、蕩乃のことを見た。

　恐ろしいほどの無表情がそこにある。怒っているのか。感心しているのか。あるいは、なにも感じていないのか。呉葉にはわからなかった。

「ねねこは」

　不意に、そんな言葉が口から突ついて出た。

　蕩乃とジャッジが、同時に呉葉のことを見る。怯ひるみかける。だが、怯おびえる内心とは裏うら腹はらに、言葉は次から次へと溢あふれてきた。

「……ねねこは、どうなるんですか？　もし、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の本ほん拠きよ地ちにまで連れて行かれたら、あいつは……」

「死ぬか、死ぬより酷ひどい目に遭あうでしょうね」

　冷たい声で、蕩乃はそう言った。

「彼女は現在、『コルドロン』の出力式になっていますから。まず、ねねこさんからすべての自由意思を奪い、それから四し肢しの自由も奪って、文字通りの『生きたコルドロン』にするでしょう」

　呉くれ葉はは目を見開いた。

「言葉も喋しやべれない、モノを考えることもできない、ただ『伏ふし桜ざくら製』のクォーツを搾しぼり取られるだけの、家か畜ちくに等しい存在に落ちるでしょうね。あるいはねねこさんを使って三さん九く郎ろうたちをおびき寄せ、一いち網もう打だ尽じんにするかも。どちらにしろ、『伏桜製作所』は終わりですね──」

　ふと、蕩とう乃のは呉葉のことを見た。

「どこに行くのです？　呉葉？」

「え」

　そう言われて、呉葉は自分が、保健室から出て行こうとしていることに気づいた。

　蕩乃のことを振り返る。それから自分のことを見下ろす。口の中がからからに乾かわいている。ごくりと唾つばを飲み込んで、呉葉はへつらうような笑いを浮かべた。

「あ、あの、『マダム』。ひとつ、お願いがあるのですけど」

「言ってごらんなさい」

「…………呉葉、ちゃんも。サンクロたちと一いつ緒しよに行っちゃ、だめ、ですか？」

　アーモンド形の目に冷ややかな光が浮かぶ。膝ひざがかくかく笑いはじめる。それでも、呉葉は必死になって訴えた。

「ほ、ほら！　『マダム』だって、このままだったらダメって思ってるんでしょ？　だから、サンクロたちに力を貸してるんでしょう!?　なら、呉葉ちゃんが助すけっ人ととして、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のヤツらをぶちのめせば──」

「工房所属メイジによる他工房所属メイジへの攻こう撃げきは『評ひよう議ぎ会かい法ほう』違反となります。その考えを口にするだけならば自由ですが、実行に移すつもりならばご注意ください」

　突然に響ひびいた第三者の声に、呉葉は思わず口を噤つぐみ、保健室の隅すみを見た。

　いつの間にか、そこに何者かが現れ出ていた。灰色の装しよう束ぞくはジャッジによく似ているが、声も身体つきも成人男性のそれだ。その顔を能のう面めんで覆おおい、その身体は微び動どうだにせず宙に漂っている。

　彼は仮面をこちらに向けたまま、深く一礼をした。

「はじめまして。『評議会』所属、レベル13『空属トラクタス』メイジ、ウォッチと申します。以降、よろしくお願いいたします」

「……『評議会』の人じん工こう精せい霊れいが、なんの用デスか？」

「現在、この親しん王のう坂ざかにおいて勃ぼつ発ぱつしている魔ま法ほう戦争に関しまして、事じ情じよう聴ちよう取しゆを行っているところです」

　慇いん懃ぎんだが、無感情な声。ジャッジとは大違いだ。

「言うまでもありませんが──『評議会』の許しを得ない魔法による戦争行為は、厳げん罰ばつに処されます。まして異い位い相そう空間の外で戦せん闘とうをするなど、決して許されることではありません」

「それで？」

「未確定ながら、『伏ふし桜ざくら製作所』の工房長・伏桜三さん九く郎ろう氏が、その戦せん闘とうに参加しているという情報を得ました。そして──『マーチラビット・ワークショップ』も、その違法な戦闘行為に手を貸していると。事実ですか？」

　蕩とう乃のはにっこりと微ほほ笑えみ、答えた。

「寝言は寝てから仰おつしやってくださいな、『評ひよう議ぎ会かい』のエージェントさん。『伏桜』は確かに戦闘行為に関わっていますが、それらはすべて正せい当とう防ぼう衛えいですよ」

「しかし、法律によれば──」

「『カットスロート・カテドラル』。ご存知ですよね？　あなた方がテロリストとして名指しで非ひ難なんしている工房集団の名前です。三九郎たちは彼らに襲おそわれたのですよ。場所も、都合も、関係なく──そのテロリストにむざむざと殺されろというのが、あなた方の要求という認にん識しきで構いませんか？」

「……そうでは、ありませんが、」

「そうでないのなら失せなさい。犬ころみたいに嗅かぎ回る前に、他にすべきことがあるのではありませんか？　テロリストを捕つかまえるとか」

　すげーぜ工房長、と呉くれ葉はは再び思った。『評議会』の使者をここまでコケにできるメイジは、親しん王のう坂ざか広しといえども蜜みつ月づき蕩乃くらいのものだろう。

　しかし、ウォッチはやはり感情の色を見せなかった。彼の能のう面めんが、呉葉のことを見る。

「では、そちらの方はどうですか？　……蜜月呉葉さん？」

「へっ？」

「あなたも『マーチラビット・ワークショップ』所属メイジのはずですね。調べは済んでおります。そして、たった今、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』への攻こう撃げきをほのめかしていましたね？　それは誰だれの指示によるものですか？」

　呉葉はウォッチを凝ぎよう視ししたまま、思考を回転させる。

　こいつ──『マダム』を、嚙もうとしてるのか？

　メイジ世界にも政治というものは存在する。メイジ世界の法を司つかさどる『評議会』において、もっとも発言権が強い工房といえば『ギギリヤ重工』だが──それ以外の工房も、『評議会』内に自分たちのシンパを作り、さまざまな働きかけをしているのだ。自分たちに有利な『評議会法』を作ったり──あるいは、敵てき対たいする工房の足を引っ張ったり。

　ウォッチは、恐らく、何者かの働きかけを受けて、『マーチラビット・ワークショップ』を制せい裁さいするための口実を探しているのだろう。それを、呉葉から引き出そうとしているのだ。

　呉葉は視線を泳がせる。沈ちん黙もくするのが一番だ。そう思ったのだが──

「その子に聞いても無む駄だですよ。なにしろその子は、もううちのメイジではありませんから」

　蕩乃が聞き捨てならないことを言った。

　ウォッチの能面が、蕩乃のほうを向く。彼女は相変わらずにこにこしたまま、なんでもないことのように、

「蜜みつ月づき呉くれ葉は──、いえ、すでに私の工房のメイジではないのですから『蜜月』姓せいで呼ぶべきではありませんね。彼女、田た中なか呉葉は、一日前、『マーチラビット・ワークショップ』から解かい雇こ処しよ分ぶんを受けています。こちらが、その書しよ類るい」

　引き出しから一枚の紙を取り出して、蕩乃はそれを、ぴん、と弾はじいた。

　空中をするりと舞まった薄うすっぺらな書類を、ウォッチは受け取って検あらためる。

　呉葉は呆ぼう然ぜんとして、立ち尽くした。

『マーチラビット・ワークショップ』を？　クビ？　だれが？

　呉葉ちゃんが!?

「────、ま、まま、『マダム』!?　それは、一体、」

「そうですよね、呉葉？　なにしろあなたは、『マーチラビット・ワークショップ』よりも『伏ふし桜ざくら製作所』を──、いいえ、そこのお友だちを優ゆう先せんするようなメイジなのですから。あなたのような心こころ優やさしいメイジ、『暴風のようにカッ攫さらう』私たちには相応ふさわしくありません」

　がらがらと、足あし下もとが崩くずれていくような感覚。目の前が真っ暗になる。

　噓うそやごまかしではない。呉葉にはそのことがわかる。蜜月蕩乃がクビと言ったら、間ま違ちがいなくクビなのだ。そこに、一いつ切さいの申し開きの余地はない。

　どうして、こんなことに。

　呆然としている呉葉を一いち瞥べつして、ウォッチは尋たずねる。

「つまり、今から蜜月──、失礼、田中呉葉嬢じようがなにをしようと、『マーチラビット・ワークショップ』とはなんの関係もないと？」

「関係あるはずがありません。野の良らメイジがなにをしでかしたところで、私には関係ありませんもの。むしろ、それは『評ひよう議ぎ会かい』の案件ではありませんか？」

「……そ、れは……」

「ああ、ごめんなさい。なんだか空気が悪くなってしまいましたね。ラジオでもつけて、気分を変えましょう」

　そう言って、彼女はテーブルの上に置いてあるラジオの電源を入れ、

『──南なん王おう線せんの脱線事故に関しては、いまだに復ふつ旧きゆうの目め処どはついておりません。この事故による死傷者は、軽傷者が十七名、重傷者が八名、死者は二名に及およぶ模も様ようで、現在、車両に取り残された乗客の救出作業が続いております。警けい察さつでは──』

　蕩乃は両手で口元を押さえた。

「あら。なんてことでしょう。痛ましいですね。『カットスロート・カテドラル』が好き勝手に暴れ回っているばかりに、こんな惨さん劇げきが起きるなんて。まったくもって憎むべき工房ですね、ジャッジ？」

　不意に話を振られて、ジャッジは二秒間だけ沈ちん黙もくしてから、頷うなずいた。

「エエ、まったくデス。シカシ蜜みつ月づき蕩とう乃の、噂うわさによれバ、テロリストを放置してまったく関係のない無実の工房に嚙かみつくようナ『評ひよう議ぎ会かい』エージェントがいるそうデスよ？」

「まあ、それはほんとうですか？　由ゆ々ゆしき事態です。これは、私が懇こん意いにしている評議員に話を通さなければならないようですね──」

　この二人、仲が悪い割りには連れん携けいいいな。

　自分の状況も忘れて、呉くれ葉ははそんな感想を抱いだいた。

　ウォッチの表情は能のう面めんに隠かくされている。だが、不動の姿し勢せいがわずかに揺ゆらいでいるようだった。軽く手を振って、彼はやや上うわずった声で、

「その必要はありません。南なん王おう線せん脱線事故に関する調ちよう査さはすでに始まっております。ご心配なく」

「そうですか？　ならいいですけど、痛くもない腹を探られた私たちとしては、自みずからの潔けつ白ぱくを証明する用意はいつでもできていますよ」

「で、すから、その必要は、ございません。し、つれい、いたします」

　動どう揺ようしているのか、ウォッチは切れ切れの言葉を口にして、宙に浮かび上がった。翁おきな面めんが呆ぼう然ぜんとしている呉葉を見る。まるで復ふく讐しゆうのように、ウォッチは言う。

「……田た中なか呉葉嬢が『マーチラビット・ワークショップ』を脱退したことに関しても、了りよう解かいしました。彼女の所属に関しては『所属なし』に更こう新しんしておきましょう」

　呉葉は唇くちびるを強く引き結んで、悲ひ鳴めいを抑おさえた。

「それでは、失礼いたします」

　ウォッチが『空属トラクタス』魔ま法ほうを詠えい唱しようすると、煙けむりのようにその姿が消えた。『評議会』に報告に戻ったのだろう。逃げ帰るようなその姿に、ざまあ見ろと思うことはできなかった。

　ウォッチよりも、自分のほうが、はるかに酷ひどい目に遭あっているからだ。

「……所属なしの、野の良らメイジ。呉葉ちゃん、が……」

　凍こおりつくようなその声は、自分のものとは思われない。

　呉葉は、ゾンビのようにどろりとした仕草で、蕩乃のことを見た。自分をこんな状況にまで追い込んだマスターメイジを。

　蕩乃は、どうという表情も浮かべていなかった。無表情だ。ただ彼女は、呉葉を見て片かた眉まゆを上げ、意外そうに言った。

「おや？　まだいたのですか？　あなたも消えていいですよ」

　ごくりと唾つばを飲み込んで──呉葉は、顔を上げた。

　今までの人生でかつてないほど、彼女の脳のうみそは、高速回転をしていた。

『マーチラビット・ワークショップ』をクビになった。これは、今までの呉葉の人生で最大級の打だ撃げきだ。『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』に敗北したこと、『蜜月』姓せいを剝はく奪だつされたことなど比べものにならない。呉葉の両親がこのことを知れば──呉葉は、あるいは、勘かん当どうされてしまうかもしれない。

　だが、呉くれ葉はは絶望しなかった。

　明るくてお調子者で考えなしの蜜みつ月づき──いや、田た中なか呉葉。彼女の唯ゆい一いつの長所は、『絶望しない』というところにある。どんな状況でも楽らつ観かんし、希望を見み出いだすことができるというのは、ひとつの才能なのだ。

　だから──呉葉は、一いつ瞬しゆんで『次』を思いついた。

「『マダム』」

　蕩とう乃のの目がこちらを向く。不ふ思し議ぎな色をした瞳ひとみに、本能的な恐怖を抱いだく。

　それでも呉葉は、己を励はげまして、こう宣言した。

「呉葉ちゃんは、『伏桜製作所』の、メイジになります」

　そう。

　ケチがついたメイジ人生を取り戻すために、呉葉が取り得うる手段は──もはや、それしかないのだ。

　友情がないとは言わない。三さん九く郎ろうや華か夜ややねねこは、一いつ緒しよにいて気持ちのいいヤツらだ。だが、決してそれが本ほん義ぎではなかった。『マーチラビット・ワークショップ』において昇しよう進しんが見込めないというのならば、『伏桜製作所』に移い籍せきするほかないのだ。

『伏桜製作所』は大きなポテンシャルを秘めた工房だ。今はまだメンバーもろくに揃そろっていないが──それだけに、今のうちに入り込んで、幹部ポジションについてしまえば。

　将来的に、この親しん王のう坂ざかで、すごくデカい顔ができる！

「…………」

　蕩乃はゆらりと立ち上がると、そんな皮かわ算ざん用ようをしている呉葉に近づいてきた。

　ごくりと唾つばを飲む。所属でなくなったとはいえ、呉葉は蕩乃の怖おそろしさを骨ほね身みに染しみて知っている。マスターメイジの怒りを買えば、今この瞬しゆん間かんにも、自分の命は消えるだろう。

「どうなのですか？　ジャッジ」

　蕩乃は、呉葉を見下ろしながら、無表情にジャッジに問う。

　ジャッジは肩をすくめ、

「私に言われましてモ。工房長である伏桜三九郎さまが決めることデス」

「そうですか。──呉葉？」

「は、はい！」

「今のあなたは野の良らメイジです。この学校はまだ『マーチラビット・ワークショップ』のテリトリーだから問題ありませんが、一歩でも外を出れば、他の誰だれに攻こう撃げきをされても不ふ思し議ぎではないのですよ」

「……覚かく悟ごの上です。それに、野良メイジだからこそ、できることもあります！」

　どんと胸を叩たたいて、呉葉はそう叫んだ。

　ねねこに対する友情。メイジとしての打算。呉くれ葉はの胸の中では、その二つが燃もえていた。どちらが大事というのではない、どちらも欲しいのだ。欲よく得とくに基もとづいて動くのはメイジの常。そして、呉葉はメイジらしいメイジだった。

　メイジたるもの、常に『次』を見み据すえていかなくてはならない。それができずに、絶望に吞のまれるヤツは──そのまま沈むだけだ。

　ふと、呉葉の鼻先に、黒い紙人形が止まった。

　蕩とう乃のが操あやつる『空亡の眼窩トラクト・オルデ』のひとつ。連絡用のマジックアイテムだ。

「『伏ふし桜ざくら製作所』の協力者というのなら、このときに限っては、あなたも私の協力者ということになります。彼らの居場所は逐ちく次じ知らせましょう。かなり離はなれていますが──まあ、急げば間に合うでしょうね」

「……ま、『マダム』！」

「もう、あなたに『マダム』呼ばわりされる筋合いはありません。さっさと行きなさい」

　ひらひらと手を振って、蕩乃はテーブルに向き直り、再び地図の上に目を戻した。それきり彼女は振り返らない。どんなことを考えているのか、その背中からはわからない。

　それでも──

『マダム』蜜みつ月づき、蜜月蕩乃は、呉葉の憧あこがれの存在だった。

　ずっと呉葉のことを支配し、抑よく圧あつし、けれども彼女が持つ絶対的な力は、呉葉がいつかああなりたいと夢見た存在そのものだった。

　だから呉葉は、ぐっと唇くちびるを嚙かみ、深々と頭を下げて、叫んだ。

「────今まで、お世話になりました!!」

　そうして、呉葉は踵きびすを返し、部屋の隅すみに放り投げていたウサギ型のリュックを摑つかんだ。

　保健室の扉を引き開けて、廊ろう下かを全速力で走る。校庭のフェンスを跳び越えると、そこはもう線路脇わきの土手道だった。夕ゆう闇やみに包まれたその場所に、青色の燃ねん焼しよう光こうが閃ひらめく。

「『水の乙女アクア・ヴアルゴ』ッ！」

　ごぼりと生まれた水流は、呉葉の身体を包んで高速移動をはじめた。待ってろよ、と胸の中で念じて、呉葉はリュックからアサルトライフル型水みず鉄でつ砲ぽうを取り出した。




　　　　　　　　◆




　高こう層そうに吹く風が、マンションの屋上に立つトゥルーナイトの頰ほおを撫なでている。

　ばぢっ、と名な残ごりのような電流が、その指先から迸ほとばしった。足あし下もとに転がる二つの炭化死体は、このマンションの屋上で語らっていた男女のものだ。目もく撃げき者しやを消すため──というよりも、苛いら立だちを消すために、始末したのだ。

「……ったく。こんなときに」

　低い声でつぶやいて、トゥルーナイトは、フォルスドーンを振り返った。彼女は屋上フェンスの隅すみに座り込み、血が滲にじむほどに、親指の爪つめを嚙かみつづけていた。

「──お、お、おに、おにいちゃ、ちゃん、さ、さむい、さむいよ、さむい──」

「だ・ま・れ・よ。おまえの声聞いてると虫むし酸ずが走ンだよ──、ほれ」

　カソックの懐ふところから出したアンプルを、トゥルーナイトは無む造ぞう作さに放り投げる。フォルスドーンは餌えさを投げられた犬のように反応した。震ふるえる手ももどかしくアンプルを拾い、瘦やせさらばえた二の腕に、その注射針を打ち込む。

　あれはなにかと問われれば、トゥルーナイトは平然と「麻薬だ」と答えただろう。

　戦争の恐怖を打ち消すために、麻薬を服ふく用ようするメイジは少なくない。フォルスドーンは──というよりも、『カットスロート・カテドラル』のメイジはほぼ全員、『仕事』に際して麻薬を使用している。これは意思ではなく、義ぎ務むだ。『御み柱はしら』への狂信を維い持じしつづけるためには、理性など余計なものでしかない。

「……イ、ヒッ……ヒヒッ、ヒヒヒヒヒッ、あ、ああ、あったかく、な、なって、きた」

「そうか。そりゃよかったな」

　どうでもよさそうにトゥルーナイトは答える。フードの奥のフォルスドーンは、その目を真っ赤に充血させて、唇くちびるの端はしから絶えずよだれを流し続けている。白く染そまった彼女の髪かみは、あちこちが丸く抜け落ちて、無む惨ざんな頭皮を晒さらしている。

　それを見下ろしながら、トゥルーナイトは考える。

　──こいつも、もうダメだな。

　フォルスドーンはトゥルーナイトの実の妹だ。生まれたときから一いつ緒しよにいた。だが、トゥルーナイトは妹に対して、親愛の情などかけらも持ち合わせていなかった。メイジとしての才能はそこそこでも、戦せん闘とう者しやとしての資質に大きく欠けている。臆おく病びようが過ぎるあまり、麻薬に頼たよりすぎ、結果として重度の中ちゆう毒どく者しやになってしまった。

　フォルスドーンは弱者であり、トゥルーナイトは、弱者をなによりも嫌きらっていた。

　とはいえ、彼女の利用法は、まだある。

「フォルスドーン。テメェはここに残りな。そんで、『伏ふし桜ざくら』の連中が来たら、なにがなんでも食い止めろ」

「えっ。お、おお、おにいちゃん、は？」

「俺は──ほれ。お姫ひめさまの援えん護ごだ。なにしろそれが仕事だからな」

　言いながら、一方で、トゥルーナイトは別のことを考えていた。今回の仕事は、あまりにも被害が過ぎる。もはや生き残りはトゥルーナイトとフォルスドーンの二人だけ。そしてトゥルーナイトはフォルスドーンを見捨てるつもりでいるから、実質的にひとりしか生き残らないだろう。

『カットスロート・カテドラル』の運営部は、これを失敗と捉とらえるかもしれない。トゥルーナイトに失敗者の烙らく印いんを押し、ようやく部隊長まで上のぼり詰めた彼を、再び兵隊に落とし込んでしまうかもしれない。

　そうならないためには、彼らが考える以上の成果を上げなくてはならない──

　と、フォルスドーンが、がちがちと奥歯を鳴ならしながらトゥルーナイトを見上げた。

「……あ、ああっ、あいつら。あいつら、こっ、殺したら……おくすり、も、もっと、くれる？」

　トゥルーナイトは、にっこりと笑った。

「ああ。いくらでもくれてやるぜ。いくらでもな」

　過剰摂取オーバードーズで死ぬまで、くれてやる。言げん外がいに含ふくませた意味を、もちろんフォルスドーンは理解しなかった。幼くも見えるその表情に、ひび割れた笑みを浮かべて、こくりと頷うなずく。

「や、やる。それなら──やる！　おにいちゃんの、ために！　『風の舞い手エル・プラーノ』！」

『飛ひ翔しよう』魔ま法ほうを唱となえ、フォルスドーンはマンションビルの向こうへと身を躍おどらせた。遠ざかっていくシスター服、妹の、恐らくはこの世で最後に見る背中を見送りながら、トゥルーナイトは「ハッ」と笑った。
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「『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』」

　竜りゆうの背中の上で、華か夜やは詠えい唱しようした。

　緑色の燃ねん焼しよう光こうが閃ひらめき、三さん九く郎ろうの傷を癒いやしていく。炭化した皮ひ膚ふ細さい胞ぼうがぽろぽろと落ちて、防ぼう護ご膜まくの外へと吹き流されていった。

「応急処置は、これで終わり。安静にしていてと言いたいところだけど──」

「そんなことをしてる余裕は、ないんだよな」

　苦く笑しよう混じりに三九郎は言う。その笑顔を、華夜は複雑な思いで見つめている。

「神しん藤どうさん、どうかした？」

「……なんでも、ない」

　新しい皮膚は、柔やわらかく弱々しい。申し訳わけ程度に包ほう帯たいを巻きながら、華夜は首を振った。

　噓うそだった。なんでもないわけがない。言いたいことは山のようにある。それでも、彼の気持ちを考えれば、それは──

《どうしてあの少年をかばったのですか？　三九郎》

　それまで沈ちん黙もくしていた紙人形が、再び喋しやべりはじめた。

　三九郎はうんざりとした顔になり、

「今まで静かだと思っていたのに」

《急な来客がありましたから。しかし、もう追い返しました。それで？　私の質問に、まだ答えてもらっていませんよ》

　紙人形は三さん九く郎ろうの前に浮かび上がる。威い圧あつ的に。

《あの少年のことは、知っていますよ。桐きり原はら雷らい火か。あなたの、親友だったメイジですね》

「……だった、じゃない。今もそうだ」

《そうですか。では、助けた親友に、逆に攻こう撃げきされた今の気分はいかがですか？》

　三九郎は顔を歪ゆがめて、黙だまり込んだ。華か夜やは紙人形をきっとにらみ、

「そんな言い方、ないんじゃないですか？」

《どんな言い方をしようと、真実は真実でしょう。三九郎。桐原雷火はれっきとした敵であり、あなたは、敵を助けようとしたのですよ？》

　責め立てるように、紙人形はくるりと回転した。

《それだけではありません。『カットスロート・カテドラル』のメイジにトドメを刺さなかったり、民間人を助けることを優ゆう先せんしたり。英えい雄ゆうにでもなったつもりですか？　私の手を借りないと、追つい跡せきひとつもできないようなヒヨッコが？》

「それはっ……！」

《あなたはねねこさんを助けることより、自己満足を優ゆう先せんしたのです。そのことをよく嚙かみしめなさい。三九郎。次に同じことをしたら、私はあなたを切り捨てます。負け犬の子こ種だねなどこちらから願い下げですからね。以上》

　それきり、紙人形は、再びの沈ちん黙もくを宿した。

　竜りゆうの背中の上にも、同じ沈黙が現れる。

　紫むらさき色いろの竜は滑すべるように飛んでいく。南なん王おう線せんの線路をはるか後ろに飛び越して、林立するマンション群ぐんの合あい間まを縫ぬうように飛んでいく。華夜はこの辺りの地形を知っていた。もうすぐ親しん王のう川がわが、その姿を現すはずだ。

　ねねこを助けられるデッドラインが。

　三九郎は沈黙している。蕩乃の言葉を嚙みしめているのだろう。雷火が三九郎の親友であるのなら、華夜は三九郎の戦友だった。彼がなにを考えているのか、なにに苦しんでいるのか──手に取るようにわかった。

　ねねこを助けるためには、他の、多くのことを犠ぎ牲せいにしなくてはならない。『普通の人間』として培つちかってきた倫りん理り観かんや、三九郎を三九郎たらしめている優やさしさを──打ち捨てなければならない。

　三九郎は、いざとなれば、自分の大切なものを助けるために、自分の心を殺すだろう。

「…………」

　胸が締しめ付けられる。呼吸が苦しい。自分が彼に与えた重荷が、彼の心を殺すのかと思うと、華夜にはやりきれなかった。

　だから──華夜は、目の前にある三九郎の背中に、こつん、と額ひたいを当てた。

「し、神しん藤どうさん？」

「三さん九く郎ろうくん」

　彼のことを、名前で呼ぶのは初めてだった。それだけで顔が赤くなっていく。そのことを自覚しながら、華夜は、ぽつぽつと、

「私がやる」

「え？」

「三九郎くんにできないことは──私がやるから」

　三九郎は訝いぶかしげに華夜のことを振り返る。華夜は熱っぽい眼まな差ざしで、その目を見返した。きゅっと嚙かみしめていた唇くちびるが、ほころぶように開かれて、

　シスター服をはためかせて、フォルスドーンがマンションの陰かげから躍おどり出た。

　弾丸のように一直線に飛ひ来らいする。その両手に握っている二本のノコギリを、一いつ斉せいに、大きく振りかぶって、三九郎の喉のどめがけて──

「『生命の盾ヴイタ・スクトウム』！」

　弾はじかれるような詠えい唱しよう。燃ねん焼しよう光こうが蔦つた草くさの盾たてを創つくり出し、ノコギリの一いち撃げきを防ぐ。

「ギッ、イイイイイイッ！」

　悔くやしそうな歯ぎしりが聞こえる。フォルスドーンの血走った目が、１メートルと離はなれていない場所から華夜をにらみつけている。ぎりぎりとノコギリを上下させて、蔦草を切断しようとする。その向こうにある華夜の手首ごと──！

「『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』ッ！」

　華夜は詠唱する。突つき出した指先に絡からみつくようにして、茨いばらの刃やいばが現れた。うねりながら盾を迂う回かいし、フォルスドーンの肩口に、突き刺さる。

「アギイイイイッ！」

　苦痛の叫びをあげながら、フォルスドーンは肩口に突き刺さった茨を、右手で摑つかんだ。皮ひ膚ふが破れ、血が流れ出し──紅こう玉ぎよくのように浮いた血は、落ちる前に凍こおりつく。彼女の周囲に吹き荒れる凍いてついた空気が、防ぼう護ご膜まくを貫つらぬいて華夜の頰ほおを撫なでた。

　左手の爪つめを嚙かみ。

　銀色の燃焼光が、視界に満ちる。

　三九郎は反射的に『アエリシス』を構えた。それを見て、フォルスドーンがぎらりと笑った。ぎざぎざの、鮫さめのような歯をむき出しにして、笑ったのだ。

　まずい。なにかわからないが──このままでは、まずい！

「『絶世凍土フリツジ・エルの──』」

　フォルスドーンの詠えい唱しようが終わる前に、華か夜やは、竜りゆうの背中を蹴けり。

　地上に向かって、飛び降おりていた。

「神しん藤どうさん!?」

　三さん九く郎ろうの叫びが遠ざかる。華夜はぐいと茨いばらを引っ張りながら、叫んだ。

「行って！　ねねちゃんを──助けてあげて！」

「アッ！　ギギギギィッ!?」

　茨が肉に食い込んで、詠唱が苦痛の悲ひ鳴めいに化けた。そのまま、茨に引きずられるようにして、フォルスドーンは華夜ともろともに墜つい落らくしていく。『飛ひ翔しよう』魔ま法ほうを使うことも忘れて、彼女は空中でじたばたと暴れ──街がい路ろ樹じゆに、ばさりと頭から突っ込んでいった。

　一方、華夜は全身をアスファルトに打ちつけていた。衝しよう撃げきと苦痛に、息が止まる。それでも動かなくてはならない。アスファルトに両腕を突ついて、顔を上げて、

「ギイイイイイイッ！」

　フォルスドーンが、再び突っ込んできた。

「ッ！」

　華夜はすかさず横転してそれを回かい避ひする。逃げ遅れた黒くろ髪かみの一ひと房ふさが、ノコギリの刃はに触ふれてちぎれ飛んだ。

「チイイッ！」

　フォルスドーンは跳はねるように移動する。『風属エル』魔法『風の舞い手エル・プラーノ』。術じゆつ者しやの意のままに動く強風を発生させることで、飛行行動を可能とする。

　フォルスドーンは地面を何度か跳ねたあと、直角に飛び上がった。ぐるぐると何度か空中を旋せん回かいして、街がい灯とうの上に降り立つ。

　二本のノコギリをだらりと下げて、彼女は死神のように華夜のことを見下ろした。

「…………あ、あ、あな、た…………」

　ぼそぼそと、何事かをつぶやいて、フォルスドーンはフードを跳ね上げた。

　ぼさぼさの白はく髪はつと、ぎょろりと大きい血走った目玉。乾かわいた唇くちびるをべろりと舐なめて、フォルスドーンは目を細める。

「あなた。きっ、きれい、だね」

「え？」

「ワ、ワタシ、ヒヒッ、ワタシ、きっ、きれいなもの、すき。い、い、いつも……切り取って、こ、凍こおらせて、──か、かかっ、飾って、おく、の」

「…………」

「だから──、あ、あなたの、クビ。ちょうだい？」

　小首を傾かしげて、そうおねだりをしたフォルスドーンに。

　華夜は、小さく息を吐はいた。

　まさしくメイジだ。ここまで狂っているのは珍しいが。自分の欲望のために、他者の命を踏ふみにじることなどなんとも思っていない。

　彼女を放っておけば、より多くの犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。ただの戯たわむれに──人を殺すだろう。

　だから。

「あなたは、ここで、仕し留とめる」

　フォルスドーンに対してというよりも、決意のために。華か夜やは、そう告げた。

「ヒヒッヒヒヒヒ！」

　狂きよう笑しようをあとに引いて、フォルスドーンはジグザグ軌き道どうで華夜に襲おそいかかった。

　華夜は黒くろ髪かみを撫なでつける。詠えい唱しようの予備動作。小さく息を吸い込んで、そして彼女は、クォーツを緑色に煌きらめかせた。

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』！」

　燃ねん焼しよう光こうが蔓つる草くさとなって現れる。それは、巨木の老人となって、向かい来るフォルスドーンを迎げい撃げきしようとした。フォルスドーンは笑う。げらげらと。狂いながら。

「ヒヒヒヒヒヒッ、フッ、『絶対凍土の息吹フリツジ・エル・グラシヤレム』！」

　濁だく流りゆうのように真っ白な冷気が、華夜の前に現れた。

　思わず後ろに跳び下がる。吸い込んだ喉のどがひりひりと痛むほどの、絶対的な冷気だ。華夜の長いまつげが凍こおり、霜しもが視界を曇くもらせる。

　あんなものの直ちよく撃げきを食らえば、そのまま、氷の彫ちよう像ぞうになってしまうだろう。

　極きよく度どに低下した気温の中で、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』の動きもまた鈍にぶっていた。瑞みず々みずしい緑の葉が、雄お々おしい幹みきが、すべて白く凍りつき──

　フォルスドーンが振るったノコギリが、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』を砕くだき割った。

「──ッ！」

「く、クビ！　いただきィッ！」

　砕いた翁おきなの亡なき骸がらを貫かん通つうして、フォルスドーンは迫せまる。両腕を身体の真後ろに、弓のように引き絞しぼり、ハサミの要領で華夜の首を跳はね飛ばそうとした。

　華夜は咄とつ嗟さに両腕を立てて、両側から迫るノコギリを防ごうとした。

「イヒヒヒヒッ、バ、バッ、バカじゃないのォ!?　そんなの、ウデごと──真っ二つ！　だよォッ！」

　フォルスドーンは嘲あざけりの笑い声を立てながら、思い切り、二本のノコギリを華夜の腕に叩たたきつけて──

　ぎちり、と音がして、止まった。

「イ？」

　ぎょろりと大きな目玉が、ぱちぱちと瞬まばたきをした。

　ノコギリの刃は──華夜の両腕に食い込んで、止まっている。その腕が、やけに太いことに、ようやくにしてフォルスドーンは気づいた。

「……私も、メイジだよ」

　ぽつりと、冷たく、華夜は言う。

　その両腕には、『生命の盾ヴイタ・スクトウム』が巻き付いている。スクロール『盾たて』に位置づけられる、装そう着ちやく式の魔ま法ほうだ。自己再生能力を持つ蔓つる草くさを身体に巻き付けることによって、魔法をかけられたものの生命を守る。

「自分の身を守るなら、魔法を使う」

「ギッ──！」

　フォルスドーンは『飛ひ翔しよう』魔法を使って、再び逃げ去ろうとした。

　させない。

「れ？　あ、あれっ!?　は、はは、離はなれ、ない！　なんでェッ!?」

『生命の盾ヴイタ・スクトウム』が、食い込んだノコギリの刃はを逆に取り込もうとしていた。いや、ノコギリだけではない。その柄えを握るフォルスドーンの腕にすら絡からみついて、彼女の逃走を封ふうじているのだ。

　蔓草でできた盾の隙すき間まから、血の一ひと筋すじが流れて落ちる。『盾』であっても、飛翔の勢いがついたノコギリを防ぎきることができなかったのだ。腕の外側の肉がえぐれ、血と共にずくずくとした痛みを垂たれ流している。

　それでも、華夜は足を踏ふん張り、フォルスドーンを逃すまいとした。

　肉を切らせてやったのだ。それならば──

「『獣の鼓動ヴイタ・グルテイウム』！」

　こちらは、骨を断たなければ、割りに合わない！

「ヒッ、────アガァッ!?」

　両手のノコギリをホールドしたまま、華夜は思いっきりのけぞって、フォルスドーンの額ひたいに頭突きを食らわせた。スクロール『身体強化』による一いち撃げきは、仄ほの火かのそれに比べればはるかに劣おとるものの──それでも、ハンマーでブッ叩たたかれたかのような衝しよう撃げきをフォルスドーンに与えた。

「や、やめ！　やめ、てェッ！」

　もちろんやめない。両手でフォルスドーンの肩を摑つかんだまま、華夜は、何度も何度も、彼女に頭突きを撃うち込んでいく。清せい楚そで華きや奢しやな外見にはまるで似つかわしくない、泥どろ臭くさい攻こう撃げきを、ひたすらに、愚ぐ直ちよくに繰くり返していた。

「……ア……イ、ヒィ……やめ、てえ……」

　しばらくして、フォルスドーンは膝ひざから崩くずれ落ちた。額が割れ、どくどくと血が流れ出していく。華夜は油断なく、両手の『生命の盾ヴイタ・スクトウム』を解かい除じよし──フォルスドーンを、その場に蹴けり倒した。

　フォルスドーンの両手に、クォーツはない。クォーツがなければ、彼女はただの虚きよ弱じやくな少女に過ぎない。

　──だから、殺さなくてもいいのか？

　華か夜やは唇くちびるを嚙かみしめ、首を振った。

　クォーツがなくなったとしても、彼女は『糸』を持つメイジだ。今逃がせば、また同じことを繰くり返すだろう。自在に暴れ回り、民間人を殺し、そして、自分や──三さん九く郎ろうをつけ狙うに違いない。

　だから、ここで。

　間ま違ちがいなく、仕し留とめなくては。

　華夜はつま先でフォルスドーンの胸を踏ふみつけた。指先にクォーツを挟はさみ、それをフォルスドーンの顔に突き付ける。なにをされるのかわかったのだろう。フォルスドーンの表情が、恐怖に歪ゆがんだ。

「……イ、イ…………ヒイ……ッ！」

　フォルスドーンが傷つけた腕がずきずきと痛み、流れていく血がクォーツを濡ぬらす。したたり落ちてフォルスドーンの頰ほおを血で汚けがした。そうしていると、やせっぽちのフォルスドーンは、哀あわれな虐ぎやく待たい児じ童どうのように見えた。

　フォルスドーンは華夜を見上げる。血走った目に涙が浮かぶ。乾いた唇が震ふるえ、ひとつの言葉を紡つむぎ出した。

「……たす、けて……」

「…………」

「ころさない、で。おねがい。しにたく、ない、よォ──」

　ぽろぽろと、涙を流しながら、フォルスドーンはそう言った。

　ひどくいびつで、それゆえに単純な、命乞ごい。

　華夜の表情が悲痛に歪ゆがんだ。フォルスドーンが今まで奪ってきたいくつもの命を、彼女はすべて無視して、死にたくないと言っている。自分は、自分だけは、助かりたいのだと。

　この上もない自分勝手。メイジであろうとするのならば踏みにじるべきだろう。そうして落ちるべきだ。彼女と同じ地点に。──人殺しに。

　自分が、自分のせいで、重荷を背せ負おうことになってしまった少年のために！

「────ッ！」

　ぎっと歯を食いしばる。逡しゆん巡じゆんが指先を震わせた。血に濡れたクォーツを、華夜はぎゅっと握りしめて──

「イギィッ！」

　フォルスドーンの身体が、跳はねた。

「あっ!?」

　バランスを崩くずす。その拍ひよう子しに、クォーツがこぼれて落ちた。煌きらめきながら落下するそのクォーツを、がちりと奥歯で嚙かみしめたのは──フォルスドーンだ。

「『氷の刃フリツジ・エル・グラデイオ』！」

　反はん撃げきの魔法が、華か夜やの肩を貫つらぬく。激げき痛つうに身体が揺ゆらぐ。

　背はい筋きんだけで起き上がったフォルスドーンは、その華夜の腹を蹴けりつけた。同時に、地面に落ちていた二本のノコギリを再び拾い上げ、華夜に襲おそいかかる。

「イッ、──イヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ！　ア、アアッ、アナタ！　アナタ、バカだねえ!?　綺き麗れいなのに、ざんねェン、だね！　で、で、でも、大だい丈じよう夫ぶ──クビだけになれば、もう、そんなこと、心配しなくて済むからッ！」

　ノコギリの刃はが閃ひらめく。華夜は目を見開いた。そうして、自みずからの愚おろかさが招いた結末を、揺らぐように襲いかかる刃の軌き跡せきをじっと見つめ、

　青い刃が、フォルスドーンのこめかみを貫いた。

「────────」

　狂い笑いを口元に貼りつけたまま、ノコギリをその手に握りしめたまま──フォルスドーンの身体から、力が失われた。

「え」

　なにが起きたのか、わからない。何度も瞬まばたきをしても、結果は変わらなかった。フォルスドーンは足あし下もとに倒れ伏している。両のこめかみから、どくどくと血が溢あふれ出している。脳のうを貫かれたのだ。即死に決まっている。

　そして、それを為なしたメイジは、暗がりからゆっくりと歩き出してきた。

「……呉くれ葉は」

　呆ぼう然ぜんと、華夜はつぶやく。

　そこにいたのは蜜みつ月づき呉葉だった。その背後に『水の乙女アクア・ヴアルゴ』を従えて、ＡＫ47をこちらに向けている。ＡＫを肩に担かついで銃じゆう口こうを上げ、呉葉はのっしのっしと華夜に近づき、
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「あたっ!?」

　その銃じゆう把はで、華夜の頭を思いっきり殴なぐりつけた。

「──この、バカがッ！　敵を前にして、なにぐずぐずしてんだよ！」

　華夜は頭を押さえたまま、目をぱちくりさせている。

「ど、どうして、あなたが、ここに？」

「ンなこたどーだっていいだろうが！　呉葉ちゃんが言いたいのはな──テメーの命より敵の命を優ゆう先せんさせるなんて、おめーはどんだけスカポンタンなんだってことだよ！」

　ずけずけと言われて、混乱の空白の中で、むっと反感が生まれた。

「……な、なによ……そんなに言わなくても……」

「うるっせーよ、バカ！　呉葉ちゃんがいなかったら、おめー今ごろ死んでたんだぞ!?　そのことを、もうちっと自覚しろ！」

「う……」

「……おめーが死んだら、サンクロもねねこも悲しむだろーがよ。わかってんのか。バカ」

　吐はき捨てるような呉くれ葉はの言葉に、華か夜やは、ぐうの音ねを出すこともできなかった。

「……ごめん、なさい」

　ぼそぼそと謝あやまると、呉葉はにやりと笑った。

「ふん。わかったんならいいんだ。その代わり──華夜よ。あとで、呉葉ちゃんのために、ちょいとばかし口くち添ぞえしてもらうぜ」

「え？　く、口添え？」

「あァ、そうだ！　まあ、今はそれはいいや。それよりも、急ぐぞ！　サンクロが死んじゃったら、それも意味ねェからな！」

『水の乙女アクア・ヴアルゴ』が動き出し、ごぼりと呉葉の身体を持ち上げた。華夜の身体も、同じようにする。そのまま、高速で移動しようとして──

　最後に、華夜の目に、フォルスドーンの亡なき骸がらが映った。

「彼女は？」

「あ？　──知らねェよ。『評ひよう議ぎ会かい』がなんとかすんだろ。あいつら、メイジの痕こん跡せきを消すことに命賭かけてるからな」

　呉くれ葉はの声は冷たく、突き放すようだった。

　呉葉はメイジらしいメイジだ。敵に対する思いやりなどないし、自分が殺したものへの慚ざん愧きなどさらにない。メイジになるならば、こうでなければならない。

　それでも、華か夜やは──

　あのとき、自分がためらったことが、間ま違ちがったことだとは、どうしても思えなかった。




　　　　　　　　◆




「ねねこセンパイ、だいじょぶですか？　もうちょっとですから、我が慢まんしてくださいね」

　巨人の口から顔を出して、キリコはそんなふうにねねこのことを気き遣づかう。岩の腹に手のひらサイズの穴が開き、ねねこは外の空気が流れ込んでくるのを感じた。

　かすかな水気が、ねねこの鼻についた。

　街がい灯とうに照らし出されたその場所は、どうやら、橋のようだ。

　橋がかかるほどの川は、親しん王のう坂ざかにはひとつしかない。北から東へと流れる親王川は、住宅街と歓かん楽らく街がいのある中央部と、工場区画のある北部を隔へだてている。

　対岸を指差して、キリコは無む邪じや気きな声をあげた。

「あそこがあたしのおうちなんです！　そういえば、ねねこセンパイが遊びにくるのははじめてですよね？　わ、ちょっと緊きん張ちようしちゃいますね！」

「…………」

　わずかに覗のぞいている外の風景を眺めながら、それはうそだ、とねねこは思う。

　もう五年以上もの付き合いになるのだ。お互いの家には何度も遊びに行ったことがある。キリコは、そのことを覚えていないのだろうか。あるいは知らないのか。人じん工こう精せい霊れいになるということが、どういうことなのか、メイジではないねねこにわかるはずもない。キリコであったころの記き憶おくは持っているのか。それとも、姿形と人格だけがキリコで──それ以外は、まったくの別物になってしまったのか。

　わからない。

　わかりたくない。

　キリコの家を思い出す。マンションの一室で、優やさしい両親がいた。あの人たちが、キリコの本当の父と母がどうなってしまったのか、そのことも、わかりたくなかった。

「さ、行きましょう！　パパも歓かん迎げいするって言ってます！」

　明るい声は、ねねこを絶望の淵ふちに突き落とすばかりだ。腹に空あいた穴が狭せばまり、岩の巨人が再び動き出して──

　凄すさまじい衝しよう撃げきがねねこを襲おそった。

　岩と土くれでできた巨人が腹から真っ二つになり、ねねこはなにが起きたのかもわからないまま解かい放ほうされ、橋の上に投げ出された。

　夜の川風がねねこの黒くろ髪かみをなぶる。震ふるえながら顔を上げると、岩の粉ふん塵じんの向こうに、二つの人影が立っているのが見えた。

　桐きり之の宮みや仄ほの火か。

　桐きり原はら雷らい火か。

　今日の夕刻に出会ったばかりの、『桐之宮工こう廠しよう』に所属するメイジたちだ。

　彼女はちらりとねねこを見て、牙きばを剝むくように笑った。

「クハ。無事みたいだね、『金のニワトリ』。よかったよかった」

　その顔を見て、ねねこはひとつのことを悟さとった。

　この人は、わたしを助けにきたわけじゃない。

　奪いに来たのだ。

　ねねこと同様に投げ出されたキリコは、くるりと宙返りをしてから、橋の欄らん干かんに着地した。砕くだけ散った巨人の破は片へんは、地面に落ちるなり吸い込まれ、不ぶ気き味みな沈ちん黙もくを保っている。

「……『カットスロート・カテドラル』の人たちは、どうしたんですか？」

「え？　殺したよ？」

　なに言ってんの、という感じで、あっけらかんと仄火は言った。

　確かに。白いタンクトップもすり切れたジーンズも、返り血に塗まみれている。その血まみれの姿にこそねねこはおののいたが、彼女はまったく気にする素そ振ぶりもなく、指折りで数えはじめた。

「ひのふのみの……四匹くらいかな？　雷火がやったのも含めれば五匹か。はん。どいつもこいつも、話にもならんクズ犬ばかりだったな。あのトゥルーナイトとフォルスドーンとかいうのは、ちっとは歯ごたえありそうだったけど──、あいつらはどこにいる？」

　キリコは周囲を見回して、すねたようにつぶやいた。

「いませんね。まったくもう。これだから傭よう兵へいさんは」

　そして彼女は立ち上がり、びしりと仄火を指差した。

「そんなことより！　どうしてあたしを攻こう撃げきしたんですか？　納得のいく説明と、即そく時じ撤てつ退たいを要求します！」

「先に攻撃を仕掛けてきたのはそっちじゃんか。ほれ、この傷」

　と、仄火は自分の額ひたいを指差した。無傷──いや、ほんのわずかなかすり傷がある。あれを傷と言い張るのは、ヤクザでもなかなか難むずかしいだろう。

「あ、あなたが私の背中に攻撃しようとしたから、反はん撃げきしたんじゃないですか！」

「攻撃なんてしてないだろ？　ほれ、あれだ──背中に糸くずがついてたからさ。取ってやろうとしたんだ。それなのにこの仕打ち。どうしてくれんだ？」

　雷火が呆あきれたように仄火を見た。彼は彼で思うところがあるのだろうが、それを口にすることはしない。

「ま、ともかく」

　ジーンズのポケットに両手を突っ込んで、仄ほの火かはぞんざいに言う。

「本当はどうあれ、アタシはそう認にん識しきして行動した。あんたもそうなんだろうさ。これから先は水掛け論ろんだ。じゃあどうすればいいかっていうと──メイジらしく振る舞まうしかない」

「……メイジらしく？」

「つまり──勝ったほうの言うことが、正しいってわけだ」

　キリコは、だんだんと足あし下もとを踏ふみ鳴ならした。

「め、メチャクチャです！　そんな理屈、通ると思ってるんですか!?」

「お嬢じようちゃん、いいコトを教えてやるよ」

　ゆっくりと、仄火は動き出し。

「メイジの理屈ってのは、通る、通らないじゃないんだ。ねじ込んで、ケツを蹴けっ飛ばして──無む理り矢や理りに通すものなのさ！」

　そして、彼女は地面を蹴けった。

　地面を踏みつけて跳ちよう躍やくしただけで、ずしんという地じ響ひびきと共に橋が震ふるえる。キリコが素す早ばやく両腕を交差させると、地面から生えた岩の腕がまったく同じ挙きよ動どうを取った。二重の岩の腕による防ぼう御ぎよ。

　仄火は、それを、固めた拳だけで突き破った。

「────────」

　キリコとねねこは、同時に絶句した。

　粉こな々ごなになった岩を突き破り、仄火は弾だん丸がんのようにキリコに迫せまる。キリコは後退しながら、サッカーボールを蹴るような挙きよ動どうをした。地面から逆さまに生えた岩の足が、同じ動きで仄火を捕とらえる。

「クハッ！」

　仄火は獰どう猛もうにあざ笑う。空中で器用に身をよじり、自みずからを蹴りつけようとする岩の足首を受け止めた。ポールダンスをするように、水平にぐるぐると回転して──勢いのついた膝ひざ蹴げりを、岩作りのスネに叩たたき込む。

　柱ほどもありそうな岩の足が、真っ二つに折れた。

「クハハハ！　どうした？　『地属テツラ』は頑がん丈じようさが取り柄えなんだろ！　アタシみたいな『生属ヴイ・ト』に、こんなに簡単にヤられちゃっていいのか!?」

　自らがへし折った岩を肩に担かついで、仄火はずしんと着地した。

　その姿を見て、ねねこは息を吞のんだ。

　仄火の顔の右半部が、緑に輝かがやく焰ほのおに包まれている。その中心、ちょうど右みぎ眼めに当たる部分から、緑の光が絶えずに溢あふれ出しているのが見えた。放射状に溢あふれ出すその光は、仄火の肌はだを伝いながら全身にまとわりつき、循じゆん環かんしている。

　その光が、彼女の両足に集中した、次の瞬しゆん間かん。仄ほの火かは跳ちよう躍やくした。

　岩の柱を大きく振りかぶって、キリコに叩たたきつけようとして、

「『地母神の子テツラ・ドール』！」

　右足のつま先で、地面をとんとんと叩いて、彼女は詠えい唱しようした。

　黄色の燃ねん焼しよう光こうが、その手元に閃ひらめく。その光は、仄火が振りかぶった岩の柱にまとわりつき──今度は、その岩の柱が、新たな岩の巨人となった。

「ンなっ!?」

　仄火も自分の武器が敵になるとは思わなかっただろう。ごつごつとした指先が仄火の頭を摑つかみ、その頭を握り潰つぶそうとする。仄火と『地母神の子テツラ・ドール』は、もみくちゃになりながらキリコのはるか手前に墜つい落らくした。

『地母神の子テツラ・ドール』が、仄火の腰に馬乗りになった。両りよう拳こぶしを固めて振り下ろす。仄火は両腕を交差させてそれをガードし、叫んだ。

「雷らい火かッ！　なんとかしろ！」

「どっちを？」

「ンなもん──、あれだ。自分で考えろ！」

　小さく息を吐はき、そして彼は、キリコに向き直った。

　キリコは身構える。雷火はクォーツを取り出しながら、威い風ふう堂どう々どうたる足取りで、そんなキリコに近づいていく。

「桐きり原はらくん──」

　か細い声でつぶやいたねねこを、青い瞳ひとみが一いち瞥べつした。

　そこに、かつて友人と相対したときの優やさしさはない。どこまでも冷れい徹てつな光が宿るばかりだ。燃もえるクォーツで炎色の軌き跡せきを描えがいて、彼はねねこから、キリコへと視線を移した。

「魔ま法ほうを使わないのか？」

　キリコはぐっと言葉に詰まり──それから、拳を前に突き出して、大声で叫んだ。

「ナメないでください！　あたし、こう見えても『スクロール極きよく化か型がた』ですよ！　あたしが使えるのは『地母神の子テツラ・ドール』だけです！　他の魔法は、ゼンゼン使えないんですっ！」

　雷火は、一度だけ瞬まばたきをした。

「……それを、今、僕ぼくに教える意味が、どこにあるんだ？」

「え？　意味、ですか？　……えっと」

　首を傾かしげる。それから、キリコはびくりと肩を震ふるわせ、耳に手を当てた。

「あ、パパ？　──い、言わないほうがよかったですか？　ご、ごめんなさい──」

　雷火は目を閉じて、深く息を吐はいて、

「『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』！」

　間の抜けた空気を一いつ掃そうするように、そう叫んだ。

　炎の鳥が、甲かん高だかい鳴なき声をあげながら顕けん現げんする。燃もえさかる眼まな差ざしが、キリコにぎらりと向けられた。キリコはぎくりと身をすくませ、雷らい火かは片手を上げて、『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』に命令を下そうとして──

『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』が、搔かき消えた。

「!?」

　雷火は『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』が舞っていた上空を見上げる。そこにはすでに炎の鳥は存在しない。その代わりに空を滑すべるのは、ヘックス状に輝かがやく紫むらさき色いろの竜りゆうだ。その背中に乗る少年を見上げて、ねねこは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「さんちゃん……！」

『アンチメイジ』伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは、振りかざした『アエリシス』を赤く輝かせながら、鋭するどい眼差しで地上を見み据すえていた。




　　　　　　　　◆




　三九郎は、落下した華か夜やを助けようとはしなかった。

　彼はただ竜を駆かる。左右に並ぶマンション群ぐんが、吹っ飛ぶように後方に流れていくのを横目に見ながら、三九郎はじっと、前だけを見据えていた。

　黒い紙人形は沈ちん黙もくしている。だが、蕩とう乃のが今の状況をモニターしているのはあきらかだ。ゆるゆると、こちらの反応を計るように、回転している。

　──三九郎くんができないことは、私がやるから。

　華夜は、そう言って、落ちていった。

　それが意味するところを、三九郎は正確に把は握あくした。彼ができないこと。今まで、してこなかったこと。

　襲おそってくるメイジを殺し。

　傍そばにいたいと願うねねこを突き放し。

　メイジ世界の毒どくが、三九郎の周りの世界に及およばないようにする。

　華夜はそれを行おうとしている。三九郎ができなかったこと。やろうとしなかったこと。その代わりの汚お濁だくを、ひとりで請うけ負おうとしている。

「…………」

　三九郎は顔をしかめ、じっと黙だまりこくり──

　やがて、目の前の視界が開けた。

　とっぷりと更ふけた夜のとばりの向こうに、黒々と横たわる親しん王のう川がわと、そこに架かかった親王橋が見えた。橋を渡った先の中なか州すは、親王坂北東部の工業地帯──蕩とう乃の曰いわく、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のテリトリーだ。そこにたどり着かれてしまえば、もはや、ねねこを助ける手段はなくなる。

　その橋の上に──『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』が舞まっているのが見えた。

《……どうやら、間に合いましたね》

　独ひとり言ごとのような蕩とう乃のの言葉に、三さん九く郎ろうは小さく頷うなずいた。竜りゆうの背中に手を当てると、なにも言わなくても竜は三九郎の考えに従った。

『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』に、突っ込んでいく。防ぼう護ご膜まくが、その熱量から三九郎たちを守った。振りかざした『アエリシス』の切っ先が、燃もえさかる翼つばさの先せん端たんをかすめ──三九郎は、音もなく『召しよう喚かん』魔ま法ほうを盗ぬすんだ。

　雷らい火かが空を見上げる。

　三九郎は地上を見下ろしている。

　青い眼めが驚きよう愕がくに見開かれたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだけのことだ。彼はすぐに三九郎から視線を外すと、橋の中ほど、そこに立ち尽くしているキリコとねねこに向かって走り出した。赤い燃ねん焼しよう光こうが身体を取り巻き、すぐに『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』が顕けん現げんする。

「雷火ッ！」

　その背中に大声を張り上げて、三九郎は、『空属トラクタス』の竜は、滑すべるように飛ひ翔しようする。

　雷火に併へい走そうすると、燃えさかる瞳ひとみが三九郎のことを見た。上半身がぐるりと弧こを描えがき、叩たたきつけられるような一いち撃げきが防護膜を貫かん通つうする。三九郎は、咄とつ嗟さにそれを防ぼう御ぎよする。『アエリシス』と燃えさかる右腕が交差し、散った火の粉こなが三九郎の前まえ髪がみを焼いた。その熱痛を無視して、三九郎は口の中だけで詠えい唱しようする。

『スティール』。

　三九郎の目の前で、『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』が消しよう滅めつした。その下から現れたのは、見知った顔。慣れ親しんだ顔。子供の頃からずっと顔を突き合わせ、なにかといえば行動を共にしてきた、親友の顔だった。

　雷火の顔に、敵てき意いは浮かんでいない。そこにあるのはただ決意だ。目標だけを見み据すえる厳きびしい眼まな差ざしが、澄すんだ青色を映して三九郎のことを見つめている。

　三九郎の顔には、どんな表情が浮かんでいただろうか。雷火の瞳に映る己おのれの顔を、認にん識しきすることはできなかった。胸の奥から湧わき上がってくる幾いく十じゆうの言葉の中に、『なぜ』の一言は含ふくまれていない。雷火がそうするであろうことは、三九郎には、三九郎にだけは、わかっていたからだ。

　それでも、三九郎は、縋すがるような気持ちで口を開く。

「どうしてもか」

　雷火は、断定的に答える。

「どうしてもだ」

「……わかった」

　あるいは、わかっていた、と言うべきだろうか。

『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』のときから、三さん九く郎ろうには、ずっとわかっていたのだ。

　桐きり原はら雷らい火かはそういうヤツだ。子供の頃から、ずっと。自分が正しいと思ったことを、決して曲げようとはしなかった。メイジのことも。母親のことも。屈したほうがずっと生きやすいとわかっていながら、彼は、絶対に屈しようとしなかった。

　だからこそ、三九郎は、雷火のことを尊敬すべきメイジと認めたのではないか。

　それなら。

　それなら──！

「それなら、おまえは、俺の敵だ！」

　ぎしりと『アエリシス』に力を込めながら、三九郎は、あらん限りの声で叫んだ。

「『伏桜製作所』の工房長として、『アンチメイジ』として──友人として！　俺は、おまえを、叩たたきのめす！」

　雷火は胸元に手を当てた。火炎色の燃ねん焼しよう光こうがそこから溢あふれ出る。赤い照り返しを受けた雷火の表情は、どこか、笑っているようでもあった。

「やってみろ！　三九郎!!」
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　そして二人は、同時に詠えい唱しようを放った。

「『リリース』！」

「『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』！」

　燃もえさかる鳥が生まれ、かつての術じゆつ者しやに向かって甲かん高だかく鳴なき立てた。

　同時に、雷らい火かの手から赤い粒つぶがぞわりと湧わき出した。赤せき熱ねつする泡あわのようにも見えるそれは、『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』──『特とく殊しゆ召しよう喚かん』によって呼び出された『御み柱はしら』の眷けん属ぞく、極ごく小しようの蠅はえの群むれだ。燃えさかる鱗りん粉ぷんを撒まき散らす羽は虫むしは、雷火の意思によって三さん九く郎ろうに襲おそいかかる。

「離はなれろ！」

　紫むらさきの竜りゆうが雷火から距きよ離りを取り、その合あい間まを埋うめるように火の鳥が舞まい降おりる。その羽ばたきによって、芥け子し粒つぶのごとき蠅の群れを一いつ掃そうしようとして──

　視界が白く染そまるほどの爆ばく発はつが、親しん王のう橋ばしを揺ゆるがした。

「──────ッ！」

　防ぼう護ご膜まくをブチ破った熱波が、三九郎の顔をじりじりと焦こがした。竜が悲ひ鳴めいをあげ、三九郎に命令されるまでもなく雷火から距離を取ろうとする。

　思わず声を失うほどの威い力りよくだが、被害はそれだけではなかった。

《──九郎。三──》

　ノイズ混じりの声に、三九郎は慌あわてて懐ふところを見る。蜜みつ月づき蕩とう乃のが使し役えきする紙人形が──今の一いち撃げきの余よ波はを受けて、燃え上がっていた。三九郎は慌てて紙人形を叩たたき、炎を消そうとするが、蕩乃の声は冷静にそれを制止する。

《無む駄だです、三────、聞きなさ──。あの魔ま法ほうを──んではいけません。いいですか？　生き──ければ──、『スティール』────》

「なに？　なんだって!?」

《──いいですね、決して────しては──────、──────》

　紙人形が力を失う。ぼう、と燃え広がった炎に包まれて、灰となって川風に吹き散らされていった。導みちびき手を失った三九郎は、歯は嚙がみをして親王橋を見下ろす。

　親王橋の中ほどが、丸く抉えぐれて焼け落ちていた。

　そのクレーターの際きわに、雷火は立っている。こちらを見上げている。青い瞳ひとみがまっすぐに三九郎を見上げて、胸に当てた手から赤しやつ光こうが漏もれる。

　再びの、『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』。

　赤熱する粟あわ粒つぶが手のように広がる。五本の巨大な指が、三九郎のことを捕とらえようとしているようだ。

　魔法の速度自体は大したことがない。竜ならば逃げ切れるだろう。が、彼はその選せん択たく肢しを即座に除じよ外がいした。これ以上離はなれることは、戦線離脱することを意味する。そのあいだにねねこを見失えば──すべては、終わりだ。

「行け！」

　短い逡しゆん巡じゆんのあと、三さん九く郎ろうはそう命じた。

　竜りゆうはうねりながら、まさしく雲うん霞かのごとく群むらがる蠅はえの群むれへと突っ込んでいく。三九郎は『アエリシス』を抜き放った。どんな魔ま法ほうでも盗ぬすんでしまえば問題にならない。そう思い、身を乗り出して『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』を盗もうとして──

　蕩乃の言葉を思い出し、呼吸を止めた。

　よく聞こえなかったが、あのとき蕩乃は、『スティール』を封ふう印いんしろと言っていたのではないか？

　この魔法を、盗んではいけないと。

　竜は突っ込んでいく。時間が鈍どん化かしたような錯さつ覚かくを覚える。その中で──三九郎は眼めを見開き、確かに見た。

　かろうじて残った防ぼう護ご膜まく。その一部に、芥け子し粒つぶのような大きさの蠅がぶつかり、そして、小さく爆ばく発はつした。

　だが、他の蠅は爆発しない。次々に竜に、三九郎になだれ込んでくる。

　群体なのだ。蠅の一匹は、魔法の一部に過ぎない。『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』は、数万という数の燃もえさかる羽は虫むしを召しよう喚かんする魔法なのだろう。

　では──三九郎の『スティール』が蠅に触ふれたとき、それを『すべて』盗むことができるのだろうか。

　高速化した三九郎の脳のう裏りに浮かんだ言葉は、『否いな』だった。単体としての魔法ならば、それがいかに巨大であっても盗むことができる。だが、群ぐん体たいの場合は、触れたものしか盗むことができない。『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』のほんの一部、数十体から数百体を盗むことができたとしても──その他の大部分、数万に及およぶ蠅はそのまま三九郎を焼き尽くすだろう。

　そこまでを、ほんの一秒間のあいだに考えた三九郎の眼がん前ぜんいっぱいに、赤せき熱ねつする蠅が群むらがり──

　そして、三九郎は叫んだ。
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『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』による爆発が、親しん王のう橋ばしを揺ゆるがした。

　雷火は口元を覆おおい、爆ばく煙えんから自分の顔を保ほ護ごした。『火属イグニス』メイジであっても火から守られるというわけでは無む論ろんない。自分が引き起こした爆発に巻きこまれて死ぬメイジは、実は少なくないのだ。

『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』。レベル11に相当する『特とく殊しゆ召しよう喚かん』魔法は、対『アンチメイジ』用の魔法と言っていい。きわめて総数の多い群体であるために、『アンチメイジ』は蠅を一部しか盗むことができない。『スティール』しようと思って近づいたときが、彼の最期だ。

　三さん九く郎ろうの。親友の、最期だ。

　三九郎が、最後になにかを叫んでいたことを、雷らい火かは思い出していた。

「…………」

　雷火が眉まゆを寄せたのは、周囲に燻くすぶる煙けむりのためではない。数刻前、『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』の巻き添ぞえになって死んだ『カットスロート・カテドラル』のメイジを思い出したからだ。顔もわからないほど黒こげになった、その死体を。

　三九郎の死体は──残っているだろうか。

　残っていたとして、だからどうというわけではない。死体はただの物体だ。それを顧かえりみるのはメイジ的ではない。

　それでも、雷火は確かめるために、前へと足を踏ふみ出した。

　ふと吹きつけた川風が、黒い爆ばく煙えんを薄うすれさせ──

　雷火はその向こうに、水の獣けものを見た。

「!?」

「雷火ァ！」

　膜まくの向こうから、こもったような声が響ひびく。忘れるはずもない、伏ふし桜ざくら三九郎の声だ。アスファルトの上にうずくまっていた水の獣は、同時に地面を蹴けり、雷火に襲おそいかかった。

　振り下ろすような右の一いち撃げき。雷火は反射的に、腕でそれをガードし──

　腕が、焼けた。

「ぐっ、────ああああああああああ!?」

　激げき痛つうに声が漏もれる。ただの水ではない。酸さんだ。三九郎は、強酸を衣のように纏まとっている。内部にいる人体にはまるで影えい響きようがないのに、防いだ雷火の右腕は焼けただれていく。酸の衣はするすると伸びて、雷火の右腕を押し包み、溶かしはじめた。

　視界がちかちかと明めい滅めつするほどの激痛の中で、雷火は悟さとった。

『複合魔ま法ほう』。

　あの瞬しゆん間かん、三九郎が叫んでいたのは『スティール』ではない。『リリース』のほうだ。『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』となんらかの『水属アクア』魔法を素材にして、その二つを複合させたのだ。

　その『複合魔法』が、三九郎を蠅の爆ばく炎えんから防いだ。『複合魔法』のレベルは、二つの魔法の乗数だという。防ぼう御ぎよ用ようでないとしても、レベル11相当の魔法から術者を守ることくらいは、できるだろう。

　右腕が焼けただれていく──溶けていく。

　雷火は端たん正せいな顔を痛みに歪ゆがめ、それでも、クォーツを握りしめた左手を、胸に当てた。

　詠えい唱しよう。

「『炎の群鳥シンド・イグニ・アヴエス』ッ！」

　燃ねん焼しよう光こうが閃ひらめいて、炎の鳥を形づくる。『分化』の変換言語によって練ねり上げられた召しよう喚かん魔ま法ほうは、カラスほどの大きさの、十数羽の化け鳥ちようを編あみ上げて──それを、ほとんどゼロ距きよ離りから、三さん九く郎ろうの胸元に着ちやく弾だんさせた。

「────────ッ！」

　三九郎が身をよじる。いくつもの小しよう爆ばく発はつが巻き起こる。いくら『複合魔ま法ほう』とはいえ、その耐久力が無限というわけではないだろう。攻こう撃げきすれば、いつかは限界が来る。ならば──その限界を突き破るまで、自みずからの魔法を撃うち込むだけだ！

「おおおおおおおおッ！」

　雄お叫たけびをあげながら、雷らい火かは『炎の群鳥シンド・イグニ・アヴエス』を唱となえつづけた。バックファイアが巻き起こり、雷火の身体さえ包んでいく。酸さんに焼かれた右腕からは、すでに感覚が失われていた。雷火はただ愚ぐ直ちよくに、自らの意思を──自らの栄光を叶かなえるために、クォーツを捧ささげつづけた。

　やがて──

　ほとんどすべてのクォーツを使い尽くして、雷火は、その場に膝ひざを突ついた。

　顔を上げる。

　数百という群ぐん鳥ちようが作り出した、硝しよう煙えんの幕の向こうに、人影が立っていた。

『伏ふし桜ざくら製作所』工房長、『アンチメイジ』伏桜三九郎。

　雷火の親友が、そこにいた。酸の衣はすでに剝はげ落ちて、学生服の胸元が黒く焼け焦こげている。その傷きず跡あとを片手で押さえ、苦痛に表情を歪ゆがめながら、それでも三九郎は、立っていた。

「……雷火」

　かすれた声でつぶやいて、けれど、三九郎はそれ以上、なにも言わなかった。

『アエリシス』の宝ぎよく玉ほうが、真しん紅く色いろに輝かがやいている。

　三九郎はそれを前に突き出した。『リリース』を行い、雷火に──敵に、トドメを刺すために。

　雷火は、笑う。

　そうだ。そうしろ。

　おまえは『アンチメイジ』なんだから。メイジを殺さないなんて噓うそだ。相手が誰だれであっても、叩たたき潰つぶして、前に進まなくては。

　雷火は自分の右手を見下ろした。

　酸に包まれ、それに続く『炎の群鳥シンド・イグニ・アヴエス』の爆ばく発はつによって、すでに彼の手は原型を留とどめていなかった。指が二本しか残っていない。動かすことさえ、できない。

　雷火は爛ただれたその手に、最後のクォーツを載のせた。ほんの小さな、レベル５の『召しよう喚かん』はおろか、レベル１の『単発』魔法さえ覚おぼ束つかないような、石ころのようなクォーツ。

　なぜ載せたのかは、わからない。

　ただ、そうしたほうがいいような気がしたのだ。

　左胸を手に当てる。詠えい唱しようの前動作。死を目前にしても、雷火はまだ戦うつもりだった。恐れるのは死ではない。母の名めい誉よを汚けがすような行為。それをこそ、雷らい火かは恐れる。

　そうして、彼は、最後の詠えい唱しようをしようとして──

「……？」

　赤い光が灯ともっていた。

　燃ねん焼しよう光こう？　いや、そんなわけはない。雷火はまだ詠唱していないのだ。それなのになぜ、と視線を落として──雷火は、大きく目を見開いた。

　クォーツが光を放っている。正確には、クォーツから湧わき出る赤い『糸』が、きらきらと輝かがやいているのだ。

　雷火はレベル11のメイジだ。今まで何度も、その光景を目にしたことがある。レベルが上がるとき、その『糸』は彼の胸から現れ、そしてすぐに消えていった。

　その『糸』が──『御み柱はしら』の証あかしが、焼け焦こげた雷火の手に、ぐるりと巻き付いた。

『糸』は雷火の手を包んでいく。痛みは消えない。むしろ、いっそう強くなって雷火を苛さいなんだ。だが、痛みと同時に湧き上がるものもあった。力。魔ま力りよく。魔法の源になるもの。雷火はそれを理解したわけではない。直感を抱いだいただけだ。

『糸』に包まれた右腕を、迫せまり来る三九郎に突き出して、雷火はつぶやく。

「『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』」

　ごう、と音がした。

　炎が人の形になる。全身を業ごう火かで包んだ甲かつ冑ちゆうの騎き士しが、雷火の目の前に現れた。

「なっ!?」

　三九郎は驚おどろきの声をあげる。雷火もそれは同様だった。この魔法は知っている。『特とく殊しゆ召しよう喚かん』スクロールに属する──レベル12の魔法だ。

　右腕が独りでに動く。『糸』が紡つむがれ、雷火の新たな指となった。赤く燃ねん焼しようする三指を繰あやつるように動かすと、業火の騎士が炎の剣を振るった。三九郎は、反射的に『アエリシス』でそれを受け止めようとして──

　すり抜けた。

　炎の剣が、三九郎の顔を浅く傷つける。三九郎は思わず後ろに跳とび退すさった。その顔を押さえ、信じがたい眼まな差ざしで、『火炎の軍神イグニ・ウルカヌス』を見つめた。

『スティール』が──通用しない。

　その理由を、雷火は知らない。彼はただ、ひとつの事実を理解するばかりだ。

　まだ戦える。

　三九郎と、対等の位置に立つことができる。

　それは喜びだった。激げき痛つうの脂あぶら汗あせに顔を濡ぬらしながら、雷火はぎらりと笑ってみせた。立ち上がり、焼け焦げた手を動かして、三九郎に追つい撃げきをかけようとしたところで──

　親しん王のう橋ばしが、大きく揺ゆれた。
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「ふふんっ！　その程度ですか!?　口ほどでもないですね！」

　キリコが勝ち誇っている。仄ほの火かをびしりと指差して、その顔は仮面に覆おおわれて見えないが、おそらく満面の笑みが浮かんでいるだろう。

　岩の巨人は、先ほどよりも遙はるかに巨大になっている。５メートルくらいだろうか。見上げるほどの高みから落下してくる岩の拳こぶしは、仄火でさえ無視しがたいダメージを与えていた。

「……クハ」

　それでも、仄火は、血まみれの顔で笑い。

　その右みぎ眼めに宿る『アバター』が、さらなる緑光を紡つむいだ。

　魔ま力りよくが全身に流れ込む。『獣の鼓動ヴイタ・グルテイウム』がその強度を増していく。仰あお向むけに寝転がったまま、仄火はわずかに上半身をそらし──

　拳が振り下ろされるタイミングに合わせて、頭ず突つきを見み舞まった。

　交通事故のような音が響ひびき渡った。

　並のメイジであれば、首から上が消失していただろう。それほどの破は壊かい力を受けて、しかし、砕くだけたのは岩の拳のほうだった。レベル22の極きよく化かは伊だ達てではない。キリコの魔ま法ほうも極化されているようだが──同じ条件ならば、レベルが上のものが勝つのは道理だ。

「クッハハハハハハハハ！」

　ひび割れた拳に両手を突っ込んで、仄火はそれを左右に引き裂さきはじめた。素す手でで岩を引き裂く。ありえないことを起こすのが魔法だ。キリコが狼ろう狽ばいする声、

「なッ！　なにするんですか!?　やめてください！」

「バァカか!?　誰だれがやめるか！　このまま真っ二つにしてやるよ！」

　破壊を免まぬがれようと、『地母神の子テツラ・ドール』が腕を引き上げようとした。わずかに岩の巨体が浮く。生まれた空間を、仄火は無む駄だにしなかった。立てた膝ひざをそこに差し込んで──

　そのまま持ち上げた。

　５メートル強。ちょっとした家屋はありそうなほどの『地母神の子テツラ・ドール』が──浮き上がった。

　ねねこがぽかんと口を開ける。キリコの肩が、ふるふると震ふるえる。同じく震えている指先を、仄火に向かって突き付けて、彼女は甲かん高だかい声で叫んだ。

「め、めッ、──めちゃくちゃ、です!!　なんですか、それ!?」

　巨人を両肩に担かつぎながら、仄火は笑う。キリコのあまりの幼さに。メイジ同士の戦いに、めちゃくちゃもクソもない。できるからやるのであり、やられたからには対処しなければない。そして、対処する手のなくなったほうの、負けだ。

　そして、仄火は砕くだけんばかりに足あし下もとを踏ふみしめ、両肩に担かついだ巨人を──

「どおおおっせェ──────────いっ！」

　思いっきり、親しん王のう川がわに向かって放り投げた。

　巨人の腕が虚こ空くうを搔かき、強風が橋の上に吹き荒れる。それでも、巨人を支えるものはなにもない。彼以上の大力によって持ち上げられ、投げ飛ばされ──支えるもののなにもない川かわ面もへと落ちていく。

　見上げるほどの水柱が上がった。

　一いつ瞬しゆんの間のあと、橋の上に、スコールのような水が降ふり注そそいだ。血にまみれた額ひたいを、降り注ぐ川水が洗い流し──それから仄ほの火かは、ぐるりとキリコのことを見た。

　キリコは呆ぼう然ぜんとしている。

　不意に、キリコは耳元に手を当てた。焦あせりきった声、

「ぱ、パパ!?　あ、あの、あたし、ど、ど、どうすれば──!?」

「……意思もない。判断もできない。ひとりじゃなにもできない人形か」

　仄火は牙きばを剝むく。笑っているようにも見える。一ひと房ふさだけ白く染そまった髪かみを搔かき上げて、彼女はゆっくりと、キリコに近づこうとして、

　ずん、と腹底に響ひびく音がした。

　橋がぐらりと揺ゆらぐ。思わず後ろを振り向くと、そこには爆ばく炎えんが上がっていた。

　雷らい火かが、再び『煉獄の蠅イグニ・ヴオラツト』を使ったのだ。

「向こうも終わったか」

　雷火は『アンチメイジ』に勝つだろう。かつて親友だった工房長を下し、そして、『アンチメイジ』殺しの名めい誉よを親しん王のう坂ざかの内外に響かせる。

　仄火はそのことを疑っていなかった。だから彼女は、また前を向いて歩き出し、

「……させません」

「あ？」

　キリコが、両りよう拳こぶしを握りしめていた。

　彼女は仮面を跳はね上げる。幼い顔立ちが露あらわになる。そこに浮かんでいるのは、怒りだ。なにに対するものかは分からないが──激しい怒りが、キリコの表情を染そめ上げていた。

　ねねこのことを守るように、握った両拳を左右に突き出して、キリコは叫ぶ。

「させません！　ねねこセンパイは、わたしが守るんです!!　あなたたち！　あなたたちの好きになんて──させませんからっ!!」

　あのおにくちゃんに酷ひどいことをしているというのなら、そっちのほうが先だろうに。どうもキリコには、そういう意識はないようだ。

　まあいい。さっさと終わらせよう。

　仄火は身をたわめる。獲え物ものに飛びかかる肉食獣じゆうのような姿勢。それはあながち間ま違ちがった比ひ喩ゆではなかった。キリコに飛びかかり、その首を一いち撃げきの元にへし折るには十分な間合いだった。そうして、彼女は足に力を込め──

　親しん王のう橋ばしが、再び揺ゆれた。

「ッとォ！」

　橋が右側に大きく傾かたむき、その反動で左側にも傾く。転てん覆ぷくする船のように、ぐらぐらと不安定に震しん動どうしている。仄ほの火かは欄らん干かんを握り、訝いぶかしんだ。これは──

「『地母神の子テツラ・ドール』！　橋を、落とす気か！」

「こんな橋があるからいけないんです！　あなたたちに追ってこられちゃう！　だから、あたし、決めました。──こんなもの、落とせばいいんだって！」

　瞬しゆん間かん、がぐん、と一ひと際きわ大きな震動が仄火たちを襲おそった。

　仄火は驚きよう異い的なバランス感覚で、かろうじて転倒を防いだ。それでも、橋はどんどん傾かたむき、めきめきとイヤな音を立ててへし折れていく。仄火の能力、『スクロール極きよく化か』による『身体強化』は、ひとつの魔ま法ほうしか使えないゆえに対応力に欠けるという欠点がある。空を飛んだり空間を跳ちよう躍やくすることはできない。支点がなければ、なにもできないのだ。

　ハッ、と仄火は笑う。

　なるほど確かに。メイジ同士の戦争に、めちゃくちゃもクソもないのだ。できるからやる。ただそれだけだろう。

「ねねこセンパイ、こっちです！　走ってください！」

　ねねこの手を取って、キリコは反対方向へ走り出した。崩くずれつつある橋の対岸、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のテリトリーへと。させるか。仄火は不安定な足場を蹴けり、すべてが沈み込む前に──

　突然、目の前に、逆さまになったにやにや笑いが現れた。

「よう、『鬼き神じん』。元気か？」

　サングラスのレンズを軽く引っ搔かいて、飛ひ翔しようするトゥルーナイトは追い抜きざまに詠えい唱しようした。

「『荷電琥珀トウニ・エル・コラプス』」

　銀色の燃ねん焼しよう光こうが閃ひらめく。残り時間一秒の時じ限げん爆ばく弾だんを捨て去っていくかのような所業。不意を打たれた仄火の眼がん前ぜんで──銀色の爆弾が、破は滅めつ的な電流をばらまいた。

　スパークが目の前に閃き、仄火の全身の筋肉が痙けい攣れんする。

　大したダメージではない。だが、一いつ瞬しゆんだけ動けなくなる。仄火はその場に手を突つき、突いたその場所に、致ち命めい的な亀き裂れつが走るのが見えた。それはあっという間に大きくなり、仄火の身体を容易たやすく吞のみ込んだ。

　橋が崩ほう落らくする。

「くそっ！」

　仄火は悪あく態たいをつく。自分と共に落下するコンクリート片のひとつを蹴りつけて、上昇する。そのまま、キリコたちのことを追跡しようとして──

　がしりと、摑つかまれた。

　腕や足首などではない。身体全体を鷲わしづかみにされている。先ほどよりも、さらに巨大になった『地母神の子テツラ・ドール』。洞ほらのような目が仄ほの火かを見み据すえている。

　仄火の脳のう裏りに、イヤな予感が走った。

『地母神の子テツラ・ドール』の膝ひざから下は、親しん王のう川がわに水没している。それほど深い川ではないが、少なくとも、仄火の身長よりは深い。巨岩の全身で、仄火を包み込むようにして──岩の巨人は、水中に自分の身を沈しずめた。

　──デカい重おも石しをつけて、アタシを川に沈めようってのか！

　大きく息を吸い込む。『獣の鼓動ヴイタ・グルテイウム』によって極きよく限げんまで強化された肉体は、無呼吸で二十分以上の全力活動を可能とする。それだけの時間を以もってしても、この束そく縛ばくから逃れるのは骨だったし、そもそも二十分も足止めを食らえば──そのあいだに、すべてが終わってしまうだろう。

　水中に黒くろ髪かみが踊る。ごぼ、と息を吐はき出して、仄火は悔くやしげに顔を歪ゆがめる。ぎりぎりと身体を締め付ける岩の手を、全力で弾はじき返そうとして──

　なにかが、仄火の眼がん前ぜんに飛び込んできた。

「!?」

　仄火は目を見開いた。それは、水中にあっても、赤く激しく燃もえさかっていた。炎の甲かつ冑ちゆうを纏まとう紅ぐ蓮れんの騎き士し。周囲の水分を絶えず沸ふつ騰とう・蒸じよう発はつさせて、泡あわが激しく立ち上のぼっている。

　それを振り払うように、紅蓮の騎士は、炎の剣を振りかざした。




　　　　　　　　◆




「……こ、ここまで来れば、もう……大だい丈じよう夫ぶ、ですっ」

　親しん王のう橋ばしの北岸まで、三分の一ほどの距きよ離りまで来て、ようやくキリコは立ち止まった。

　ねねこの首根っこを摑んで飛ひ翔しようしていたトゥルーナイトは、ぐるりとキリコの頭上で旋せん回かいすると、その近くの欄らん干かんに着地した。同時にねねこの身体を、地面にどさりと放り投げた。

「ふん？　ここまででいいのかい、お嬢じようちゃん？」

「ありがとうございました、トゥルーナイトさん！　ここが、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の入り口です！」

「あァ、いいって。気にするこたねェよ。そういう契約だからな……」

　ねねこは、のろのろと顔を上げた。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』。ねねこの人生が終わる場所。

　ついにたどり着いてしまった。いや、たどり着いたというのは正確ではないだろう。なにをするでもなく。なにができるでもなく。ただ物のように、家か畜ちくのように、運うん搬ぱんされてきただけだ。

　三さん九く郎ろうの隣となりにいる。

　ただ、それだけを望んでいたはずなのに。

「さあ！　ねねこセンパイ、行きましょう！　パパが待ってますよ！」

　にこにこしたまま、キリコが近づいてくる。その無む邪じや気きな表情に、なぜだか悲しくなった。彼女になにが起きたのかはわからないが、キリコは無心に自分のことを思ってくれているようだった。それがまた、やりきれない──

「あー。お姫ひめさん、ちょっと待ってくれないか？」

　トゥルーナイトの声に、キリコは不ふ思し議ぎそうに振り返る。

「はい？　なんでしょう？」

「ちっとな──、これを見てくれないか？」

　トゥルーナイトはサングラスのレンズを引っ搔かいて、指を突つき出した。そこにはクォーツが挟はさみ込まれている。キリコは目をぱちくりさせて、それに顔を近づけ、

「なんですか？　このクォーツが──」

「『荒れ狂う雷電エル・トウニトルイ』」

「いぎっ!?」

　銀色の燃ねん焼しよう光こう。橋上に雷かみなりの嵐が吹き荒れ、キリコを周囲の空間ごと焼いた。小さな身体が痙けい攣れんし、そのまま地面に、ねねこの前に倒れ伏す。

「ハッ」

　トゥルーナイトは肩を揺ゆらして笑った。キリコに近づき──その頭を、カカトで思いっきり踏ふみつける。

　鈍にぶい音がした。

「甘い調ちよう整せいだなァ、夜や楽がく？　普通のメイジなら、ここで油断したりはしねェだろうによ！」

ねねこはそれを、凝ぎよう然ぜんと見つめている。

　なにがおきたの？

「……きり……ちゃん……」

　ねねこは上半身を起こす。震ふるえる手を、焼け焦こげたキリコに伸ばそうとして、

「おいおい。勝手に動いてんじゃねェよ」

　顔面を、蹴けりつけられた。

　のけぞり、後ろに吹き飛ばされる。口の中に鉄の味がする。ぬるりとした鼻を押さえて、ねねこは涙の浮かんだ目でトゥルーナイトのことを見た。

「なんで？　あなたは、キリコちゃんの、味方なんでしょ？」

「はあ？　おいおい、勘かん弁べんしてくれよ！　味方？　メイジに味方なんているわけねェだろ！」

　べろりと舌を出して、トゥルーナイトは嗤わらった。

「他の奴やつらが生きてたなら、また話は別だったけどな。俺が率ひきいてた部隊は全ぜん滅めつしちまった。それもこれも、夜や楽がくの甘い戦力予測のおかげだ！　『カットスロート・カテドラル』は賠ばい償しようを要求するぜ。──つまり、オマエだ。『伏ふし桜ざくら』の『コルドロン』」

　トゥルーナイトはカソックからナイフを取り出して、その切っ先でねねこを示した。

「『伏桜製』のクォーツ！　ハ、ハ！　想像しただけでヨダレが出るぜ！　こっちで搾しぼり取ってもいいし、『ギギリヤ』辺りに売り払ってもいい。どっちにしても、夜楽にこのまま明け渡すよりは、よっぽどの利り益えきになる」

　言いながら、トゥルーナイトはねねこに近づいてきた。

「なに、するの……？　やめて、来ないで……！」

「暴れるんじゃねえよ。『コルドロン』に手足があっても意味ないからな。面倒が起きないように、ここで処理させてもらうぜ」

　恐怖に心しん臓ぞうがすくむ。歯の根が合わなくなる。どこまでいっても、彼らにとって自分は物でしかないのだ。『コルドロン』。クォーツを生むための、装置でしかない。

　鼻を押さえながら、ねねこは身をすくめ、あとずさりをして、

「夜楽もご苦労なことだな。あんなガキを人じん工こう精せい霊れいにしてまで、『伏桜』に打だ撃げき与えようとしてよォ。横から俺にカッ攫さらわれてやんの！　ハハッハハ！」

　ねねこの髪かみを摑つかんで、そのまま、トゥルーナイトは上空に飛び上がろうとして──

「あ？」

　怪け訝げんに眉まゆを寄せて、トゥルーナイトは後ろを振り返った。

　キリコが、トゥルーナイトの足首を摑つかんでいた。

　黒く焦こげた仮面が、その傍かたわらに落ちている。それを拾い上げもせず、地面を這はったまま、彼女はトゥルーナイトを止めようとしていた。つぶらな、しかし強い意志の滲にじむ瞳ひとみが、ぎっとトゥルーナイトをにらみつけている。

「……や、めて、ください。ねねこ、センパイは、わたしが、守るんです」

「ハハッ」

　トゥルーナイトはまた笑った。サングラスのレンズを引っ搔かき、

「『荒れ狂う雷電エル・トウニトルイ』！」

「あぎぎぎぎゃぎゃぎゃ!!」

　キリコの悲ひ鳴めいが響ひびく。それを見下ろしてトゥルーナイトはげらげらと腹を抱かかえる。キリコの頭をサッカーボールのように蹴けり飛ばし、動かなくなった少女に向かって中指を立てる。

「バァカが！　なにが、守る、だ？　俺ンとこに来ようが夜楽のとこに行こうが、こいつの結末は変わらねェよ！　手足をもがれて、生きた『コルドロン』になって、一生クォーツを生み出しつづけるだけだ！」

　それから、トゥルーナイトはねねこに顔を近づけた。下げ卑びた笑みを浮かべ、その頰ほおをべろりとなめる。

「まあ、俺んとこなら、もっと別の愉たのしみ方もするけどな？　ハハッハハハハハ！」

「…………！」

　ねねこが手足を震ふるわせたのは、恐怖や不快感のためではなかった。もっと、大きな、熱いものが、すくみかけたねねこの心しん臓ぞうを動かそうとしていた。

　怒りや、悔くやしさ。そう呼ばれる感情が、心臓からこみ上げてくる。

　キリコを人間とは別の存在に作り替え、ねねこを自分たちの欲望の生け贄にえにしようとしている。理由は単純だ。彼らがメイジであり、自分たちが『普通の人間』だから。

　ただそれだけの理由で──踏ふみにじろうとしている。

　キリコを、なんの罪もない少女を人じん工こう精せい霊れいに改造し、散さん々ざん戦争に利用した挙げ句、用が済んだらボロクズのように打ち捨てる。その行いに、ねねこは、目め眩まいがするほどの強い怒りを覚えていた。

　ねねこはトゥルーナイトをにらみつける。トゥルーナイトはそれを鼻で笑い、しゃがみ込んで、そんなねねこの顔を覗のぞき込んだ。

「あ？　なんだ、その目は？」

「……あなた、なんか……ぜったい、ぜったいに……！」

　トゥルーナイトは笑いながらねねこの頰ほおを張る。高い音が響ひびき、痛みが頭の芯しんを痺しびれさせる。それでも彼女は屈しなかった。涙の浮かんだ目でトゥルーナイトを見返した。

「ハハッ……、いいなァ。いいぜ、その目！　なかなかそそるじゃねえか！　俺はな、そういう目をした女が、泣き叫んで許しを乞うようになるのを見るのが好きでな──」

　不意に、トゥルーナイトの顔から笑みが消え去った。

　がくん、と急きゆう激げきな重力が二人の身体を襲おそう──トゥルーナイトが飛び上がったのだ。『飛ひ翔しよう』魔ま法ほうによって、ねねこごと宙を舞まいながら、彼は油断なく眼がん下かを見み据すえる。

　ボロボロになった少年が、そこに立っていた。

　凍いてつくような眼まな差ざしがこちらを見み据すえている。ねねこは彼のことを見て、か細い声でその名を呼んだ。

「さんちゃん……！」

　三九郎は、指先をトゥルーナイトに突き付ける。

「ねねこを。返せ」

「『アンチメイジ』のおでましか？　ま、関係ねェけどな。どうせもう、オサラバだ」

　トゥルーナイトの言うとおりだった。トゥルーナイトは、三九郎の10メートルほど上空を飛んでいるのだ。対する三九郎に、もはやアシは残されていない。彼にできることは、歯は嚙がみしながらねねこが連れ去られるのを見ていることだけだ。

　今までと、同じように。

　なぜなら、ねねこにはなにもできないからだ。彼女はなんの力も持たない『普通の人間』。そんな無力な少女が、強大なメイジに抗あらがえるはずがない。

　だが。

　──本当に、そうなのだろうか？

　再び、そんな疑問の声が脳のう裏りに響ひびく。自分はただの人間で、メイジでもアンチメイジでもなくて、ただ彼らの意思のままに流されるしかない。そのはずだった。

　では、これはなんなのだろう？

　ねねこの目に見える、この『糸』は？

　今。『糸』は円状になって、トゥルーナイトの頭上を高速で回転している。先ほどまでは低速だったし、銀色に輝かがやいてもいなかった。誰だれも気づいていない。見えてさえいないようだ。ねねこ以外には。

　手を伸ばせば、触ふれられる位置に、それはある。触れてどうなるのかはわからない。どうにもならないのかもしれない。

　それでも──

　このまま、一いつ矢しも報むくいずに、彼らの犠ぎ牲せいにはなりたくなかった。

　ねねこは手を伸ばした。銀色に高速回転する『糸』の輪わ。指先がそれに近づくと、紫むらさき色いろの粒りゆう子しがその周りに浮かび上がった。それが『空属トラクタス』を意味する色であることを、ねねこは知らない。

　その指先が、回転する『糸』に触れた瞬しゆん間かん。

『糸』の前に、格こう子し状じようの光が現れた。

「がっ!?」

　途と端たん、トゥルーナイトが苦く悶もんの声をあげた。

　二人を包んでいた銀色の燃ねん焼しよう光こうが、不規則に明めい滅めつする。二人の身体を空中に舞まわせていた風がにわかに弱まり、がくん、と落下しそうになる。トゥルーナイトは歯を食いしばり、再びクォーツを煌きらめかせた。

「なんっ、だ、クソッ──『風の舞い手エル・プラーノ』！」

『糸』がさらに輝きを増す。ねねこは理解した。この『糸』が示すもの。

　これは、魔ま法ほうだ。

　魔法を使うために必要ななにか。なんであるのかはわからない。名前も知らない。ただ、メイジが魔法を使うとき、この『糸』は激しく発光し、回転する。この『糸』の動きを邪じや魔ますれば──メイジの魔法も、また支障を来きたす。

　あった。

　わたしにできること。無力な自分がメイジに立ち向かえる、ただひとつの方法。

「さんちゃん！　これを！」

　喜びにも似た、しかし、それよりもさらに激しい感情がねねこを支配した。それは焦しよう燥そうに似ている。身が焦こがれるような思い。紫むらさきの格こう子し状じようの光に──『窓』のようにも見えるそれに、手を伸ばし、

「この、ガキ！　テメェの仕し業わざか!?」

　トゥルーナイトが激げつ昂こうする。その手に魔ま法ほうの雷かみなりを灯ともらせ、ねねこの身体に叩たたきつけた。全身の神経が焼き切れるような衝しよう撃げきと激げき痛つう。目の前が暗くなりかける。

　それでも、ねねこの目は、紫の『窓』を映しつづけていた。

　三さん九く郎ろうの隣となりにいられる、ただひとつの方法から。

　トゥルーナイトに蹴けり飛ばされて、ねねこの身体が落下する。頭から、５メートル下の地面にまで。死が迫せまる。三九郎がなにかを叫んだが、言葉までは聞き取れなかった。ねねこはただ、最後に自分が耳にした声が、彼のものでよかったと──

　どぷん、と。

　なにかが、ねねこの身体を受け止めた。

　目を見開く。おぼろに揺ゆらいでいる。水の中だ。

　水みず瓶がめに落とされたネコさながら、ねねこはパニックを起こしてばたばたと手足を動かした。水流がねねこの身体を押し流し──ぺっと吐はき出す。ずぶ濡ぬれのまま、恐る恐る目を開くと、そこには懐なつかしい顔があった。

　華か夜やと、そして呉くれ葉はが、そこにいた。

「かやちゃん？　それに、呉葉ちゃんも──、わぷっ！」

　ねねこのことを見た瞬しゆん間かん、二人は感かん極きわまったように泣きついてきた。華夜は肩を震ふるわせて泣き出し、呉葉は「バカ！」を連呼しながらひたすらねねこの頭をハタいている。ねねこは混乱する。混乱するが──それでも、ぐっとこみ上げてくるものがあった。

　もう一度、大好きな人と出会えたという喜び。

「く、そ、がァァッ！」

　トゥルーナイトが頭上で叫んでいる。銀色の燃ねん焼しよう光こう。掲かかげた手のひらの上で、雷の嵐あらしが吹き荒れる。銀色の『糸』が高速で回転している。

　それが、『窓』を通じて目の前に見える。

「さんちゃん！」

　ねねこは、目の前にある格子状の『窓』を、その両手で──押し開ける！

　瞬間、紫の光が周囲に満ちあふれた。それは、三九郎たちの目にも映ったようだ。三九郎は目を細め、そしてそこに、紫色に輝かがやく『窓』が現れていることを知った。その『窓』の向こうでは、空間を越えて、トゥルーナイトの『糸』が高速で回転している。

　手を伸ばせば、触ふれられる距きよ離り。

　ねねこは、直感的に叫んだ。

「切って！　この、『糸』を！」

　三さん九く郎ろうは『アエリシス』を振るおうとして──その直前、トゥルーナイトが魔ま法ほうを完成させる。

「『雷神の矢トウニ・エル・アロー』！」

　閃ひらめく稲いな妻づまの矢が、三九郎の手を貫つらぬいた。『スティール』をする間もない。痙けい攣れんする右手から『アエリシス』が弾はじき飛ばされ、トゥルーナイトは濁にごった声で笑う。

「ハ、ハ、ハッハァ！　ど、どうだ！　そのナイフがなきゃ、なんにもできねェだろ！」

　そのとおりだ。『アンチメイジ』としての能力は、『アエリシス』がなければ発動できない。何度にもわたる実じつ験けんで、そのことは証明されている。

　だが、本来なら、そんなことはないのだ。ジャッジは言っていた。三九郎の母、先代『アンチメイジ』伏ふし桜ざくら詩し絵えは、自みずからの肉体によってその能力を発動することができたと。

　三九郎がそれをできないのは、単純に、彼が未熟だからなのだと。

　上空で、再び銀色の雷かみなりが荒れ狂う。あの雷が降ふり注そそぐまで、一秒か、二秒か──『アエリシス』を拾いに行っている時間はない。三九郎は奥歯を軋きしらせた。

　瞬しゆん間かん的に脳のう裏りに閃いたのは、あのとき、右腕を赤せき熱ねつさせた、雷らい火かの姿だった。

　雷火になにが起こったのか、詳くわしいことはわからない。ただ、彼が進化したということだけは、直感的に理解できた。

　雷火は、『次』に進んだのだ。

　彼に相応ふさわしく、胸を張って威い風ふう堂どう々どうと、成長した。

　雷火が、そうしたというのなら──

「──俺に、できないわけが、ないだろう!!」

　左腕をいっぱいに伸ばす。ねねこが開いた『窓』を通じて、その指先が高速回転を続ける『糸』に触ふれる。

　びりびりと、しびれるような感覚を指先に味わいながら、三九郎はあらん限りの声で、

「『スティール』！」
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　叫んだ。

　その瞬間、銀色の糸はぶつりとちぎれ、己おのれの高速回転に耐えきれなくなったように、こなごなに破は壊かいされて消しよう滅めつしていった。

　同時に、すべての銀色の光が消え去った。トゥルーナイトが展開していた銀色の雷も、そして、彼を支えていた『飛ひ翔しよう』魔ま法ほうも。すべてが消え去って、そして。

「う、おっ、あああああああああああああっ!?」

　トゥルーナイトの悲ひ鳴めい。落ちてくる。５メートルの高さから、アスファルトめがけて。

　呉くれ葉はの『水の乙女アクア・ヴアルゴ』は、それを受け止めることはしなかった。




　　　　　　　　◆




「……くそ、くそっ、な、んだってん、だっ…………！」

　トゥルーナイトは、這はいずる。

　サングラスはすでに割れている。その足は、おかしな方向にねじ曲がっていた。５メートルの高さから落下して、無事で済むはずがないのだ。

「……ガキ、ども、が……ナメ、やがって……見てろよ、すぐに……」

　割れたサングラスから覗のぞく瞳ひとみは、怒りと憎しみに曇くもっていた。彼は這いずる。その先にあるのは、手からこぼれ落ちたいくつものクォーツだ。橋の上にばらまかれ、街がい灯とうを受けて煌きらめいている。手を伸ばして、それに触ふれて──トゥルーナイトは、笑った。

　自分がなぜ落下したのか。彼にはまだわかっていないらしい。

「全員……殺してやるッ……！　食らえ、『荷電琥珀トウニ・エル・コラプス』──」

　ないサングラスを引っ搔かく素そ振ぶりを見せて、トゥルーナイトは詠えい唱しようし。

　なにも起きなかった。

「……あァ？　なんだ、……不良品か？　くそ、こんなときに……！」

　そうして、トゥルーナイトはもっとレベルの低い──不良品のクォーツでも唱となえられる魔ま法ほうを唱となえた。いくつも、いくつも。最後には、レベル１の『風属エル』魔ま法ほうに落としてまで、彼は唱えようとした。

　なにも起きなかった。

「……な、にが……起きて……？」

　トゥルーナイトは歯を軋きしらせる。ぎりぎりと、クォーツを握りしめて──

　その手を、仄ほの火かは踏ふみ砕くだいた。

「いぎッ!?」

　砕かれた手から、クォーツがこぼれ落ちる。それを拾ったのは、雷らい火かだ。仄火と同じようにずぶ濡ぬれになっている。

　うずくまる『地母神の子テツラ・ドール』を破は壊かいして、姉弟きようだい揃そろって橋の上までよじ登るのに、ずいぶんな時間がかかってしまった。おかげで──事態は、ほぼ終息に向かいつつあるらしい。

「どうだ？　雷火」

　雷火はクォーツをまじまじと覗のぞき込んでから、答えた。

「上質のものだね。レベル10までの魔法なら、問題なく発動できるだろう」

「ッてことは──、こいつが、魔法を使えなくなったってことだな？」

　トゥルーナイトの頭を蹴けり飛ばして、仄火は独ひとり言ごとのようにつぶやく。

「いや、違うか。『糸』を切られたというのなら、メイジではなくなった、といったほうが正しいな」

　緑色に脈みやく動どうする右みぎ眼めが、身構える三さん九く郎ろうを──否いな、その後ろにいるねねこのことを見み据すえた。子猫のような愛らしい顔立ち。恐怖に震ふるえている。けれど、その手をぎゅっと握りしめて、仄火から視線を外すことはしない。

　寄り添そう二人を見て、仄火は素直な感想を漏もらした。

「怖いな」

　そう。怖おそろしい。

　メイジがメイジでなくなるということは──メイジにとっては、耐えがたい恐怖だ。

「……仄火さん。そろそろ、いいかな」

　雷火がつぶやく。その右腕は赤せき熱ねつしている。赤く、脈みやく動どうしている。仄火の右眼と同じように。

『アバター』。果てしない戦せん闘とうの最中で、身体の一部が『御み柱はしら』と化す現象。

　仄火は、その現象をじっと見つめる。赤熱する右手の先にはクォーツが煌きらめいている。仄火が頷うなずけば、雷火は次の瞬しゆん間かんにも三九郎たちに襲おそいかかるだろう。

　向こうには、メイジが二人とアンチメイジがひとり、そして──得体の知れない存在となってしまった少女が、ひとりいる。

　いくつかの利害を、仄火は素す早ばやく計算した。指導者である以上、そういうスキルに長たけていなければならない。考えるまでもなく答えは出たが、それを口にするより先に、空間が紫むらさきにひび割れた。

　そこから姿を現したのは──白衣の女性。顔を見て、ぎょっと驚おどろく。

『マーチラビット・ワークショップ』工房長、蜜みつ月づき蕩とう乃のだ。

　蕩乃はこちらを振り返り、にっこりと笑った。対して仄ほの火かも笑う。互いの意思など、言葉を交わすまでもなくわかっている。仄火は蕩乃から視線を外さぬまま、雷らい火かに言った。

「帰るぞ」

　雷火の燃もえるような眼まな差ざしが、仄火を射い貫ぬいた。彼の戦意は少しも衰おとろえていない。そのことを、誇らしく思うと同時に、仄火は少し呆あきれた。

「おまえ、マスターメイジを相手にするつもりか？　アタシでもフツーに殺されるぞ。それに、もう、戦う理由がない。こっちの目的は果たしたんだ」

　そして彼女はニヤリと笑い、雷火の右腕を──熾おき火びのように赤く暗く輝かがやく肌を見た。

「『アバター』を手に入れたんだ。『アンチメイジ』殺しに、勝るとも劣おとらぬ名めい誉よさ。──ほれ、もっと胸を張れ！　おまえは目的を達したんだからな！」

　大声で言って、仄火は雷火の背中を叩たたいた。

　雷火に『アンチメイジ』を──伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを殺させようとしたのは、弟を、仲間として、堂々と迎むかえ入れるためだ。『アバター』は『御柱』の恩おん寵ちよう、祝福されたものになった雷火に後ろ指を指すものは、もはやどこにもいないだろう。

「──ッ、けほ、けほっ！」

　ろくな手加減もせずに背中をブッ叩いたからか、雷火は咳せき込んでいる。そんな弟を、誇らしげな目で見つめ──それから、『耳』に電話をかけた。

「『耳』。今から凱がい旋せんだ。今日の事件を引き起こしたテロリストを引き渡すから、『評ひよう議ぎ会かい』に連絡しとけ」

　そうして、仄火はトゥルーナイトを担かつぎ、雷火を伴って、帰路についた。




　　　　　　　　◆




「しかし、まあ」

　崩ほう落らくした橋はしを見渡して、蕩乃は呆あきれたようにつぶやく。

「派手にやらかしましたね」

「俺がやったわけじゃない」

　三九郎は、苦にが々にがしげに答えて、足あし下もとを見下ろした。

　そこにはキリコがいる。

　正確には、ねねこがキリコのことをひざまくらして、その頰ほおを優やさしく撫なでている。

　その表情は、どこか吹っ切れたようだった。恐怖はすでにない。優しげにキリコを見下ろす眼まな差ざしだけがある。

「……確かに、やらかしたのはそっちの娘ですね」

「キリコちゃんは、なにか、お咎とがめがあるんでしょうか？」

　ねねこが不安そうに蕩とう乃のに問いかけた。

　蕩乃は、そんなねねこのことを見下ろす。アーモンド形の目には、形容しがたい色が浮かんでいる。恐怖──ではないにしろ、ねねこのことを遠ざけるような目。

「普通に考えたらそうなりますね。インフラ破は壊かいは、『評ひよう議ぎ会かい法ほう』に抵てい触しよくしますから」

「そうですか……」

「けど、まあ、そんなに気にしなくてもいいですよ。ペナルティを課かせられるのは、メイジ本人よりもむしろそれが所属する工房のほうです。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』がこれ以上ペナルティを受けたらどうなるのか、実に見み物ものですね」

　くすくすと、笑い──それから彼女は、腕を広げた。

　紫むらさき色いろにひび割れた空間の向こうには、親しん王のう坂ざか高校の保健室が広がっている。空間を越えて、そこにはジャッジの仏ぶつ頂ちよう面づらも見通すことができた。

「とりあえず、帰りましょうか。そのほかもろもろのことは、帰ってから話し合えばいいでしょう」

「……そうだね」

　華か夜やが小さく言う。呉くれ葉はもうんうんと頷うなずいている。蕩乃がそんな呉葉を冷たい目で見ていたが、呉葉は気づかない──というか、その振りをしている。

　そして、ねねこは。

　キリコを膝ひざの上に載のせたまま、三さん九く郎ろうのことを見上げた。

「さんちゃん。お願いがあります」

　なんとなく、イヤな予感がした。

　その予感は、恐らくその場にいるすべての人間が抱いだいたに違いない。それでも、三九郎は答えなくてはならなかった。それが、この──『コルドロン』に成り果て、その余よ波はによって不ふ思し議ぎな力を身につけてしまった少女への、せめてもの責任であると思った。

「なんだ？」

「わたしを、『伏ふし桜ざくら製作所』に入れてください」

　三九郎は目を見開いた。

「……な、」

「さんちゃんがなにをしたいのかは、わかってるよ。わたしのことを、遠くにやっておきたいんでしょ？」

　先手を打たれて三九郎の目が泳ぐ。そんな彼の隣となりから、華夜が援えん護ごをしてくれた。

「あの、違うの。ねねちゃん、それはね」

「わかってるよ、かやちゃん。わたしのためだよね。わたしが巻きこまれないように──メイジ世界から遠ざけておきたいんだよね。それは、わかってる」

　ねねこは緩ゆるやかに首を振る。その表情は穏おだやかだ。それが、逆に三さん九く郎ろうを焦あせらせた。こういう表情をしているときのねねこは──絶対に、テコでも、言うことを曲げないからだ。

「でも、わたしはさんちゃんの傍そばにいたいの」

　キリコの髪かみを撫なでて、ねねこは、言う。

「さんちゃんの隣となりに。さんちゃんがメイジ世界にいるというのなら──わたしも、そこにいる。さんちゃんが自分の手を汚よごすというのなら、わたしも汚したい。さんちゃんと、かやちゃんと、一いつ緒しよに──一緒にいるために、そうしたい。だって」

　そうして、ねねこは三九郎の顔を見上げ、はにかんだ。

「わたし、さんちゃんが好きなんだもん」

「────」

「好きな人と、一緒にいたい。好きな人が傷ついて、苦しんでいるのに、ひとりだけ遠くにいるなんて耐えられない。そっちのほうが、ずっとずっと苦しいよ。だから、お願い、さんちゃん。わたしを──」

　傍に、いさせて。

　囁ささやくような声に、三九郎は応える術すべを持たなかった。

　幼なじみからの告白に、三九郎はただ狼ろう狽ばいする。唾つばを飲み、うつむいて──

「あの」

　不意に、蕩とう乃のが口を挟はさんできた。

「なんでもいいのですけれど、戻ってからにしていただけませんかね？　この魔ま法ほうを維い持じするだけでも、結けつ構こう高価なクォーツを消費しているんですよ」

　吐き捨てるような蕩乃の言葉に、三九郎とねねこは同時に赤面して、同時に頷うなずいた。
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　その男は、ナカタと名乗った。

「痛むかー？　弟クン？」

「……いえ。なにも感じません」

「あー。そっかー。だろうなー。なんせ、『アバター』だもんなー」

　白衣、分ぶ厚あついレンズのメガネ、無ぶ精しよう髭ひげにくわえタバコ。うだつの上がらない理系大学生といった風ふう貌ぼうの男に、右腕を見せるのは抵抗があった。しかし、仄ほの火かの言葉によれば、彼はレベル18を数える優ゆう秀しゆうな『生属ヴイ・ト』メイジ──スクロール『大だい治ち癒ゆ』を扱あつかうことのできるメイジなのだという。仲間のひとりと言われれば、無む碍げに断るわけにもいかなかった。

　今。雷らい火かの右腕は、ナカタが用意した包ほう帯たいによって、ぐるぐる巻きにされている。

「まー、若じやつ干かん痛々しいけど、こうでもせんとメチャクチャ目立ちまくるからなー。我が慢まんしてくれよー」

「はあ……」

　確かに、雷火の右腕は、表皮のほとんどが黒く焼け焦こげ、その下から赤せき熱ねつする炭火のような赤い光が漏もれている、という状態だ。さらけ出していれば日常生活にも支障を来きたす。

　雷火は、自分の右腕を──曰いわく『アバター』と化した肉体を見下ろした。

　なにもしなければ、痛みも感覚もないままだ。しかし、動かないわけではない。力を込めようとすると、肌の下がわずかに赤熱して、あの痛みが戻ってくる。

　三九郎と戦ったときの痛み。彼によって奪われた右腕の痛みが。

「…………」

　ぎゅっと、拳こぶしを握りしめる。雷火は沈んだ面おも持もちで、その拳を見つめ──

　後頭部を、思いっきり叩たたかれた。

「いつっ!?」

　こんなことを気軽にしてくる人間は、この『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』別宅にはひとりしかいない。雷火は後頭部をさすりながら、恨うらみがましく彼女をにらみつけた。

「動かすんじゃないって言われてるだろうが。話聞けよ、このバカ」

　その視線をどこ吹く風と受け流して、仄ほの火かは足で襖ふすまを閉める。なんたる不ぶ作さ法ほう。名門『桐之宮工廠』の血を引くものとしては信じられないほどだ。そういうところが、現工房長たる桐之宮新しん開かいに嫌きらわれているのではないだろうか。

「動かすと痛いだろ？　それ、ずっと続くからな。今のうちに、いろんなことを左手でできるようになっておいたほうがいいぞ。いちいち痛いのは結けつ構こうイラっとくるものだからな」

　雷火は仄火の右みぎ眼めを覗のぞき込んだ。薄うすく緑色に輝かがやいている、『アバター』の右眼。

「……仄火さんも、そうなのか？」

「あー、まあ、そうだな。右の視力はほとんどねえもん、アタシ。目を凝こらせば見えるようになるんだが、それはそれで痛えし」

「姐アネさん、戦せん闘とうの痛みはゼンゼン気にしないのに、生活の痛みはやたら気にするよなー」

「反はん撃げきする相手がいないからね。アンタが鬱うつ憤ぷん晴らさせてくれる？」

　ナカタはぶるりと白衣を震ふるわせた。医薬品の詰まった箱を閉じて、するすると部屋の端はしへと移動する。

「冗じよう談だんはやめてくれよなー。あんたの鬱憤晴らされたら身体がいくつあっても足りん。まー、治療は済んだから、あとは姉弟きようだいで、ごゆっくりどうぞー」

　ぱたん、と襖ふすまが閉まって、姉と弟は向かい合った。

　片方の右みぎ眼めは『生属ヴイ・ト』の緑で輝かがやき、片方の右腕は『火属イグニス』の赤で輝いている。

　包ほう帯たいが巻かれた右腕を見て、仄火は、ふふん、と笑った。

「ずいぶんとかっこよくなったじゃないか、雷火？」

「特に嬉うれしくないけど」

「そう言うな。おかげでおまえの評判はずいぶん上がったんだから。アタシの仲間も、諸もろ手てを挙げてオマエを歓かん迎げいするとさ。少し前までは渋ってたくせになァ」

　特に驚おどろくには値しない。メイジにとって強さというものは、利り益えきや権力に並ぶほどの、絶対的な価値を持つ。『御み柱はしら』に認められるほどの死線をくぐり抜けた歴戦のメイジは、それだけで認められるのだ。

　そこで、雷火はふと思い出した。

「仄火さん。ひとつ聞きたいことがある」

「ん？　なんだい？」

「最後のあのとき、三さん九く郎ろうが僕ぼくの魔ま法ほうを『スティール』しようとしたんだ。でも、失敗した。僕の召しよう喚かん物ぶつ──『業火の軍神イグニ・ウルカヌス』の剣は、あいつの『アエリシス』をすり抜けて、あいつのことを傷つけた。あれは、なぜなんだろう」

「ああ、そりゃ当たり前だ。今のおまえはクォーツ経由じゃなく、『アバター』から直接魔ま力りよくを流し込まれてるわけだからな。『御柱』と直結した魔法を盗むことは、いくら『アンチメイジ』にだってできないよ」

「……そういうもの、なのか？」

「そういうもんだ。ま、これでおまえは、『アンチメイジ』に対抗する力も手に入れたってわけだな。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の他のメイジどもも、さぞ違った目でおまえを見るだろうよ」

　そう言われて、しかし雷火は、首を振った。

「まだ、足りない。僕の母さんの汚お名めいは──まだ、雪そそがれていない」

　雷火が一いち目もく置かれるようになったとしても、彼が妾しよう腹ふくであることに変わりはない。表面上は褒ほめ称たたえていたところで、内心では蔑さげすんでいるだろう。妾めかけの子。新しん開かいに利用されるだけ利用されて打ち捨てられた、弱者の子だと。

　雷火の目的は、それを雪ぐこと。

　自分の工房を得て、誰だれに憚はばかることもなく、『桐きり原はら』の名を掲かかげることが、その目的に繫つながると、雷らい火かは固く信じていた。

　彼の無表情を見て、仄ほの火かは目を細めた。彼女がなにを思ったのか、雷らい火かにはわからない。興きよう味みもなかった。仄火は仄火の目的があって、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』を受け継ごうとしているのだろう。それを援えん助じよすることが、自分の目的の達成に繫がるのならば、そうする。それだけのことだ。

「……ま、いいけどさ。別にさ」

　ぽつりと言って、仄火は両足を前に投げ出した。

「オヤジ殿どのも、おまえが『アバター』を手に入れたことを評価してたぜ。継けい承しよう権けんを主張しないなら、『桐之宮』の名前を名乗っても構わんとの仰おおせだが──」

「こっちから願い下げだ」

「だろうな。ま、そこはテキトーに言いつくろっておくさ。　──で、だ」

　ぱたぱたと、両足をバタつかせる。子供っぽい仕し草ぐさだ。この人にはそういうところがあるとわかっていながら、雷火は目をぱちくりとさせた。

「アンタを仲間に迎むかえ入れるに当たって、もうひとつ、条件がある」

　雷火は警けい戒かいする。また三さん九く郎ろうを殺せとでも言われるのだろうか。

　が、仄火はそんな空気を読み取って、軽く手を振ってみせた。

「いや、そんな警戒すんなよ。あくまでも儀ぎ礼れい的なことというか、対外的なことというか。ともかくも、意識ひとつでできるだけの、簡単なことさ」

「回りくどいな。スパっと言ってくれ」

　そう言うと──仄火は視線をそらし、むにむにと唇くちびるを動かして、

「アタシのことを、さ」

「うん」

「お姉ちゃんって呼んでくれよ」

　沈ちん黙もく。

　雷火はじっと仄火の横顔を見つめた。かすかに赤らんでいる。こんなに照れ顔が似合わない女の人も珍しい、そんなことを雷火は考え──

　仄火は深々とため息をつくと、その場で大きく両足を動かして、一いつ足そく飛びに雷火の目の前にまでやってきた。

「あー、ヤメだヤメ！　アタシの性しように合わねえよ！　条件でもなんでもない！　いいか、雷火、これは命令だ！　今後、どのような状況でも、アタシのことを『お姉ちゃん』と呼ぶこと！　いいな!?」

「……いや、あの、なんで、」

「うるっせーよ、いいじゃんかよ別に！　昔っから憧あこがれてたんだよ！　可愛かわいくて有能な弟に、お姉ちゃんお姉ちゃんって慕したわれるってのにさ！」

　なにを言ってるんだこの人は、と真剣に思った。なにかを企たくらんでいるのかとも思ったが、どんな壮大な企みを持ってすれば、こんな馬ば鹿かげたシチュエーションが降ふって湧わいてくるのだろう──

　仄ほの火かは雷らい火かの頭を片手で摑つかんで、にっこりと笑った。

「で？　呼んでくれるよな？」

　断ったら頭を握り潰つぶされる。雷火はそう思った。

　じりじりとした沈ちん黙もくのあと、雷火は冷や汗を流しながら、ぽそりと、

「……ね、姉さん、なら」

　仄火は眉まゆを寄せた。不満そうだ。

「それだとアイツらの『姐アネさん』とあんまり変わんないだろ」

「ひ、人前では絶対に無理だっ！　僕は汚お名めいを雪そそぐために戦ってるんだよ!?　その上にシスコンの汚名を着せるつもりか!?」

「ちっ。じゃあ仕方ないな。『お姉ちゃん』は二人きりのときだけで許しといてやるよ」

　言って、仄火は席を払って立ち上がった。めちゃくちゃだ、と思いはしたが、口にすればまた難なん癖くせをつけられるに決まっている。よって、雷火はじっとりとした顔で、姉を見上げるだけに留めた。

　その表情を見て──仄火は、くつくつと笑った。

「ンだよ、そういう顔もできんじゃん。これから歓かん迎げい会かいだからな、ずっとそういう顔してろよ。おまえ無ぶ愛あい想そうすぎるんだよ、雷火」

　そう言われて、雷火は思わず、部屋の姿見に目を向けた。

　そこに映る自分の顔は、少しだけ、笑っているように見えた。




　仄火が部屋から出て行くのを、確認してから──

　雷火は携けい帯たいを取り出して、液晶ディスプレイを見た。

　画面上端に、留る守す録ろくのマークが表示されている。

　何度か聞いた。しかし、折り返すことはできなかった。消し去ることも。

　なにも持たぬ自分が、あいつとどんな話をすればいいのか、わからなかったからだ。

　しかし──

　雷火は携帯を操そう作さして、アドレス帳から彼の名前を呼び出した。それを選ぶ。発信動作。耳元に当て、コール音を聞く。

　そして、雷火は待った。




　　　　　　　　◆




「さて。どこから話しましょうか」

『伏ふし桜ざくら製作所』、リビング。

　ひとり掛けのソファにゆったりと腰を落ち着けて、蜜みつ月づき蕩とう乃のはまるでこの場の支配者であるかのようだった。

　いや、ある意味ではそれは正しいのだろう。今回の事件を引き起こしたのが彼女ならば、今回の事件に関する情報をもっとも多く握っているのもまた、彼女なのだ。すべてが他者のペースで動いているということに、三さん九く郎ろうは忸じく怩じたるものを感じたが──

　まるでそれを察知したかのように、隣となりに座るねねこが、三九郎の手をきゅっと握った。

「……ねねこ」

　小さな声で呼びかけると、黒い瞳ひとみが三九郎を見上げた。不安と、そして、信しん頼らいが、そこに映っている。

　三九郎は、ねねこに小さく頷うなずいて、蕩乃のことを見た。

「……須す崎ざきさんのことから、話してくれないか」

「いいでしょう。須崎キリコさんですね。まず──、私のメイジを彼女の自宅に派は遣けんしたところ、もぬけの空からとなっていました。両親の姿はありませんでしたが、現場に残っていた血けつ痕こんの血液型が彼らのものと一いつ致ちしました。生存の可能性は限りなく低いでしょう」

　わかっていたとはいえ──その話は、三九郎の心を重くさせた。

　三九郎に自じ罰ばつの趣しゆ味みはない。防ぎようのないことを、なぜ防げなかったのかと後悔するほど暇ひまでもない。それでも、自分たちの親しい少女が、メイジ世界の陰いん謀ぼうに巻きこまれてしまったという事実は、ずしりと両肩にのし掛かってきた。

　ステッキの柄えを、こつこつと指で叩たたきながら、蕩乃は淀よどみなく説明を続ける。

「キリコさん自身は、ジャッジの推すい測そくどおり、すでに人間ではなくなっていました。素そ体たいを人間とした人じん工こう精せい霊れいに、具体的には、四し肢しと内ない臓ぞうの半分ほどが『生属ヴイ・ト』魔ま法ほうによる合成物に置き換えられ、脳のうにも施せ術じゆつのあとが見られました。また──」

　そこで、ねねこがうつむいた。

　顔色が真っ青になっている。それを見て、三九郎は蕩乃の話を止めようとした。あまりにも──、あまりにも、残ざん酷こくに過ぎる。ねねこに聞かせるには、重すぎる話だった。

　けれど、ねねこは、顔を上げた。

「ごめんなさい。続けてください、蕩乃さん」

「──施術のあとを調べた結果、彼女は人じん工こう魂こんをそこに植え込まれただけで、基本的な人格は元のままであることがわかりました。夜や楽がくの命令を聞いていたのは、彼の魔法によって操あやつられていたからでしょうね」

「それを、解とくことは？」

「可能デス」

　口を出したのは、三さん九く郎ろうの背後に立つジャッジだ。ヴェネチアンマスクの奥に桃もも色いろの光を宿らせて、彼女は威い圧あつするように蕩とう乃ののことを見た。

「御み影かげヶが原はら夜や楽がくは世界でも有数の『心属アニマ』メイジデスが、時間さえかけれバ、ソノ魔ま法ほうを解くことは可能デスよ。工房長がお望みナラ、私がその役を務つとめマショ」

「……ありがとう、ジャッジ」

「トンでもありまセン」

　ジャッジは深々と辞じ儀ぎをする。そのさまを見守って、蕩乃はぽつりと、

「彼女は、今回の件で、ただひとり『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と関わりのある存在です。キリコさんの身み柄がらを『評ひよう議ぎ会かい』に提出して調べてもらえば、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』を潰つぶすことだって可能かもしれませんよ？　なにしろ、これだけの事件なのですから、関連がはっきりすれば『評議会』だって黙だまっていないでしょう」

「その場合、須す崎ざきさんはどうなるの？」

　尋たずねたのは、華か夜やだ。ねねこの隣となりに腰かけて、じっと蕩乃を見み据すえている。

　蕩乃は肩をすくめ、あっさりと答えた。

「そうですね。証しよう拠こ品ひんとして、必要な情報を搾しぼり取られたあとは──事件が解明するまでどこかに保管されるか、あるいは解体されて再利用されるか」

「どちらにしろ、モノ扱あつかいは変わらないというわけか」

　三九郎は、吐はき捨てるように言った。そういったメイジの非情さ、非人間性は、三九郎がもっとも嫌きらうところだ。

　だから三九郎は、こう答えた。

「須崎さんは、『伏ふし桜ざくら』で引き取る」

「引き取る？　彼女の親代わりにでもなるつもりですか？」

「須崎さんの社会的な扱あつかいに関しては、ジャッジと相そう談だんして決めるさ。だが、少なくとも、今のままで放り出すことはしない。彼女には、できうる限りの援えん助じよをして──可能ならば、元の世界に戻すように努つとめよう」

　蕩乃は薄うすく笑った。自分の甘さを見み透すかされているようで落ち着かない。しかし、彼女はそれ以上追つい及きゆうすることなく、話題を変えた。

「ま、それはそれでいいでしょう。特に興きよう味みもありませんし。次に──、ねねこさんの中に溶け込んだ、『モイライⅢ型』について」

　その場にいる全員が、ねねこのことを見た。

　きゅっと唇くちびるを引き結んでいるねねこのことを、怜れい悧りに見下ろしながら、蕩乃は口を開く。

「ねねこさん。どうやらあなたは、メイジと『御み柱はしら』とを繫つなぐコネクション、『糸』に干かん渉しようできるようになってしまったようですね」

「……はい」

　ねねこは小さく頷うなずいた。彼女が『窓』を開き、トゥルーナイトの『糸』を露ろ出しゆつさせたときの光景は、今でも三さん九く郎ろうの目に焼きついている。銀色に輝かがやく『糸』を『スティール』することで、三九郎は、トゥルーナイトから魔ま法ほうの力を奪うことに成功したのだ。

「おそらくは、『モイライⅢ型』と融ゆう合ごうしたことの副作用でしょう。あれは『伏ふし桜ざくら製作所』の『竜りゆう脈みやく』と、空間を越えてリンクしていますからね。同じく魔ま力りよくの流れである『糸』に作用できるようになったと──ということでしょうか。確言はできませんが」

「ソノような事例、聞いたことがありマセンね」

「私だって聞いたことありませんよ。できれば実じつ験けんをして再現性を確かめたいところですが──『モイライⅢ型』を吞のみ込んでくれるメイジなど、いないでしょうね」

　それから、彼女はちらりと横目でねねこを見た。

「まあ、ともかく、危険きわまりない能力です。このことが他のメイジに露ろ見けんする前に、一刻も早く、あなたの身体から『モイライⅢ型』を取り除きましょう──」

「イヤです」

　ねねこの答えは、きっぱりとしていた。

　蕩とう乃のは一文字に口を引き結ぶ。とはいえ、その反応は予想していたのだろう。ステッキの柄えをこつこつと指で叩たたきながら、蕩乃は諭さとすような口調で、

「ねねこさん。わかっているのですか？　その力を持っている以上、あなたは『アンチメイジ』以上の危険な存在になるということですよ。多くのメイジに命を狙われるでしょう。それは、あなたにとっては──」

「決めたんです」

　蕩乃の言葉を途中で遮さえぎって、ねねこは、さらにそう告げた。

「わたし、さんちゃんの傍そばにいます」

「…………」

「さんちゃんがメイジ世界にいるというのなら、そうしなくてはいけないというのなら、わたしもそうします。そうしたいんです。それに」

　ねねこの表情が、辛つらそうに歪ゆがんだ。

「……たとえ、わたしがこの力を捨てたとしても。メイジさんたちは、わたしのことを狙うと思います」

　三九郎の傍そばにいるというそれだけの理由で、キリコは人じん工こう精せい霊れいに改造され、自由意思を奪われて三九郎たちと敵てき対たいしてしまった。メイジ世界にここまで足を踏ふみ入れたねねこが、無事でいられる保証はどこにもない。

　いざというそのとき、力がなければ、ただ彼らに蹂じゆう躙りんされるばかりだ。

　それならば──ねねこは、三さん九く郎ろうの傍そばにいる。突つき放して安全なところに追いやるのではなく、一いつ緒しよにいて守りつづける。片時も離はなれずに。

　それが、三九郎とねねこが一晩をかけて出した結けつ論ろんだった。

　ねねこの手を強く握りしめながら、三九郎は言う。

「ねねこの力──『窓』を開く力は、俺の『スティール』と組み合わせれば、メイジから魔ま法ほうの力を剝はく奪だつすることができる。メイジにとっては、この上もない脅きよう威いだろう。『六ろく会かい議ぎ』で問題にされていた、俺たちの工房が不用意に戦争を仕掛けられるということは、もうなくなるはずだ」

　メイジが、魔法を取り上げられて、『普通の人間』になってしまう。

　傲ごう慢まんなるメイジたちにとって、それはある意味で、死よりも恐るべきことだ。下手へたなちょっかいを『伏ふし桜ざくら』にかければ、魔法を永久に使えなくなる──、それは、侵しん攻こう部隊を皆殺しにするよりも、よほど強力な脅おどしになるだろう。

「ねねこさんを、戦争に巻きこむということですか？」

　蕩とう乃のの指摘は、冷たく、そして的確だった。三九郎のもっとも痛い点を突ついてくる。三九郎は唾つばを飲み込み──

　今度は、ねねこが三九郎の手を握りかえしてきた。

「違います。巻きこまれるんじゃない。今度は、わたしが、さんちゃんを助けてあげるんです。──ただ守られて、安全な場所で、遠くさんちゃんを見ているだけなら──わたしは、そっちのほうを望みます」

　その声に、その表情に、蕩乃はしばらく黙だまり込んでから、諦あきらめたように頷うなずいた。

「……なるほどね。わかりました。問題はいくつもあるのでしょうが、確かに、抑よく止し力としては申し分ありませんからね」

　そして、彼女はもっとも重要な問題に踏ふみ込んできた。

「では、最後に、私たちの同盟に関して話し合いましょうか」

　今度は、三九郎に視線が集中する番だった。

　ねねこと華夜が、三九郎のことを、じいいいいいいいっ──と見つめている。ある種の物理的圧力さえ感じる視線に、三九郎はひとつ咳せき払ばらいをした。

「……友好関係は続けたいと思うけど、同どう盟めいに関しては、いったん預けさせてくれ」

「私たちの契約に関しては？」

　ごくりと、唾を飲み込む。白はく刃じんの上を歩むかのような気分。下手をすれば命を失う。戦せん闘とうのような緊きん張ちよう感かんと共に、三九郎は答える。

「……いや、それは、その……『コルドロン』の機き能のうは、仕様書どおりには修復しなかったわけだから」

「私は、おあずけということ？」

「そ、その表現はなんだかおかしい！　誤ご解かいを招く！」

「でも、そういうことでしょう？」

　蕩とう乃のは目を細くして、立ち上がった。ぎくりと身を強こわばらせる。相手はマスターメイジ、本気になってこちらをツブしにかかれば、対抗することはできないだろう。

　しかし、同時に、立ち上がる姿があった。

　神しん藤どう華か夜やと春日かすがねねこの二人が立ち上がり、三さん九く郎ろうを守るように、彼の前に立ちはだかっていた。その表情は、三九郎からは見ることができなかったが──少なくとも彼女たちの背中は、一歩も引くまいとする気き概がいに満ちあふれていた。

「……さ、さんちゃんは、渡しません！」

　先制するように、ねねこがそう叫んだ。華夜も頷うなずいて、同調する。

「伏ふし桜ざくらくんは、あなたのものにはならないよ、蕩乃さん」

　蕩乃は目を細めたまま、尋たずねる。

「では誰だれのものになるのですか？　あなたのものですか、神藤さん？」

「えっ──」

「それともあなた？　ねねこさん？」

「うっ──」

「はっきりしてくださいな。三九郎は誰のものなんですか？　そこが明確にならないと、私は彼の子こ種だねを借り受けることができません」

「こ、子種とか言わないで！　そもそも、伏桜くんは誰のものとかじゃなくて──」

「ええい！　まどろっこしい！」

　蕩乃が大声を張り上げた。ばん！　とテーブルを叩たたいて、彼女は前のめりに、ねねこと華夜のことをにらみつけた。

「この辺りで問題点をはっきりさせましょう。つまり、あなたたちは、三九郎の初めてが欲しいということですね？」

「はじっ──」

「わかりました。なら、それでいいです。私は別に初はつ物もの食いが好きなわけでは──いえ、まあ、好きですけど、それは今はいいです。残念ですけどね！」

「な、なにを言ってるの、あなたは!?」

　華夜が顔を真っ赤にし、ねねこは目をぱちくりさせている。意味がよくわかっていないのかもしれない。しきりに三九郎を振り返るが、振り返られても困る。

　蕩乃は背せ筋すじを伸ばし、腕を組んだ。不満をその表情に映しながらも、彼女は頷うなずく。

「私はここで待っていますから、早く済ませてきてください。私は二番目──いえ、二人いるのですから、三番目ですね、三番目で構いません」

「だから！　なに言ってるの!?」

「順番についてですよ。それともなんですか、やっぱり私が初めてでも──」

「だめっ！　いや、だから、そういうことじゃなくて！」

「じゃあどういうことなんですか!?　気持ち？　気持ちなんですか？　気持ちの問題っていうこと？　ハッ、くだらない！　いいじゃないですかそんなもん、別に減るもんじゃなし！」

「減るよ！　減るの！　──と、とにかく、三さん九く郎ろうくんには指一本触ふれさせないから！」

　蕩とう乃のと華か夜やが大声で言い争う。三九郎はそこに言葉を挟はさめない。挟む気力さえ起きない。

　そんな三九郎の隣となりに、ねねこがすとんと腰を下ろした。蕩乃と華夜の勢いについていけなくなったらしい。彼女は戸と惑まどうように三九郎を見て、尋たずねた。

「ねえ、さんちゃん。『初めて』って、なんのこと？」

「……おまえは知らなくていいんだよ、ねねこ」

　ため息をつくような声でそう答えて、三九郎はねねこの頭を撫なでた。




　　　　　　　　◆




「よう、サンクロ。相そう談だんは終わりか？」

「……よう。呉くれ葉は」

　話し合いを終えて、リビングから出た三九郎を待っていたのは、田中呉葉のにこにこ笑顔だった。

　すべてが終わったあと、呉葉は『伏ふし桜ざくら製作所』への参入を希望し、三九郎はいくつかの条件をつけて、それを承しよう諾だくした。華夜とねねこからの口くち添ぞえがあったことは言うまでもない。なんだかあの二人に工房を牛ぎゆう耳じられつつあるような気もするのだが、まあ、それはそれでいい。

「んで？　結局どうなったんだ？」

　問いかけてくる呉葉に、三九郎は、答えにくそうに答える。

「気が向いたら、ということになった」

　呉葉はきょとんとして、腕を組み、確かめるように、

「気が向いたらって、サンクロが『マダム』──、っと、蜜みつ月づきさんとヤりたくなったらってことか？」

「おまえもずいぶん直接的だな……。まあ、そういうことだ」

「ぎゃはは！　ずいぶん良いご身分になったじゃねェか、サンクロ！　あんな美人と、いつでもどこでも気が向いたときにヤれるなんてさ！　親しん王のう坂ざか中の男メイジから命を狙われるぜ──ああ、もう狙われてるんだったか！」

　腹を抱かかえて笑う。工房長に対する態度ではないが、呉葉は三九郎のことを上司ではなく、同どう僚りようと捉とらえているようだ。いちいち訂正するのも面倒なので、放置しておくことにしている。

「ま、呉くれ葉はちゃんがオマエの味方になった以上、どこの誰だれにも『伏ふし桜ざくら』ナメさせねーからよ！　どーんと！　大船に乗った気分でいるんだな！」

「…………」

　三さん九く郎ろうは冷たい目で呉葉を見た。厳げん密みつに言えば華か夜やは『伏桜製作所』の所属ではないから、呉葉は三九郎の代になってから初めて『伏桜』に所属したメイジということになる。果たしてこいつを仲間にしてよかったものか、今さら疑念が湧わき上がってきたが──まあ、さすがに今さら裏切ることはないだろう。

「ふふん、あの『伏桜製作所』の一番弟子でし……いやいや、副工房長か？　ぎゃはははは！　こいつはいい！　たまんねーぜ！　ゼントヨーヨーとは、このことだな！」

　ひとりで勝手に満足して、呉葉はその場を後にした。わりと綱つな渡わたりの工房運営であるということは、教えないほうがいいだろう。

　それから、三九郎は工房を出て、丘の麓ふもとにある異い位い相そう空間のゲートをくぐり抜けて、現実世界へと戻った。

　その途と端たん、懐ふところに収めていた携けい帯たいが震しん動どうした。取り出してディスプレイを覗のぞき込むと、着信と留る守す録ろくの表示がある。発信者の名前は──

「雷らい火か」

　ぽつりと、三九郎はその名を呼んだ。

　無意識のうちに指が動き、留守録を再生する。携帯を耳に当てると、しばらくのあいだ沈ちん黙もくがあった。電子的な響ひびきを帯びた無音が、携帯の向こうにいる少年の佇たたずまいを想像させるかのようだった。

『……三九郎。久しぶり』

　雷火の声は、穏おだやかだった。三九郎に相対したときとは違う。かつて、『伏桜継けい承しよう戦争』以前に会話を交わしたときと同じ、友人としての声だった。

『電話、返せなくてごめん。なにを話せばいいかわからなかった。きみは『アンチメイジ』で、工房長で──、でも、僕ぼくは、戦争に負けた部屋住みだったから。惨みじめに、なりそうで』

　訥とつ々とつと語る雷火の声には、真情が滲にじみ出ていた。

　三九郎は、雷火のプライドの高さを思い出した。

『三九郎と話すときに、惨めな気分にはなりたくなかったんだ』

　彼が持っている高いプライドは、彼自身のためのものではない。

『僕は、きみと、対等でいたかった』

　彼の母親の名めい誉よを守るために、彼は、気け高だかくあらねばならなかったのだ。

『きみは──ただひとりの、僕の親友だから』

　俺もだ。

　三九郎は胸のうちでそう答える。三九郎の友人は雷火ばかりではない。『普通の』友人を幾いく人にんも持っている。

　けれど、親友と呼べる相手は、雷らい火かだけだった。

『あのとき、手加減せずに僕ぼくを殺そうとしてくれて、ありがとう。いずれまた、敵としてあったときには──また、そうしてくれ。僕も、そうするから』

　それだけを言って、雷火からの通話は、終わった。

「………………」

　三さん九く郎ろうは携けい帯たいを手に、しばらくその場に立ち尽くしていた。目を閉じる。固く、固く。

　そうしながら、三九郎は、自分の立っている世界、メイジ世界の残ざん酷こくさを、改めて認にん識しきしていた。





おわり












　あとがき




　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

　そんなこんなで『放課後の魔法戦争アフタースクール・ブラツクアーツ』第二巻でございます。楽しんでいただけましたら幸いです。

　ところでこの話、異常にルビ（漢字の右側にある別読みの言葉ですね）が多いですよね。魔ま法ほうの名前にはすべてルビが振ってありますし、ほんの些さ細さいな『氷の刃』とかいう魔法にもちゃんと『フリッジ・エル・グラディオ』というルビが振ってあったりします。「編集さんと校こう閲えつさんお疲れ様ですありがとうございます」という感じですが、作業量を思うと僕ぼくに憎しみが向けられていることは明白ですので、若じやつ干かん怖おそろしく思ったりもいたします。そもそもタイトルからして『アフタースクール・ブラックアーツ』というルビが振ってあります。ルビ小説ですね。

　僕はこの『ルビ』というものに若干の思い入れがありまして、なにしろたいていの漢字の読みは少年マンガのルビで学んだのです。少年マンガは親切なもので、ほぼすべての漢字にルビが振ってあり、漢字とその読みがイヤでも脳のうみそに刷すり込まれるという仕し様ようになっているのですね。

　まさしく楽しみながら学習したというわけで、おかげで国語の点数が大変によく（書き方のほうはズタボロだったけど）、おかげでいろいろな小説などを読むようになり、おかげでこういう職しよく業ぎように就ついているわけです。ルビのおかげと言っても過か言ごんではありますまい。

　我われながら物もの凄すごく些細なきっかけで人生が決まっている気がしますが、三十になって振り返ってみるに、人生など些細なことの積み重ねでしかなく、クヨクヨ悩むだけ損そんということです。もっと気軽に生きようぜ！　どうせみんな最後は死ぬんだから！




　なぜかルビから人生の話になりましたが、ページも埋うまりましたので今回はこの辺で。

　この本を手に取っていただいてありがとうございました。また次のお話でお会いしましょう。それではー。




　あ、『蠅はえ』を『ヴォラット』と読まないようにしてくださいね。これラテン語なので。





鈴木　鈴
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鈴すず木き 鈴すず

あぶない！

ここは俺に任せて早く逃げろーッ！
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イラスト／さらちよみ

世田谷区在住のイラストレーター件漫画家。ほか、ゲームのキャラクターデザインや原画など多方面で活躍中。
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